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@ 本 体 + キ ー ボ ー ド ロン -BODDCE 標準 価格 369.000 円 @15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ ロン -BODDE 標準 価格 19.800 円 @ チ ルト スタ ンド CZ-6STIE 標準 価格 5.BOI 円 匠 。 
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1 実 奏 密 度 を 極限 まで 追求 し た 
ォ ル ム 一 新 の マン ハッ タン シェ イプ 
= 言 の 秋 階 で 技術 モク ショ ン に 提示 され だ 
ュ ペ ー ス が 、 ミ まさ に その 時 点 で の 技術 限界 を 
証 え る る の で あっ た こと は 、 完 成 さ れ た 本 機 を 
た だ けれ ば 容易 に 想像 が つく は ず で 
- 革 に 、 ス タイ リッ シュ に フォ ルム 一 新 、 と いっ て 
し ミ ぇ ば 簡単 て で す が ここ に は を うし た 言葉 で は 
い 尽 くせ な い 、 チ ッ プ 技術 を も 合 め た 集積 
芸術 、 実装 技術 の 確か な 裏付け が あり ます 。 
初め て の 2 万 ゲー ト LSI、 ハイ スピ ー ド 1C を 
ミ に め 10 に 及ぶ カス タム 1C を 開発 搭載 、 本 来 
デス ュ ク サイ ド で ある で き カ タチ を デス クト ッ プ 
= ミ で 縮 し まし た 。 し か も コン テン ポラ リー な 
マン ハッ タン シェ イフ 。 知 的 な 、 ハ イレ ベル な 
ョ ュー ス に ふき わし い セ ン シ プ ブレ な デザ イン で すれ 
広く リニア な アド ンス 空間 
プロ セッ サ の 未来 を 先取 し だ 68000 
32 ビ ゼット 内 部 演算 アー キテ クチ ャ 、 汎 用 化 き 
れ た レジ スタ 、 メ モリ アド レッ シン グ 16M バ イト 、 
強力 な アド レッ シン グモ ー ド …… マイ クロ プロ 
モッ サ の 未来 その も の と いわ れる 進化 し だ アー 
キテ クチ ャ を も つ 68000 を 搭載 。 メ モリ 空間 の 
制約 に し ば られ て いた グラ フィ ッ ク 処 理 に も 新 
た な 次 元 ち ひら きま す 。 8 ビッ ト の 延長 上 の 16 
ビッ ト で は な 〈、 そ の 処理 能力 に 明らか に 桁 の 
違う プロ セッ サ 。 ア ド バ ン ス ト ユ ー ザ ー の クリ 
エイ ティ ビ テ 1 に 応え る 高度 な シス テム 環境 を 
サポ ー ト し ます 。 クロ ッ ク は ハイ スピ ー ド 10M 
Hz。 現 時 点 で の ハー ド の 在り 方 へ の ひと つの 
解答 し て 、 私 た ち は 68000 の 良心 を 選び まし た 。 
2M バ 人 イト の 大 容量 メモ リ 、 
先駆 の 独立 3 画面 設計 
メイ ン メ モリ は 標準 で IM バイ 條 、 き ら に 内 蔵 で 
1M バ イト 拡張 で き 、 最大 12M バ イト ま て 拡 
張 可 能 な 大 容量 設計 。 また 68000 の も つ 広 
大 な アド レス 空間 を 活か し て 、 テ キス ト 、 グラ 
フィ ッ ク 、 スプ ライ ト の 3 画面 を 独立 構造 と し て 
装備 し た 独自 の メモ リア ー キ テク チャ で す 。 
文字 、C.G.、 キ ャ ラク タ を 
プラ イオ リティ つき 
て 重ね 合わ せ 表 
示す る 、 こ れ ま で 
むず か し か っ た 
ビジ ュ ア ル 表 現 も 造作 な 《 こ な す ハ イア ビリ ティ 
が 創造 性 を 刺激 せ ず に は お きま せん 。 人 容量 も 、 
テキ スト 用 VRAM512K バ イト 、 グ ラフ ィ ッ ク 
VRAM512K バ イト スプ ライ ト 用 VRAM32K 
バイ ト 、 ス タテ ィ ッ ク RAM16K バ イト と 、 メイ ン メ 
モリ と 合わ せ て 破格 の 2M バ イト を 装備 し まし た 。 



















































ロー @ お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ ブ 帳 電子 機器 事業 本 部 シス テ / 
グ ャ ー の 杯 式 全社 事業 木 部 テレ ビ 事業 部 第 4 商品 全 加 〒162 東 


| RT 
_ フ レン ドリ ーO0S、Human 68k 搭 載 

独自 の ハー ドウ ェ ア に は 独自 の オペ レー テイ ン 
グ シ ステ ム が 必要 で す 。 と いう より この X68000 
に 限っ て は 、 を そう せ ぎ る 得 な い 特 殊 な ハー ド 環 
境 が 存在 し ます 。 本 機 に 搭載 され た 独自 の 
OS は 、 こ の マシ ン だ けが も つ 機 能 を すべ て 
サポ ー ト する こと は も ちろ ん 、 日 本 語 化 、 ユ ー 
ザー フレ ンド リー 化 へ の 解答 を も 示す 全く 新 
し い OS に 仕上 が っ て いま す 。 シス テム の 起動 
後 の ジ ョ ブ 選 択 か ら 操作 ま て 、 ほ と ん と の 処理 
を アイ コン で 表示 し 、 マ ウス で 選ぶ 、 ビ ジュ アル 
シェ ル に よる ユー ザー 本 位 の 使い や すい オペ 
レー ティ ング : また 日 本 語 入力 フロ ント プロ セッ 
サ の サポ ー ト …… 極論 すれ ば 、 コ マン ド を 
知ら な く 〈 て も シス テム が 思い どう 0 り に 立ち 上 が る 、 
それ ほど まで の フレ ンド リネ ス を 追求 し まし た 。 





連 文 節 変換 も 、 マ ル チ フ ォ ン ト も 、 
日 本 人 に ふき わし い 強 力 日 本 語 処理 
JIS 第 1/ 第 2 水準 漢字 ROM の 搭載 は も ちろ 
ん 、 約 60,.000 語 に 及ぶ 強力 な 辞書 を 装備 。 
ここ で も 第 2 水準 漢字 が サポ ー ト され て お り 、 
人 名 ・ 地 名 を は じ め ゅ 漢字 で な けれ ば 表現 し 
に くい 熟語 な ども スム ー ス に 表示 で きま す 。 また だ 
OS 上 の か な 漢字 変換 ツ ソフ トウ ェ ア と し て 日 本 
語 入力 フロ ント プロ セッ サ を 採用 。 2 文節 最 
長 一 致 法 う 高度 な 構文 解析 に も と づい た 
連 文 節 変換 を 実現 し て いま す 。 文字 フォ ント も 
テキ スト ピッ トマ ッ プ を 活か し た マル チ フ ォ ン ト 。 
全角 文字 (24 24/16x16) 、 半 角 文 字 12 
x24/8 x16) 、 壇 角 文 字 (12x12/8X8 ド ッ 
ト ) が 自在 に 駆使 で き 級 密 な 文書 づく 0 に 対応 。 
性 を 刺激 する 和敬 異 の 表現 力 

高 解像度 自然 色 グ ラフ ィ イッ クス 

512 ド ッ ト 65,536 色 同時 発色 / ク ロー ム や 
チタ ニウム に 代表 され る 高 品位 な 金属 の 質 
感 、 金 ・ 銀 表現 、 人 の 眼 に 映る 色 や 形状 を ほ と 
ん ど あ り の まま に 表現 し 得る 自然 色 グ ラフ ィ ッ クス 
が 、 こ れ ま て の C.G. イ メー ジ を 一 新 し まれ 

島 1024X1024 の 実 画面 エリ ア を 装備 し た 
高 解像度 表示 能力 / テ キス ト 、 グ ラフ ィ ッ ク と ち 
に 1024 x1024 ド ッ ト の 実 画面 エリ ア を も ち 、 最 



































16 ビ ッ ト の 理想 を 追求 し た 
個人 の ワー クス テー ショ ン 。 


大 表示 エリ ア は 768 x 512 ド ッ ト (65.336 馬 詩 
16 色 指定 可能 )。 専 門 分 野 に も 対応 て きる 胡 
示 能 力 で も 未 表示 エリ ア へ の スク ロー ル る 5 目 在 、 
画面 エリ ア を フル に 使用 LC を の 一 部 を 表示 二 
る と いっ た ブロ 感覚 の 表示 処理 も 楽し め ゅ ます 。 

未 体験 の 動画 が 駆使 で きる スプ ライ ト 機 
能 / 新 開発 の スプ ライ ト IC を 搭載 、16x16 ド ッ 
ト の 級 密 な キャ ラク タ が 1 ドッ ト ご と の スム ー ス 
な 動き で 、512 x 512 ド ッ ト の 高 解像度 画面 を 
縦横 に 疾走 する 。 ク リエ イタ ー の 感性 を 刺激 
する 新しい 能力 です 。 し か も 最大 表示 は 水平 
32 ス プラ イト 、1 画面 128 ス プラ イト 。 色 表 示 $ 
65,536 色 中 16 色 指定 可能 、 ま る に アニ メー 
ショ ン と 呼ぶ に ふさ わし い 興 奮 の シー ン が 展 
開き れ ま す 。 い ま 最 先端 の プロ グラ ム 環 境 を 。 
参 疑 似 高 解 像 度 ス ー パ ー イ ン ポ ボー ズ /512X 
512 ド ッ ト ( イ ンタ ー レ ー ス 方 式 ) レベ ル の スー パー 
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イン ポー ズ 。 よ り 高 度 な 映像 処理 で プロ フェ ッ 
ショ ナル な テク ニッ ク が 駆使 で きま す 。 さら に 
ォ オー バー スキ ャ ン 機 能 の 採用 で スー パー イ 
ン ポ ー ズ に よる テロ ッ プ 文字 の 不 自然 な 切れ 
が な く 、 ビ デオ 編集 $ る きら に グレ ー ド アッ フ 。 

坦 テ キス トビ ピット マ ッ プ に よる フレ キシ プ ブル な 
画面 設計 / 独 立 し た テキ スト 画面 を 装備 する 
EE も に 、 グ ラフ イッ ク 同様 の ビッ トマ ッ プ 方式 を 
採用 (65,536 色 中 16 色 指定 可能 )。 テ キュ ト 
画面 を グラ フィ ッ ク 画 面 と し て も 活用 て まき ます 
し か $ 両 画面 の 重ね 合わ せ 表 示 ぅ 
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1983 年 , ビ デオ ゲー ム 界 を 驚 乙 させ た 作品 "XEVIOUS 


が 登場 し て か ら 4 年 。XEVIOUS に こだわ り 続 け て きた 
DEMPA マ イコ ン ソ フト 開発 室 か ら , 7 作 目 の パソ コン ・ バ 
デス ゆ .4 コ MA【619 に 作 le ゆ Ti 人 半 :: わ p に と 6 た 内 

夢 を 超え た ハー ド ・ ス ペッ ク の X68000 を 使う こと に より 、 
プロ グラ マー の 夢 が 、 現実 の も の と な り ま し た 。 


XBBUDU 用 ゼビウス 


5 イン チ F ロ + ジ ョ イス ティ ッ ク ……………… 標準 価格 B.B0 円 
1 イン チ FD 版 SKUSCCOKOLGESEEYV33 代 人 122YOC2O に も it に 1 引 8DH 円 


※ ジ ョ イス ティ ッ ク は XE-1b を 搭載 。 特 別 割安 に な っ てい ます 。 で 株 式 会 社 ナ ムコ 


【 し トッ er PLJ ju | で 計 
EE 寺 淡 新 簡 社 、 遇 販売 
ST 索 涯 寺 呈 2 東 誠 殺生 1 涯 誰 は | 希 生 号 
3 : 電 計 9 が 395611E 計 















MD 誠 ADIN 


The soldier Clovis went to AIDrqgon, running after Dragon. Dragon had taken Princess Celia qs q hostage. But, monsters in fhe graqveyard and ruins interrupfed his way. 


TE 


セリ ア 王 女 が ドラ ゴン に と ら わ れ た / ノ 
王女 の 身 と ロー レン ス 王 国 を 救う た め に 立ち 上 が っ た の は 、 
と ニレ クム シン アマ 3 罰 ダ ノア ルル コパ た レ 4 ピコ ニレ セン 7 た 
待ち 受け る ルー ム ガ ー ダ ー を 倒し 、 ア イ テ ム を 集め な が ら 
最終 ラウ ンド に 潜む ドラ ゴン を 打ち や ぶる の が 使命 だ 。 
ユメ と ロマ ン に あふ れ た 冒険 が 今 は じ ま る 。 


ドラ ゴン バス ター 
シャ ー プ X1 5 ィ ッ テ F 版 
標準 価格 B.BU ロ 円 1 


⑥ 株 式 会 社 ナム コ 








の メッ グ /74 グ 27 人 // 


DEMPA MICROCOMPUTER SOFTWARE 


@ 株 式 会 社 ナ ムコ 発売 元 : 電波 新聞 社 〒141 東京 都 品川 区 東 五反田 1-11-15 容 03-445-6111 
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まあ 


1987 年 , 春 。 

まま ー の の E 二 ルナ ンク な マン ン の 滞 場 しま とし だ らら で 。 

「 個 が エキ 状 礁 ディン 変 かそ 」 一 これ ば な 今更 言う ます の GE CN IM 上 日 導 申 の パ 
ソコ ン 界 を 総なめ に し て いる あの 騒ぎ を 知ら な 生 失 た ジ ー あな た は 忘 び ょ っ と し て コン ピュ ー 
タ の も ぐり な の で は ? だ っ た ら , すぐ に で も 本 書 の 第 1 部 に 目 を や っ て くだ さい 。X68000 の 虜 に 
人 SD Il 還 6 敵 拉 ). 寺 そ こし て レッ >: 電 っ で 人 な っ て くだ さい 。X68000 が 欲し く 
SG 年 寿 志 くる で し ょ う 。 


X68000 は 、 お ニュ ー な マシ ン で す 。 で すか ら そ れ を 使い こなす た め の 情 報 , 活用 テク ニッ ク , 人 
文献 等 が 不足 し て いま す 。 そこで 我 が M UL T IT マイ コン 研究 会 で は , X68000 の 文献 第 1 号 と し て , 
本 書 を お 届け する こと に 致し まし た 。 


@X68000 を 購入 し た が , 使い 方 が か わからない 
@X68000 を 活用 し た い が , 適当 な 文献 が 見 あたら な い 

信 福 袋 に 入っ て いる アセ ンプ ブラ の 使い 方 が わか ら な い 

@ ア セン プラ で FM 音源 を 制御 する に は どう し た ら 良 い の か 
SRAMDISK. SYS っ て 何だ 

スプ ライ ト で アニ メ を や り た い 


O K ! 本 書 が 引き 受け まし ょ う 。 そ の ヒン ト を 半 し 上 げ ま し ょ う 。 

本 書 は , 稚 張 りな X68000 の 入門 コー ス & 応 用 コー ス で す 。 初心 者 に は , 人 
る よう に 御 伝授 致し ます 。 上 級 者 に は , マニ ュ ア ル 外 マニ ュ ア ル と いえ る べき 貴重 な 資料 を 提供 
し ます 。 以 下 の 構成 を 参考 に お 役立て て 頂け れ ば 幸い で す 。 


本 書 は , 4 部 構成 に な っ て いま す 。 

第 1 部 は , X68000 の オー バー ビュ ー で す 。 X68000 の ユー ザー で な い 方 は 。 冷や か し 半分 で 覗い 
て みて は いか が で し ょ う ? ミイ ラ 取 り が ミイ ラ に な る か も し れ ま せん 。 す で に X68000 の ユー ザ 
ー に な られ た 方 は 、 一 つ ご 自分 の マシ ン を 離れ , 客観 的 に X68000 を ご 覧 に な っ た ら 如何 で し ょ う ? 
いま まで 見 落と し て いた 


く お ま け 
に 気が付く か も し れ ま せん 。 
第 2 部 と 第 3 部 は , 特に 0 S に 慣れ て いな い 初 心 者 の 方 を 対象 に し た X68000 の 入門 コー ス に 
5 ます 。 
只 2 の 部" や "ビジュアル シ ェ ル 
人 拓 1 思 の 2 ル 


を 扱っ て いま す 。 カリキュラム の 選択 (と り わ け そ の 配列 ) に は 十分 注意 を 払い まし た 。 順 を 追っ て 


-ー 


ョ の ラマ 


数 





話し て 頂け れ ぼ 」 X ヌ 68000 に 早く 慣れ る こと が で きる と 思い ます 。 
地 き 茎 ほ 、 応用 編 で す 。 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ や RAM/SRAM デ ィ ス ク の 組み 込み カ , 
マタ ロア モン プラ の 使い 方 等 , 

マニ テニ ュ ア ル に は 載っ て いな い が 急 所 と な る ポイ ント 
= つい て 説明 し て あり ます 。X68000 に 関す る 文献 が 少な い 現 在 。 参考 に な る の で は な いで し ょ うか 
に ュ ふれ, 興味 の ある 部 分 か ら 目 を 通し て くだ さい 。 
譲 の 資料 編 は 。 中 級 以 上 の ユー ザー に は 必須 の 重要 な 情報 が 集め られ て いま す 。 特に IOCS 
誠一 昔 等 、 や は り マ ニュ アル に は 載っ て いな い 貴 重 な 資 料 が 掲載 きれ て いま す 。 ア セン ブラ の プロ 
52 まあ と 民 わ れ ま す 。 
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68000 ほ は パー ソナ ルコ ンピュータ と いえ , 大 変 に オー バー スペ ッ ク な コン ピュ ー タ で す 。 ユ ー ザ 

ー に と っ て は 有難 いわ け で す が , 逆 に 本 書 に と っ て は , それ が 災い と な り ま し た 。 あ まり に も 
書か な けれ ば な ら な い 事 項 が 多 す ぎる 

す 。 で すか ら 割 愛せ ざる を 得 な い 部 分 が 多岐 に 渡り , 非常 に 残念 な 思い に か られ ます 。 

メーBAS1C の 入門 コー ス 

68000 の アセ モン ブラ の 入門 コー ス 
Io BAS1IC は , 面白 い イ ンタ プリ タ 型 の 言語 で す 。 ア セン ブラ に よ 
ぁ 外 部 関数 を 任意 に イン クル ー ド する こと が で きま す 。C 言 語 に コン バー ト し , フィ ル タ を 作成 す 
0 ゆず り た いと 思い ます 。 そ れ に は , ぜひ 
著 様 の 応援 が 必要 で す 。 も し ご 支持 頂け る な ら , 第 2, 第 3 の X68000 活用 研究 も 夢 で は あり ませ 
ん 。 私 以外 の 優秀 な 方 が 参加 し て くれ る か も し れ ま せん 。 ぜ いひ , 御 声 援 く だ さい 。 我ら の X68000 
を マニ ア の 手 で 育て て 行こ う で は あり ませ ん か ? 


) 
r1 
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私 的 な が ら , 本 書 は 私 に と っ て 25 冊 目 の 著 述 に あたり ます 。100 冊 を 一 つの 頂点 と する な ら , ちょ 
うど その 1 /4 まで 来 た こ と に な り ま す 。 そ の (私 に と っ て ) 記念 すべ き 1 冊 に X68000 に 巡り 会 え 
だ ご と は , 幸い な こと だ っ た と 愚 い ます 。 


< な り ま し た が , 本 書 執筆 の 機会 与え を て くだ さっ た 電波 新聞 社 マ イコ ユン 編集 部 , 書籍 出版 
部 の 皆様 に お 礼 申 し 上 げ ま す 。 と り わ け マ イコ ン 編 集 部 の 皆様 に は 企画 の 段階 か ら 大 変 な 応援 を 項 
きま し た 。 編集 者 と 筆者 と の イン ター フェ ー ス の 大 切 さ を 今さら な が ら 痛 感 し た 次 第 で す 。 ま な た 匠 
々 ユー ザー に エキ サイ ティ ング な マシ ン を 開発 ・ 提 供し て くだ さっ た シャ ー プ 株 式 会 社 テ レビ 事業 
部 の 技術 者 の 皆様 に お 礼 申し 上 げ ま す 。 そ の 情熱 に は , 頭 の 下がる 思い で す 。 
本 書 を (将来 を 含め て ) すべ て の X68000 の ユー ザー に 捧げ ます 。 

1987 年 6 月 3 日 
MULT 1 マイ コン 研究 会 塚 越 一 雄 
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第 14 章 UNIX ラ イク な 機能 1) 一 
階層 的 ディ レク トリ 


14 一 | サ プ デ ィ レク トリ の 作成 ……" eo 151 
階層 的 ディ レク トリ プル ー ト ディ レク トリ と サブ プ デ ィ レ クト リ 
サブ ディ レク トリ の 作成 一 一 md プ trash と newdir の 意味 

14 一 2 階層 的 ディ レク トリ の 活用 ………… 154 
カレ ント ディ レク トリ パス 名 パス 名 の 実際 絶対 指定 に よ 
る パス 名 相対 指定 に よる パス 名 プ グ ラディ ウス を サブ プ デ ィ レ 
クト リ に ノ 親 ディ レク トリ を 表す . . 

14 一 3 サブ プ デ ィ レ クト リ の 削除 と path の 概念 …I60 
サブ ディ レク トリ を 削除 する ーーrd プ ディ スク 全体 の ファ イル 
を 一 挙 に 見 る プ コ マン ド が 実行 され る まで の 手順 プ コ マン ド フ 
ァイル は どこ に ファ イル する か ? プシ ステ ム 変 数 path の 威力 


第 15 章 UNIX ラ イク な 機能 (⑥) 一 一 
リダイレクト と バイ ブラ イン 


15 一 1 標準 人 出力 の リダイレクト …"… hn 165 
新しい 概念 標準 入出 力 cpy の 機能 /cpy の 実行 改行 は , 2 
段階 の キー 操作 で cpy が テキ スト エディ タ に 変身 標準 出力 の 
リダイレクト ププ 標準 入力 の リダイレクト ン Human68 k の テキ ス 
ト フ ァイル の 構造 画面 消去 を 意味 する ASCIl 制 御 コ ー ド 
標準 出力 へ の アペンド 

15 一 2 標準 入出 力 の パイ プ 機 能 …ーーー 173 
入力 テキ スト の ソー トー 一 sort 標 準 入出 力 の パイ プ 機 能 プ デ 
ィ レ クト リ を ソー ト す る マル チ 処 理 機能 




















5 一 176 
フィ ル タ ン デ ィ ス プレ イ 表 示 の 一 時 停止 一 一 more プ 文字 列 の 検 
索 find 
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却 = 曹 


ネト ラファ イル を 作成 / フ ァイル 名 だ け を 
お ョ ヨ ョ イル の 意味 複雑 な コマ ンド も バッ チ フ ァ イ 
チ フ ァイル ー-autoexec. bat / 自動 実行 バ 


上 一 3 ブロ グラ ム 言 語 と し て の バッ チ フ ァイル …igz 
擬 と し て パッ チ フ ァイル プ パ ラメ ー タ パラ メー タ の 
能 な Is. bat プ パイ プ 処 理 の 内 部 構造 一 一 pipe 0 0.0. 
メッ セー ジ の 出 カ ー 一 echo プ パラ メー タ の 代入 の され 







調べ る 一 一 para. bat pra.bat の 実行 ノ 制御 構造 一 一 if 
条件 一 一 文字 列 の 比較 goto と ラベ ル に よる 分 析 プ goto を 利用 
し た |s.bat 


第 4 部 シス テム の 構築 
各種 テク ニッ ク 
第 17 草 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ 
サ の 組み 込み 





17 一 | デバ イス ドラ イ バ と は 何 か ………… ド ……… 194 
いつ 漢字 を 使用 する か ? 漢字 の 入力 で つま ずく デバ イス ド 
ライ バ の 組み 込み ? 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ 

17 一 2 config. sysS コ マン ド 99 YES て ペラ ーー 197 
contig. SysS と は ? 〆Human68k の 実行 環境 の 設定 /break, 


verify の 初期 状態 を 決め る プシ ェ ル の 選択 プ デ デ バイ ス ド ラ イ バ の 
組み 込み device 

17 一 3 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ の 組み 込み 2o」 
ASK68K. SYS グ ASK68K. S YS 組み 込み の 書式 プ ニ 
つの 辞書 ファ イル の 違い 


第 16 意 HAM デ ィ ス ク &SHAM テ ディ スク 


18 一 1 高速 RAM デ ィ ス ク の 使い 方 ーー… 20 
R AM ディ スク と は , 何 か ? 恵まれ た X68000 の ユー ザー 
R AM ディス ク ド ラ イ バ 組 み 込 み の 書 式 /R AM の 選択 プ RA 
M デ ィ ス ク の 起動 まで プ R AM ディ スク を 使用 する プ ウ ォ ー ム 
ブー ト 可 能 な R AM ディ スク ン R AM ディ スク へ の 転送 は バッ 
チ 処 理 で 

18 一 2 電源 OFF で も 安心 ,/ 驚 異 の SRAM デ ィ ス ク 2z09 
スタ ティ ッ ク RAM と は 7? ぞ SRAM デ ィ ス ク を oconfig. sys に 
登録 ご S R AM ディ スク の 使用 宣言 プ S R AM ディ スク の 初期 
化 プ S R AM デ ィ ス ク を 使用 する /S R AM ディ スク の 登録 を 
取り 消す ZR AM ディス ク と S R AM ディ スク の 使い 分 け 


第 19 草 福袋 (贈物 ) の 活用 
マク ロア セン ブラ リン カ 
19 ご ゴマ クロ アセ シンジ ラマ リン OOP うつ 4 215 
福袋 と は ? 福袋 を 覗く ー 一 defsptool. bas プ な ぜ ア セン プラ が 
同 梱 さ れ た か ? プ ど の よう に 使用 する か ? 
19 一 2 分 割 ア セン ブル の 実際 ……………ーーー 217 
操作 方 法 を 調べ る に は ? プ ソソ ー ス プロ グラ ム の 書式 を 調べ る に 
は ? 分 割 ア セン プル プ ソ ー ス プロ グラ ム の 作成 一 main.$ ノ 
サブ ルー チン の 本 体 が 見 あたら な い ? 第 2 の ソー スプ ログ ラ 
オプ ジェ クト ファ イル と リス ト フ ァイル 


ーー=eXtrn ss 
1 k に よる リン ク 
19 一 3 


イン グル ー ド ファ イル と マク ロロ 命令 ………| 225 





イン クル ー ド ファ イル と は ? プイ ンク ルー ド フ ァイル の 取り 込 
み ノ マク ロ 命 令 と は ? プ パラ メー タ を 使用 し た マク ロ 命 令 の 実際 


第 CU 章 ビジ ュ ア ル シ ェ ル で パラ メー タ を 
つけ て コマ ンド を 実行 する 方 法 


20 一 1 ビジ ュ ア ルレ シェ ル に は 弱点 あり ? ーー 227 
は じ め に アビ ジュ アル に お ける ファ イル の 次 プ コマ ンド フ アデ 浴 
ル の 実行 アデ デ ー タ ファ イル の 場合 実行 時 に パラ メー タカ 必要 
な ブロ グラ ム も ある / 検 索 文字 列 を 指定 し て 

20 一 2 ビジ ュ ア ルレ シェル に パラ メー タ を つけ る に は -…232 
アイ コン の 加工 ED.X に パラ メー タ を 設定 対象 ファ イル を 加 
工 す る 方 法 プ BASIC の プロ グラ ム を 実行 する に は BASIC の プ 
ログ ラム は 加工 し な く と も お わり に 


第 g 章 X-BASIC プ ログ ラム テク ニッ 
ク 一 スプ ライ ト の 活用 法 








21 一 1 スプ ライ ト と は 何 か ?…ーーーーー…ー…… 238 
は じ め に アビ ジネス パソ コン ゲー ム パ ソコ ンプ ス プラ イト 機 
能 の 概略 

21 一 2 表示 画面 の 準備 AO ライ ヤー スス ドー ンー 240 


まず 最初 に グラ フィ ッ ク 画 面 の 初期 化 を 良く 使用 する コー デ 
ィング は 、 関 数 に まとめ る プス プラ イト 画面 の 初期 化 

21 一 3 パレット コー ド と カラ ー コ ー ド の 概念 ………… 242 
パレ ッ ト コ ー ド と は ? ンカ ラー コー ド と は ? ンカ ラー コー ド の 
作り 方 ノ 2 進数 で その まま カラ ー コ ー ド を 表現 用 意 し た カラ 
ー コ ー ド ノ カ ラー コー ド を 配列 に 割り 当て る プ カ ラ ー コ ー ド を 
バレット コー ド に 割り 当て る 引数 を 用 いた 関数 プロ ー カ ル 変 
数 の 活用 

21 一 4 スプ ライ ト パ パ ター ン を 設計 ・ 表 示 ・ 移 動 ……… 248 
スプ フラ イト パタ ー ン の 設計 , パタ ー ン コー ド の 定義 ビス プラ イ 
ト の 表示 < マス プラ イト の 移動 プ 全 リス ト 
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ミ 68000 の すべ て 


第 1 章 X68000 の 魅力 を 探る 























〆 X68000 の デビ ュー 

1986 年 10 月 。 い つも の よう に 東京 晴海 国 

が 開か めか れ て いた だ た 。 を そして,。 この 会 場 に ぢ いて 我ら の 
X68000 


が 稼 か に デビ コル よ 人 回 Ci 
それ は , 正 に 衝撃 的 な デビ ュー で あっ た 。 こ の パソ コン らし か ら ぬ スタ イル を 持 














\jy 


テ 


っ だ ノッ ボ の パソ ツッコ ン が (それ は マン ハッ タン シェ ィ プ と 呼ば れる ビル の 形 を し て 
いる ) , 初め て PCー9801 の 牙城 に 食い 込む と 誰が 予測 し た で あろ うか ? 



































77761IPIIIBEEANI 














全 空 極 の 16 ビ ッ ト パ ソコ ン X68000 
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%68000 の デビ ュー 


な ぜ X68000 か 





X68000 一 一 それから 大 変 で ある 。 発表 と 同時 に 大 変 な 反響 と な っ た 。 
雑誌 が 取り 上 げ る 
2 パソ コン サー クル の 機関 誌 が 取り 上 げ る 
マニ ア が 叫ぶ 
ソフ ト ハ ウス が 関心 を 示す 
シス テム ハウ ス が 関心 を 示す 
非 マ ニア が ほし が る 
ー 一 等 々 な ど 。16 ビ ッ ト 機 種 が 主流 に な っ て 以来 , こん な こと は (PC 一 9801 以 外 
は ほ ) 初め て で ある 


ア 久々 に 衝撃 の マシ ン が デビ ュー し た 』 


- 放 きら X68000 に つい て 語る の も 何だ が , 本 書 の 出発 点 と し て , ここ に その 和 魅 








力 の 一 # を 確認 し 全 放 6 区 き X68000 を まだ 失 に し て いな い 人 は ヤジ ウマ 根性 で , 
ま て に - X68000 の ユー ザ と な っ た あな た だ は, いま 正 に 手 に し た だ X68000 の 魅力 
を 再 認 認識 する 意味 で ……。 


X68000' に つい て 語る な ら 。 と に が く 
凄い マシ ン だ ! 

の 一 言 に つき る だ ろう 。 開発 者 を し て , 

「 企 画 の 段階 で 技術 モク ショ ン に 提示 きれ た スペ ッ ク が , まる に を その 時 点 で の 技 
術 限界 を 超え る も の で あっ た 」 
と 語ら せる 程 の こと は ある 。 ハ ー ド ウエ アス ペッ ク が 凄い 。 こ れ な ら 何 で も で き を 
うだ と いう 実感 が ひし ひし 伝わっ て 〈 く る 。 し か も 買う だ け で 何で も 付い て 〈 る 。 付 
属 の ハー ド が 凄い 。 ソフ ト が 凄 い 。 








| 供 ハ ー ド ウエ ア と し て の 基本 仕様 が 優れ て いる 
| 付属 の ハー ド が 凄い 
@ 付 属 の ソフ ト が 凄い 
この マシ ン な らき っ と 何 か が 起こ る , 自分 の 期待 に 応 を て くれ る …… そん な 思い 


5 あな た は この 68000' や 手 に し た の で は な い だ ろ うか ? 


< マニ ア の た め の マ シン ココ 罰 








先 に マニ ア の 要求 が あっ た 
\ 
だ EER の で まつ 7 に 
それ に 合わ せる よう に し て 出来 上 が っ だ た マシン 


ーー を ん な 感じ が する の が X68000 で ある 。 ま る で , マニ ア の た め の マ シン で あ 
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第 1 部 X68000 の すべ て 



































ム マ ン ハ ッ タ ン シ ェ イプ ブ の 本 体 各種 イン ター フェ イス が 最初 か ら 4 持ち 運び に 便利 な キャ リン グ ハ ン 
つい て いる ドル つき 
る か の よう で ある 。 





了 / 初 の 82 ビ ッ ト パ ー ソ ナル ワー クス テー ショ ン ? 
それ で は , 最初 に その ハー ドウ エア スペ ッ ク を 見 て みよ う 。 
まず 第 1 の 魅力 は 。 CPU に 
68000 
が 採用 きれ た と いう こと で ある 。 し か も , 10M ヘ ルツ で 動く てく 。 か つて 【I BMPC 
が 発売 きれ た と き 
初 の 16 ビ ッ ト 機 登場 
と いわ れ た だ た 。 IBM 一 PC の CPU は , 8088 で ある 。 そ の デー タバ ス は 8 ビッ ト で 
ある 。 に も か か わら ず そ れ が 16 ビ ッ ト と いわ れ た の は , 内 部 アー キテ クチ ャ が 16 ビ 
ッ ト に な っ て いた か ら で あ る 。68000 は , デー タバ ス こ そ 16 ビ ッ ト で ある が , 内 部 
演算 アー キテ クチ ャ は 完全 に 
32 ビ ッ ト 
に な っ て いる 。 それ が 証拠 に XーBAS 1IC の 整数 は 32 ビ ッ ト に な っ て いる 。 だ か 
ら 一 32768 一 32767 で は な く 





一 2147483648 一 2147483647 
まで の 数 が 扱え る 。 そ れ が 自然 な の で ある 。 よ っ て , I BM 一 PC が 16 ビ ピット パッ 
コン と いう な ら X68000 は 、 

初 の 92 ビッ ト パ ー ソ ナル ワー クス テー ショ ン が 登場 し た ! 
と いっ て も 良い だ ろう 。 











製 朱 CPU 


へ の 記 コ 


テキ スト 画面 


第 1 章 X68000 の 玉 を 生 る 





ア な ぜ 68000 な の か ? 4 





を そん な こと は , どう で も 良い じい 。 マ ニア が 待っ て いた の は 80286 で は な い 。 
68000 
な の で ある 。 こ れ で ソフ ト が 作り や すく 《 な っ だ 。 あ の いや らし い セ グ メ ント の 呪い 
か ら 逃 れ ら れる 。64K に 抑え られ だ た メモ リ の 悪夢 か ら 逃 れ ら れる 。 
な せ 配 列 が 64K に 制限 され な けれ ば な ら な い の か ? 
な ぜ ラ ー ジ モデ ル が ある の か ? 
な ぜ ユ ー ザ メモ リ が 640K に 制限 きれ な けれ ば な ら な い の か ? 
な ぜ バ ンク 用 と プロ テク ショ ン モ ー ド 用 で 
別 の 増設 RAM を 購入 し な けれ ば な ら な い の か ? 





汎用 化 き れ た レジ スタ , リニア に アド レス で きる 16M の 広大 な 空間 。 も う 制 限 は 
RMSD RGN4NGUME2 6 

言っ て し ま ぉ お う 。OS9/68000 が 走る か も …… 。 68000 が 主流 に な る 日 が 問 も な 
く や っ て 来る の だ 。 


< 用 途 の 異な る 独立 3 画面 4 


CPU が 68000 一 つん に ハー ドウ エア スペ ッ ク が 高い 。 ま ず そ を の 表示 能力 を 見 て みる と 











テキ スト 画面 
グラ フィ ッ ク 画 面 
スプ ライ ト 画 面 








の 三 つ 画面 を 持っ て いて , それ ぞ れ が 独立 し て いる 。 独立 し て いる の で , グラ フィ 
ッ ク を 消去 し て も テキ スト 文字 に は 影響 を も 与 を な いし , 独立 し た スプ ライ ト 画 面 を 
持っ て いる の で マウ スカ ー ソ ツル を テキ スト や グラ フィ ッ ク 画 面 と は 関係 な し に 動か 
すこ と が で きる 。 し か も それ ぞ れ の 画面 の 

プラ イオ リティ (優先 順位 …… と どの 画面 を 上 に 表示 する か と いう 問題 ) 
も 自由 に 設定 で きる 。 


貞 因 広大 な テキ スト 画面 4 


テキ スト 画面 は , 











96 文 字 X32 行 (漢字 な ら 48 文 字 X32 行 ) 
64 文 字 X32 行 (漢字 な ら 32 文 字 X32 行 ) 








の 広大 な 表示 能力 を 持っ て いる 。 今 まで の パソ コン な ら 80 文 字 ※25 行 ( 渓 字 な ら 40 
文字 x25 行 ) だ か ら こ れ は 有難 い 。 特 に 縦 に 

32 行 
取れ る の が 有難 い 。 その 有難 さる は, エディ イタ や 日 本 語 ワ ー ド プロ モッ サ を 使用 し て 
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第 1 部 ぶさ 68000 の すべ て 





いる 時 , し み じ み と 感じ る 。 逆 に いえ ば , 従来 の 80 桁 プリ ンタ で は 能力 不足 と いう 
eo 衣 ( ま SNSN22 光 6222 抽 

見 に くく 〈, か つ デ バイ ス ド ラ イ バ 組 み 込 み に 苦労 きせ られ て いる ※※ メ ー※X※※X※ 
の 縮小 画面 が が わい そう な 位 で ある 。 
ア ビッ トマ ッ プ 方 式 の テキ スト 画面 ア 

テキ スト 画面 に つい て いえ ぇ ば, 本 格 的 な 

ビッ トマ ッ プ 方 式 

に な っ て いる 。 つ まり 1 ドッ ト ご と の 設定 が 自由 で ある か ら , テキ スト 画面 を グラ 

フィ ッ ク 画 面 の よう に 使用 する こと が で きる 。 














ビッ トマ ッ プ 方 式 。 : 好き な フォ ント が 作れ る 
ドッ ト 単 位 で スク ロー ル る させ る こと が で きる 
ドッ ト 単 位 で 色 を 指定 で きる 


等 々 で ある (ちな み に テ キス トト 文字 は , 65536 色 中 16 色 の 指定 が 可能 )) この た め , 





実際 に 
全角 文字 
24X24 ド ッ ト 文 字 が BASIC の SYMBO 工 文 で 使用 可 
半角 文字 
1/4 角 文字 








の フォ ント が 用 意 き る れ て いる 。 
〆 史上 最強 の グラ フィ ッ ク 機 能 4 


グラ フィ ッ ク 画 面 も 強力 で ある 。 ま ず 表 示 サ イズ を 見 る と 











グラ フィ ッ ク 画 面 768X512 ド ッ ト 
512x 512 ド ッ ト 
256X256 ド ッ ト 











の いずれ か が 選択 で き る 。 更に X68000 に は < 実 画面 > と いう 概念 が あり , これ と 
使用 可能 な 色 と ペ ー ジ を 合わ せ て 示す と 





実 画面 1024X1024 ド ッ ト 
65536 色 中 16 色 ………… ie ここ 4 
512X12 ド や ト 
65536 色 を 同時 表示 …… 1 ペー ジ 
65536 色 中 256 色 ……… と 
65536 色 中 16 色 ………… 4 ペー の 
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ーーーーーー 
ああ 
3 
デラ 
ュ プ ラテ イト 画 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
」 


AD PCM 





ョ ーー ーーーーーーーー デ ーー デー デー デー デー デーーーーーーーーーーーーーーー 第 1 章 X68000 の 比 訪 を 節 る 


の 使用 が 可能 で ある 。 
だ と えば <768X512 ド ッ ト > を 表示 し た いな ら 1024X1024 ド ッ ト の 実 画面 を 選べ 
ぼ 良 い 。1024 x1024 ド ッ ト の 実 画面 は , 実際 に 
VRAM 
と し て 存在 する の で , その 大 きる 目 一 杯 に 絵 が 描け る 。 その 中 の 任意 の 768x512 ド 
ッ ト の 部 分 を 切り だ し て 表示 する こと が で きる 。 ゆえに 
上 下 左右 に スム ー ス クロ ー ル 
を 実現 で き る 。 スクロール 時 に あわ て て VRAM に 書き 込む 心 要 は 一 な い 。 
/ 16(32 ? ) ビ ピット 機 な の に スプ ライ ト が 使え る 』 
更に 驚く こと に 、X68000 は 
スプ ライ ト 画 面 
を 持っ て いる 。 つ まり アー ケー ド ゲ ー ム 顔負け の アク ショ ン ゲ ー ム が 作れ る 。 を の 
能力 は , MS X 如 き で は な い 。 
同時 に 表示 可能 な プレ ー ン の 数 は , 128 
水平 に 同時 に 表示 可能 な スプ ライ ト 数 は , 32 
スプ ライ ト の 大 きる さる は 16X16 ド ッ ト 
か つ , ドッ ト ご と に 65536 色 中 16 色 を 指定 可能 




















と いっ た と ころ で ある 。 独自 の スプ ライ ト 用 TI C が 使わ れ て いる の で 動き が スム ー 
ス 。 た くさ ん の ゲー ム や アニ メー ショ ン が 作ら れ そ を そう で ある 。 


8 重 和音 ステ レオ FM 音源 と デジ タル 録音 * 再 生 半 置 。 』 
ゲー ム と いえ ぇ ば 大 切な の が , 音 。 こ ちら の 方 も ぜいたく 〈 に 作ら れ て いる 。 
まず FM 音源 の 方 は 
8 重 和 音 ス テレ オ F M 音 源 
で ある 。 更に 国産 (た ぶん 全 ペ パッ コン を 含め て ) 初 の 
デジ タル 録音 ・ 再 生 装 置 
(符号 化 方 式 は 。 AD PCM) 
が 標準 装備 され た 。 M S M6258 ( 沖 電気 ) と いう IC を 使用 し て 実現 きれ た もの で . 
これ に よ 右 
音楽 や 人 間 の 声 を デジ タル 録音 
J 
それ を メモ リ や ディ スク に 保存 
それ を 再生 
(内 蔵 の スピ ー カ で 直接 聞く こと が で きる ) 
と いっ だ こと が で きる 。 それ を , 外部 の アン プ に 接続 する こと 
プロ グラ ム の メッ セー ジ を 人 間 の 声 で 出力 する こと が 可能 な わ 








第 1 部 ※68000 の すべ 


誤動作 対策 
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次 第 で 何で も 利用 で きる だ ろう 。 
ちな み に 涼 Antex Electronics Coap. か ら 最 近 発 売 き れ た IBM PC 用 の AD 
PCM ボ ー ド は 345 ド ル で ある (1 ドル 140 円 換算 で , 48,300 円 ) 
人 -_ 初心 者 に 対す る 誤操作 対策 4 
か と 思え ば , 初心 者 に 対す る 考 護 も 随所 に 見 られ る 。 ソ フト ウエ アハ ウス が 涙 を 
流し て 喜び そう な 誤操作 対策 が 徹底 し て いる 
それ は , 主 に 
オー トロ ー ド オー トイ ジェ クト 
を サポ ー ト し た 1M デ イス ク ユ ニッ ト に よる 。 まず, ブー ト が 速い 。 い まま で の 機 
種 で イラ イラ る せら れ て いた の だ が , 路 の よう で ある 。 も し シス テム ディ スク が 挿 
入る きれ て いな けれ ば , それ を 挿入 する よう 促 る れる 。 を そこで, シス テム ダウ ン し て 
よめ EE は SN 
@ 間 違っ た 向き に デイ スク を 入れ る と オー トイ ジェ クト する 
@ 未 フォ ー マ ッ ト を 挿入 すれ ば 自動 的 に フォ ー マ ッ トブ プロ グラ ム が 
・ 起 動き れる 
ディス ク を 取り 出し て は いけ な い 場 合 は 。 イジ ェクト で き な い 
人 @ 電 源 を 落と し て は いけ な い 場 合 は , 切る こと が で き な い 
@ サ 電源 を 落と し て も , 約 5 秒 以内 に 電源 を 入れ れ ば 復活 で きる 
等 々 。 こ うい っ だ た こと も , ハー ドウ エア の サポ ー ト が な けれ ば や り た く て も で き な 
い 。 X68000 様 々 で ある 。 


ア その 他 の ハー ドウ エア スペ ッ ク 4 
他 に も いろ いろ ある 。 

@ 和 電源 を 落と し て も 内 容 が 消 を ん な い ス タテ ィ ッ ク RAM 
(を その スタ ティ イッ ク RAM を 利用 し た SR AM ディ スク が 標準 添付 ) 

メチ ャ メチ ャ 多い キー の 数 (113 個 ) 
<XFER> に 相当 する キー が 五 つ 
ラン プ の 付く イン ジ ケ ー タ 付き の キー が 七 個 

@ 標 準 び スー パー イン ポー ズ が で きる 

テレ ビ が コン トロ ー ル で きる 

候 付 属 の タイ マー で 自動 的 に 自分 自身 の 電源 も on ノ off で きる 

人 @ 取 っ 手 (PUSH 部 分 を 押す と 飛び 出す ) 


も う 数 を え 上げる の は , や め よ ょ よう 。 
了 専用 ディ スプ レイ CZ-600D に つい て 一 言 。 』 


ここ で , 本 体 に つい て は 少し 離れ る が ハー ド に 関し て ぜひ 触れ て お きた いこ と が 
ある 。 それ は , 


























第 1 章 X68000 の 魅力 を 探る 
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ぁ ょ ニー ボー ド 部 
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A ム 3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン , アナ ログ ノ デ ジタル ディ スプ レイ (CZ 一 600DE ) 


専用 ディ スプ レイ CZ 一 600D 
に つい て で ある 。 き る す が テ レビ 事業 部 の 作品 ど だ け の こと は あっ て , これ が 素晴らし 
5 
まず 全 メ 1 ング X 1turbo シ リー ズ で 共用 で きる 





半 用 31kHz 一 一 X68000 高 解像度 
24kHz 一 一 XX 1 turbo の 高 解像度 
15kHz 一 一 X68000 低 解像度 
X 1 turbo の 低 解 像 度 
X 1 シリ ー ズ | 
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第 1 部 X68000 の すべ て 


ウル トラ C 


まだ アナ ログ 端子 と デジ タル 端子 を 持っ て いる の で 二 つ の 機種 を 接続 する こと が 
HE AA ん 0 
アナ ロク グ 端 チーーX68000 を 接続 
デジ タル 端子 ーーPCー9801 を 接続 
と いっ た だ ウル トラ C が 可能 で ある 。 ち な み に CZ 一 600D は , PC-9801 ン 8801 シ 
リー ズ を その まま 接続 で きる (デジ タル 端子 の 場合 , ケー ブル が 必要 ) 。 こ れ は 。 
PCー9801 の ユー ザ で X68000 の 導入 を 考え て いる 人 に は 朗報 で ある 。 コ ン パ クト 
に 二 つ の 機種 を 並べ さる こと が で きる か ら で あ る 。 
更に CZー600D は , テレ ビ チ ュ ー ナ を 内 蔵 (X68000 で ュ ユン トロ ー ル 可能 ) し て 
いる の で , テレ ビ を 見 る こと が で きる 。 ビ デオ 入力 端子 が 付い て いる の で ,。 ビデ オォ オ 
も 接続 で き る 。 そし て , 圧巻 は を の まま スー パー イン ポー ズ 可 能 ほ と いう こと で ある 。 
SD の NN Ra2SE9382069et。 この 位 に し よう 。 





上 属 抽 付属 の ハー ド と ソフ ト が ザク ザク 


画面 用 メモ リ 


ハー ド の お まけ 
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4 大 容量 の 標準 メモ リ 央 
これ だ け の ハー ド の サポ ー ト が あっ て きる ぞ か し 高い だ びろ うと 思い き や , これ が 安 
い 。 安い 割 に は , 何で も 付い て くる (を の 裏 に は , 大 変 な 企業 努力 が あっ た も の と 
思わ れる 。 他 メー カ さ ん , 頑張 っ て くだ きい )。 
まず ユー ザ メ モリ が 潜 い 。 
標準 で 1 M バ イト の ユー ザ メ モリ が 付い て 来る 。 更 に 1 M を 内 蔵 で き 。 最大 12M 
まで 拡張 で き る 。 従来 機種 な ら , 標準 640K で も うこ れ 以 上 拡張 で きま せん と いう の 
が せい 一 本 (を れ 以上 拡張 し て も RAM デ ィ ス ク に し か 使用 で き な い )。 
更に 画面 用 メモ リ が , 
テキ スト 用 VRAM521K 
グラ フィ ッ ク 用 VRAM521K 
スプ ライ ト 32K 

















付い て 来る 。 お まけ に スタ テイ ッ ク R AM が 16K 付 いて 合計 が 1 M。 ユ ー ザ メモ リ 
と 合わ せれ ば 何と 

2M の RAM 
が タダ で 付い て くる (これ ら 6 の RAM は バン ク 切 り 換 え で は な く 〈, 68000 の お か ば げ 
で スト レー ト に アク セス で きる )。 


っ ハー ド の お まけ 時 


更に , タダ で 付 ピ で くる の が 











り 15S 第 1 第 2 水準 漢字 R OM 








* 居 





ゼ ゴワ ウス の お まけ 


si か の) シシ エル 


各種 イン ター フェ ー ス 
アナ ログ RGB 
2 ン ン 
アツ ョ リン タダ 
9225 オッ ク 
HID ん 
RS 292 6 
2 ジジ バ ガ 9 子 
立体 視 端 子 





第 1 章 X68000 の 功 力 を 探る 








た と えば 他 機 種 で ハー ド デ ィ スク を 購入 し よう と する と , 
その 価格 
十 
イン タフ ェ ー ス 代 (大 抵 は 2 万 円 前 後 ) 


を 合わ せ て 覚悟 し な けれ ば な ら な い 。 つ いで に いえ ば , X68000 は PC 一 9801 の ハー 
ド デ ィ スク が 使える か ら 比 較 的 安く 手 に 入れ る こと が で きる (X68000 の OS は , 


40 メ ガバ イト まで サポ ボ ポート) 


更に , 更に 驚く こと は この 価格 で マウ ス ま で 標準 で 付い て 来る 。 し か も この マウ 
ス , トラ ッ ク ボ ー ル と し て も 使用 する こと が で きる 。 感謝 、 感謝 。 ど う も 他 機 種 は , 


高 す ずる の で は な い だ ろ うか ? 





と デ ご つの ジェ ル 


ィ 





更に 標準 添付 の ソフ トウ エア が 凄 い 。 
まず シェ ル が 二 つ あ る (0 S が 二 つ あ る と 思っ て も 良い )。 








ビジ ョ アル シェ ル …… マッ メキ ツタ ド 池 ジ テイク 
コマ ンド シェ ル ………MS 一 DOS ラ イク 





の 3 うる 0 あ ) る 5 


通常 は ビジ ュ ア ル シ ェ ル だ け で 十分 で ある 。 マ ッ キ ント ッシュ 並 な 操作 が 楽し 
め る 。 慣れ た だ たら コマ ンド シェ ル を 使っ て みる の も 悪人 は な い 。68000CPU を 持つ 素 






























































ム 4 マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル (マウ ス と し て 使用 ) 人 トラ ッ ク ボ ー ル と し て 使用 











プ ブログ ラム 開発 
ユー ティ リティ 


(付属 ) 


人 ム ビ ジ ュ ア ル シ ェ ルモード 


: 和 
ーー 


表 列 SKIRER ver 胸 en: 


We be 


BR | 








4 ム 4 コマ ンド シェ ルモード 


68000 の 上 で 8086 系 の 
IMS 二 GS 
の 勉強 が 出 人 (825 


ア 拡張 MS DOSー 一 コマ ン ド シ ェ ル ” 人 


263 の ラマ ンド シキ ルン NNS 二 の の 0JSM08 より 5 
UN IX ライ ク 
に 抜 張る きれ て いて , UN T X の ヒス トリ 機能 と LMS 一 DO S の テン プレ ー ト の 機能 
を 併せ て 使用 する こと が で きる (タイ ピン グ が 楽 )。 更 に あま り 知 られ て いな い が , 
コマ ンド シェ ル の 上 で マウ ス が 使え る 。MS 一 DO S の 上 で マウ ス が 走る 感じ で あ 
る 。 右 クリ ッ ク で マウ スカ ー ソ ル が 現れ , 更に 右 ク リッ ク で 
ツ フ トキ ー ボ ー ド 
が 現われ る 。 更に この ソフ トキ ー ボ ー ド 上 で 
16 進 計算 まで こなせ る 電卓 機能 
(アプ リケーション 実行 中 で も 呼び 出せ る ) 
が 使え を る か ら プ ログ ラム 開発 を 行う 上 で は 応え られ な い 機 能 で ある 
更に AX は の 上 厨 つの テル は 
CC 王 980J の MSee DO0S2 ル イル (た だ だ 5 イン チ 2HD) 
が その まま 読み 込め る 
いう 特技 (? ) が ある 。 PC 一 9801 の ファ イル を すぐ で 活用 で きる と いう わけ で あ 











Ni 


る 


『 付属 の プロ を 昌 


つい で に プログ ラム を 組む 人 を 対象 に い 











フル スク リー ン エ ディ タ 
日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ 
(文法 解析 は , 2 文節 最長 一 致 法 ) | 








パタ ー ン エディ タ 


ディ スク アク セ サ リ 


第 1 章 X68000 の 可 訪 を 探る 


辞書 ディ スク 
( 今 は , 辞書 ディ スク が 添付 きれ て いる の は 当り 前 だ が , 
少し 前 まで は OS と 辞書 ディ スク は 別売 り が 普通 で あっ た 。 





登録 語数 は , 約 60000 語 。) 

R AM ディ スク 

マク 8E ポ セ ン ン ラジ 

り リンカ 
(この アセ ンプ ブラ は , XーBA S 1I C の 外部 関数 を 作成 する の に 
使え る 
人 挫 O 二 記 に の た シフ 2 の ジロ ジラ AG で 柴 走 し で も | 
シス テム (スー パー バイ ザ モ ー ド ) が 止め て くれ る 。) | 


が タダ で 付い て 来る 。 従来 は これ ら の ソフ ト を 購入 し な けれ ば な ら な か っ た の だ か 
ら 有 難い (これ ら を 全部 買っ だ らい くら に な る か な あ )。 


そし て , SRAM デ ィ ス ク 


また PCー9801 の ユー ず は あま り ご 存じ な い * か も しれ な い が , X68000 は 

スタ ティ ッ ク RAM 
と いう 電源 を 落と し て も 内 容 の 消え な い メ モリ が , 16K 標 準 で サポー ト さ れ て いる 
(PC 一 9801 で いえ ば メモ リス イッ チ の よう な も の ) 。 こ の スタ ティ ッ ク RAM を 
RAM デ ィ ス ク と し て 使用 する た め の 

SRAM デ ィ ス ク 
も 標準 で 付い て 来る 。 つ まり 電源 を 落と し て も 内 容 の 消 を な い 夢 の よう な RAM デ 
ィ ス ク が タダ で 付い て 来る の で ある 。 内容 の 更新 され る ソー スプ ログ ラム の 保存 に 
は 最適 で ある 
更に ゲー ム を 作る 人 に は , 








び 


て 


we ネッ 
| スプ ライ ト 用 パタ ー ン エディ タ 


カン ーー ドモ ラメ イク 


GMCG 2 の 206 請 還 の 2 し を 2 の の き 


代 、 誰 で も 使え る お まけ の ソン フト 。 4 


何 も プ ログ ラム を 開発 す る 人 人 だ け に 思 恵 が あめ る わけ で は な い 。 難し い 邊 ほ B 
で も 良い 。 素 直 に パソ コン を 利用 し よう と する 人 に も 恩典 が ある 

まず , 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ が 付属 する 。 し た が っ て 日 本 語 ワ ー ド プロ セタ 乾 
は , と りあ え ぇ ず 購 入 する 必要 は な い 。 最初 か ら 付 いて 来る 。 ま た , お ぢ 勧め し た い の 
が 











デイ スン シク ウ セ サリ 


第 1 部 X68000 の すべ 


い 





等 が 入っ て いる 。 ビ ジュ アル シェ ル の 練習 を し な が ら , これ ら の ソフ ト の 使い 方 を 
覚え る と 良い 。 慣れ た ら 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ を 使用 し て メモ を 作る と 良い 。 
ざれ も タダ で 付い 2 

を そして, 手取 り 早 く 使 を る の が 。 あ の グラ ディ ウス 。 デ イス ク を 寿 入 する だ け で て 
2X68000 が ゲー の モレ ンタ 志 に 早 圧 わり する 。。、 ど の パ ツ コ ン に ね GS 計ら ー ド トド 
の 能力 を 見 る に は , 出来 の 良い (ゲー ム を 見 る の が 良い 。 

良い ゲー ム 程 , その ハー ド の 性 能 を 目 一 杯 引き 出し て いる 

か ら で あ る 。 それ が 証拠 に 音楽 機能 や グラ フィ ッ ク 能 力 の 弱い PC 一 9801, MS X, 
初期 の PC 一 8801 に は ろく な ゲー ム が な い 。 
引 従来 の BASIC の 欠点 4 

も う 一 つ 忘 れ て いけ な い の が ,。 B A S I C。 パ ソコ ン と いえ ば BA S I C で ある 。 
し か し , 従来 ,、 BASTIC と いう と ダメ 言語 の 代名詞 の よ うに 言わ れ て 来 た 。 そ の 
論点 は 主 に 二 つ あ る 。 

従来 の 実用 的 な プロ グラ ム が 組め な い 


Pa * 作 ン タフ リン タ だ か ら ス ピー ド が 通い 























・ い つ ガ ベー ジコ レク ショ ン が 起こ る が か 分 が ら な い 
・ 非 構造 化 言 語 な の で , リス ト が 読み に くい 
ライ ブラ リ の 蓄積 が で き な い 
・ プ ログ ラム が 行 番号 に 依存 し て いる 
・ ロ ー カ ル 変 数 が 使え な い 
X68000 に 搭載 され だ た BASIC は , XーBASIC と 呼ば れる 。 何 と この XーB 
AS 1IC, 以上 の BASTC の 欠点 も すべ て 真 服 し て し まっ た の で ある 。 











ET お 日 持 有 し どす エロ 写 








4S1C 


対 部 関数 


第 1 章 X68000 の 革 訪 を 探る 


と 構造 化 XーBASIC コ 


それ は , XーBASIC が 
言語 
を 意識 し た も の に 味付け る きれ て いる か ら で あ る 。 当然, メーBASTC は , 構造 化 
言語 で ある 。 ゆ え ぇ に 美しい プロ グラ ム が 書け る 。 構 造 的 な 制御 文 を 持っ て いる か ら 
goto 文 を 使う 必要 が な い 。 
また C 言 語 と 同じ よう に , プロ グラ ム を 関数 の 集合 体 で 作成 する こと が で きる 。 
その 呼び 出し に は , 
行 番号 は 必要 な い 
ロー カル 変数 が 使え る 
と いっ た こと が 可能 。 ゆえに 1 度 作成 し た 関数 は 他 の プロ グラ ム に も (変数 の 衝 
突 を 気 に し な いで ) 使 を る 。 ま た 行 番号 を 付け る 必要 が な い の で , 任意 の 場所 に 
し へ 育 ayMKW275 の 7 
文字 配列 は , 自分 で 長き を 決め る の で ガベージ コレ クシ ョ ン は な い 。 
と に が かく 従 来 BA S TI C が 持っ て いた 欠点 も すべ て 克服 し て し まっ だ の で ある 。 


外部 関数 に よる コン フィ グレ ーション 4 
要 に も うつ 。XーBA SITG に は ほ は C テ イク な ころ が ある 。 それ は - ア ゼ メ ガ 

ラ で 作成 し た 

外部 関数 
を 呼び 出す こと が で きる と いう こと で ある 。 これが 可能 な だ ため 。XーBASIC は 
(IHS うき 

入出 力 関数 を 外部 関数 と し て BASTIC の 仕様 の 外 に 置く 
よう に し て いる 。 外 部 関数 の ライ ブラ リフ ァイル を “basic. cof” と いう 
ファ イル に 登録 する だ け で それ を 呼び 出す こと が 出来 る 。 よ っ て , ユー ザ は 自由 に 
X 一 BASIC を 拡張 し た り , コン パク ト に まとめ る こと が 出来 る の で ある 。 


4 XーBASIC コ ン パ イラ ? ココ 


2 の 扱 か が た 6 
それ は 』 メーBAS 1IC の スピ ー ド の 問題 で ある 。 先 に メーBAS1IC ほ は 。 衛 来 
の BAS 1 C の 持つ 欠点 を すべ て 克服 し た と いっ た だ 。- し か し 。 依然 人 訂 較 導 
STC は イン タプ リタ に 過ぎ な い 。 ゆえに 初心 者 に は , ブロ グラ ム が 作り 友 Mwa 
か し , スピ ー ド の 間 題 は 解決 され て な い の で は な いか と 危 具 され る 。 
現状 で は , 確か に を うだ 。 し か し , ある 時 点 を 境 に この 問題 $ 解 詞 き ぞう で あ 
る 。 それ は , X68000 に C が 登場 し た 時 で ある 。 お そら くそ の C と 同時 に 
メーBAS1C の プロ グラ ム を C の プロ グラ ム に 
変換 する ツー ル 
が 提供 きれ る は ず で ある 。 す る と , どん な こと が 起こ ご る が 2 
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移 1 部 68000 の すべ て - 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 


コン バー ト 


BAE SA の 9. デン 、 ハ 
! 
で の ショ クラ バス 
J ヨン ライ ルル 


マシ ン 語 の ブロ グラ ム 





何と 。 XーBASTC の プロ グラ ム が マシ ン 語 の プロ グラ ム に コン パイ ルミ きれ て 
0 の SC の 5 


貞 C の CAI プ ログ ラム ? 4 


これ は , 大 変 な こと で ある 。 
開発 は 。 楽 な X 一 BASIC イ ンタ ブリ タ の 上 で ! 
そし て 。 実行 は 高速 な マシ ン 語 で ! 
と いっ た だ プログ ラム 開発 が 可能 に な る の で ある 。 
また だ た, これ は 良い じ C の CA 1 プロ グラ ム で ある と も いえ る 。 あ る 処理 ルー チン を 
CdG 書 Mu で あろ た mW まま る し か し 。 そ の 方 法 が わか ら な い ぃ い ー 一 と し た ら 6。 と りあ え 
ず そ れ を XーBASMT C で 書い て みる の で ある 。 を し 区 。 C に コン バー ト (変換 ) 
し て みる 。 を の 結果 を 見 れ ば , いま の ルー チン を C で 書く 方法 が わか る 。 


II:v 本 4 


以上 の よう に X68000 に は , ハー ド ,。 ツ フ ト に わた り い ろ い ろ な お まけ が つい て 
来る (た だ し , 最後 の C と コン バー ト ソ フト は 別 )。 1 度 。 X68000 を 手 に し た あな 
だ は , 本 当 に これ だ け の も の が 付い て いる か , じっくり 点検 し て みる 上 良い だ ろう 

















( 1 部 の ソフ ト は , 隠さ れ た と ころ に 入っ て いる の で ふ … 
この よ ょ うに 現状 で も X68000 は , 大 変 に 魅力 に 富ん だ マシ ン で ある 。 し か し , 本 
当 は その 
将 来 


の 方 が も っ と 楽し みな の で ある 。 発展 性 が 楽し みな の で ある 。 を の 理由 は , すでに 

出 て 来 た 。CPU が 68000 で ある 。 ゆ ぇ に OS 9 ン /68000 が リリ ー ス され る 可能 性 が 

ある 。 否 , そう こ な け れ ば 68000 を 乗せ た 意味 が な い だ ろ う 。UN I X も 期待 で きる 。 
CPZM68k も も し か し た ら 可 能 性 が ある 。 


4 “ 拡張 CPU ボー ド に 期待 ノイ 


や や 遠い 将来 に な る か も し れ な い が , X68000 が その まま 
32 ビ ッ ト 機 種 

に な っ て し まう か も し れ な い (68020 は , 68000 ほ と ソフ ト 互 換 性 が ある )。 を の 際 , 
68020 ボ ー ド 

が 提供 され れ ば X68000 の ユー ザ が は, 買い 換え な し に その まま 32 ビ ッ ト に 移行 で き 








の 5 
も し ユー ザ 皆 が 希望 すれ ば , 名 種 CPU ボ ー ド が 発売 きれ る 可能 性 も ある 。 いま 
CPM が 面白 い に (と ん で る ユー ザ は , いま だ に CPM を 使っ て いる ) 。PDS 





っ 





ヤ u セ シト ト ド ト ト ト セ セ ト セ b セ トニ セト も ト シ レシ ッ ハ qu ペ ス ピ 〔《 し パ uv ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 沙 1 昔 X68000 の 整 力 を 探る 


だ っ て 本 命 は 未だ CPM だ 。 だ か ら 
Zー80 カ ー ド 
が ほし い (ROM を 乗せ て X 1 ター ボ の ソフ ト が 走る と いう の は 無理 か な? 
80286 ボ ー ド 
が 出 て IBM/ ノ AT の ソフ ト が 走っ た ら 凄 い 。 も し ここ まで 来 だ たら, ほとん を の マ 
ニア が 雪 月 を うっ て X68000 に 飛び 込ん で 来 て し まう だ ろう な 。 こ れ か ら の マン シン 


ー ' 複数 の CPU を サポ ー ト し な けれ ば いけ な い 

複数 の 0 S が 走り な けれ ば いけ な い 

の で ある 。 なにせ, 日 本 は 狭い 。 そん な に 1 人 で 何 台 も パッ コン を 所 有 で きる だ け 
の スペ ー ス は な い の だ 。 

X68000。 こ の マシ ン は 以上 の 夢 も か な えて くれ を うな 楽し みな マシ ン な の で あ 
る 。 

ア 大 量 の ソフ ト は , いつ 揃う ? 4 

X68000 は 。 ソ フト が 少な いか ら つ ま ら な いと いう 人 が いる 。 

し か し , これ も 時 間 の 問題 で ある 。 こ れ だ け , 騒が れ , 実際 立ち 上 が り も 良けれ 
ば ソフ ト が 集まら な いわ けが な い 。 それ に その 可能 性 が 強い 理由 が ある の で ある 。 
第 1 の 理由 は 。 その AV (た と えば スプ ライ ト 機 能 ) を 中 心 と し た ハー ドウ エア 
スペ ッ ク 。 こ の 仕様 は 。 何と も ゲー ム を 作っ て みた く な る も の が ある 。 だ か ら あ る 
時 点 を 契機 に た くき ん の ゲー ム ソ フ ト が 出 て 来る 可能 性 が ある 。 

も う 一 つの 理由 は , C で ある 。 先 に X68000 は PC 一 9801 (MS 一 DOS の 5 イ 7 
ンチ 2HD フ ォ ー マ ッ ト ) が 読め る と いっ だ 。 こ れ は , C で 書か が れ だ PCー9801 
(及び MS 一 DOS) 用 の 膨大 な ソフ ト を X68000 に 移植 (し 易い ) こと を 意味 す 
る 。 問 題 は ハー ドウ エア に 密着 し た 部 分 だ け で ある 。 し か し , 1 度 こ の 部 分 さき ぇ 測 
来 上 が れ ば , 移植 は 流れ 作業 の よう な も の に な る 。 を そこ まで いけ ば , 今後 は , 

PC 一 9801 
X68000 
両機 種 用 の ソフ ト を 同時 に 開発 する こと が で きる 一 一 ね , 期待 びき る で し ょ う # 


X68000 学 習 標準 コー ス 
導 第 1 章 の さい ご に の 


と いう こと で , XX68000 を 操作 する こと に 意義 が ある こと を 再 確認 し て 来 た 。 よ 
っ て , 次 章 以 下 で , その X%68000 の 
使い 方 
を 実際 に 例 を あげ な が ら 説 明 し て 行く こと に する 。 学 習 す べき 順 計 に る 十分 注意 し 
て ある か ら 。 アニ ュ ア ル だ けが 便り の 人 に も 参考 に な る と 思う (日 調 も お っ か な い 
「 で ・ あ る 」 調 か ら , 「 で す ・ ま す 」 調 に な り ま 埋 ま rrr )。 
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第 1 部 X68000 の すべ て 
る て , 本 章 の 最後 に 初め て X68000 を 手 に し た あな た が 手取 り 早 く X68000 を 使 
用 する 参考 コー ス を お 目 に か け よ う 。 別 に 強制 する わけ で も な い の で , と どうぞ, 
お ・ き ・ ら ・ く ・ (に 油 」 











ア X68000 を 楽し む 標 準 コー ス 4 
初心 者 コー ス 初心 者 コー ス 
グラ ディ ウス で X68000 の 能力 を 見 る 
(接続 を 確か め る ) 
! 
日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ で パソ ュ コン に 慣れ る 
! 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル の 使い 方 を 覚え る 
! 
メーBAS1IC を 起動 する 
J 
コマ ンド シェ ル を 覚え る 
! 
市 販 の ソフト ・ 書 籍 が 山 る の を 楽し み に 待つ 
マニ アコ ー ス マニ アコ ー ス 


グラ ディ ウス で X68000 の 能力 を 見 る 
ビジ ュ ア ル で マッ キン トッ シェ の 世界 を 楽し 
コマ ンド シェ ル で モス トリ 。 ソ フト キー ボー ド を 楽し む 
バーBIASIKC る NIR 
構造 化 の レベ ル を 見 る 
コン バー タ で どの よう に C に 変換 きれ る か を 想像 する 
ハー ド に 直結 し た 関数 を 使用 し て X68000 の 能力 を 調べ る 
as, ?k を 使っ て みる 
68000C じ PU の プロ グラ ミン グ を 勉強 す る 
as て メーBAS1IC の 外部 関数 を 使っ て みる 
他 機種 で 作成 し た ツ フ ト を 順次 移し て 行く 
通信 ソフ ト を 自作 する 
C が 出る の を 楽し み に 待 つ 
08 9 ンプ 68000 が 出る の を 楽し み に 待 つ 
UNIX が (安価 ) で 出る の を 楽し み に 待 つ 
※ マ ニア コー ス の 場合 , 順序 は 不同 。 
興味 に 応じ て 好き な こと を や る の が マニ ア な の だ か ら 。 
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回 曰 罰 


ジュ アル シェ ル 人 門 





2 ビジ ュ ア ル シ ェ ル 有 入門 


第 己 草 起動 と 停止 






































= 表 較 X5800U の 起動 











本 草 か らい よい よ X68000 の 電源 を 入れ , 実際 に 操作 を し て み ま す 。 手 始め と し て , 


起動 か ら 停止 まで X68000 の 電源 を 入れ る 
! 
X68000 の 電源 を 切る 


まで の 手順 を 実践 し て み ま す 。X68000 の 場合 , 各種 の 安全 対策 が 施 き れ て いま す 。 
基本 的 な 操作 手順 を マス ター し て くだ きい 。 また. 

マウ ス ・ ト ラ 
の 使い 方 も 出 て 来 ま す 。 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 操作 に 関す る 用 語 も 出 て きま す 。 
少 じ ずる 0 伺 人 56 行 (よさ あ 介し て くだ さめ 。 


P 。 。 。 電源 を 入れ る 順序 4 


ッ ク ボ ー ル 


X68000 は 。 フ パソ コン と し て は か な り し っ か り し 過信 様 放つ で いま は す 。 よっ て 
その オー ナー と し て は , 電源 を 入れ る 順序 に も 気 を 使う 必要 が あり ます 。 いい 加減 
に 行う と, 誤動作 の 原因 ほ も な りか ね ませ ん 。 以下 は , マニ ュ ア ル ん 推奨 の X68000 の 


起動 の 方 法 
で す 。 ま る で 大 型 コ ンピュータ の 火入れ の 儀式 か と 思わ せる 雰囲気 を 味わう こと が 
また 259 に 


何と X68000 に は , 電源 が 二 つ あ り ま す 。 最 初 は 。 本 体 背 面 に ある 
(① メ イン 電源 メイ ン 電 源 
を 入れ ます (第 2-1 図 )。 
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| 


























| 長期 間 使用 し な い 場 合 を 除い て ] 


] 
| 
メイ ン 電 源 
[通常 , この 電源 は 入れ 放し に し て お く 」 





』-I 国 メイ ン 電 源 





OZ グン ペ ン SC24 二 シ ジル 0 


周辺 機器 


5 肖 聞 機器 の 電源 


の 電源 を 入れ ます 。X68000 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ は , 電源 オン で テレ ビ が 見 られ 
を る よう に な っ て いま す 。 て すか ら 座 来 な ら こ こ て 


C ウシ 3 モード か ら ョ ヨン シビ ピ 撮 j 還 狼 


し か し , あわ て る 必要 は あり ませ ん 。 放っ て 
その 切り 換 ぇ は , X68000 が 自動 的 に 行っ て くれ ます 。 


モー ド に 切り 換え る 必要 が あり ます 。 
お け ば 良い の で す 


最後 に 正面 の 





サブ 電源 サブ 電源 
を 入れ ます (第 2-2 図 )。 こ れ で X68000 が 起動 し , 画面 は 次 の よう に な り ま す (第 2- 
3 図 )。 
ーー サブ 電源 
各種 の 安全 対策 が ] 
施さ きれ て いる  」 
X68000 
の 
正 面 














第 2-2 図 サフ 電源 








「 デ ィ ス ク か ら 起 動 で き 


1E し いい ナイ ブン 46308 
の メッ セー ジ が 画面 中 央 6 


まで ゼ 
ト 





第 2-3 図 シス テム ディ スク の 挿入 を 促す メッ セー ジ 
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ア ディ スク の 挿入 陰 

シス テム デイ スク の バッ クア ッ プ (複製 ) を 作ら な いう ち は 。 非 常に 危険 で す 。 

プロ テク トシ ー ル 以下 の 実験 の 前 に 必ず X68000 添 付 の シス テム ディ イス ク に フロ テク トシ ー ル を 張っ 
て お き 89 す (第 2-4 図 )。 














ー テイ キツ テク ナラー ツチ 

ここ に プロ テク トシ ー ル を 張る と 
ディ スク へ の 書き 込み が 禁止 され 
内 容 を 保護 で きる 




















第 2-4 図 プロ テク トシ ー ル を 張る 


5 ※ 1 
(《④ シ ステ ム デ ィ ス ク の 挿入 そして, その シス テム ディ スク を ドラ イブ A に 入れ ます (第 2-5 図 )。 





ma 


シス テム ディ スク は この 向き に 挿入 
0 (ゼロ ) 


の 表示 の ある 方 へ 














第 2-5 図 ディ スク の 挿入 








向き に 注意 





※1  X68000 は , 慣習 的 に 各 ド ライ ブ を 

ドラ イブ 0 一 一 ドラ イプ A 

ドラ イブ 1ーー ド ライ プ B 
の よう に 表現 し ます 。 で すか ら 「 ド ライ ブ 内 重 6 表 と いう た 場合 は 』。 デ タス ク 
を 0 と 書か れ だ ドラ イブ に 挿入 し ます 。 





と マタ メート ラッ クボ ポ ボール の シタ 4 
































1 第 2 章 起動 と 停止 
| する と , 画面 は 次 の よう に な り ま す ( 第 2-6 図 )。 
9 。 
生 | 負 山上 品 品 
| HMS TITHLE.SYG CONFIG.SWS に に CONDRTR、US 症 R 下 . え : 
| 四 
村人 偽 人 頑 駐 る 
| PP マ っ - ミ っ 全 3 SCGPY、g 1 まま. 1 ・ 和 き 3 
| 忌 同和 能 義 % 
ま 巡 Y. テ 才 間 E ご に : 半 1 に 1 時 .3 紀 ETCH.X 
X68000 
起動 直後 の 画面 
計 草 -6 図 ビジ ュ ア ル シ ェ ル の 起動 
マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を いろ いろ 動か し て みて くだ きい 。 マ ウス ・ ト ラッ クボ 
] ー ル の 動き に し た が っ て 
| KN 
| マー ク が 画面 上 を 動く の が 分 か り ま す 。 を マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 
| 


| まま イン タ ポイ ンタ 

「 と いい ゅ ます 。、 今 後 。 昌 に < ポイ シタ >- と いう 用 召 が 山 : で きま し たら この へ ふ の さ っ ちゃ 
だ と pr くだ Si 
P X 68000 起 動 の まとめ 4 


以上 , X68000 火 入れ の 儀式 を まとめ ます と , 次 の よう に な り ま す (第 2-7 図 )。 














電源 の 投入 











辺 機器 の 電源 還 














通常 は , 常時 入れ 放し に | | 「 
し て お く の で 省略 で きる 』 











シス テム ディ スク の 挿入 














第 2-7 図 X68000 起 動 の 手順 
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= 才 = 蘭 XB8000 の 停止 


すく | い ・ っ "MNORNNv マ 








了 ティ スク の イジ ェクト | 書 


次 に XX68000 の 1f 必 目 の 手順 で す 。 X68000 の 場合 各種 の 安全 措置 が 施 る きれ て いま 
の で 。 い 1 還 守 生 (サブ 電源 ) を 切っ て も ディ スク が 破壊 さき れる よう な こと 
は あり ませ ん 。 し か し , 一 応 は 正式 な 手順 が あり ます 。 普段 は 、 この 科目 だ ( 開 還 の * 


っ て 電源 を 停止 する よう に し て 〈 だ る 





状 表 弟 信人 に 生生 二 S8E06 康 2 スン クン HMO 出す IE て すこ れる デア ィ ス ク の 


イジ ェクト イジ ェクト (Eject 一 一 追い 出す ) 
と いい ます 。 デ イィ スク の イジ ェクト は , 危険 な 作業 で す 。 Mt と 。 
ディ スク の 内 容 を 破壊 し て し まう こと が あり ます 。 従来 の 機種 は この 点 ! に 関し , あ 


まり 注意 が 払わ れ て いま せん で し た 。 npo 
の 判断 に 任 き れ て いた か ら で す 。 

を の 点 。 X68000 な ら 安 心 で す 。 X68000 に は 安全 対策 が 施 き れ て いて , イジ ェ ク 
ト し て は いけ な い 時 に は , 

イグ SIN できない 

ょ うに な っ て いる か ら で す 。 い つ イ ジェ クト で きる か は , イジ ェクト ボタ ン 自 身 が 
教 を て くれ ます 。X68000 で ディ スク を イジ ェクト で きる の は , イジ ェクト ボタ ン が 
に 上 灯 し て いる 寺 け で す (第 2-8 図 )。 


イジ ェクト ボタ ン 


S 








イ ジェン 2 ジン 
この ボタ ン が 緑 に 点灯 し て いる 時 |] l 
日 


| 
押す と ディ スク が 出 て 来る H 
ーー 0 

















第 2-8 図 ディ スク の イジ ェクト ボタ ン 


押 績 CRPF2P'' 敵 


も J に 軍 ! 
X68000 を ビジ ュ ア ル シ ェ ル て 使用 し て いる 場合 は , 普通 , イジ ェクト ボタ ン が 点 
に ま 選 ん C まま がら イジ 計 放 ドド ボン て デイ スク を 取り 出す 軸 は iG きま せん 。 
ば ジュ アル シェ ル で デイ スク を イジ ェクト する に は , マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 


使用 し ます 。 








まず アイ コン と いう 言葉 を 覚え を て くだ きい 。X68000 の 画面 を 見 ます と ,. いろ いろ 
な 形 を し た シン ボル マー ク が あり ます 。 これが 
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記 そ コン アイ コン ーー いろ いろ な 機能 絵 で 表現 し た シン ボル マー ク 


で す (第 2-9 図 )。 





各種 アイ コン 


caF 6.905 尋 .% COW 馬 親 陣 志 .% 


本 朋 る 


RESICDPY 5 6 3 人 


ノ 了 和 @9 


SORT.X ITCH.【 


ディ スク の 形 を 
し た の は デイ 有 
2 


華 ま 3 図 アイ コン 





※1. X68000 の 使い 方 に は 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル (ディ スク トッ プ モ ー ド ) 
コマ ンド シェ ル ニ =Human68k (コマ ンド モー ド ) い 
の 二 っ の 使い 方 が ある 。 画面 に ひろ い ろ な 絵 が 表示 きれ , マツ ウス ・ ト ラッ クボ 
ー ル に より 操作 を 行っ て いく 《 使い方 を ビジ ュ ア 負 ま 3 3 当面 は この 使 
い 方 を す を の で , し ば ちら で は ビジ ュ ア ル シ ジェル の 状 器 に ある と 7 思っ て 良い 。 


Pe ーー ク 4 


ーッ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 動 下 し 。 い へ (ポイ ンタ ) 。 を ディ イス クア イコ ユン の 上 に 重 
ね て くだ きい 。 そ うし まし た ら , マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押し まま 
(押し た まま , 離し て は いけ ませ ん )。 する と , 次 の よう な メニ ュー (ディ スク メニ 
ュー) が 現れ ます (第 2-10 図 )。 











5 . 受 夫 庫 OKDSK.X 


トー 


2 1 1 


所 っ 。 や 暴 介 


例 ま -10 図 ディ スク メニ ュー 
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藻 ボ タン を 押し た まま , マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 下 に ずり 下げ ます (ボタ ン を 
押し だ まま マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 移動 きせ る こと を 
ドラ ッ グ ドラ ッ グ 
する と いい ます )。 する と , メニ ュー の 一 つ 一 つの 項目 が 反転 表示 きれ て 行き ます 。 
マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 上 に 移動 すれ ば 反転 項目 が 上 に 移動 し ます し, 下 に 移動 
すれ ば 反転 項目 $ 下 に 移動 し ます 。 


ア Close/Eject を 選択 ア 
マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を ドラ ッ グ し な が ら 
Close/ject 
を 選択 し ます (一 つま り を の 項目 を 反転 きせ ます ) (第 2-11 図 )。 








NN、SYS TITLELSYS COMFI6G.SYS 5 


coPY2.2 。 cusTow.x DiekcopV.y 。 K 選択 され た 項目 が 
| 反転 表示 され る 





第 2-11 Close だ Eject を 選択 








(① デ ィ ス ク の イジ ェクト を うし まし た 5) マウ ス ・ ド ラッ クボ ー ル の 用 ボタ ン を 離し ます 。 こ れ で ドラ イ 
ブ A の ディ スク が イジ ェクト され , 自動 的 に 外 に 飛び 出し て 来 ま す 。 
導 斬新 な サブ 電源 4 
② サ ブ プ 電 源 ディ スク を イジ ェクト し まし た ら , 正面 中 央 下 の サ プ 電 源 を OFF し ます 。 


この サ プ 電 源 は , 非常 に 工夫 きれ た 電源 で す 。 た と えば ディ スク の 書き 込み 中 に 
この 電源 を 切っ て も , ディ スク の 内 容 が 破壊 され な いよ うに 工夫 され て いま す 。 を 
し て , 自動 的 に ディ スク を イジ ェクト し て くれ ま す (次 回 , 電源 を 入れ た 時 。 ディ 
スク が 飛び 出し て 来る )。 

まな , サブ 電源 を 切っ て も , 実際 に は すぐ に 電源 が 切れ な いよ うに な っ て いま す 。 
だ ん だ な ん と 画面 が 暗く な っ て 行き ます 。 こ の 数 秒間 以内 に 再度 電源 も 入れ れ ば , 電 
源 を 切る 前 の 状態 に 戻す こと が で きま す 。 メ モリ 内 容 も 元 の まま 復活 させ る こと が 








て SS 人 9 

ア X68000 停 止 の まとめ 4 
③⑧ 周 辺 機器 の 電源 次 に , 周辺 機器 と を OFF し ます 。 そして, 最後 に 背面 の メイ ン 電 源 を OFF し ます 。 
(〈④ メ イン 電源 これ で , X68000 の 停止 作業 は な し まい で す 。 


以上 の 手順 を 次 に まとめ て お きま す (第 2-12 図 )。 














































































































ン を 
6 ' 電源 の OFF 
多重 | 
| | 
/ [ ーー 
| 周辺 機器 の 電源 | 
ys 
本 9 | 
-a ッ | 
メー イー ン 電源 較 較 一 ーーーーー 通常 は 省略 する ] 
し 生 の これ を 消す と テレビ の ヨ 
) | | ント ロー ル や タイ マー コン 
べべ へ べべ トロ ー ル が 効か な く な る 
計 ま |2 図 X68000 の 停止 
〆 次 の 挑戦 4 
X68000 の 起動 , 停止 の 仕方 が わか り ま す と , いろ いろ 試し て みた く な る も の で す 。 
し が か が :U。 さき ば で プン 破 信 泰 
シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ (複製 ) 
デー タデ ィ ス ク の 作成 
の 作業 に 入る こと に 致し まし ょ う 。 それ を , 次 の 章 で 説明 致し ます 。 
4 リリ ノル アル 2 ァ シ 4 oko 1 trd 放 た ゴ //) 1 
消え る 
00000H| ゴゴ 000000H 
IPL ROM1 
の 生ま CO に 人 た メー ジン 
RAM 領 域 人 半 、、 メイ ン メ モリ 
ーーーーーーー ニ ーー ーーー) X000000H ヒ ーーーーーー 
NM 
ーー の 
FF0000H evwmm-- ユ ーー FF0000H 
まこ キト ニー 
IPL ROM1 IPL ROM1 IPL ROM1 
- FFFFFEH FFFFFEH | ーー 
① ② 3 
以下 , この 図 を 利用 し て X68000 の リセ ッ ト 時 ブー ト の 仕方 
を 説明 し て 行き ます (P.60 参 照 ) ] 
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第 ヨ 章 シス テム ディ スク の 
ルッ クア ッ プ と テー タテ ディス 
















ci 記 識 デイ スク の フォ ー マ ッ トーー デ ー タ ディ スク の 作成 


し ・ ん ・ ぴ ・ ん ・ の ・ デ ・ ィ ・ ス ・ ク 
だ ・ っ ・ た ・ ら ・ フ ・ オ ・ー・ マ ・ ッ ・ ト ・ し ・ よ ・ う 
陸生 Ce12 誠 Iiocie ive 3 で タッ 。 > se、 < 


人 本 章 の 目的 。 
も 


本 章 の 目的 は, X68000 用 の 新しい ディ スク を 2 枚 作 成す る こと で す 。 1 枚 は , 














ちろ ん 

オイ セル / シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ (複製 ) 
の 作成 で す 。 と ステ ム デ ィ ス ク は , X68000 を 起動 する の に 使用 し ます 。 を し て ,。 い 
008 

プーー タ デス ベク デー タデ ィ ス ク 


の 作成 で す 。 デ ー タ ディ スク は , ブロ グラ ム や デー タ を 収め る の に 使用 し ます 。 玖 
々 は , この 作業 用 の デー タデ ィ ス ク を 使用 し て いろ いろ な 練習 を し ます 。 
新品 の ディ スク を 2 枚 用 意 し て くだ きい 。 新しく 購入 する 場合 は , 
5 イン チ 2H 
の よう に 指名 する と 良い で まう 。 


自動 9% に フォ ー マ ッ ト 作 業 に 入る 。 4』 


' 新しい ディ スク を X68000 で 使用 する に は , まず 最初 に 

ディ スク の フォ ー マ ッ ト (Eormat) 
と いう 作業 が 必要 で す 。 こ れ は , 新品 の ディ スク を X68000 用 で も 読み 書き で きる よ 
うに する 作業 で , ディ スク の 区 画 整理 を 行っ た り 目 次 を 作っ た り し ます 。 


ディ スク の フォ ー マ ッ ト は , 最初 は 結構 面倒 な 作業 で す 。 し か し , X68000 な ら メ 
チャ メチ ャ 簡単 で す 。 き わ め て 感覚 的 に で きる か ら で す 。 

新品 の ディ スク を ドラ イブ B (1 の 表示 の ある 方 ) に 挿入 し て みて くだ さい 。 次 
の よう な 表示 が 現れ ます (第 3-1 図 )。 
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この ディ スタ は フォ ー マ ッ ト き ね て いま せん 
フォ ー マ ッ ト し ます 上 


第 3 剤 シス テム デイ スク の バッ クア ッ プ と デー タデ ネス ク の 作成 



















ここ を 基 り 
ツク 9 す の 
ャ ン セ ル 


なー ポン リリ の の 
する と 作業 開始 


-I 国 自動 的 に フォ ー マ ッ ト 開 始 の 状態 に な る 


詩 先 的 に 
ネー マッ ト 作 業 に 
ス る 


恥 イ ント 





ア か し こい X68000 4 


ご MR 縛 きわ ゆめ 穫 帳 然 村 る まい 8 





ドラ イブ ユニ ッ ト に 新しい ディ スク が 挿入 され た 
! 
し か し , その ディ スク は まだ フォ ー マ ッ ト さ れ て いな い 
J 
それ な ら そ の ディ スク を フォ ー マ ッ ト を し て や ろう じゃ な いか 


の 8) 作 遇 IO: の (9 間 らく 上 を 2 が 電 6o 

と いう わけ で , X68000 は , 未 フ ォ ー マ ッ ト の ディ スク が 挿入 きれ ます と , 自動 的 
に フォ ー マ ッ ト 作 業 に 入る よう に し て いま す 。 ま る で X68000 が 知能 を 持っ て いる が 
の ょ よう で す 。 こ れ は , 画 期 的 な こと で す 。 こ の よう な 当り 前 の こと が , 従来 の 機種 
で は 行わ れ て いな か っ た か ら て で す 。 


ア ポイ ント する 4 


マウ スパ * ト ラック ボー ル を 動か し 。 (ポイ ンタ ) を 
O K 
の 部 分 に 移動 し て て だ きい 。 な お へ ヽ を 目的 の 位置 に 移動 きせ る こと 
ポイ ント する 
と いい ます 。 この 場合 は |、。 へ を 「OK」 に ポイ ント し だ た わけ で す 語 撤 後 還 
きせ る 際 に この 用 語 を 使用 し ます の で 覚え を て お いて くだ さき い 。 








代 X 


「OK」 に ポイ ント し まし た ら , 軽く 左 ボ タン を 押し あま 相 m シ ト 
が 始ま り ま す (第 3-2 図 )。 
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第 3-2 図 フォ ー マ ッ ト の 開始 
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第 3 章 シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ と デー タデ ィ ス ク の 作成 
この 画面 で 注意 する こと が , いく つか あり ます 。 ま ず 画 面 右 上 に 
ドイ パフ B の ディ イ ズ ク ア イコ ヨン 
が 現われ まし だ 。 こ れ に より , ドラ イブ B に (読み 書き 可能 な ) ディ スク が 挿入 き 
教 で いる こと が わか り 0 ます 。 こ 衝 は 。 新 と に ディ ラス ツ が 便 用 能 だ 発 之 だ こと を 斉 
RI ま 3 5 
それ と , も う 一 つ 。 画面 中 央 に B と 書か れ だ 四角 の シー ト の よう な も ぁ も の が 現れ ま 
洋 生き 4 の う 
ドラ イブ B の ウィ ンド ウ 
で す 。 ド ライ グ B に は , まだ 何 も 鞭 き 込ま き 入 て いま せん の で , 真っ 正す 。 


ア ウィ ンド ウ の オー プン ンク ロー ズ 4 


ウイン トド トウ と は 。 アイ コン や スニ ュー 天目 等 を 収め た 四角 の 窓 の こ G 暫 語 4 
2020E2 う で Y は : 
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現在 , 画面 に は 
ドラ イブ A 
2 イレ 2B 
2 0 ン 22( 
の 三 つ の ウィ ンド ウ が オー プン し て いる こと に な り ま す 。 な お 。 X68000 ほ 列 邊 スク 
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全 あ が 5a 突 Wa ドラ イア 6 は 
R AM ディ スク 
と 呼ば れる 特別 な が ディ スク で す 。 RAM デ ィ ス ク は , メモ リ 領 域 の 部 を あ 志 たか 5 
ディ スク の よう に 使用 する も の で す 。 機 械 的 な 部 分 が あり ませ ん の で 。 非 赤 商 束 
で す 。 た だ し , 電源 を 消す と その 内 容 は 消え て し まい ます 。 


ア デー タデ ィ ス ク の 完成 吉 








さあ 。 無事 フォ ー マ ッ ト が 終了 し まし た 。 実は 。 こ れ で 
デー タデ ィ ス ク 
が 出来 上 が っ だ た こと に な り ま す 。 ま だ フォ ー マ ッ ト が 終っ た ば か り の 半 勤 如 才 の て 
この デー タデ ィ ス ク に は , 何 $ 書 か れ て いま せん 。 これ に , シス テラ の 部 巡 を 書き 
込め ば シス テム ディ スク が 出来 上 が る の で す (第 3-4 図 )。 
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デー タデ ィ ス ク を イジ ェクト 

"イィ スク を 作成 する た め , も 
ます 。 その た め に は , いま フォ ー マ ッ ト し た ディ スク を イジ ェクト し ます 
し ます )。 を その 方 法 は , 第 2 章 で 説明 し た 通り で す (第 3-5 図 )。 

取り 出し た ディ スク は , デー タデ ィ ス ク と し て 使用 し ます の で ,『 デ ー タ ディ ス 
ク 」 と 書い た ラベ ル を 張っ て お く と 良い で し ょ う 。 良 で て デ ネ ス ク を 
を 消去 し て し まう こと が あり ます か ら 一 。 

を そう し まし た ら , も う 1 枚 の 新品 の ディ スク を ドラ イブ B に 挿入 し ます 。 
今 と 同じ 要領 で フォ ー マ ッ ト し ます 。 
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第 3-5 図 ディ スク の イジ ェクト 





パパ ディ スク アイ コン の 影 が 現れ る ィ 





= この 新しく フォ ー マ ッ ト さ れ た ディ スク に , シス テム ディ スク の 内 容 を ソック リ 
転送 し ます 。 
ドイ ジヘ ペー 一 本物 の シス テム ディ スク 
ドラ シン 2 ラー ニー ンー マー ント SS カカ 00 の 2 イル ョ スク 
が 大 うつ て いる こと を 確認 し 6 くだ さい 。 を うま は UVSN8I マ スズ で トト シラ クボ ド 志 静 
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! ドラ イブ A の 
プス クア イラ ユン の 彩 
が 現れ .。 マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 動き に し た が っ て 移動 し ます (第 8-6 図 》』 
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第 3-6 図 ディ スク アイ コン の 影 
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ドラ イブ A の 内 容 を 
ドラ イブ B に コピ ー し ます 


※ 1 
と いう ウィ ンド ウ が 現れ ます (第 8-7 図 )。 
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第 8-7 図 ディ スク コピ ー の ウィ ンド ウ 
以下 の 操作 で , ドラ イブ A の ディ スク の 内 容 を を っ くり ドラ イブ B の ディ スク に 
EN 本 2 の 0 0016S3 
ア シス テム ディ スク の コピ ー 


を うし まし た だ たら, N (ポイ ンタ ) を ウィ ンド ウ の 下 の 部 分 に ある 「OK」 の と こ 
ろ に ポイ ント し ます (重ね ます )。 す る と , 











ドラ イブ の すべ て の デー タル が 江 際 され ね ます 
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駿 3-8 図 コピ ー 開 始 の 再 確認 








第 3 章 シス テム ディ スク の バッ クア ッ フ と デー タデ ィ ス ク の 作成 


ドラ イブ B の すべ で て の デー タ が 削除 きれ ます 
思い 直す つも り は あり ませ ん か 

















の 確認 を 求め て 来 ま す (第 3-8 図 )。 
N (ポイ ンタ ) を ウィ ンド ウ の 下 の 部 分 に ある 「『OK」 の と ころ に ポイ ント し ま 
ず 。( 軍 枯 ま す ) する と , 


AB ディ スク コピ ー 中 で す 


の 表示 が 現れ , コピー が 始ま り ま す (第 3-9 図 )。 
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0 の た カト 96 
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才 9 
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が 現れ ます (第 4 一 1 図 )。 














第 4-1 図 ディ スク アイ コン の 影 を コピ ー ア イコ ン に 重ね る 


ーー ここ まで は , 前 章 と 同じ で す 。 前章 で は , ディ スク アイ ュ ン の 及 を ドラ イラ 
B の ディ スク アイ コン に 重ね まし た 。 し か し , ここ で は デス 多 記 ネコ ヨ ン の 彰 を 画 
面 右 下 に ある 。- 

コピ ー ア イコ ンーーー ュ ピー 機 の 形 を し た アイ ユン 
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第 2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ルル 入門 


に 重ね ます 。 すると, コピー アイコン か ら デ ィ ス ク が 飛び 出し ます 。 左 ボタ ン を 
し まず (第 4 一 2 図 )。 6 








第 4-2 図 ディ スク が 飛び 出す 














ご の ディ ラク が 製 妥 
イブ A の デキ イス 多 I ぐ 
ある こと を 示す 











第 4-3 図 「A : 」 が 現れ る 


コピ ー ア イコ ン は , いろ いろ な も の を コピ ー す る の に 使用 し ます 。 
まま ED へ あら rs オラ ユン の ディ es ス の に ポイ ルン トル で あま 8)。 を そして. 








第 4 章 ディ スク ウィ ンド ウ の オー プン クローズ 
4092 は 二 ま 2 8 

AE 
と いう ウン ン ボ ル が 現れ ます ( 克 ボ 多 は 陰 引 ま すま や) 原 識 寺 索 信 上 王 ビ ーー/ イ ニン の 
に 理 移 で いる デ ボス ク が OF ライ ブル の ガ ィ イス 外 庫 あ 5 を きす (第 4 一 








3 図 )。 

仙 コピ ー ア イコ ン の ディ スク の 影 ア 
そう し まし た ら 左 ボタ ン を 押し た まま , マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を ドラ ッ ク し ま 

ず 。 す 6 


コピ ー ア イコ ン の ディ スク の 影 
が 現れ ます (第 4 一 4 図 )。 








コピ ビー アイ 2 








第 4-4 図 コピ ー ア イコ ン の 影 を 運ぶ 


| 








ここ を 友 ク リッ ク : す る 





第 4-5 図 コピ ー の 開始 
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第 2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ルス 入門 








この 影 を ドラ イブ B の デオ スク ア 用 ヨ レン (重ね ば は 良 UN の すこ れれ で ドラ シ ( 
ブ A の 辞書 ディ スク の 内 容 を を っ くり ドラ イブ B の デー タデ ィ ス ク に ユ コピー する こ 
が CS いす 0552 

後 の 操作 は , 前 凍 で 行っ た も の と まっ た く 〈 同 じ で すか ら , その まま 操作 を 続け て 
くだ さい 。 辞書 ディ スク の ユ ピ ー が 出来 上 り ま す (第 4 一 6 図 )。 


四 回 下 


58K_S.PIC 5DBK_W.DIC POST.DIC DD 朋 1 





Ne- 





FN 








辞書 ディ スク の 内 容 が 
コピ ー さ れ た 





第 4-6 図 コピ ー の 終了 





作 コピ ー の キャ ン セ ルーー ご み 箱 アイ コン 4 


ここ で Se お 

コピ ー ア イコ ユン は , いろ いろ な も の を ユ ピ ー す る (詳細 は , 後述 ) こと が で きま 
す 。 それ に 応じ で て で 。 いろいろ な も の が コピ ー ア イコ ン の 上 に 飛び 出し ます 。 を その 状 
態 で .。 コピ ー を も を キャンセル し た いと し ます 。 それに は , 





- ご み 箱 アイ コン ご み 箱 アイ コン 
画面 右 下 の ご み 箱 の 形 を し た アイ コン 


を 利用 じ に ます 店 ロー アイ ラン の 上 上 60U た も の と を ポイ ント し ドラック し な 
が ら そ の 影 を ごみ箱 ア イコ ン に ポイ ッ ヒ と 捨て れ ば 良い の で す 。 き わ め て 感覚 的 に 処 
理 な 人 95 の 94 電 ま 69。 
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* ィ スク ウィ ンド ウ の オー プン / クモ ョ ー ズ 


ディ スク ウィ ンド ウ の オー プン クローズ 


デ ・ ィ イィ ・ ス ・ ク ・ を ・ い ・ れ ・ て ・ も 
クー ロマ ーー で スマ さき で れれ" さそ 9 の" 全 
つ ・ か ・ え ・ な ・ い 
上 還 8 析 *- マ キー テバ コチ は が さ "スタ ・ 


。 辞書 ディ スク を イジ ェクト 4 


必 
ER 
は 
pt 


ンー 











シス テム ディ スク に 4 一 1 で は 。 辞書 デ ィ ス ク の 内 容 を ゲー タデ ィ イス ク に 移し まし た 。 こ れ で , も うぅ 

入れ 換え る 辞書 の イス ク は 必要 な く な り ま し た 。 今度 か ら は , デー タデ ィ ス ク が 辞書 デ ず ィ スク 
の 代わ り を 果たし ます 。 X68000 添 付 の 辞書 ディ スク は , イジ ェクト し て (取り 出し 
て ) 。 安 全 な 場所 に 保管 し て ぢ きま し ょ う 。 を し て , ドラ イブ A に ! よ 代わ NO0E2 


ステ ム デ ィ ス ク (の バッ クア ッ プ ) を 挿入 し ます 。 す る と , 画面 は 次 の よう に な り 
ます (第 4 一 7 図 )。 


ドラ イフ 8A の デ s0 ス 必 必 イン トウ で ある な 示す 





形 が 異な る 


時 則 NSYS USKCG.SYS CONF1G.SYS SRAMDISK.SYE RNNDISK.9YS PRNDRU.SYS BEEP.5YS 


加 yy % 短 器 円 


TITLE.SYS RSKGBK.SY9 PCNDRU.SYS WS。K C0 電 NND.X TICONDRTR.US CLIP。MS 








TE、W PHONE.9S ITOEMEC,BRT BN 





に ボラ シ ドジ (A( の 5 2 ク 
の 50 ジョ ドウ アン アコ 2 必 が 
表わす アイ コン が た く 
さん 表示 され て いる 








第 4-7 図 シス テム ディ スク を 挿入 





ドラ イプ の ウィ ンド ウ と ファ イル を 表す アイ コン 


この 第 4 一 7 図 を 良く ご 覧 に な っ て くだ きい 。 い ろ い ろ な こと が わ 恋 つ 才 来 ます 。 
まず 画面 いっ ぱい に 大 き な ウ ィ ン ド ウ が あり ます 。 ウ ィ ン ド の 上 部 まん 中 に 
コピ ー 元 の 表示 AA 
の 表示 が あり ます 。 こ れ に より , この 大 き な ウ ィ ン ド は 








第 2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ル 入 門 


マイ コン 


ファ イル 


形 が 異な る 








ドラ イブ A の ウィ ンド ウ 
で の ② く こと が わか り ま す 同 ドラ イン A の ウィ ンド ツ に は 


HUMAN. SYS 
Synrem SeYS 
ANIME VS 


と いっ た , た くき さん の アイ コン が 含ま れ て いま す 。 こ れ ら は , ドラ イブ A の ディ ス 
ク に 記憶 きれ て いる 。 
ファ イル 
を 示し ます 。 す で ぐ で あと で 出 で き ます が ファ イン に は ブロ グラ ム や デー タ が 記録 き 
RGNGSRSKS あ あら 
人 ドラ イブ B の ウィ ンド ウ が 消え た 時 
ご SO コー つ 夫 島 二 な こと が あり ます 。 それは , 
ドラ イプ B の ウィ ンド ウ が 見 あたら な い ! 
と いう で こと で あ も ち る 2 ドラ イジ BB に は 。 データ ディ スク が 挿入 きれ て いま す 。 
を し て 事実 。 第 4=ー 図 第 4 一 5 図 ま で は ドラ イブ B の ウィ ンド ツウ も 画面 に 表示 
され て いま し だ 。 し か し ,。 いつの間に か ドラ イブ B の ウィ ンド ウ が 消え て し まっ た 
の で す 。 
それ と , も うぅ 一 つ 。 画面 上 の ディ スク アイ コン の 形 を 比べ て みて くだ きい 。 
ドラ 22 の 半 スタ ア ミン 左上 が 欠け て いる 
ドラ イブ B の デ え スク アイユ ン 一 一 正方 形 で ある 
の よう に , 形 四 抽 衝 二 00 る で し ょ う W7 











これ ら の 意味 を 今 か ら 説明 致し ます 。 
ア ウィ ンド ウ の オー プン ンク ロー ズ まず 
X68000 に 挿入 る きれ だ ディ スク は , 二 つ の 状態 を 取り ます 。 
ウィ ンド ウ が オー プン きれ た 状態 
ウィ ンド ウ が クロ ー ズ され た 状態 
の 二 っ の 状態 で す 。 両 者 の 違い は , 次 の と な り で す 。 











ウィ ンド ウ が オー プン され た 状態 
その ディ スク の ウィ ンド ウ が 表示 され て いる 状態 。 
その ディ スク は , ファ イル が 使え る 状態 に ある 。 
⑱ そ の ディ スク の 挿入 られ だ た ドラ イブ の ディ スク アイ ユン の 形 は , 
左上 が 欠け た 状態 で 表示 され る 。 
ウィ ンド ウ が クロ ー ズ され た 状態 
人 @ そ の ディ スク の ウィ ンド ウ が 表示 る れ て いな い 状 態 。 














第 4 章 ディ スク ウィ ンド ウ の オー プン クローズ 
人 @ そ の ディ スク は , ファ イル が 使え な い 状 態 に ある 。 

その ディ スク の 挿入 る 8 れ た ドラ イブ の ディ スク アイ コン は , 

正方 形 の 形 で 表示 され る 。 














と いつ クロ ー ズ 状態 に か な る か ? 4 
普通 .、 ディスク を 挿入 し ます と 
オー プン 


され た 状態 に な り ま す 。 そして, その ディ スク の ファ イル を いつ で も 使用 す る こ と 
で きま す 。 こ の 状 表 は , 特別 な が こと が な い 限 り ,。 イジ ェクト する まで 続き ます ず 。 
し か し , その ディ スク を 意識 的 に クロ ー ズ し た り , その ディ スク に 他 の ディ スク 

の 内 容 を コピ ビー し た り し まず と , 

クロ ー ズ 
る され た 状態 に な り ま す 。 第 4 一 7 図 の ドラ イブ B は , この 後者 の 場合 どっ た の で す 。 


ア ディ スク ウィ ンド ウ の オー プン 4 


クロ ー ズ され だ デイ スク は , オー フン する こと が で きま す 。 を の 方 法 は , 簡単 で 
す 。 デ ヂ ディス ク の イジ ェクト と 同じ で す 。 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル を 動か し 











Open を 反転 させ る 


テ 
1030003 い 」1 
USKC@.SYS CONFIG.5YS SRNDISK.SYE ROWMDISK.SYS PRNDRU.SYS BEEP.SYS la 

生 っ か 1 ーー デイ ネス クス 還 遇 記 


皿 男 還 


BSIC 1 








第 4-8 図 <Open> を 選択 


N (ポイ ンタ ) 
を 画面 右上 の ドラ イプ ロ の ディ スク アイ コン に ポイ ント (重ね わる) し ます 。 右 て 
左 ク リッ ク ( 左 ボ タン を 押す ) し ます 。 す る と , 次 の よう に ドラ イブ B の 
ディ スク メニ ュー いろ いろ な 項目 が 含ま れる 
が 現れ ます (第 4 一 8 図 )。 
を の まま ( 左 ボ タン を 押し た まま ) マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 上 下 に ドラ ッ グ し 
ます と , KN の ポイ ント され た メニ ュー が 反転 表示 し ます 。. そ し で 。 
Open を 選択 Open 
を 選択 し て , 左 ボ タン を 離し ます 。 する と , 第 4-9 図 の よう に ドラ ッ グ B の ウィ ンド 
ウ が 現れ ます 。 ド ライ ブ B の ディ スク アイ コン の 形 も オー デン の も る の に 奏 わ り ま す 。 
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回 固 固 皿 


58K_S-DIC 地 寺 DIC POST.DIC iM 





ドラ イブ B の ディ スク ウィ ンド ウ が 現われ る 





第 4-9 図 ドラ ッ グ B の ディ スク ウィ ンド ウ が オー プン する 





引 ディ スク ウィ ンド ウ の クロ ー ズ / 
地 た た オーズ クズ 2 本 二 N あ チイ スク を クロ ー ズ する こも も で きま す 。 だ と を ば, し 
ば らく は を の ディ ス 多 を 使わ な いと いう 場合 、 を の ディ スク を クロ ー ズ する こと で 
画面 が 見 や すく な り ま す 。 
ディ スク ウィ ンド ウ を クロ ー ズ する に は , 





クロ ー ズ ボッ クス クロ ー ズ ボッ クス 
を 使用 し ます 。 診 還 講 認 ボ ックス は , 各 デ ィ ス クウ ィ ン ド ウ の 左上 に ある 
了 


の 形 を し た 箱 で 間 請 の クロ ー ズ ボッ クス を 左 ク リッ ク す れ ば , その ウィ ンド ウ を 
クロ ー ズ する 9 

だ と を ば い お まあ 績 計 王 6 だ た だ ド ラック B の ディ スク 必 イジ ドウ を クロ ー ズ 4 が に は 。 
次 の よう に し ます (第 4 一 10 図 )。 


クロ ー ズ ボッ クス 
ご とこ を 夫 グ 乾 サ グ ポ る 





茎 4-10 図 クロ ー ズ ボッ クス 








第 5 草 ファ イル の 活用 














の 


、 第 ロ 草 ファ イル の 活用 
/ 


ボリューム 名 の 設定 


ボ ・ リ ・ ュ ユ ・ー・ ム ・ め ・ い 
そ ・ れ ・ を ・ か ・ ん ・ じ ・ で 
(に ey ゆま ボウ Steel で Cd し EC や US 2 ee 


ア ボリ ュー ム 名 ド 
デー タデ ィ ス ク に 漢字 の 辞書 を コピ ー し まし た の で , 辞書 ディ スク が な < 朝 
字 の 入力 が で きる よう に な り ま し た 。 せ っ か く で すか ら 試 し に 漢字 を 入力 し で み ま 
live2 間 RC 
ボリ ュー ム 名 ボリ ュー ム 名 
と いう 概念 に つい て も 説明 いた し ます 。 


0- | 


中 








いつ も の よう に ドラ イブ A に シス テム ディ スク を 挿入 し , X68000 を 起動 し 古 す 。 
を そし て ドラ イブ B に は 。 デー タデ ィ ス ク を 挿入 し ます 。 そ うし まし た ら 画 面 看 諾 の 
ディ スク アイ コシ の 部 分 と 見 て て だ きい 。 ドラ イブ A, ドラ イブ B ど ち 5 講座 区 
ジン 7 た 電 ン 29 人 e 幸 


Human68k 
の 表示 が 見 られ ます 。 これが, ボリ ュー ム 名 で す (第 5-1 図 )。 


cLP.VS ポリ ュー ム 名 








( 注 ) 80 桁 アプ リン タ で 画面 コピ ビー を 取っ た の で 者 都 分 大 欠け て いる 。 


第 5-1 図 ボリ ュー ム 名 
実際 は Hauman68K と 表示 され て いる 。 
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ア Volume Name を 選択 4 


ボリ ュー ム 名 と は ボリ ュー ム 名 じい う の は , 各 デ ィ ス ク に 付け た 名 前 で す 。 この ボリ ュー ム 名 は , 
ディ スク 毎 に ユー ザー が 自由 に 設定 する こと が で きま す 。 そ の ディ スク の 内 容 を 表 
す 適 当 な 名 前 を 付け て お 〈 と 便利 で し ょ う 。 た と えば 
文書 一 一 日 本 語 ワ ー プ ロ の 文書 用 ディ スク 
BASIC ニ ニョ BASH6 の シロ タラ パ 用 デイスク 
の よう に 自由 に 付け れ ば 良い の で す 。 
ボリ ュー ム 名 は , ディ スク を 挿入 し た 時 , 各 デ ィ ス クア イコ ユン の と ころ に 表示 き 
れ ま す 。 な お ディ スク コピ ー を 行い ます と , 元 の デイ スク の ボリ ュー ム 名 が その ま 
まつ 4EK コ 03 








それ で は , ドラ イブ B の ボリ ュー ム 名 を 変更 し て み ま し ょ う 。 マ ウス ・ ト ラッ ク 
ボー ル を 移動 し 
N (ポイ ンタ ) 
を ドド ライ プロ の ディ スク アイ コン に ポイ ント (重ね る ) し ます 。 そして, 左 ク リッ 
ク ( 左 ボ タン を 押す ) し て , ディ スク メニ ュー を 開き ます 。 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー 
の に ンジ バン 40 
Volume Name 


を 選択 し ます (反転 表示 きせ る ) (第 5-2 図 )。 


d ー 


58K-5.DIC 558K_N.DIC POST.DIC DICN.X 


Volume Name 


を 選択 








第 5-2 図 Volume Name を 選択 





に 日 本 語 で ボリ ュー ム 名 を 入力 する 。  』 





左 ボ タン を 離し ます と 画面 は , 第 5-3 図 の よう に な り ま す 。 
ここ で , キー ボー ド か ら 新 し い ボ リュ ー ム 名 を 入力 し , <OK> の 部 分 を 左 ク リ 
ッ グ 9 す 届 ば 設定 で きま す 。 こ こ で は 日 本 語 : 
デー タ : 辞書 
の よう に 入力 し て みる こと に し ます 。 それ に は , 次 の 手順 で 入力 し ます 。 な お 日 本 





第 5 章 ファ イル の 活用 





臣下 ーー 


新しい ボリ ュー ム 名 を 


回 回 了 較 に 。 グー 


吉 伯 -S.DiC 5 記 MDiC POST.DIC 1 生 1 


現在 の ボリ ュー ム 名 用 man68k ] 
新しい ポリ ュー ム 名 [ーーー ー 











第 5-3 図 新しい ボリ ュー ム 名 を 入力 する 


語 入力 の 詳細 に つい て は , 「 取 扱 説明 書 」 の 「 日 本 語 フロ ント プロ セッ サ 」 の 部 分 
を 参照 し て くだ 。 
入力 手順 く <1> <CTRL> キー と <XF 1 > キー を 同時 に 押す 。 
22 カナ か ローマ 学 で II 王 だ 軸 貞 半 人 9099 る 
<3 > 二 く X FRI8 > キテ を 押 ず 。 
<4> する と ,。 カタ カナ に 変わ る (第 5-4 図 )。 





ロ ーー 
四 


BK-3.01C 光 BKJHDIC POST.DiC ICMX の 
E 日 本 語 の 入力 モー ド 





第 5-4 図 日 本 語 の 入力 


く 5 > 較 を 押す 。 

く <6> する と ,「 デ ー タ : 」 の 文字 が 「 新 し い ボ リュ ー ム 名 」 の 枠 に 移動 する 。 
く <7>-「 じ IU よ 」 と (66 くう や 有 す 

<8> も し 「 辞 書 」 に 変化 し な い 場 合 は .。 も う 1 度 <XF3> を 押す 。 そ れ で も 
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「 辞 書 」 に 変化 し な い 場 合 は , も う 1 度 <XF3> を 押し , 番号 を 選択 する 。 
く 9 > 賠 を 押す 。 
<10> <CT ERL> キ ー と <XEF 1 > キー を 同時 に 押し , 日 本 語 入力 モー ド を 抜け る 。 


P ボリ ュー ム 名 の 設定 4 
新しい ボリ ュー ゥ 名 の 入力 が 終り まし た ら 
く OK> 


の 部 分 を 左用 訪 久 多 て みて くだ さい 。 次 の よう に ドラ イブ B の ボリ ュー ム 名 が 変 
化し ます (第 5-5 図 )。 








1 加 加 回 回 


6K-S-DC 558K-ALDIC POST.DEC DTC. 
ロ 





| ドラ イブ B の ボリ ュー ム 名 が 
変わ っ た 





第 5-5 図 ボリ ュー ム 名 が 変わ る 





な お ボリ ュー ム 名 は , 18 文 字 ま で 使用 可能 で す 引 た だ II 若 字 の まう な 倍角 文字 
の 場合 は , 半分 の 9 文字 まで で す 』 


SUUU の ルウ 人 iekpASwGK 人 ノア 22 
P. 39 の ① 図 を ご 覧 くだ さい 。 これ が 最初 の 状態 で す 。 電源 ON や 
リセ ッ ト ボ タン た より シス テム リセ ッ ト さ れ ま す と , 同 ② 図 の よう に 
FF0000HーFFFFFEH 
に ある IPL ROM1 の 内 容 が メモ リ の 先頭 部 分 に 現われ ます 。 





そし て , その 先頭 千 博 許 
プロ グラ ムカ ウン シタ 
スタ ッ ク ポ イン タタ 
の 値 に 各 レ ジス タ が 初 蔵 訂 定 きれ ね 。 
そこ か ら ブ ー ト プロ グラ ちち が スタート 
ET 
その 後 , この 先頭 部 分 ほ の ま 
メイ ン メ モリ と し て 使用 され る ま ョ に 
な り ま す 。 






000000H 
プロ ジラ ムカ カウ レッ 






スタ ッ ク ポ イン タ 





ド 











最初 に 実行 すべ き 


エン トリ ポイ ント 

















第 5 剖 ファ イル の 活用 


r 呈 = 蘭 コマ ンド ファ イル と テキ スト ファ イル の 活用 方 法 








コー マ ュ ント ュ フ ・ ア ・ イ ・ ル ・ は 
たつ 待つ う 表 の 4G0Re さ <: の ジリ スー ア シッ ジル 
の 2 一 Ko5 の < な 8< ア た v950 全 v 和 9 じ Psi 
GS と パカ さき の の っ アア 38 欠 で ル マ … の 
に ファ イル を 利用 する に は ? 





第 4 章 で は 、 デ ィ ス クウ イン ドウ を オー プン し た り , クロ ー ズ する 方 法 を 説明 し 
まし だ 。 デ ィ ス クウ ィ ン ド ウ を オー プン し ます と , 四角 形 の シー ト の よう な ウィ ン 
ドウ が 画面 に 現れ ます 。 を そして, その ウィ ンド ウ 内 に は , その ディ イス ク に 収め られ 
GU 
ファ イル ファ イル ーー ログ ラム や デー タ 等 を 収め た も の 
を 表す アイ コン が 表示 きれ ます (第 5-6 図 )。 


人 勿 INZIDSO 呈 2 


ドラ イブ A の 
デイ スズ クウ イン 諸 





第 5-6 図 ディ スク ウイ ンド ウ 内 の アイ コン 


し か し , これ だ け で は 何 の 役 に も 立ち ませ ん 。 を そこで, これ か ら こ れ ら の 
ウィ ンド ウ 内 アイ コン 
の 利用 の 仕方 を 説明 する こと に 致し ます 。 併せ て , 
ファ イル の 種類 (意味 ) 
に つい て も 説明 し ます 。 
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ーー こころ ニ ニー ニコ ュー ココ コー ニニ ーー ニー ニー ニニ 0 


ーー ダブ プル クリック 4 


第 5-6 図 は 。 い つも の よう に ドラ イブ A に シス テム ディ スク を 挿入 し て X68000 を 
起動 し た と ころ で す 。 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル を 動か し 
Ki( ポイ ンタ )) 
を て HUMAN. SYS> と 書か れ だ アイ ュ ン (一 人 間 の 形 を し て いる ) に ポイ ン 
ト し ます 。 そ を そう しま したら, マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 左 ボ タン を 2 回 続け て 押し 
て みて 《 だ さい 。 なお, マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の ボタ ン を 2 回 続け て 押す こと を 











ダブ ルク リッ ク ダブ ルク リッ ク 


も や ます 。 
了 。。 プロ グラ ム と し て 実行 可能 な ファ イル / 
する と , 次 の よう に 
この ファ イル は 実行 で きま せん 
の 表示 が 現れ ます (第 5-7 図 ) 








05.N CONNMRND。 RW LiP.MS 


還 防 回 國 軸 


BIN BNSIC 電位 








第 5-7 図 <HUMAN. SYS> は 実行 で き な い 
ウィ ンド ウ 内 アイ コン を ダブ ルク リッ ク し ます と , その ファ イル を ブロ グラ ム と 
Ge 実 有 し じ よ うし ます し が ミド ファ イジ の 申 ( 潜 


プロ グラ ム と し て 実行 可能 な ファ イル 
プロ グラ ム と し て 実行 不可 能 な ファ イル 


の 2 種類 が あり ます 。 第 5-7 図 で 「 こ の ファ イル は 実行 で きま せん 」 の 表示 が 現れ た 
の は , <HUMAN. SYS> が , プロ グラ ム と し て 実行 不可 能 な ファ イル で あっ 
な で すら 














第 5 剖 ファ イル の 舌 用 


計 アイ コン の 選択 を 解除 


く O K> の 部 分 を 左 ク リッ ク し ます と , 元 の 画面 に 戻り ます 。 
な お この 時 , <HUMAN. SYS> の 
アイ コン が 反転 表示 
る れ だ まま に な っ て いる こと が わか り ま す (第 5-7 図 で も そう な っ て いま す )。 これ 
は , 現在 を の アイ コン (ファ イル ) が 
選択 され た アイ コン 選択 され て いる 

こと を 意味 し ます 。 この 選択 を 解除 する に は , S を 適当 な と ころ (アイ コン 等 が 表 
示 き されない 場所 ) に 移動 し , 左 ク リッ ク す れ ば 0 K で す 。 


に COMMAND. X を 実行 する 4 


る あ ,。 ダブ ルク リッ ク し て も 「 こ の ファ イル は 実行 で きま せん 」 だ け で は 面 自 く 
あり ませ ん 。 何 か 実際 に 実行 びき る プロ グラ ム フ ァ イル を ダブ ルク リッ ク し て み ま 
し ょ う 。 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル を 移動 し , KS を 

COMMAND. X (戦車 の 形 を し て いる ) 
紀 ポ イン NN し で が で くく 当る さい 。 し UE 全 隊 寺 ボ ン て ア ラッ レ ルン リッ ク し ホホ み 。 ある 」 司 
COMMAND. X と いう ブロ グラ ム が 実行 きれ, 画面 は 次 の よう に な り ま す (第 
5-8 図 ) 














Comwrd version 1.BH 
飼 





第 5-8 図 <COMMAND. X> の 実行 





部 コマ ンド シェ ル か ら ビ ジュ アル シェ ル へ 4 
第 2 章 で , X68000 は 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル 
コマ ンド シェ ル 
の 二 つ の 使い 方 が で きる こと を 説明 し ま し た だ 。 実 は 。 この COMMAND. X が 。 
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第 2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ア 入 門 一 一 一 一 一 一 ーーー 一 ーー プー ププ ププ ププ ププ oo 
コマ ンド シェ ル の 本 体 コマ ンド シェ ル の 本 体 に な っ て いま す 。 で すか ら 第 5-8 図 は , X68000 が ユマ ンド シェ 
ル に 移行 し た 状態 を 示し て いま す 。 
この コマ ンド シェ ル は , ちょ うど 8086 プ 8088CPU 系 の MS 一 DOS と 同じ よう 
な 使い 方 が びき ます 。 つ まり X68000 で も MS 一 DOS 風 の オペ レー ショ ン を 体験 す 
る こも で き 25 の 56 
コマ ンド シェ ル の 詳細 に つい て は また 後 で 説明 する と し まし て , ここ で は 元 の ビ ど 
コア ルル シェア 人 戻 の SN 二 に 殖 【 は す 。 キー ボニー ド が か 
exit[ 
と 入力 し て くだ きい 。 画面 は 次 の よう に な り ま す (第 5-9 図 )。 


Command uersion 1. 盟 





還 この 部 分 を 入力 する 


uS.X・ PTeSS mouSe button or keu. 





第 5-9 図 <COMMAND. X> を 抜け る 


マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の ボタ ン ( 左 で も 右 で も 可 ), また は 加 を 押し て くだ き 
い 。 次 の よう に ビジ ュ ア ル に 戻る こと が で きま す (第 5-10 図 )。 





2 生ま 9 あ W 多 で 


MM.SYS 15RCG、SYS CONFIG.SYS SRRMDI9K.9YS RAMDIGK。8SYS PRNORU.SYS BEEP.5SYS 


宣 を シ 物 圏 ぉ ロ 


TITLE.SYS RGK6BK.SYS PCMDRU.SYS 8.% CONWINND.X ICONDRTR。VS CLIP、US 





第 5-10 図 ビジ ュ ア ル に 戻る 





と コマ ンド メニ ュー の オー プン ト 
以上 の よう に , ビジ ュ ア ル シ ェ ル で プロ グラ ム を 走ら せる に は 。 目的 の ファ イル 
を ダブ ルク リッ ク す れ ば 良い の で す 。 な お も う 一 つ ビ ジュ アル ジジ 主 移 で デ ョ グラ ム 
を 走ら せる 方 法 が あり ます 。 





第 5-10 図 を も う 一 度 見 て て だ さい 。 ちょ うど COMMAND. えな から 戻 っ た ば か 
りな の で , COMMAND. え の ア イコ ユン が 反転 表示 きれ で いま す 。 つ ま 5 現在 , 
アイ ュ ン と し て は 

COMMAND. X が 選択 きれ て いる 
わけ で す 。 


も うー つの プロ グラ ム 実 邊 方 法 は , 3 この 列 品 鞭 馬 
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目的 の アイ コン を 選択 (反転 表示 ) 
し ます 。 を の 方 法 は , 三 っ 前 の 項 で 説明 し た と お り で す 。 そ うし まし た ら マ ウス ・ 
トラ ッ ク ボ ー ル の 右 ボ タン を 押し ます 。KS の 位置 は , アイ コン 領域 * に な けれ ば ど 
こ に あっ て も 構い ませ ん 。 す る と 
コマ ンド メニ ュー マジ ドコ カー 
が オー ジン (出現 ) し ます (第 5-11 図 。 
コマ ンド メニ ュー は , ファ イル 関係 の 操作 を 行う 時 に 使用 し ます 。 


アイ コン 領域 


内  * y sy 3 qe 


R 間 0N.SYS OSKCG.SYS CONFIG.SYS SRAND1SK.SYS RNNDTSK、SYS PRNDRU.SYS 征 EP.SYS 


る 。 


TITLE、SYS RSKGBK.SYS PCMDRV.SYS て 5 


剛 肪 [ 記 コ [ コマ ンド メニ ュー 


瞳 WS BUTOEXEC、BRT BIN に 0pen を 選択 





第 5-11 図 Open を 選択 





*1. アイ コン 領域 は , 画面 右側 の 自 地 の 部 分 あい いま す ( 第 5-11 図 参照 )|。 ア イコ ュ 
ン 傾 域 に は ディ スク アイ ユン や コピ ー ア イコ ン 等 が あり ます 。 


。 . 較 Open て 実行 の 


太 ボ タン を 押し た まま マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 上 下 に ドラ ッ グ し て , 第 5-11 図 
の 3 の 
Open 5 
を 選択 . 仮 転 表示 ) し ます 。 そ し て , 右 ボ タン を 離し ます 。 これ て 選択 され だ アイ 
ョ ポン が 人 SC よら 


ア コマ ンド ファ イル 内 


プロ グラ ム の 実行 方 法 が わか り ま し だ ので, いろ いろ な アイ ュ ン を 実 梨 きせ せみ 
て くだ さい 。 ア イコ ン の 中 に は , 実行 で きる も の , で き な い も の の 2 種類 が ある の 
が わか る で し ょ う 。 X68000 で は ,。 プログ ラム と し て 実行 で きる ファ イル ル の こと を 














コマ ンド ファ イル 
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コマ ンド ファ イル と 
非 コ マン ド フ ァイル 


エ 

1 

Tr ら 
トーーーーー コ 


テキ スト ファ イル 
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と 呼ん えび で いま す 。 コ マン ド フ ァイル は , ファ イル 名 * の 最後 が 
4 
仙 二 GU の 2 ムイ OS NO お 2 
* ま 1. ファ イル を 表す アイ コン の 下 に 表示 され る ファ イル の 名 前 。 第 5-11 図 参照 。 


店 ファ イル の 分 類 (その 1 ) ア 


コマ ンド ファ イル 以外 は , すべ て デー タフ ァイル か と いう と を そう と は 限り ませ ん 。 
プロ グラ ム を 収め た ファ イル で も 
実行 可能 で は な い 形 式 
で ファ イル る れ て いる も の も あり ます (HUMAN. SYS も その 一 つ )。 この 観点 
か ら フ ァイル を 分 類 し ます と , 次 の よう に な り ま す 。 














@ コ マン ド フ ァイル 
・ ダ ブ 末 導 で 実行 で きる ブログ ラム ファ イル 。 
"ツジ シ ァ イル 独 の 最後 が 。 <. > に な ラ て いる 。 
コマンド ファ イル 以外 の プロ グラ ム フ ァ イル 
・ ダ ブ 末 証 較 間 胃 0 記 は 実行 で き な い ピロ グ ラム ファ オル 。 
・ 主 に X%68000 が シス テム を 構築 する 際 に 使用 する 。 
@ デ ー タ ファ イル 
・ ダ ブル 深 議 還 本 詳 本 4 きか な い ブ ログ ラム ファ オル 。 
・ い ろ い ろ な デー タ を 含む ファ イル 。 











テキ スト ファ イル の 内 容 を 読む ( 





了 テキ スト ファ イル を プリ ント アウ ト す る  』 


プロ グラ ム フ ァ イル で な けれ ば デー 多 ラ ァイル と いう あけ で す 。 デ ー タ ファ イ 
ル の 中 に は , 普通 に 文字 た し て 読む こと の で きる ファ イル が あり ます 。 それ を 





テキ スト ファ イル 


と いい ます 。 ビ ジュ アル シェ ル で は , テキ スト ファ イル の 内 容 を 画面 に 表示 す る こ 
と は で きま せん が , プリ ンタ に 出力 する こと な ら で き ます 。 を の 方 法 を 次 に 説明 し 
ます 。 


シス テム ディ スク の 中 で は , た と えば <CONFIG. SYS> が テキ スト ファ 
イル て す 。 <CONEFIG. SYS> の アイ コン に N を ポイ ント し , 左 ク リッ ク し 
て 選択 し て くだ さい (反転 表示 させ る ) (第 5-12 図 )。 
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SQ ェ 閲 シシ シ ee 


二 時 抽 .SYS USKCG.SYS COMFIG.9TS SRNNDISK.SYR RNNDISK.SYS PRMDRU.SYS EEP.SYS 


$ | 制 品 円 


TITLE.SYS RSKBBK.STS PCMDRU.SYS に に 朋 4 CMNBD.X iCONDRTR.US 中 王 、05 


自 画 及 | 因 同 尾 1 
CONFIG. SYS を 


選択 











第 5-12 図 <CONFIG. SYS> を 選択 


ぢ を うじ ま ど た 多 * 才 ポカ ン を 春 し たま まで マウス ネッ クボ ポー ル だ 下 抽 本 
《 だ さや AT ぐ く ⑥ OTN FRTG S 和 を る ええ デ アイ コン の 


上 
氷 ク 


が 現れ ます (第 5-13 図 ) 





3909eu 
NMNN.SYS USRC6.SYS 





賠 騙 @ 回 硬 


較 鞭 MTE 泡 C.BRT EL 19 





影 を プリ ンタ ア 
イコ ン ま で 運ぶ 











第 5-13 図 影 を プリ ンタ アイ コン に 運ぶ 


その 影 を アイ コン 領域 の 右 下 に ある プリ ンタ の 形 を し た 

フリ ング 欠 コン 
に 重ね ます 。 左 ボタ ン を 離し ます と , プリ ント アウ ト が 始ま り ま す 。 デ プリ ント し て 
いる 間 は , プリ ンタ アイ ュ ユン の 上 に 紙 が 出 ま す ( 疾 っ て いま す ポ ) 


次 が . く CONFTIG. SYS> を プリ ント アウ ト し た も の で す ( 第 5-14 図 )。 








TLES = 計 ) に 

BUFEFERS = 2 の 

BE 上 も = BEEP.SYS 

DEVICE = SRAMDTSK.SYS 

ま DEVICE = RAMDTSK.SYS #G 

所 WTCE = PERNDRV.SYS 

所 VICE = PCMDRV.SYS 

DEVICE = ASK68K.SYS B:X68K _ M.DTC B:X68K_S.DIC 








第 5-14 図 プリ ント アウ ト さ れ た <CONFIG. SYS〉 





ア ファ イル の 分 類 (その 2 ) ア 


ファ イル を 文字 と る じ で 読 ゆ る か どう か と いう 稚 点 か ら 分 類 し ます と , 次 の よう に 
OS 








テキ スト ファ イル と 
バイ ナリ ファ イル @$ テ キス ト フ ァイル 


@ フ ァイル の 内 容 を 文字 と し て 読む こと が で きる 。 
@ プ リン タデ アイ コン を 利用 し て , その 内 容 を プリ ンタ に 出力 する こと が で き 
の 
バイ ナリ ファ イル 
@ ファ イル の 内 容 を 文字 と し て 読む こと は で き な い 。 
人 @ プ リン タ ア イコ ン を 利用 し て , その 内 容 を プリ ンタ に 出 表し て も ムチャ ク 
チャ な 表示 が 現れ る 。 ' 
@⑯ だ と えば プロ グラ ム フ ァ イル が 該当 する 。 











次 は , <HUIMIWN SYS> を フリ ンド アッ ウト に て み 生 の 訂 還 の アイ 
ル は , バイ ナリ ファ イル で すか ら 文 字 と し て その 内 容 を 読む こら は き ませ ん 
(第 5 一 15 図 )。 





HUM ホ 
堂 X※ h※ 妻 h 範 x h h 聞 h 開 ド 
[ 褒 fFC O*A 誕生 | 生還 姜 病 庵 [ 
褒 f 放 : ョ g 
ab 











第 5-15 図 <HUMAN. SYS> を プリ ント アウ ト 








第 6 章 ディ スク アイ コン と ディ スク ウィ ンド ウ 


第 B 章 ディ スク アイ コン 
と ディ スク ウィ ン . 

























= 十 詳 ディ スク アイ コン 操作 法 の まとめ 


・ ク ・ ェ * イ 9 ヨッ マジ 
・ を ・ つ ・ か ・ え ・ な ・ き ・ ゃ 
( 全 引 まく ら る な が さゆ し 者 人 基 1 呈し - 半 し 証し 


< ビジ ュ ア ル シ ェ ル と ディ スク の 関係 ユイ 


まず ビジ ュ ア ル シ ェ ル 上 に 現れ る いろ いろ な 表現 と , 物理 的 な ディ スク と の 関係 
を 整理 し て み ま す 。 


デ ・ 


| 


(5 て 
さ % 











2222 光正 り じ レ 





医 叶 ティ スタ ア ィ ュ ン 
物理 的 な ディ スク く ペニーー デ Pf バン ウイ シン ドウ す 制御 


1 議 W 





























に た こ 
トビ ニニ ーー 5 骨 





し 


フ 











第 6-1 図 ビジ ュ ア ル シ ェ ル 上 の ディ スク の イメ ー ジ 


X え 68000 を 操作 する に は , た くさ ん の ファ イル を 相手 に し な けれ ば ぼ ば な り ま せん 。 プ 
ログ ラム を 作成 すれ ば , プロ グラ ム フ ァ イル を 扱わ な けれ ば な り ま せん し 。 ワ ー プ 
ロ を 使用 すれ ば 文書 ファ イル と 格闘 し な けれ ば な り ま せん 。 市販 の ツ フ ト を 効率 良 
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第 2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ル 入 門 


ね らい 


ュ ^ マ 


【 
1010404 





《 使用 する に も , ファ イル の 知識 が 必要 で す 。 こ の よう に XX68000 で は , 
ファ イル 
が 作業 の 中 心 と な り ま す 。 
ビジ ee カル シェ eee 短 , 符 ア ア ァ ガイ ル が 
ア ョ | 玩 
DK きま す 。 そして, それら の アデイ コン は 
ディ スク ウィ ンド ウ 
の 中 に 収め られ ます 。 更に その ディ スク ウィ ンド ツウ は , 
デイ スウ グイ ユン 
に より 管理 きれ ます 。 以 上 の 関係 を 図式 化す る と , 第 6-1 図 の よう に な り ま す 。 


に 、 本 章 の ね らい 4 


で す が ら 65 ビジュ アル シェ ル の 上 で X68000 を 使用 する に は , どう し て も (ファ イル 
を 意味 する ) アイ コン を 操作 で き な け れ ば な り ま せん 。 を その アイ コン を 操作 する に 
は 。 と うし て 6 デ 傘 スウ ィ ン ド ウ を 操作 で き な ゆ れん ば な り ま せん を し で て 。 その 
ディ スク ウィ ンド ツウ を 操作 する に は , どう し て も ディ スク アイ コン を 自由 に 操作 で 
き な け れ ば な ら な い の で す 。 そこで, 本 章 で は , 最初 に 

ディ スク アイ コン の 操作 法 
を まとめ まあ る 上 G で の 息 を バッ メキ 炎 き ぜ た と ころ で 

ディ スク ウィ ンド ウ の 操作 法 
を まとめ ます 。 フ ァイル を 意味 する アイ コン の 細か い 操 作法 は , 次 章 以 降 で 順次 説 
明 し で 行き ます 。 











タイ トル バー が 表 
示さ れ て いる 
あら が アク テディ 


ON る / - ブウ シャ シド 9 


1010403 


USKC5.SYS COMPIG.SYS SRRMDISK.SR RNNDISK,SYS の 有 ( 後 述 ) 

















第 6-2 図 二 つ の ディ スク ウィ ンド ウ を 表示 する 
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第 6 章 ディ スク アイ コン と ディ スク ウィン ドウ 








P hn カク メニ ュー ん オー プン 情 二 4】 
デオ スク アイ コン に は , 二 つ の 使い 考 が あり ます 。 ' 
ー フ 目 ーー つ は , マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル SS (ポイ ンタ ) を ディ スク アイ コン に 炒 布 シト 


し (重ね る ), 右 ク リッ ク ( 話 ボ タン を 1 回 押す ) する 使い 方 で す 。 こ れ に より 
ディ スク メニ ュー 
が 現れ ます (第 6-3 図 )。 


TITLE.SYS RSK5BK.SYS PCMDRM.SYS 8。 





第 6-3 図 ディ スク メニ ュー 





も う 一 つの 使い 方 に つき まし て は , 後 で 説明 致し ます 。 


に ディ スク メニ ュー の 項目 スル 赤 


pac スク メニ ュー 2 スク メラ ュ 二 は 。 全部 で 











倫 Information | 

を の ディ スク の 情報 を 表示 する 。 | 「 
鐘 Open 
s を の ディ スク の ディ スク ウィ ンド ウ を オー プン する 。 
信 Close /Eject 

を その ディ スク を クロ ー ズ し だ 後 一 イタ ェクト する 。 
倫 Volume Name 

を その ディ スク の ボリ ュー ム 名 を 変更 する 。 
元 Format 

と その デイ スク を ネー マッ ド ホ る 。 











の 五 つ の 項目 が 含ま れ ま す 。 我々 は , すでに この うち の 1 


Open ーー デイ スク を オー プン する 「 
Close /Eject ーー ディ スク を イジ ェクト する 「 
Volume Name 一 一 ボリ ュー ム 名 を 変更 する 「 


の 三 つ に つい て は , 使用 済み で す 。 





Format 


操作 手順 


Information 


操作 手順 


2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ルス 入門 








アア Format ァ 


を こ で , 残り の 二 つ の 項目 に つい て , 説明 いた し ます 。 

Format は , その ディ スク アイ コン が 示す ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る の に 使用 
し ます 。 まだ ただ フォー マッ ト さ れ て いな い デ ィ ス ク を X68000 に 挿入 し ます と, 自動 的 
に フォ ー マ ッ ト 処 理 が 起動 きれ ます 。 こ れ に 対し , ディ スク メニ ュー の Format は, 
強制 的 に ディ スク を も フォー マッ ト し た い 場 合 に 使用 し ます 。 その 手順 は 。 次 の と ぉ 
02 おら 











く 1> ドラ イブ A の ディ スク アイ コン を 右 ク リッ ク す る (まだ 離 き な い )。 

く <2> する と, ドラ イブ A の ディ スク メニ ュー が オー プン す る ( 現 る ) 。 

く 3> マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を ドラ ッ グ し て , Format を 選択 する (反転 表示 
させ る )。 

く 4 > 右 ボ タン を 離す 。 











Format は . だ と えば すでに フォ ー マ ッ ト 済 み の デ ィ ス ク を 再 フ ォ ー マ ッ ト す る の 

に 使用 で きま す 。 デキ スク を 再 フ フォー マッ ト す る こと に より 上 上 で の え スグ 
白紙 の 状態 一 一 すべ て の ファ イル を 消 示 

に 戻 ず き 。 衣 008 


ae を た の で TES も ON 4 


Information は , その ディ スク アイ コン が 示す ディ スク に つい て の 情報 を 表示 し ま 
す 。 具 体 例 を 示し ます 。 
< く 1> ドラ イブ A の ディ スク アイ コン を 右 ク リッ ク す る (まだ 離 き な い )。 
く 2> する と , ドラ イブ A の ディ スク メニ ュー が オー プン する (現れ る )。 
く 3> マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を ドラ ッ グ し て , Information を 選択 する (反転 
させ る )。 
く <4 > 右 ボ タン を 離す 。 














以上 の 操作 で , 第 6-4 図 の よう な 情報 が 現れ ます 。 ボ リュ ー ム 名 の 価 、 を の ディ ス 
ク の 使用 状況 等 が 表示 きれ て いま す 。 
書込み 許可 

と いう の は , その ディ スク に デー タ を 書き 込む こと が で きる こと 
この 情報 が 表示 され る の は , ディ スク に 対し て 書き 込み を 禁止 する 
ら で す 。 

<〈OK> を 左 ク ラリック すれ ば , これ ら の 情報 を クロー ズ す る (消去 する ) こと が で 
まま す 。 








いま す 。 
と が で きる か 


を 示し て 
こと が 





第 6 章 ディ スク アイ コン と ディ スク ウィ ンド ウ 


見 語 名 多 多加 


揚 叶 伸 .5YS SRC6.SYS CHFIG.SYS SRHPMD1SK.SYS DISK.SYS PRNDRU.SYS 正 EP.SYSI 


いろ いろ な 情報 が 
表示 され る 








第 6-4 図 Information の 表示 





還 ディ スク アイ コン の も う 一 つの 使い 方 ィ 


己 目 ディ スク メニ ュー の 五 つ の 項目 ほ つ W で は 以上 上 の と ちり で す 。 
スイ ポン ク プッ ラン (は この の スバ ス 2 オプ ガン する 方 法 の 他 に で 66 
うぅ 一 つ 使い 方 が あり ます 。 し か し , 実は その 機能 は いま の 五 つの 項目 の 中 に 含ま れ 
て いる も の で す 。 それ は , 
ディ スク ウィ ンド ウ の ォ ー ジ ン (Open) 

で す 。 デ ィ イス クウ ィ ン ド ウ が クロ ー ズ (表示 きれ て いな い ) の と き , デ ィ イス クウ ィ ン ド 
に KN を 合わ せ 過 直 ポ タン を ブル クリ ッ ク し ます 記す る と 寺 デ イス クズ メニ ミー が 
ォ オー ジン (つま りり 現れ る ) し ます 。 こ れ は , デイ スク メニ ュー の Open と 同じ 機能 で 











9 す 。 デ ィ ス クウ ィ イィ ンド ウ を オー プン する だ け な ら , こち ら の 使い 方 の 方 が 早い で し 
SI ジ / 
s 語 = 代 ディ スク ウィ ンド ウ 探 作法 の まこ と め 
デ ・ イ ィ イネ ス ・ ク ・ ウ ・ イ ・ ン ・ ド ・ ウ ・ が ・ い ・ っ つっ ・ ば ・ い 
ど ・ の ・ デ ・ イ ・ ス ・ ク ・ ウ ・ イ ・ ン ・ ド ・ ウ ・ を 
つ ・ か ・ お ・ う ・ か ・ な で く で た に で で た に で だ に と と 
4 纏 目 補 ィ 
目標 通常 。 X68000 は , 複数 の ディ スク ドラ イブ (RAM デ ィ ス ク や ハー ド デ ィ スク ぁ ぉ 


含む ) を 使用 し て 作業 を 進め て 行き ます 。 す る と 

ドラ イブ の 数 だ け デ ィ ス クウ ィ ン ド ツウ が 必要 
に な っ て 来 ま す 。 で すか ら ビ ジュ アル シェ ル の 画面 に は , 同時 に 複数 の ディ ォ ス クウ 
ィ ン ド ツウ が 表示 る れる こと に な り ま す 。 この 関係 び 、 ディス クウ ィ ン ド ウ に 関す る 
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第 3 部 ビデ ジュ アル シェ ルス 入門 
操作 が 必要 に な っ て 来 ま す 。 た と えば ある ディ スク ウィ ンド ウ の 大 きき を 変え て み 
た り , 後ろ 側 に 持っ て 行っ た り , 移動 きせ た り と いっ た 操作 で す 。 を こ で 以下 で は , 
6-1 の ディ スク アイ コン に 引続き , 
ディ スク ウィ ンド ウ の 操作 法 
を まとめ て 行く と と に 致し ます 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニーーーーー ニ ーーー ニ ーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ュ 
U 


! B-B-1 アク ティ ブウ ィ ン ド ウ の 操作 “ 


ーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー ニーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー コ 


4 詳 隠れ た ディ スク ウィ ンド ウ を 見 る に は 四 


次 は , 








ドラ イブ A 
! 

ドラ イブ プ B 
の 順に ディ スク を 挿入 し , X68000 を 起動 し た と ころ で す 。 この 場合 . ドラ イブ A の 
ディ イズ スズ スク ウィ シンド ウ は , ドラ イブ B の ディ ス ク 記 還 生 IRMed 固 拉 Oi 
見 る こと が で きま せん 。 そこ で , 隠れ て 見 えな い デ ィ ス クウ ィ ン ド ウ を 手前 に 持っ 
て , る 方 法 を 説明 致し ます 。 

それ に は , 手前 に 持っ て 行き た い デ ィ ス クウ ィ ン ド ウ の どこ か 1 か 所 

見 えて いる 部 分 も を 左 ク リッ ク 

し ます (第 6-5 図 )。 








58K_S.DIC 5BK_M.DIC POST.DIC 
ロ 





ドラ イブ A の 
IX クウ ィ 
ンド ウ が 隠れ 
誠 時 示 . な い 

5 いる 部 
分 を どこ か 左 
wi ッッ ク す る 








双 6-5 図 隠れ た ディ スク ウイ ンド ウ を 左 ク リッ ク 


すま 








第 6 章 - デ ィ ス クア イコ ユン と ディ スク ウィ ジ ド ウ 





と アク ティ ブウ ィ ン ド ウ 


する と , 今度 は ドラ イブ A の ディ スク ウィ ンド ツウ が 手前 に 現れ ます (第 6-6 図 
な お 1 番手 前 に ある ディ スク ウィ ンド ウ の こと を 





ュ ン 


o 


アク ティ ブウ ィ ン ド ウ アク ティ プ ウ ィ ン ド ウ 
と いい ます 。 ま た ディ スク ウィ ンド ウ の 上 部 の 部 分 を 
(lx ルン スッ ー タイ トル バー 


と いい ます (第 6 一 6 図 参 照 )。 





タイ トル バー 





2 ふま る あざ 


軸 間 人 N、SYS USKCG.SYS CONFIG、SYS SRNDISK、SY RQMDISK.SYS PRNDRU.SYS BEEP.SYS 


昌 9 w 短 品 ロロ 


TITLE.3YS RSK6BK、SYS PCMDRU.SYS 了 CONNAND。X JCONDRTR-US CCLP。MS 





ウィン ドウ 二 議 6 ジ 
ボッ クス 


第 6-6 図 アク ティ プ ウ ィ ン ド ウ が 変わ る 


アク ティ ブウ ィ ン ド ウ は , タイ トル バー に 灰色 の 部 分 が 表示 され て いま すか ら す 
ぐ わ か り ま す 。 先 の 第 6 一 2 図 の 場合 , タイ トル バー に 灰色 の 部 分 が 現われ て いる ドラ イ 
ブ A の 方 が 。 アク ティ ブウ ィ ン ド ウ で す 。 なお, ディ スク ウィ ンド ツウ を 操作 し て い 
ろ い ろ な 作業 を する 場合 

操作 の 対象 し な る ディ スク ウィ ンド ウ を アク ティ イブ ウィ ンド ウ 
に し て お 必要 が が あり ます 。 


スッポリ 隠れ た ディ スク ウィ ンド ウ を 見 る に は ? 4 


も し ディ スク ウィ ンド ウ が 
スッ ポリ 隠れ て し まっ て いる 場合 














ココ 


第 2 部 ビジ ュ ェ ア ル シェ ル 有 入門 





は 。 と どう し た ら 6 良い で し ょ う ? その 一 部 を クリ ッ ク す る こき は で きま せん か ら , こ 
の まま で は を の ディ スク ウィ イン ドウ を 表 に 持っ て くる こと は で きま せん 。 
そう いう 場合 に は , 


2 と IN 必 才 ンジ ボッ クス 


を 利用 \e ポ す 。 コ クイ ンド ソチ き ョ ブシ ン ト ンク 3 は m アク テイ フジ ウジ の 者 用 9 身 に 
あり ます (第 6 一 6 図 参照 )。 

ウ の 0 の NR エン ンジ も クス クリ ツク (に て の 56 (UBSNUIO 衣 566 シト ウッ イシ 
ドウ が 一 番 後ろ 側 に 移動 し ます 。 そ し て , 二 番 有 目 に あっ た ディ スク ウィ ンド ウ が 一 
番手 前 (つま り ア クティ ブウ ィ ン ド ウ ) に な り ま す (第 6-7 図 )。 


ディ スク ウィ ンド ウ が 3 枚 以上 ある 場合 で も , この 操作 を 続け て 行け ば が, スッ ポ 
り 隠れ て いた ディ スク ウィ ンド ウ も 表 に 引き ずり 出す こと が で きま す 。 
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回 0 記 2B2 の 
7 き 作 C5 ド 02002 
(2 が 82 メード 
2/ を 








第 6-7 図 アク ティ ブウ ィ ン ド ウ が 一 番 後ろ 側 に 移動 





/ ディ スク ウィ ンド ウ を 画面 一 杯 に 拡大 する に は ? 


アク ティ ブウ ィ ン ド ウ を 画面 一 杯 に 拡大 する こと も で きま す 。 を それ に は , 





ズー ム ボ ックス ズー ム ボ ックス 


を 利用 し ます (第 6 一 7 図 参照 )。 ズ ー ム ボッ クス を 左 ク リッ ク し て みて くだ さい 。 そ の 
アク ティ ブウ ィ ン ド が , 画面 一 杯 に 広がり ます (第 6-8 図 )。 





人 8*6 二 一 ディ イス ツ プ ボ ュ ユン と デイ スク ツィ イン 








ii 
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第 6-8 図 ディ スク ウィ ンド ウ が 画面 一 杯 に 広がる 


な お , も う 1 度 ズ ー ム ボッ クス を 左 ク リッ ク し ます と, 元 の 大 きる に 戻り ます 。 


アデ ティ スク ウィ ンド ウ の 大 き さ を 変更 する に は ? 4 

それ で は , お 待た な せ し ま し た 。 デ ィ ス クウ ィ ン ド ツウ の 大 き さ を 変更 する 方 法 を 説 
明 致 し ます (ズー ム ボ ックス の よう に 画面 一 杯 に 拡大 する の で は な く , 任意 の 大 き 
る に 変更 する )。 を それ に は , 








4 サイ ズボッ クス 


デイ スク ウト 2 
ウ の 影 
これ を 動か すこ と 


に より 還 00 
ウ の 大 き さ を 変え 
られ る 








第 6-9 図 ディ スク ウィ ンド ウ の 大 き さ を 変更 する 
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320 SSRkeeeyesmーー ニ ーー ニー や ーー シー ーー ニー 
を 利用 し ます 。 サ イズ ボッ クス は , アク ティ イブ ウィン ドウ の 左上 端 , 右 下 端 の 2 か 
所 あり ます (第 6-8 図 参照 )。 
マツ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル を 移動 し く へ を いずれ か の サイ ズボッ クス に ポイ ント し 
ます (重ね る )。 そし て , 左 ボ タン を 押し な が ら ド ラッ グ し ます (移動 きせ る )。 す 
る と 


3 
いり) 
ロ H 


ディ スク ウィ ンド ウ の 影 
が 現れ ます (第 6-9 図 ) 。 
影 が 希望 の 大 きる に な る よう に ドラ ッ グ し , 左 ボ タン を 離し ます 。 こ れ で ディ ス 
クウ ィ ン ド ツウ の 大 き さ る を 任意 の も の に 変更 する こと が で きま す (第 6-10 図 )。 


過 SBK_S.DIC 5659K_N.DIC POSTDIC ptCW。 


re 
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第 6-10 図 大 き さ 変 更 後 の デ ィ ス クウ ィ ン ド ウ 








1 83 | ティ スク ウィ ンド 9 の 物 動 
人 ディ スク ウィ ンド ウ の 移動 邊 4 





學 に , プイ ィ イス クウ ィ ン ド ウ の 移動 の 仕方 を 説明 致し ます 。 

を それ に は , マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 移動 し 。 へ も を いずれ か の タイ トル バー に 玉 
イン ト し ます (重ね る )。 その 場合 , うっ か り タ イト ル バ ー の 中 の ボッ クス を ポイ ン 
ト し て し まわ な いよ う , 灰色 の 部 分 を ポイ ント する の が 良い で し ょ う 。 そ うし まし 
たら, 左 ボ タン を 押し な が ら ド ラッ グ し ます (移動 きせ る )。 す る と, 

ディ スク ウィ ンド ウ の 影 
が 現れ ます (第 6-11 図 ) 

影 が 希望 の 位置 に な る よう に ドラ ッ グ し , 左 ボ タン を 離し ます 。 こ れ で ディ スク 
ワウ ィ ン ド ウ を 任意 の 位置 に 移動 する こと が で きま す 。 本 章 の 初め の 第 6 一 2 図 は 
この よう に し て 複数 の 画面 を 同時 に 表示 し た も の で す 。 
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第 6- 埋 - デ ォ ス クア イコ ン と デイ スク ウイ 国 記 





0 スグ ウタ 0 シド 
の 影 
NOTE.US 目 -y- これ を 移動 させ る 





第 6-11 図 ディ スク ウィ ンド ウ の 移動 


ここ ここ ここ ご ここ ご こ ミ ここ ニニ ニー ニー ニニ ご ニー ニテ ーー ニニ ーー ニー ニー デー ニーーーーー ニ ーー デー ニーーー デ ニー ニー ニー ニニ デニー デニー デニ デー っ 


1B- 8- 4| アイ コン の スク ロー ル “ 


ここ ここ こと ここ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ーー ご ほ ニ ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニーーーー ニ ーーー ニ ーー ニーー ニ ーー ニーーーー ニ ーー ニニ ーーー ニー ニーー ニ ーー ニニ ーーー デー デー 


た スク ウィ ンド ウ 内 アイ コン の スク ロー ル っ 


アイ コン の 最後 に ディ スク ウィ ンド 内 アイ ュ ン の スク ロー ル に つい て 説明 し て お きま し ょ 
スク ロー ル ' う 。 デ ィ ス クウ ィ ン ド ウ に 関す る 操作 は , これ で お し まい で す 。 








次 は 。 ドラ イブ A の ディ スク ウィ ンド ウ の 大 きる を 縮小 し た と ころ で す 。 こ の デ 
ィ ス クウ ィ ン ド ウ の 中 に は , た くさ ん の アイ ュ コン (ファ イル ) が 収め ゆら れ て いま し 
た 。 その 結果 , アイ コン の 一 部 が ディ スク ウィ ンド ツウ か ら は み 出 し て 見 を なく な っ 
て いま す (第 6-12 図 )。 

この よう に すべ て アイ コン が ディ スク ウィ ンド ツウ に 入り きら な い 場 合 , ディスク 
ウィ ンド ウ の 右端 , 下端 に 


見 演 全 W 


細 其 NN.SYS USRCa.SYS CONFIG.SYS SRNNDISK.SYN 














第 6-12 図 スク ロー ル ボ ックス 





第 る 部 ーー 


スク ロー ル バ ー 
スク ロー ル ボ ックス 
矢印 





が 現れ ます (第 6 一 12 図 参照 )。 こ れ ら を 利用 し ます と , アイ コン を スク ロー ル し て 
隠れ て いる アイ コン を 表示 させ る こと が で きる よう に な り ま す 。 


スク ロー ル @ 矢 印 を 利用 する 方 法 
だ た と えば マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の ヽ く を 
ドド 向き の 矢印 
に ポイ ント し, 左 ク リッ ク し ます 。 す る と , ボタ ン を 押し て いる 間 ア イコ ン が 上 の 
方 に 流れ て (スク ロー ル し て ) 行き ます 。 その 結果 , 下 の 方 に 隠れ て いた アイ コン 
が 現れ て 来 ま す 。 
他 の 向き の 矢印 も , 同じ よう に し て 使用 する こと が で きま す 。 


目的 位置 へ @ ス クロ ー ル ボッ クス を 利用 する 方 法 
マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 移動 し ,。 ヽ を 
スク ロー ル ボ ックス の 矢印 以外 の 部 分 
を 浴 オ ント し まま 上 を じ て , 左 ポ タン を 押し て ドラ ッ グ し ます 。 す る と 
スク ロー ル ボ ックス の 影 
が 現れ ます の で , 任意 の 位置 で ボタ ン を 離し ます 。 これ で , アイ コン の 表示 位置 が 
失わ 5 和 まち 大 が スク ロー ルポ ボッ クス は 。 全 ア イコ ン に お ける ディ スク ウィ ン 
ドウ の 位置 関係 を 表し て いま す (第 6-13 図 )。 
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第 6-13 図 全 ア イコ ン と ディ スク ウィ ンド ウ 


へ @ ス クロ ー ル バー を 利用 する 方 法 
マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 移動 し 。 く を 
スク ロー ル バ パー の 灰色 の 部 分 
を ポイ ント し ます 。 そして, 左 ク リッ ク し ます 。 を の 瞬間 , 端 の 部 分 の アイ コン が 
表示 る ふれ ま す 。 た と えば 下向き の 矢印 の 下 の 灰 色 の 部 分 を 左 ク リッ ク し ます と , ア 
イコ ン の 下端 部 が 表示 され ます 。 試し て みて くだ さい 。 





第 7 春 アイ コン の 基本 揉 作 一 移動 . コビー. 靖 詩 


第 7 章 アイ コン の 基本 操作 
ーー 移動 , ビデ 月 





















信 ね ら い aa 
本 章 以 下 で , ファ イル の 扱い 方 を 説明 し て 行き ます 。 
ビジ シア ル ジ ェ ル ' 障 ま スッ 0 
ディ スク ウィ ンド ツウ 内 の アイ コン 
と し て 表示 され ます 。 投下 , 単に アイ コン と いっ た 6 この ファ イル を 意味 する アイ 
コン の 過 は だ 避 還 うつ 0 人 SSM55 


人 出先 ア 





ア 人 記 フ 
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第 7-1 この 画面 か ら 出発 


最初 は 。 アイ コン を 別 の (ディ スク ) ウィ ン ンド ウ に コピ ー す る 方 法 を 説明 致し ま 
す 。 こ れ は , ディ スク か ら 見 れ ば あ る ディ スク に ある ファ イル を 他 の ディ スク に 
コピ ー す る こと を 意味 し ます 。 ア イコ ン の コピ ー に は 





第 2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ル 





コピ ビー の 種類 コピ ー ニー E の デイ スク に 0 も 012Z の アァ クシ P 0 の 
移 動 一 元 の ディ スク に は を その ファ イル が 残ら な い 
の 2 種類 が あり ます 。 





第 7-1 図 は ,. ドラ イブ A, ドラ イブ B の ディ スク ウィ ンド ウ を 表示 きせ た も の で 
93981 画 看 に 陸 ま 2 す 2 に ドラ イジ B の デオ スク ウオ ンド 要 を 縮小 し た 上 で , 下 の 








方 に 移動 し て いま す 。 
4 アイ コン の 移動 に 4 
ドラ イブ A の ディ スク ウィ ンド ウ 内 に ある 
COMMAND.X 


と いう アイ コン を ドラ イブ B の ディ スク ウィ ンド ウ に 移動 し て み ま 者 妥 それ に は, 
マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 
く へ (ポイ ンタ ) 
移動 を COMMAND.X の アイ コン に ポイ ント し, 左 ボ タン を 押し た まま ドラ ッ グ し ます 
( 下 の 方 に 移動 せる きる)。 す る と, 次 の よう に 
COMMAND.X の アイ コン の 影 
が 現れ ます か ら , それ を ドラ ッ グ B の ディ スク ウィ ンド ウ に 運び ます (第 7-2 図 )。 
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第 7-2 図 COMMAND. X の 影 を 運ぶ 


これ で , COMMAND.X の アイ コン が ドラ イブ B の ディ スク ウィ ンド ウ 内 に 移動 
し ます 。 ド ライ ブ A の ディ スク ウィ ンド ウ に あっ た COMMAND.X の アイ ュ ン は , 消 
減 し ます 。 


4 コピ ー ア イコ ン か ら 紙 が 出る ァ ブ 


今度 は , ファ イル の 移動 で は な く コ ピー の 方 法 で す 。 こ の 方 法 で す と , 元 の ディ 
スク ウォ ンド 必 に な ュ ユビ ピー も した アイコ ユ コッ シル が 残り ます 
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第 7 草 アイ ュ ン の 基本 操作 一 移動 , ュ ピー, 削除 


ドラ イブ A の ディ スク ウィ ンド ツウ 内 に ある 
AUTOEXEC.BAT 
と どい アイ コミ 2 を IRM の アイ スク ソイ ント の Im 0 が ます りう 。 そし 
マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 
(ポイ ジリ 
を AUTOEXEC.BAT の アイ ュ ユン に ポイ ント し, 左 ボ タン を 押し た まま ドラ ッ グ し 
ます ( 下 の 方 に 移動 きせ る )。 す る と , 次 の よう に 
AUTOEXEC.BAT の アイ コン の 影 
が 現れ ます か ら , それ を 画面 右 下 の 
EN が SAE ド ジ コピ ー ア イコ ン 
人 の と ころ に 運び ます 。 す る と , コピ ー ア イコ ン か ら 6 紙 が 出 て 来 ま す (第 7-3 図 )。 
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第 7-3 図 AUTOEXEC. BAT の 影 を コピ ー ア イコ ン ま て 運ぶ 


ィ < 計 アイ コン の コピ ー 4 


これ は , 第 4 章 で 説明 し た ディ スク ユ ピ ー の 方 法 に 似 で いま まで 5 同 B ま 
うに ヽ を ネ ピ ビー アイ ヨン の 紙 に 合わ せ 。 左 ド ラッ 人 得 生ま 才 
紙 の 影 

が 現れ ます か ら , それ を コビー 先 の ドラ ッ グ B の ディ ォ ス クタ ウォ ィ ン ド アタ 内 に 運び ます 
(第 7-4 図 )。 

左 ボ タン を 上 離せ ば AUTOEXEC.BAT の アイ コン が ドラ イブ B の ディ スク ッ ウィン 
ドウ 内 に コピ ー る れ ま す 。 も ちろ ん ドラ イブ A の AUTOEXEC.BAT は , その まま 残 
りり 
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第 2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ル 入 門 


見 生ま 9 あき 


手 凌 肌 .5YG LDKCG、SYS CO19、SYS SRMD19K、STE RMTISK.SYS PR 押 東 SYS 誕 EP.SVS 


に 本 年 和 。 品 円 


THTLE.SYS GREBK.SYS PCNDRU.SYS 弄 bfR-93 己 理 時 


ki 者 AUTOENEC。 聞 T 前 











第 7-4 図 コピ ビー アイ コン の 紙 の 影 を 運ぶ 
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災 に , アイ コン を 削除 する 方 法 を 説明 致し ます 。 例 と し て , ドラ ッ グ B の ディ ス 
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第 7-5 図 AUTOEXEC. BAT の 影 を ご み 箱 アイ コン まで 運ぶ 
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第 7 章 アイ コン の 基本 操作 一 移動 , コ ピー, 削除 
クウ ィ ン ド ウ に コピ ー さ れ た 
AUTOEXEC.BAT 
を 削除 し て み ま す 。 
それ に は , マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の く ヽ を AUTOEXEC.BAT の アイ コン に ポイ ン 
ト し , 左 ボ タン を 押し た まま ドラ ッ グ し ます ( 右 の 方 に 移動 きせ る )。 す る と, 第 7 
-5 図 の よう に 
AUTOEXEC.BAT の アイ コン の 影 
が 現れ ます か ら , それ を 画面 下 の 
ご み 籍 アイ コン ご み 箱 アイ コン 一 一 ご ろ 箱 の 形 を し た アイ コン 
の と ころ に 運び ます 。 
を そこで, 左 ボ タン を 離せ ば AUTOEXEC.BAT を 削除 する こと が で きま す (第 7-6 
図 )。 


9 生 まる あ 多 


者 MRN、SYS USKRCG.SYS CONFIG、SYS SRNMDISK.ST RAMDISK.SYS PRNDRUSYS EEEP.SYS 


寺 % yy 簡 = ロ 


TITLE.SYS DRU.SYS に に: 江 . ICONDRTR.US CLIP.US 


[ 包 隔 則 


MOTE.VS US HUTOEEC.BRT BIN BNSIC 得 谷 





| ( (| 56 
デー 四 純 < w | ーー AUTOEXEC.BAT 


が 消え た 








第 7-6 図 AUTOEXEC. BAT が 消え る 





。 ゴミ 箱 の ウィ ンド ウ を オー プン する 4 

ビジ ュ ア ル シ ェ ル で は , ご み 箱 に 捨て た ファ イル を 復活 きせ る こと が で きま す 。 
マウ スズ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 動か し , ヽ へ を ご み 箱 アイ コン に 合わ せ 左 ボタ ン を ダブ ル 
クリ ッ ク ( す ば や 〈 2 回 押す ) し て みて くだ る い 。 第 7-7 図 の よう に 








ご み 箱 の ウィ ンド ウ ご 婦 箱 の ウィ ンド ウ 一 AA:TRASH … 
と いう ウィ ンド ウ が オー プン し ます (現れ ます )。 
も 捨て た アイ コン の 復活 / 





この ウィ ンド ウ の 内 部 を 見 ます と , いま まで ご み 箱 に 捨て た アイ コン が 収め られ 
て る の が わか り ま す (この 場合 で す と , 
AUTOEXEC.BAT 
COMMAND.X 
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第 2 部 ビジ = ミア ル シ ェ ル 大 門 





多 ま | 


敗 有 所 SYS USKOR.SYS CONFIG.SYS SRNMDISK.SVE RNNDISK.SYS PRNDRU.SYS BEEP.SYS 





ご み 箱 の | 
ウジ ドウ 


(上 に 移動 し た ) 











第 7-7 図 ご み 箱 の ウィ ンド ウ が オー プン する 


の 二 つ の アイ ョ ラン 刀 答 て られ て いる )。 これ を 7-1 で 説明 し た 
アイ コン の コピ ー 

元 の アイ コン を 残す 方 法 

元 の アイ ュ ン を 残さ る ない 方 法 
の いずれ か の 方 法 で ど コ ピー し て や れ ば ファ イル を 復活 させ る こと が で きま す 。 

た と えば 第 7-7 図 の <COMMAND.X> に ヽ を 合わ せ , 左 ボ タン を 押し た まま 

< く COMMAND.X〉 の 影 を ドラ イブ B の ディ スク ウィ ンド ウ に 運ん で や り ま す (第 7 
-8 図 ) 。 


9 生 まる あ 


接 凌 紳 .SYS ISKCG.SYS CONF1G.SYS SRRMDISK、SYE RNNDISK、SYS PRNDRU.SYS BEEP.SYS 


し r 抽 ン | 人 TRSH 














第 7-8 図 <COMMAND. X> の 影 を 運ぶ 
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oo シ 





第 7 章 アイ コン の 基本 操作 一 移動 、 コ ピー. 削除 





これ で , ドラ イブ B の <COMMAND.X> を 復活 きせ て や る こと が で きま す 。 


ア ごみ箱 ウィ ンド ウ 内 の アイ コン の 削除 4 








TRASH 以上 の よう に ビジ ュ ア ル シ ェ ル は , ご み 箱 に 捨て た アイ コン を 
さ み 御 GO0 の 2 ド ウーーー 一 ACER AS 区 L 


と いう 特別 な アイ ュ ン の 中 に 保存 し て いま すま !。 しかし, ほな っ て お け ば , ごみ 箱 も 
いつ か は 一 杯 に な っ て し まい ます 。 で すか ら 時 々 , ご み 箱 の 清掃 し て や ら な けれ 
憶 が り ま ば ませ, 

さ ごみ 箱 内 の アイ コン を 削除 する に は , マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の く ヽ ぐ を ご み 箱 アイ 
コン に 合わ せ ぜ 者 クリ ッ ク し ます 。 す る と 次 の よう に 


2 が み 相 の みほ ーー こ 3 の 2 本 ユ 一 


が 現れ ます (第 7-9 図 )。 





2) 写 條 ああ 名 幻 


HUMRN、SVGS USKCG.SYS CONF1G、SYS SRAMOTSK、SY RAMD1SK.SYS PRNDRU.SYS BEEP.SYS 

















DiG 











第 7-9 図 ご み 箱 の メニ ュー の Empty を 選択 
右 求 タン を 押し た まま マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 上 上 の 孝 に R ラ ッ グ し て 
Empty 


を 選択 し ます (反転 表示 きせ る )。 を そこ で 右 ボ タン を 苑 せ ば ぼ ば, ごみ 箱 ウ ィ ン ド 内 の す 
べ さて の アイ コン を 完全 に 削除 する こと が で きま ます (第 -10 図 )。 





※1. TRASH は , 後 の 章 で 説明 し ます が フォ ル ダ ー( ま た は サブ ディ レク トリ ) の 
ou 科 ( 記 














第 2 部 ビジ ェ ア ル シェ ル 


っ > まっ の / 9 


介 HUNWNSYS USKCG.SYS CONFIG.5YS SROMDTSK.SYS RMDISK.SYS PRNDRU.SYS BEEP.SYS 





ご み 箱 が 空 に な っ た 














第 7-10 図 ご み 箱 ウィ ンド ウ 内 の アイ コン を 削除 する 


画面 制御 系 プロ ッ ク 図 



































Green 
ーー 中 ビ 
SR っ = 

・ VRAM オ 
16 コ 

ーー - AMP 
グラ フィ ッ ク ト 
ーー 32 16 議 
2 

4 
に に 








2 パス ボ ーー ト 
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| 第 8 章 ジジ か ユー 
の 活用 





















s 表 較 コマ ンド メニ ュー の 概要 


コ ・ マ ドン シン ・ ド コメ ャ ミニ に 生 に NGS 
i… つ ・ の 2 ラコ ・ う くき 人 5R ま SiS= 


/ コマ ジ が また 5& 一 4 
ディ スク 内 アイ コン に 対す る コピ ー や 削除 と いっ た 基本 的 な 操作 を 第 7 章 で 説明 


いた し まし た 。 本章 で は , 引き 続き アイ コン に 対 ず る 操作 方 法 を 説明 致し ます 。 そ 
の 際 , 








ml ンス ンー ニー alFCPRP 沙 59 


を 利用 し ます 。 コマンド メ ニュ ー を 利用 する こ と で , アイ ュ ン の 名 前 を 変更 し た り 
と いっ た 操作 が 可能 に な り ま す 。 


IIIEIHDI 
HEEGI 
RMEHIIEI 


LOk 間 ae 


に | で な か と 


1016101 1010101 
USKCG.SYS config.sds SRRMDISK.STS RRMDISR.SYS 


TITLE.SYS Ro5KEBR.SYG PCMDRU.5YS US 胃 TOEEC.BR1 ICONDRTR.US ULF.US 





第 8-1 図 コマ ン ニュ ー 


コマ ンド メニ ュー は , いつ で も (一 た だ し い が 変 な と ころ を 指し て いな いこ と ) 
マツ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル を 
右 ク リッ ク 








0600 ピグ 77K 352 付 


使用 で きる 項目 と 
で き な い 項目 


項目 の 選択 の 方 法 
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する こと で オー プン し ます (現れ ます ) (第 8 一 1 図 )。 





レー 」 コマ トン ピヨ だ 含ま れる 優 








第 8 一 1 図 を 見 れ ば セ お 分 か り の よう に , コマ ンド メニ ュー に は 全部 で 九 つ の 項目 
が 含ま れ て いま す 。 





Information 


Open 





Rename 
Look Name 
Look Date 
Look Size 
Sorting 
Wild Card 
Exit | 


この うち すでに Open に つい て は , 5 一 2ー1 の コマ ンド ファ イル の 実行 の と ころ 
で 説明 済み で す 。 
な お コマ ンド メニ ュー の 項目 は , 
実線 で 濃く 表示 され て いる 項目 
点線 で 薄く 表示 され て いる 項目 
の 2 種類 が あり ます 。 こ の うち 現在 使用 可能 な 項目 は , 実線 で 濃く 表示 る れ て いる 
項目 どけ で す 。 点線 で 薄く 表示 る れ て いる 項目 も 使用 可能 な 状況 に な れ ば , 実線 表 


ぶ に 変わ り ま す 。 


ーー 項目 の 選択 


コマ ンド メニ ュー の 人 各 項 目 の 実 行 の 仕方 は 。 5 一 2 一 1 の Open の と ころ で 説明 し 
捕 抽 上 認 ss UE に もう ] 度 ま と ゆめ て お きま す 。 











く 1> マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を クリ ッ ク す る 。 
この 時 , ボタ ン は 離し ませ ん 。 
< く 2> マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 上 下 に ドラ ッ グ する (移動 きせ る )。 
く 3> する と へ の 位置 する 項目 が 反転 表示 きれ る 。 | 
<4> 希望 の 項目 を 選択 (反転 表示 ) し た ら , 右 ボ タン を 離す 。 





第 8 章 コマ ンド メニ ュー の 活用 


| 8-8 各 項 目 の 使い 万 | 


コ ・ マ ・ ン ・ ド ・ メ ・ ニ ・ ュ ・ー・ を 




















ト つ ・ か ・ う ・ に て は eeeerrr 
た ーー ニーーーーーー ニ ニー ニヤ デニー ニ ーー 全 で よー ピコ に ィ ーK デ ラー ター とっ ドコ マウ ウー ニン ウマ ンー ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ニー デン ユ 
H 1 
日 - | アイ コン の 情報 を 得 
に ニニ ーー ニーー ニ ーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー っ 
『 Information 4 
Information コマ ンド メニ ュー の 各 項 目 に つい て , 使い 方 を 説明 し て 行き ます 。 
Information は , アイ ュ ン に 関す る 情報 を 表示 する も の で す 。 こ の 項目 を 使用 する 
(SI まさ 
どの アイ コン に つい て の 情報 の 表示 る せる か 
を 選択 し て ぢ お きま す 。 つ まり 希望 の アイ コン を 左 ク リッ ク で 反転 表示 る せ て お 〈 く の 
で す 。 を し て , 前 項 の よ うに <JInformation> を 実行 きせ ます と , 第 8 一 2 図 の よう 
な 情報 が 表示 る れ ま す 。 
情報 を 読み 終わ っ た ら 6, <OK> の 部 分 を 左 ク リッ ク し ます 。 す る と, 元 の 画面 に 
記 2 の 0G に が 30 さ 衝 2 
_ 
K キーーーーー ] 。 あら か じ め ア イコ ン を 
較 | Go < 】 SW に 1 選択 し て お く 
| 83 紅 納 鶴 .SYS 008.9VS Corfig.SudS SRAND1SK.SWY RANDISK.SYS PRNDRU.SYS BEEP.SYS 6 NN 


ファ イル 名 config.sus 
サイ ズ 1 K (191 butes> 
更 新 日 時 987/ 上 5/22 11:39:18 
パス 名 角 











第 8-2 図 Information の 実行 
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第 2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ル 入 門 


時 アイ コン の 名 前 を 変更 する 一 一 Rename 4 


Rename 次 に <Rename> を 説明 し ます 。 これ は , 文字 どなり 5 
アイ コン の 名 前 を 変更 する 
に 使用 し ます 。 ※ 1 
ここ で 新しい 名 前 を 入力 し , 〈OK〉 の 部 分 を 左 ク リッ ク ま す 。 こ れ で , アイ ュ 
の 名 前 を 変更 する こと が で きま す 。 








く <Information> の 時 と 同じ よう に , まず 
名 前 を 変更 し た い ア イコ ン を 反転 表示 
て お きま す 。 そ を そして, コ ユマ ンド メニ ュー の < く Rename> を 選択 し ます 。 す る し 第 
8 一 3 図 の よう 本 2 ド タ ポ 容 か ます 








※1.。 決 章 で 説明 する フォ ル ダ ー の 名 前 も 変更 で きま す 。 
ちな み に MS-DOS で は , 標準 コマ ンド だ け で は フォ ル ダ ー (サブ ディ レク ト 
リ ) の 名 前 を 変更 する こと が で きま せん 。 
































第 8-3 図 <Rename> の 実行 


ーー ニーーー ニ ーーーーー ヤ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニ ーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニーーー ュ 


「 B-B-3 アイ コン を 属性 別に リー ト す る ! 


敵 アイ コン の 下 の 表示 を 変え る 昌 


通常 , アイ コン の 下 に は その アイ コン の 名 前 が 表示 きれ て いま す 。 こ れ を 他 の 情 
報 に 変更 する こと が で きま す 。 それに は , コマ ンド メニ ュー の 


ヒー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー 








92 





OZX ガ 」u< ノ , ノ 2L 証 主 Q ニ ニュ ュー の Gr で お 


Look Name 
Look Date 
Look Size 


の 各 項 目 を 使用 し ます 。 な これ ら の 項目 は , も う 一 つの 項目 で ある 
Sorting 
と 組み 合わ せ て 使用 する こと が 多い よう で す 。 


<Look Date>〉 を 選択 し ます と , 各 ア イコ ン が 作成 され た 日 時 ・ 時 間 が 表示 る れ ま 
す (第 8 一 4 図 )。 


四 加 弄 較 
隊 議 人 四 叶 











各 ア イコ ン が 作成 さ 
れ た 日 時 





第 8-4 図 アイ コン の 日 時 ・ 時 間 を 表示 


Look Size また <Look Size> を 選択 し ます と , 各 ア イコ ン の 大 き さ る (バイ ト 数 ) が 表示 る れ 
ます (第 8 一 5 図 )。 





加 


3 全 





各 ア イコ ン の 大 き 
さ が 表 示さ れる 








第 8-5 図 アイ コン の 大 き さ (バイ ト 数 ) を 表示 


Look Name な お <Look Name> を 選択 し ます と , 通常 の 表示 に 戻り , 各 ア イ ュ ン の 名 前 が 表 


示 ぉ れ ま す 。 
』 アイ コン の 並び を ソー ト す る 一 一 Sorting 4 


コマ ンド メニ ュー の <Sorting> を 利用 し て , アイ ュ ン の 並び を 
2 
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生 の ロジ ュ ア シェ ルス 
ずる こと が で きま す 。 その 方 法 は 簡単 で j』。 だ だ マン ド メ ニ ュ ー の 
Sorting <Sorting> 
を 選択 する だ け で す 。 す る と , 決 の よう に アイ コン が ソー ト され , 目的 の ファ イル 
が 探し や すく な り ま す (第 8 一 6 図 ) 


加 回 臣 


POST.DEC 坦 計 DEC ES.DIC 





名 前 順に ソー ト 
*com. x” は. 小文字 
な の で 最後 に 来 て いる 








第 8 一 6 図 アイ コン を 名 前 順に ソー ト 


な お , あら か じ め <Look Date>, < く Look Size> を 実行 し て け ば 。 それ ぞ れ アイ 
コン を 3 
日 ・ ya シー ンド 





4 Wild Card に よる アイ コン の 検索 デ 


アイ コン の 数 が 増え て 行き ます と , な か な か 目的 の アイ コン を 援 す の に 手間 が か 











回 回 回 回 


DICR-% PST.DIC SEBK_N.DIC RBK_.S、DIC 





検索 ファ イル 8KRLDIE _ se 填 
(し 齋 )(cewh ) 











第 8-7 図 検索 し た い ア イコ ン の 名 前 を 入力 する 
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ーーーーーーーーーーーーー こ ーー ワー YoQ = 5 に 二 っ を 
第 8 章 コマ ンド メニ ュー の 活用 


が る よう に な り ま す 。 そん な 時 , コマ ンド メニ ュー の 
く Wild Card> 6 
を 利用 し て , 目的 の アイ コン を 検索 する こと が で きま す 。 
ュ マ ンド メニ ュー の <Wild Card> を 選択 し ます と, 第 8-7 図 の よ うぅ に 
検索 し た い ア イコ ン の 名 前 
を 開い て きま す 。 
アイ ュ コン の 名 前 を 入力 し まし た ら , < く OK>〉 の 肖 分 を 左 ク リッ ク し ます 。 す る と, 
次 の よう に 指定 し た アイ ュ ン だ けが 表示 きれ ます 。 も ちろ ん この アイ コン を 利用 し 
て 。 通常 の す オペレーション (操作 ) を 行う こと が で きま す (第 8 一 8 図 )。 








ー つ し か 表示 され な 
い の で すぐ わか る 





第 8-8 図 見 つか っ た アイ コン 


な お 。 元 の と な りす べ て の アイ コン を 表示 る せる に は ,。 <Wild Card> を 選択 し た 
後 。 検索 する アイ コン の 名 前 に 
*※ 。 ネ 
を 指定 すれ ば OK で す (第 8 一 9 図 )。 











特別 な 文字 を 使用 する 











第 8-9 図 *※ * 
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ビジ ョ デル シェ エッ ル 玉 門 


幼 ファ イル 名 の 構成 4 


次 の 項 で ワイ ルド カー ド に つい て 説明 し ます 。 を その 予備 知識 し し て , 68000 で 使 
用 で きる アイ コン の 名 前 (つま り フ ァイル 名 ) に つい て 説明 し て お きま す 。 











FIK 和議 
半 





ァイル 名 


















(I0 文 字 ) (21E 2 

つけ て も 良い が 

区 別 さ れ な い 拡張 子 を つけ る 場合 は 
(ピリ オド ) で 区 切る 














第 8-10 図 ファ イル 名 の 構成 


ファ イル 名 は , 第 8 一 10 図 の よう に 





ファ イル 名 の 構成 ” | 倫 フ ァイル 名 

・18 文 字 以内 の 任意 の 文字 列 。 

・ だ た だし, 漢字 の よう な 全角 文 字 は 2 文字 に 数 える 。 

・ 0 され る の は , 最初 の 8 字 の み 。 

x 字 ノ 小文字 と も 使用 可能 だ が , 実行 時 , 両者 は 区 別 き れ な い 。 

ここ 

・ 3 文字 以内 の 任意 の 文字 列 。 

・ だ だ し, 漢字 の よう な 全角 文字 は 2 文字 に 数 える 。 

・ 省 略 可 能 。 

・ 大 文字 小文字 と も 使用 可能 だ が , 実行 時 , 両者 は 区 別 き れ な い 。 


の 二 つ の 部 分 で 構成 きれ ます 。 
内 MS-DOS と の 互換 性 4 


X68000 の ディ スク フォ ー マ ッ ト は , MS-DOS と 互換 性 が あり ます 。 で すか ら X- 
68000 の デー タ は , その まま MS_-DOS で 読み 込む こと が で きま すし , また 逆 も 真 で す 。 
注意 哨 その 際 , 注意 し な けれ ば な ら な い の は 
ファ イル 名 の 付け 方 
で す 。 MS-DOS は, ファ イル 名 を 8 文字 まで し か 使え ませ ん 。 で すか ら X68000 で 8 
文字 を 越 を る ファ イル 名 を 付け て も MS-DOS で は , 8 文字 まで し か g 識 で きま せん 。 
また 小文字 を 使用 する と 。 MS-DOS で アク セス で き な く な り ま す 。 
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※1. た と えば CC 言語 の ソー スプ ログ ラム 等 は , X68000 と MS-DOS の 間 で 相互 に 転 
送 や で 利用 する さと ど が で きま す 。 だ だ し コン が イル 後 の コ マン ド フ アァ アイル は 
互換 性 が あり ませ ん 。 両者 の CPU が 異な る た め 機 械 レベ ル で は 互換 性 が な いか 
5。 

※2. 拡張 子 の 部 分 は , どちら 6 も 3 文字 まで で す 。 

※ 3. た と えば DIR コ マン ド で 8 文字 し か 表示 され な い 。 


代 > ワイ ルド カー ド 4 
を そこ で (ウイ ルド カー ド の 詰 に 戻 9 ます 。 


第 8 一 9 図 の 例 の よう に <Wild Card>〉 を 選択 し た と き , 検索 する アイ コン の 名 前 
に 特別 な 文字 を 使用 する こと が で きま す 。 それ が 








ワイ ルド カー ド ワイ ルド カー ド 
で す 。 ワ イル ドカ ー ド を 使用 する こと に より , 同時 に 
複数 の アイ コン 
を 検索 する こと が で きま す 。 ワ イル ドカ ー ド と し て 使用 で きる 文字 は , 
の 
玉 


の 二 つ っ です 。 こ れ ら の ? と * の 使い 方 は , CP/M や MS-DOS と 同じ で すか ら , た だ ぶ 
SBC に Re 


の ワイ ルド カー ド * っ 


ワイ ルド カー ド * 検索 する アイ コン の 名 前 に ワイ ルド カー ド * を 使用 し ます と , ※* 以 降 の 部 分 は 何 
な や 良 NRC し だ な り 義 』 声 お ば 
N *※ V * 











659K_S.DIC 55BK_N.DIC POST.Di て DICM.X 











X で 始ま り 
・ | 拡張 子 が DIC で ある 
人 ES 1 cao | アイ コン を 捜す 














第 8-11 図 X*.DIC の 検索 





和 2 部 - ビ ジュ アル シェ ル 入門 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

の き は う に 指定 し た 場合 
ファ イル 名 一 一 N で 始ま れ ば 何で も 可 
拡張 子 ーー V で 始ま れ ば 何で も 可 

で ある よう な すべ て の アイ ュ コン を 指定 し た こと に な り ま す 。 ま た 第 8 一 11 図 の 例 は 。 
ファ イル 名 一 一 又 で 始ま れ ば 何で も 可 
拡張 子 ーー DUICGG22O が 2 

を 満た す よ うな, すべ て の アイ ュ コン を 検索 する こと を 意味 し ます 。 

その 結果 は , 次 の 二 つ ア イ ュ ン が 検索 きれ て いま す 。( 第 8 一 12 図 ) 。 

















に 導 六 Dc 9 6 





ン が 見 つか っ た 





第 8-12 図 検索 結果 





ア ワイ ルド カー ド ? で 7 


ワイ ルド カー ド ? 株 する アイ ュ ン の 名 前 ワイ オル ドカ ー ド 7? を 含め まず 中 、 その 宇 は ほ は 伺 で も 良 
こと に 人 がり まあ 碗 の た 
交 の 下 計 選 浴 生 
の 場合 , 2 文字 目 は 何で も 良い こと に な り ま す 。 つ まり ファ イル 名 は N で 始ま り 工 
で 終わ る 3 文字 で , か つ 拡 張子 の 部 分 が BAT で ある よう な アイ コン は , すべ て この 
条件 を 満た し ます 。 た と えば 











NOT. BAT 
NET. BAT 
が 該当 し ます 。 
、  - ] ーーーー ニ ーーーー ラ 虹 エ ーーー マ ニー コー どこ ニー テニ ニニ ビニ ニー ジラ よさ ー ニ こさ ニニ ここ こち ここ コー ミコ = ミニ ニー ここ ーー ョ 
「B--5 親 プロ セス に 戻る [ 
ーーー ニー ニー 」 
4 <Exit> が 使用 で きる 条件 妥 
Exit コマ ンド メニ ュー の 最後 は , <Exit> で す 。 こ の 項目 を 使用 する に は , ある 条件 が 


必要 で す 。 その 条件 を 満た る な い 限 り , この 項目 を 使用 する こと は で きま 0 
の 場合 , <Exit> は 点線 で 表示 きれ ます 。 


それ で は , その 条件 は 何かと 申し ます と 
条件 現在 使用 中 の ビジ ュ ア ル シ ェ ル が 
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何等 か の プロ グラ ム に よっ て 起動 され た も の で ある こと 


と いう も の で す 。 つ まり <Exit> は ,。 その ビジ ュ ア ル ・ シ ェ ル を 呼び 出し た ブロ グ 
ラム に 戻る の に 使用 し ます (第 8 一 13 図 )。 





何ら か の 方 法 で 起動 























選 X 二 
親 プ ロ セ ス 2 子 プ ロ セ ス 
(チャ イル ド ) 





| ー ch きき オ 5 
第 8-13 図 親 プ ロ セ ス と チャ イル ド プ ロ セ スズ ス 











WW コマ ンド シェ ル の 起動 了 し " 





それでは, <Exit> を 使用 する 実験 行っ て み ま す 。 ビ ジュ アル シェ ル (と いう プ 


ログ ラム ) か ら ,。 コマ ンド シェ ル (と いう デブ ログラム) を 起動 し て み ま す 。 つ まり 
NN の アジ 0 の 


アイ コン COMMAND.X 
を 実行 し ます (第 8 一 14 図 ) 。 








D へ 


&%/ る / 包 / ルン 生 
jet8ios 3 e @ ア に 


本 旨 .SYS USKCG.SYS config.sus SRRNDISK.SYt RMDISK.SYS PRNDRU.SYS BEEP.SYS 


 / ⑧ 
計 ア e 


S RGK5SK.SYS PCMDRU.SYS 


1 
負 


916101 
BNT ECONDRTRUS CLIP.US 








トーー“COMMAND. X 
| を 選択 し 

(ダブ ルク リッ ク 
し て も 良い ) 





Open で 実行 








第 8-14 図 COMMAND. X の 実行 


する と , 第 8 一 15 図 の よう に コマ ンド シェ ル で ある 
Human68k 
が 起動 し ます 。 


99 「 
) 


am 8 「 


還 当 填 ビジ ュ ア デル シエル 入門 












Lommand uersion 1.MM 


> 


第 8-15 図 コマ ンド シェ ル の 起動 





人 コマ ンド シェ ル か ら ビ ジュ アル シェ ル を 起動 に 


ビジ ュ ア ル シ ェ ル の こそ の コマ ンド シェ ル か ら ビ ジュ アル シェ ル を 起動 し て み ま す 。 それ に は 
aa VS 回 





と 入力 し ます (第 8 一 16 図 ) 。 





第 8-16 図 コマ ンド シェ ル か ら ビ ジュ アル シェ ル を 起動 


紀 <Exit> の 使用 本 


する と , 再び ビジュ エル ・ シ ェ ル が 起動 し ます 。 この ビジ ュ ア ル シ ェ ル は , 第 
8 一 14 図 の い ジ ュ ア ル シ ェ ル と は 異 な る も の で す ( 見 か け 上 は 同じ で す が …)。 
この 新しい ビジ ュ ア ル シ ェ ル は , 














今度 は 、Exit が 実線 で 
表示 され て いる の で 実 
行 す る で きる 








第 8-17 還 <Exit> の 実行 


100 








いい 邊 旨 M う ボ 本 7 aa ie。 As gew hal 還 呈 析 條 いし し し NN 


_-] sl SA 天 時 


ん 





系 8 草 





ある プロ グラ ムー この 場合 , COMMAND.※ え 
か ら 超 動き れ た も の で す 。 で すか ら コ マン ド メ ニ ュ ー の 項目 で あ る <Esi 大便 ぇ 


この まま <Exit> を 選択 し ます と , 第 8 一 15 図 の コマ ンド シェル に 戻 軍 計 
以上 の 関係 を 図 に まとめ ます と , 次 の よう に な り ま す (第 8 一 18 図 )。 





COMMAND.X を オー プン 


















引 グ ュ ブリ レン エッ ルレ 








! 


親 プ ロ セ ス 
EXIT 回 




















子 プ ロ セ ス 


7 
ン 


(の 
人 Lj| 

















ピジン ロア リル S テ モリ 





孫 プロ セス 














第 8-18 図 <Exit> 実 行 ま で の まとめ 





第 2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ル 入 門 


第 章 フォ ル ダ ー の 活用 























回 呈 新規 フォ ル ダ ー の 作成 活用 


アッ イ ・ コ ヨコ ・ シ ・ を ・ お ・ さ こめ る た っ めこ の の 228e2 つ 0 シン 
to (Cy 
フ ・ オ ォ オ ・ ル ・ ダ トー・ だ で で で で に で て で 


| 9-1-] | な ぜ フ ォ ル ダー を 作成 する の か や 
< 階層 的 ディ レク トリ と フォ ル ダ ー  』 
X68000 を 使っ て 行き ます と , 1 枚 の ディ スク の 中 の 
アイ コン の 数 
が だ ん だ ん と 増え て 行き ます 。 あ まり アイ コン の 数 が 増え て し まい ます と , 目的 の 
アイ コン を 見 つけ 出す の が 困難 に な っ て し まい ます 。 そん な 時 。 ディス ク の 中 を 整 
理 す る の に 役立つ 機能 が あり ます 。 それ が 
フォ ル ダ ー フォ ル ダ ー 
Se 
フォ ル ダ ー の 機能 フォ ル ダ ー は , 1 枚 の ディ スク の 中 に 複数 の 論理 的 な ディ スク を 階層 的 に 作り 出 


す 機 能 で す 。 い わ ば 
アイ コン を 収め る た め の ア イコ ン 
人 
フォ ル ダ ー の アイ デア は , あの UN IX の 
階層 的 ディ レク トリ 
か ら 来 て いま す 。 そし て , フォ ル ダ ー は UN IX の 
サラ ウデ ティ レタ トリ 
に 相当 し て いま す 。 こ の 概念 は 。 MS 一 DOS や ゃ Human68k に も 取り 入れ られ 
(NE 


了 。。。 フォ ル ダ ー を 作成 する 必要 性 4 


フォ ル ダ ー 活 用 の 出発 は , 1 枚 の ディ スク 上 の アイ コン の 数 が 増え 過ぎ た 時 。 
同じ 種類 の アイ ュ ユン は 一 つの アイ ュ ン (フォ ル ダ ー) 
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に まとめ て し まお う 
と いう 考え に あり ます 。 





5 

























デビ ニニ ニ ュー ーー 
は (し 1 り ( 昌 記 OR EK 生生 1 
回 回 了 肛 隔 了 國 


5 来 -S-DIC 8K_N.DIC POST.DIC DICN. ミ ro を -bas 。 csriin.bas das き .bes 


| 』 了 


Se.bas nketb。ipW ンジ 
| Na = 
J 1 














た くさ ん の アイ コン が 
含ま れ て いる 














記 








第 9-1 図 ドラ イブ の ディ スク ヴイ ンド み ー 一 ここ か ら 出 発 


第 9-1 図 を ご 覧 くだ さい 。 ドラ イブ B の ディ スク ウィ ンド ウ に は 。 た くき ん の テア 
イコ ン が 収め られ て いま す (ビッ クリ する 程 で は 。 あり ませ ん が …)。 
これ ら の アイ コン を 良 〈 観 察し ます と . 


いろ いろ な BASTC の プロ グラ ム (拡張 子 が XX? に な っ て いる ) 
生コン それ 以外 の アイ ュ ン 


に 分 か れる の が わか り ま す 。 そこ で , BAS1C の プロ グラ ム だ け を 一 つの フォ ル 
ダー に まとめ て し まえ ば , ディ スク を 整理 する こと が で きる こと が わか り ま す 。 つ 
Sd り 

種類 別に 整理 する BASIC の プロ グラ ム 専 用 の フォ ル ダ ー 
を 作成 し て し まえ ば 良い の で す 。 











ア ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン 4 
そこ て , 以下 に 新しい フォ ル ダ ー を 作成 する 手順 を 示し ます 
新しい フォ ル ダ ー を 作成 する に は , 画面 右 下 に ある 
ニュ ー フ ォ ル ダー ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン 
で や で を 活用 し ます 。 
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マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の SN を ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン に 合わ せ , 右 ボ タン を 
し な が らち ド ラグ し は すり 請 放 2 6 
ニュ ー フ ォ ル ダー アイ ュ コン の 影 
が 現れ ます 。 そ の 影 を 新しい フォ ル ダ ー を 収め ある ウィ ンド ウ に 運び ます 。 こ の 場合 
は ,。 ドラ オブ B の デイ スク ウィ ンド ト 以 の 時 に ルル タタ を 作成 3 る こと に し まま の 
で , 影 を ドラ イブ B の ディ スク ウィ ンド ツウ の 中 に 運び ます (第 9-2 図 )。 

















農 回 
1 半 H 


BK_S.DIC KNJDiC POST.DiC OHOWLK 


と 評 oe 


Tree.bes 1nkKes$。bes 








ヽ ニ ュー フ ォ ル ダー 
1 偽 コ ド シ ン 








第 9-2 図 ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン の 影 を 運ぶ 





ア フォ ル ダ ー の 作成 5 


する と , 第 9-8 図 の よ うに 新しく 作成 する フォ ル ダ ー の 名 前 を 聞い て 来 ま す 。 フォ 

















時 隊 EE 
q 加 回 


268K-S.DIC XSBK_NJDIC POST.MIC DIOHX 


reebas 





フォ ル ダ ー の 名 前 を 
入力 する 











第 9-3 図 フォ ル ダ ー の 名 前 を 入力 する 
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ル ダ ー の 名 前 は , 普通 の アイ ユン の 名 前 (ファ イル 名 ) と 同じ よう に つけ ます 。 だ 
だ し , 拡張 子 は つけ る こと が 出来 ませ ん 。 

IGR 











内 SL bE 
と いう 名 前 に する こと に し ます 。< く OK> の 部 分 を クリ ッ ク す れ ば , 第 9-4 図 の よう 
に 新しい フォ ル ダ ー が 出来 上 が り ま す 。 





| Y 
























| < 革 あ 
er ロ | | 
| に に ンー ーーーーー ご 本 Nm な Bk 
| ーー ーー こう ーー er ュ [1 

PIE 草 で 回 隊 和 」 隊 。 デー : 本 書 

に 剛 1 le 

X5BK_9.DIC 58K-NJDIC POST.DIC DICMX dates.bas csriin.bas devs.bas | 「・19 
| 1 DIGK 
| | 

| free、bas inkeuW、bes | 新しい フォ ル ダ ー が 


っ で き あ が る 

















_ 








第 9-4 図 フォ ル ダ ー“bas-txt? が で き あ が る 


フォ ル ダ ー の オー プン 


な お この 図 を 見 れ ば 分 か り ま す よ うに ,。 見 か け 上 は フォ ル ダ ー も 他 の アイ ユン 


周 6 ドミ 

/ 人 = 
と し て 表現 きる 衝 まず 。 だ だ し ,。 フォ ル ダ ー の アデ イコ ュ ン の 形 は 決ま っ で てい まあ 
その 形 を 覚え を て むき ます と 


フォ ル ダ ー を 意味 する アイ コン 
一 般 の ファ イル を 意味 する アイ コン 


を 電 別 する こと が で きる よう に な り ま す 。 


さて , フキ ル ダ ー を 作成 し た だ け で は , 何 の 役 に も 立ち ま 太 の 用 始 詳 5 
アイ コン を 収め ゆる た だ ため の ア イコ ン で すか ら , その 中 に 
アイ コン を 転送 
し じ し て や ら な けれ ば な り ま せん 。 フ ォ ル ダー の 中 に アイ コン を 収め や で っ 切 の | 
役に立つ の で す 。 その ため に は 
フォ ル ダ ー を オー プン 
し て や ら な けれ ば な り ま せん 。 つ まり フォ ル ダ ー の ウィ シド を 表示 きせ や る の 




















第 2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ル 入 門 
66 9 
いま 作成 し た ba s 一 tx t の アイ コン を ダブ ルク リッ ク し ます と ,。 フォ ル ダ ー 

の ウィ ンド ウ が オー プン し ます (第 9-5 図 )。 


自 且 同 眉 易 


35BK_S.DIC BKW.DIC POST.DEC CM.X Nete ま 。bas osrlin、bas dag$-bas 


に コス に コ [上 | デー この 破線 は , この フ 
rr ォ ル ダー の ウィ ンド 
ウ が ラーン シン し て ぴい 








る こと を 示す 











第 9-5 図 “bas_txt*Y の ウィ ンド ウ を オー プン する 


沈 見 ます 上 軸 放り の シオ ォ ッ レタ ダー が あん だ 2 の 9090OD2I404 の は うに 見え る 
(うま 
ア まま ル ダー に アデ アイコ を 収め る / 


レス ィ ン ド ウ が 現れ れ ば , アイ コン の 転送 は , 通常 の 














回 回 回 回 了 暫 陸 


SBBK_S.DIC 史記 WuDiC POST.DIC proW。 (te ま -bas Cariin.bas dau$.bas | 
i 


影 時 


| free.bas 。 snkeuW.bee 

















第 9-6 図 アイ コン を 転送 する 
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> は は 1 重 | 





|| 
| 





ゴ 
] 
| 
| 
1 
| 


H 画 回 加 回 回 gp 


| 9K_S.DIC 6BK_WADIC POST.DiC an 








転送 され た 
| ンー BAsl の 


謙 昌 グラ 





| | Bibas_tt こ こ ーー 日 [m 
| 1 


競 中 _ 王 
date ま 。Bas 









dad*。bas 
5 1 

















2 





第 9-7 図 フォ ル ダ ー に 転送 され た アイ コン 


アイ コン の 移動 


同形 は うき 負わ らき 時 が で きま す 。 つ まり 転送 し た い ア イコ ン に マツ スッ トラ 2 
ボー ル の ヾ を 合わ せ , 左 ボ タン を 押し な が ら ド ラッ グ さ きせ, 


アイ コン の 影 
を 目的 の フォ ル ダ ー ま で 運ぶ の で す (第 9-6 図 )。 
以下 , 同様 に し て 目的 の アイ コン を 次 々 に フォ ル ダ ー に 転送 し て や り ま す 。 第 9- 


7 図 は , ドラ イブ B に あっ た だ た BASIC の プログ ラム を , 新しい フォ ル ダ ー に 転送 し 
だ 半 この で 9 


P | roo の スズ | 計 


フォ ル ダ 三 の オン ドウ の 左上 こ あ る 

レノ | 

の と ころ を 左 ク リッ ク し て や る と , フォ ル ダ ー の ウィ ンド ウ が クロ ー ズ さき 者 = 

od する と と, フォルダー は , 第 9-8 図 の ま 
に 何で も な か っ た よう に 普通 の アイ コン に 戻り ます 。 


r フォ ル ダ ー の 活用 4 

















じ か し ,」 フォル ダー は フォ ルター, 他 の アイ コン と は 培い まま 生計 
オル ガ 洗 考 デ ルク リック 
し て や り ま す と , 次 ペー ジ 第 9-9 図 の よう に , 再び フォ ル ダ ー の ウィ ン ド 騙 現 重き 
785 
ここ に 現れ だ アイ ユン は , 通常 の ディ スク ウィ ンド に 合 ま る 表 モ シン (ZZ 
イル ) と 同様 に 活用 する こと が で きま す 。 だ と えば ここ に 収め れれ mW る 7 ニッ 
ば, 


Me 


BASTC の ググ ダラ ぷ が 
で すか ら 6, これ ら の アイ コン を ダブ ルク リッ ク す ずる a コ と 可 還 それ ら の デ ロ デ ダラ を 
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第 2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ルス 入門 

















この アイ コン の 中 
に は た くさ ん の ア 
人間 l 多 が 計 まれ る 
































折 1 
・ WE OR 時 
MkHAM 内 WhT FRR 
P ee WWWT he 
に 


date$.bas csrlinubas dy 符 bee free、bae inkeg$.bas 










































に = 


第 9-9 図 フォ ル ダ ー に 含ま れる アイ コン 





実行 する こと が て きま す よ 。 


ア 。 フォ ル ダ ー の 階層 化 4 


以上 の よぅ に , 類似 の アイ コン を フォ ル ダ ー に まとめ る こと に より , 1 枚 の ディ 
スク を 徹底 的 に 整理 する こと が で きま す 。 更 に 必要 な ら ば , フォ ル ダ ー の 中 に フォ 
ル ダ ー を 作成 する こと も で きま す 。 つ まり , 1 枚 の ディ スク の 中 に 

階層 化 フォ ル ダ ー を 階層 的 に 構築 
する こと が で きる の で す 。 こ れ が , UN IX に お ける 階層 的 ディ レク トリ と 呼ば れ 
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー バ ーー 此 9 章 フォ ル ダ ー の 活 








ディ イス クウ イジ シギ ドウ 
























































3 o 普通 の アイ コン 
es 田 フォ ル ダ ー 
Y 
o | | o 
こ | 









































篤 9-10 図 フォ ル ダ ー を 階層 化す る 


る 由 縁 で す (第 9-10 図 )。 


9- 





つ ・ く ・ り ・ か ・ た で で トド トド トト ・・・ 





人 きき も う 一 つの 方 法 が ある 
フォ ル ダ ー の 作成 か ら 活用 の 仕方 は , 以上 の 通り な の で す が , も う 一 つ 
フォ ル ダ ー の 作成 の 仕方 
が あり ます 。 それ は , 新しい フォ ル ダ ー を 作成 する 時 に , 同時 に アイ コン を 転送 し 
て し まう も の で す 。 ど と どうせ 新しい フォ ル ダ ー に は アイ コン を 転送 する の て すま 大 ら 、 
この 方 が 理 に か な っ て いる か も し れ ま せん 。 
例 と し て , 第 9-11 図 の 
Pa 人 9 ま まほ X も 





と いう フォ ル ダ ー (この フォ ル ダ ー 自 身 は ,。 ドラ イブ B の 中 に ある ) の 中 申 喝 に 
作成 する フォ ル ダ ー dir_date 

と いう フォ ル ダ ー を 作成 し , この 中 に 
含め る アイ コン da te や 。 D 3 S 


dg まり まゆ の 語 IDdIS 
の 二 つ の アイ コン (これ 65 は, BAS 1IC の プログ ラム) を 転 村 6 人 み ま 


に 特別 な フォ ル ダ ー : NEWDIR 7 


第 2 の 方 法 で は , まず 画面 右 下 に ある ニュ ー フ ォ ル 究 = 記 衝 コ ン を mn き な り タ ダブ 











第 2 部 ど ビジュアル シ ェ ル 入門 








ドラ イブ B の 中 に 

お る の 
bas_txt 

と いう 名 前 の フォ 

ル ダ ー 











この フォ ル ダ ー の 
中 に フォ ル ダ ー を 
作る 











第 9-11 図 この フォ ル ダ ー の 中 に 新しい フォ ル ダ ー を 作成 する 


ソリ レン 0 Eo と 


NEWDIR NEWDIR 


と いう ウィ ンド ウ が 現れ ます (第 9-12 図 ) 

この “NEWDIR” と いう ウィ ンド ツウ は , 新しい フォ ル ダ ー を 作成 する た め だ 
け に 存在 する 特別 な が フォ ル ダ ー で す 。 こ の ウィ ンド ウ に , 転送 し た い ア イコ ン を 運 
ん で や り ま す 。 方 法 は , 普通 の アイ コン の 転送 と 同じ で す 。 ここ で は , 初期 の 目的 
どおり 



















は 
Bbas_ も を 


IE ウ 六 影 ウ ウ 





まま 





し て 司 / 朋 B 遇 半 間 時 中 E 訴 DIR 普 





NEWDIR 








第 9-12 図 フォ ル ダ ーNEWDIR 
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第 9 章 フォ ル ダ ー の 活 且 




















ー | 1 誠 天 ) 
= B 「」 「・ 計 
| 1 = Po mom 2 ooo ーー 
人 | 客 
dI POR に GR デー 弄 
1 o 防 s 取 | 
昌 | CS in、ee ee.baS inkes き .bas | DR 
著 。 』 
| 








時 hCOIT 2 Hm 
= ネー ss Se 
に ーッ FR 転送 

















生 9-13 図 NEWDIR? に アイ コン を 転送 


HE DS Da 8 
day$. bas 
の 二 つ の アイ ュ コン を 転送 し て や り ま す (第 9-13 図 ) 
初め か ら アイ コン を 含む フォ ル ダ ー が で き あ が る 4 
目的 の アイ コン を NEWDLIR” に 転送 し て や り まし た ら , 最後 に 
ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン の 影 
を 目的 の ウィ ンド ウ に 運ん で や り ま す (第 9-14 図 )。 
する と , 次 の よう に 新しく 作成 する フォ ル ダ ー の 名 前 を 聞い て 来 ま す の で , ここ 
に 玉 











































| 
| 連 に 理 ur 1 - (ama_PSM21) | 
キー 「・ 衣 
3 思 HumanB8k 
2 ye Bioas-tt 鍛 B 
「- 9 
cSriinba hae.bas 1rikeg ま .bas 12 1 MDIBK 
1 1 
」 叶 | | 
村 較 時 ロ *NEwDiR 吾 =HT 1 
本隊 影 を 
PT | 
eo ま .pas des 導 bas 


























第 9-14 図 ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン の 影 を 運び 
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集め 部 。 ジュ ルン シェ 入門 








| フォ ル ダ ー の 
名 前 を 入力 














第 9-15 図 作成 する フォ ル ダ ー の 名 前 を 入力 する 


隊 
dh 1 he 二 daet re 
と 入力 し て や り ま す ' 

く <O K> の 部 分 を 左 ク リッ ク し て や り ま す と , NEWDIR′ と いう ウィ ンド 
ウ が 消え ます 。 そ し て 。 "dir_date′ の フォ ル ダ ー が 作成 きれ ます (第 9- 
16 図 ) 

も ちろ ん この フォ ル ダ ー の 中 に は , 初め か ら 


OSdhE ま GDIEDESES 


1nkeu き bas 





csriirubas 


昌 
『 





還 | 


中 rdate 






BUCZ ラ ョ ルター 









第 9-16 図 フォ ル ダ ー“dgir_date? が で き あ が る 
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ノ | 











ーー EE Fa 


移 9 フォ ル ダ ー の め 活 看 





day$,。 bas 
の | の の 5 2 が 含ま れい で いま す 


ア シス テム ディ スク の 中 の フォ ル ダ ー 14 


以上 , アイ コン を 収め る アイ コン で ある フォ ル ダ ー に つい て 説明 し て 来 ま し た 。 
この フォ ル ダ ー は , X68000 付属 の シス テム ディ スク に も 採用 きれ て いま す 。。 溢 の 
図 を ご 覧 下さ い (第 9-17 図 )。 











1 











IS 寺 s s gw s 


| 時.SYS TITLESYS  EY.SVS USRCG.SYS BEEP.SYS OFTG.SYS PR 細 RU.SYS 


き / $/ &/ 天 器 品 


| PCOPRU. SYS BSKSBK.SYS BIMDISK.SYE SRNNDISK.SYS US. C0 較 NRND.X ECONDRTA.US 


品目 画 妥 還 了 還 同 


GiP.US 統 HHE.US PHONE.US 装 TOEXEC.BaT BT 議 BRSIC 














ーー 壮 





第 9-17 図 X68000 付 属 の シス テム ディ スク 


え 68000 付属 の シス テム ディ スク の ディ スク ウィ ンド ウ て す 。 この 店 め 


5 デイ スク 選 BIN 
含ま れる アイ コン BASIC 
福袋 


が フォ ル ダ ー で す (アイ コン の 形 に 注目 し て くだ きい )。 た と えば この 車 の 


BIN 


を マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル で ダブ ルク リッ ク し て み ま す 。 す る と 。 篤 9 相国 の 認 
に フォ ル ダ ーBTN の ウィ ンド ウ が オー プン し ます 。 

この 中 に 見 られ る アイ ュ コン は , すべ て コマ ンド ファ イル で すず ( 反 枯 才 威 文 に な 
こつ (8UCRO り これ ら の アイ コン を ダブ ルク リッ ク す る こと で Hamam68k の 外 
部 コマ ンド を 実行 する こと が で きま す 。 
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第 2 部 ビジ ュ ア ル シ ェ ル 入 門 
















有 BTTRIB.X OHDSKJX COPY2.X CUSTOMLX 
| で | だ 
| opfy.S 人 る 国 せ 璧 う 
1 3 中 
| 1 如 弧 計 計 。W 


] 
| PHP-X FORMRT.X 1 








iP NN 疫 





51TCH.X SYS 




















第 9-18 図 フォ ル ダ ーBIN の ウィ ンド ウ 


X- 日 胡 SIC の コマ ンド 省略 形 に つい て 











通常 の BASIC で は , [PIRIIINITI と 入力 する 代わ り に [?] 1 文字 で 済ま せる こと が で きま 人 寺 
BASIC で も も ちろ ん この 省略 形 が 使え ます 。 ま た , その 他 次 の よう な 省略 形 を 使用 する こと が で 
SN の 

コマ ンド の 正式 名 省 略 形 
auto 8. 
clear cl 
Cont C. 
delete del. 
flles | L 
lfles Ii. 
list | 
llist 
load lo. 
lsearch lse. 
renum ren. 
「Uun が: 
Save Sa. 
Search Se. 
SyStem SVS. 
kl ki. 
name na. 
color col. 
CoOnSole COnS. 
locate loc. 
Iprint lp. 
Drint D- 
width | wW. 
Screen SC. 

















ASye2 


各 





[RIUINI と 入力 する 代わ り [R[.] で OK で す 。 お 役に立て て くだ さい 。 
レーーー (ピリ オド ) 
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中 Ei 部 
コマ ヤン ジェル] 




















コー 





ンド シェ ル 有 入門 


第 10 章 コマ ンド シェ ル 専 























山 串 | コマ ンド シェ ル の 起動 と 終了 


0 コー アー ルン 5 Eo Js と 
22 シ YE シッ Es 7 レ 
ジン ジッ ン エ マル ・ とく は ほ は ・ い で くつ ゃ だ Ce だ を だ *・ ゃ で ・・ 


代 コマ ンド 生還 4 


ー モ 
+ 


X68000 に は , 二 つ の シェ ル が 用 意 き れ て いま 
3 の 0 の 2% ジ EE リ レ ビジ アリ ルン エル 
| EZ ジ シド シェリ レ 
09 つ 035 | この うち せ ビジュア ルン シェ エル に つい UN に 第 2 で 説明 し た と お 
り で す 。 そ し で , 本 第 3 部 で 残り の ヨコ マジ ドレ 称 寺 ん ル に つい て 説明 し て 行き ます 。 
画 シ ェ ル の 大 き な 違 い は , 
いか に し て X68000 に 命令 を 与え る か ? 
に あり ます 。 コ マン ド シ ェ ル は , 命令 を 
マ シド シェ ル キー ボー ド 
か ら 与 えま す 。 で すか ら ビ ジュ アル シェ ル に 比べ 。 より きめ の 細か い 命令 を 与え る 
を 2327004231ESE 


三 遇 に シェ ル と は 何 か ? _4 








シェ ル は , 
シェ ル オペ レー タ と OS と の 間 の 仲條 を 行う プログ ラム 
で す 。 常に オペ レー タ か ら の 指示 を 待ち も 。 それ に し た が っ て O S に を の 仕事 を 依頼 
(0 


シェ ル は , まず オペ レー タ か ら 何 ら か の 指示 が ある の を 待ち を すす 。 オ ペレ ー タ が 
何ら か の 指示 を 行い ます と , その 意味 を 解釈 し ます 。 そして, O S が 理解 で きる 形 
に 翻訳 し た 上 で , O S に る その 仕事 を 依頼 し ます 。 

第 2 部 で 使用 し た ビジ ュ ア ル シ ェ ル は , オペ レー タ か ら の 指示 を 

マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル 
を 使っ て 得る 物 で し た 。 それ に 対し て 第 3 部 で 扱う コマ ンド シェ ル は , オペ レー タ 
か ら の 指示 を 
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第 10 章 コマ ンド シェ ル ん 専用 ディ スク の 作成 











コマ ンド を 投入 


旧 肝 コワ クレ シェ ル 




















マ ワ ス ) 
人 Human68K 


(0S) 





キー ボー ド 
か ら 入 力 す る も の で す (第 10-1 図 )。 


ア ニニ つ の シェ ル の 使い 分 け っ 
コマ ンド シェ ル は 、Human68k の 中 で 解説 きれ て いる よう に X68000 の 


人 2O8S 
の 位置 を 与 を られ て いま す 。 それ は , ビジ ュ ア ル シ ェ ル よ り も より きめ の 細か い 指 








示 が で きる か ら で す 。 を の 反面 。 ビジ ュ ア ル シ ェ ル よ り は と っ つき に くい か も し れ 
ませ ん 。 





科 シ ェ ル の 特色 思 ジ ュ リ アル シェ ル 

・ 初 心 者 で も 扱い や すい 

・ 操 作 が 感覚 的 な の で , 上 級 者 で も 操作 が 楽 

・ 木 目 の 細か い 指 示 は 苦手 

・ す で に 完成 し て いる アプ リケーション を 実行 する の に 最適 
マン ドン エリ レ 

・ 木 目 の 細 か い 指 示 が で きる 

・ そ の 反面 , 最初 は と し っ つき に くい 

・UNIX ラ イク な 操作 が で きる 








の 両 O S の 性 格 の 違い を 理解 し ,。 それ ぞ れ の 特長 を 生か し た 使い 分 時 を 玉 る こ 
と に より , XX68000 の 機能 を 最大 限 に 引き 出す こと が で きる で し ま ょ う 。 


ア コマ ンド シェ ル を 起動 する ぎ 


コッ トッ ンド ショ ッ ルル の ジンク: ラ (は = 








COMMAND. X COMMAND.X 
と いう コマ ンド ファ イル の 中 に 入っ て いま す 。 で すか ら COMINIAND | を 走ら せ 

る こと で コマ ンド シェ ル を 起動 する こと が で きま す 。 
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第 3 部 コマ ンド シェ ル 入 門 











4AY 移 。 稚 $/ 
10 地 ma に 記 


*EY。SW KCNSYS 話 EP-SYE CONFIG.SYS PNDRU.SYS 


昌 品 


0 導 抽 わき ーー 3 


) 80 の 922 層 ニン な 
[3 賜 に ダ プ ルク リッ ク す る 
RSE 


EL 








玉 定 
較 


8 
SANDISK.SYS 
拉 須 正 C.BNT 


洗 紀 定 -MS 








第 10-2 図 ビジ ュ ア ル シ ェ ル 


第 10-2 図 は , X68000 の シス テム ディ スク を 起動 し た と ころ で す 
ィ ス クウ ィ ン ド ウ の 中 に 


ライ ジ A の 2 


COMMAND. X 

と いう 名 前 の アイ コン が 見 を え を ます 。 こ の COMMAND. X の アイ コン を マウ ス ・ ト ラ 
ッ ク ボ ー ル の 

を 合わ せ , 左 ボ タン を ダブ ルク リッ ク す れ ば , コマ ンド シェ ル を 起動 する こと が で 
きま す (第 10-8 図 )。 





Command uersion 1. 包 


> 時 





第 10-3 図 コマ ンド シェ ル 





1 


マン ド シ ェ ル を 抜け る 4 


炎 は , キー ボー ド か ら 何 ら か の 指示 を 入力 する こと で , コマ ンド シェ ル を (ビジ 
アル シェ ル 同 様 に ) 





ン エ ノレ 


と 6 介 用 お: る こら が 70 され お だ EN 


EX1T 凡 


と 入力 する こと で ,。 元 の ビジ ュ ェ ア ル シェ ル に 戻る こと が で きま す (第 10-4 図 )。 
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ま 


中 


第 10 斉 コマ ンド シェ ル 専 用 























START ジイ ヨシ VS X あ を 
ダブ プル クリック 
epー 
加 ジ ョ アリ レン ェ ル | ジア アル し し 
ーー こ ーー 

ヨ ョ マン トド トメ ニュ ョ ニテ の に 
Exit を 選択 

コク に 3 

COMMAND. X exil| 記 


を クア リ レ ク リック 


5 command. x| プ の KN 
NN 3 陳 ー > 
コマ シド シェル コマ ンド シェ ル 
AA exit|。 














第 10-4 図 二 つ の シェ ル の 相互 関係 


還 回 議 コ マン ド シ ェ ル 専 用 の シス テム ディ スク を 作成 する 


コ ・ マ ・ ン ・ ド ・ シ ・ ェ エル ・ の 
和夫 + あま ゃ う ・ の 
ニニ ジー 


P コマ ン ーー 


ェ ン ご デュ 


p 
0 


な ぜ 専 用 の こし か ら の 話 は 。 コマ ンド シェ ル を 中 心 と する も の が ほ と / 


人 毎回 ビジ ュ ア ル シ ェ ル か ら コ ユマ ンド シ ェ ル を 起動 し て いた の で は 大 変 で すし 。 友野 
70S 移 CS os EeeS9gG(G 
TS 人 
を 作成 し 。 それ を 挿入 する だ け で 起動 で きた ら 6 便利 で す 。 そこ で EF 二 ミッ 
シェ ル 専 用 の シス テム ディ スク を 作成 する 方 法 を 説明 し て 待 計 きま 計 = 


作業 は . まず 


く 1 > 通常 の シス テム ディ スク を 作成 する 
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第 3 部 コマ ンド シェ ル 入 門 





SO AN FT2SUSSNOIS ま の シンク バウ 8 の フー ズン 025 で の まま て は ビジ ラ ア ルン テル 
が 起動 し て し まい ます が か がら, 


く 2 > 通常 の シス テム ディ スク を 修正 し . 
いき な り コ マン ド シ ェ ル が 起動 する よう に 加工 


する と いう 2 2 段階 作戦 で 作成 し て 行き ます 。 
〆 コマ ンド シェ ル で の フォ ー マ ッ ト 4 








新しい シス テム ディ スク を 作成 する の で すか ら , 新しい ディ スク を 用 意 し な けれ 
ば な り ま せん 。 も ちろ ん フォ ーママ タ ト 作業 も 必要 で すし , ディ スク コピー の 作業 も 


交 要 で す 。 
これ は , 第 2 部 で 説明 し た 旋法 で 行っ て も 良い じい の です が , せっ か く で すか ら , こ 
ござ で は, 
8 isoe 
を 説明 し て いて こと に 致 じ ます 。 
10-1 で 説明 し た 考 法 で 。 コマ ンド シェ ル を 起動 し て みて くだ きい 。 ドライブ B に 新 


ーー 


FORMAT format b:|。 
5A300IGReSGSKSSSBSm TO3matDS は 大 交 学 で で 小区 放 で 構い ませ ん 。 に こ 
れ て フォーマット 作業 が 始ま り ま す 。 
後 は , 画面 の 指示 に 従っ て 質問 に 答え て 行く だ け で , ドラ イブ B の ディ スク を フ 


INTINSNNEGISI ま "お (第 10E5 図 )。 














適当 な キー を 押す 


Hormat b: 
備 pem uersion 1 






.MM 
ドラ イプ (THD デ ィ ス ク ) を 初期 化し ます 。 何 か キー を 押し て くだ さい 目 
化 を を 終了 < 
ィ ス ク を 初期 化し ます か ぐ パ 注 




















の 部 分 を 入力 する 


ア コマ ンド シェ ル で の ディ スク コピ ー 





第 10-5 図 FORMAT コ マン ド の 使用 例 








ここ まで の 作業 で ドラ イブ B に 新しく に 。 コ 和 還 
ます 。 こ の ディ スク は , と りあ え ず 作業 用 


デー タデ ィ ス ク 


モモ 








(1 用 9 こら カー は TE 
AE ニー ツ の プー クウ イハ ンジ ンス フウ フイ ペン に 導 SE 幸 5 還 3 
に 挿入 る きれ て いる シス テム ディ スク の 内 容 を そっ くり ユ ピ ー し ます 。 


ェ ル 上 で , ドラ イブ A か ら ド ライ ブ B へ の ディ スク コピ ー を 行う に は 


DISKCOPY diskcopy a: b: ジ 


と 入力 し ます (第 10-6 図 )。 








羽 iskcopu ai | 





ドラ イヴ A か ら 8 ー し ます 。 何 か キー を 押し て くだ さい 帳 
ドライブ A か ら ド ライ ブ B へ コピ ・ 何 か 6 

コピ ー を 終了 し まし た 8 と 
他 の ディ スク を コピ ビー し ます か ? ぐ 林 「 

も 2 


4 


り ド ライ ブ 


ーー 
ーー 





アー 


双 10-6 図 DISKCOPY コ マン ド の 使用 例 





ディ スク の 状態 を 調べ る CHKDSK 





以上 の 操作 で X68000 の シス テム デイスク が で き 0 り ae 
で , X68000 を 起動 し て みて くだ きい 。 とりあえず 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル 
が 起動 する は ず で す 。 
ジジ ドン ーー リル 


を 起動 し て みて 《 だ さい 。 


更に その ビジ ュ ア ル シ ェ ル か ら 














この 新しい ディ スク 





ここ まで まあ 〈《 行っ て い 枚 ば 全 フォーマ ッ ド に と デス イス クコ ピー は 正 し (人 待 想 圭 計 
NIC の 0 ー つ 穫 す 0 太 半 る 休 伝 授 致 :5 ま し 5 う 
CHKDSK chkdsk | 
と 人力 し て みて くだ さい 。 次 の まう に 表示 きれ れれ ば お な だ の シス お 生 生 
正常 で す ” (第 10-7 図 )。 
H 
SESk は 1987 -93-15 12:M に 作成 され まし た 
1221 バイト ・ 全 デ ィ ス 佑二 
44 KK バイ ト 2 個 の シス テム ファ イル 
5 KK バイ ト S 個 の ディ レク ト ! 
662 氏 バ イト : 56 個 の スー ザー ファ イル 
519 氏 バ イト 使用 可能 ディ スク 容量 
ーー ニー 
第 10-7 図 CHKDSK コ マン ド の 実行 
※1、chkdsk/a ノ と 入力 する と , ファ イル 名 も 同時 に 調 さ で る = 5 が で きま きす 
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第 部 コー ンー だ 門 


ア シス テム ディ スク の 加 エ 5 


だ CO は SW 更 二 の 新 ス テム ディオ ※ 多 名 方 月 有 6 いき な が り コ マン ド シ 
ェ ル が 起動 する まう に し て み ま ず 。 











CUSTOM custom| 記 


と 入力 し , 溢 の 第 10-8 図 の よう に 質問 に 答え て みて くだ さい 。 


>Eustom 
Custom u1.M 








15 


と M 

II Oo 

PRNDRU. SYS 

PCMUDRU.SYS 

FSK68K.SYS B: ギ 68K_M.DIC B:68K_S.DIC 


| [ 亡 を 押す 


FILES 


HH 日 旧 昌 





ァ ヘ ー ペ ンー テー ヘン ベ ンー ヘ ケー ヘー ベベ 
相 放 且 夫 必 kN NN 上 


HH 上 NH 四 上 1 


ON 

LCOMWND.X 

時 PS [Y 小 I| この 部 分 を て いね い に 入 力 
> 

















第 10-8 図 CUSTOM コ マン ド の 実行 


NO まま 1 人 導い シズ テ スス か ら コ マン ド シ ェ ル を 記 動 
更 る だ が で きる の ポ う に な づ で いま お ず 。 が SS の まお で ば 動 時 に 
グラ フィ ッ ク タ ダイ トル 
が 表示 され , 少々 うっ と うし い 感 じ が し ます ( 誠 し て みて くだ さい )。 を そこで も う 5 








- 休 
DEL del title. sys | 
を 天 行 し て お きま す (第 10-9 図 )。 
Rdel le.sws 
TITLE “> SS 


2 時 











第 10-9 図 “title. sys” を 削除 する 
これ で 。 この 新しい シス テム ディ スク は コマ ンド シェ ル 専 用 の も の に 変身 し まし 


だ 。 リ セッ ト ボ タン を 押し て みて くだ さい 。 次 の よう に いき が り コ ユマ ンド シェ アル ア が ) 
起動 する で し ょ う (第 10-9 図 )。 
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HmanS3k for XP5SMMB uersion 1. 匂 
Jocsuright 1987 SHRRP/Hudson 


FRINTER DRIUER for X68999 uersion 1.9 
PRNZLPT の ファ イル 名 で プリ ンタ ー に 印字 可能 で す 


RPCM DRIMER for X58MMB uersion 1 .MM 
EBM の ファ イル 名 で 、 銀 音 / 月 生 が 可能 で す 


日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ ASK66K for XB8MMM uersion 1.MM 
| Lopuright 1987 SHRRP Corp./RCCESS CO.,LTD. 





_ommand uersion 1. 中 


本 ru R: ギ )R: ギ 1N:R: ギ BRSICi 有 F: キ 得 








圭 I0-9 図 コマ ンド シェ ル が 起動 


X-BASIC の 隠し コマ ンド ・ 関 数 くそ の 1> ファ イル 操作 関数 


X-BASIC に は , マニ ュ ア ル に は の っ て いな い 有 用 な コマ ンド , 関数 が 隠さ れ て いま す 。 と いっ | 
て も その 大 部 分 は 。 通常 の 操作 で 必要 な も の ば か り で す の で , た ぶん マニ ュ ア ル に も れ て し まっ | 
た の で は な いか と 思わ れ ま す 。 

X-BASIC の 隠し コマ ンド に つい て は , マイ コン 誌 の 天才 , 高橋 雄一 さん が 早い 時 期 に マイ コン | 
誌 に 発表 し て いま す 。 その他 に も いく つか 隠し コマ ンド が ある よう で す の で , その 中 の 有用 な も 
の を 掲載 し て お きま す (この よう に 月 刊 マ イコ ン は , X68000 の 有用 な 情報 が 多く 発表 され て いま 
す 。 ご 利用 くだ さい )。 


ファ イル 操作 関係 で は , 次 の よう な も の が あり ます 。 
51922 

[ 引 数 | str ファ イル 名 

| 処 理 | ファ イル の 削除 を し ます 
| | 戻り 値 | な し 

[ 引 _ 数 | strl 旧 ウ アイ イル 名 

『5 32 新 フ ァイル 名 

| 処 理 | ファ イル 名 の 変更 を し ます 


Kil < ファ イル 名 > 


| name “< く 旧 ファ イル "< 新 フ ァイル 名 >” 


























| | | 戻り 値 | な し 
関 数 
| | 型 int 
| | 層 _ 数 | str ファ イル 名 
| fdelete (str) | | 処 理 | ファ イル の 削除 を し ます 
| | | 戻り 値 | int 0 …… 削除 で きた 場合 
| ー|…… エ ラー が 発生 し た 場合 
| 因 還 0 還 目 
引 数 | strl 変更 し た い フ ァイル 名 

| { (etr.str 2) | 3 あう ァイル 名 
| rename (str1,str | [ 反 - 恒 

| | 戻り 値 | int 
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第 3 部 コマ ンド シェ ル 有 入門 


第 11 草 


















中 回 較 カレ ント ドラ イフ ブフ と ディ レク トリ 


ド ・ ラ ・ イ ・ ブ ・ め ・ い ・ を 
し ・ て ・ い ・ し ・ な ・ い ・ と 
ジ 4 72 に の いい 2 ドー ベニン fa の ロング と 3SC5 SL 








4 コマ ンド シェ ル の プロ ンプ ト / 
第 10 章 で も 触れ まし たよ うに, シェ ル は オペ レー タ (ユー ザ ) か ら 命 令 を 入力 し , 


それ を OS に 渡し ます 。 コ マン ド シ ェ ル は , その オペ レー タ か ら の 命令 を キー ボー ド 





か ら 入 力 し ます 。 コ マン ド シ ェ ル が , オペ レー タ か ら の 命令 を 待っ て いる 状態 を 


4 の と > 


コマ ンド シェ ル は 
コマ ンド レベ ル コマ ンド レベル 


に ある らい いま す 。 


コマ ンド トシ ジョ クル は 現 介 ベン ドレ ペル に の 69212 は 


に 2 


プロ ンプ ト A > 


と いう メッ セー ジ で 表示 し , ユー ザ に 命令 を 入力 する よう に 促し ます (第 11-1 図 )。 





昌 > 四 





| 
| ーー カー ソル : ここ か ら 命 令 を 入力 する 
E = EE 区 ロ ンジ 








第 11-1 図 コマ ンド シェ ル の プロ ンプ ト 


この A> の 記号 の こと を 


プロ ンプ ト 


ZIUvU い ボ すっ 





第 11 章 コマ ンド ジ シェル の 


叶 ファ イル の 一 覧 を 表示 一 DIR 4 


それ で は , せっ か く で すか ら 何 か 命令 を 入力 し て み ま し ょ う 。 


| 














air コ マン ド dir | 選 
と 入力 し て みて 〈 く だ きい 。 次 の よう に ファ イル の 一 覧 が 表示 る れる で し ょ う (第 介 
-2 図 ) 。 
昌 間 ez 
日 >dir 
HumanESk H・ キ 
21 ファ イル 7M4K Bute 使用 中 517K Bute 使用 可能 

KEY SYS 712 87- 的 -15 12: 李 :9 
LSKCG SYS 8928 87-3-15 12: 李 :M 
BEEP SYS 124 87- 史 -15 12: 呈 : 朴 
CONFIG SYS 175 87- 時 - 14:8:4 
PRNDRU SYS 1816 87-93-15 12:M: 9 
PCMDRU SYS 416 87-3-15 12: 李 : 凶 
RSK68K SYS 196 明 4 87-3-15 12:MW:99 
RRMDISK SYS 1816 87-3-15 12:MM: 久 
SRRMDISK SYS 924 87-3-15 12: 本 
US X 92832 87-3-15 12: 李 :M 
COMMRND X 24736 87-3-15 12:M: 
ICONDRTR US 39168 87-3-15 12:M:M 
CLIP S 87- 中 - 14:19:48 
NOTE G 2 87-93-15 12:MM: 
PHONE ら 132MM 87- 時 -15 12: 吸 : 明 
RUTOEXEC BHT 33 87-3-15 12: 李 : 
BIN <dir> 87-93-15 12: Mi: 
BSIC <dir> 87-3-15 12: B: 
福袋 <dir> 87-93-15 12:M: OM 
TRSH の で 87-3-15 12:B9: 

| 隊 MONR <dir> 87-3-15 12: 聞 : 





第 11-2 図 dir コ マン ド に よる ファ イル の 表示 


ファ イル 名 


ディ レク トリ 








P レク トリ と は ? ア 
この 図 と 第 10 意 の 第 10-2 図 を 比較 し て みて くだ さい 。 は ほとん ど 同 じ 名 画 妻 了 生き 


れ 穴 いる の が お ち お 分 か り で し ょ う 。 
コマ ンド シェ ル で は , アイ コン の 名 前 と いう 言葉 は 使い ませ ん アイ の 名 一 
は , 文字 と どおり 


ファ イル 名 


と 呼び ます 。dir と いう の は , ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 きせ る 命令 で 王 。 
コラ マシ ドン シン エン レ で ば ファ 人 P じ 名 の 志 の 生 骨 


ディ レク トリ 
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第 35 部 コマ ンド ジェ ル 入 門 
と いつ たい ます 、 だ すか が と 
dr と いう の は , ディ レク トリ を 表示 きせ る た め の 命 令 ほ た いう こと が で きま す 。 お を 
ら 所 コマ ンド シェ ル を 使う 上 で 最も 良く 使用 する 命令 で は な いで し ょ うか 。 


と ドラ イブ B の ディレク トリ を 見 る に は ? 
dr て 。 ド ライ ブ A の デイ レク トリ を 凌 示 さき ぜ る こと は で きき す 。 それ で は ,。 ドラ 


イプ BB の ディ レク トリ を 表示 る せる に は , どう し た ら 良 い の で し ょ うか 7? 
ぞ れ は 。 














dir b:| の 


と 入力 し ます (第 11-8 図 )。 





H>dir b: 


デー タ : 辞書 B:\ 
7 ファ イル 688K Eute 使用 中 533KBute 使用 可能 


し 16364 87-95-22 2Z:S3: 的 
し o91872 8 た - 昌 -29 23:23:18 


D 

| 

DIC SM176 67--29 23:23:S8 

X 33416 8 た 的 - 半 23:3:4Z 
<dir> 87-93-24 22:55: 34 
<dir> 8 に MS-24 2Z:55: 36 
く dir> 2 0 に と 「 ご 293 に 2 





第 11-9 図 ドラ イブ プ B の ディ レク トリ 


b: は , ドラ イブ 名 で す 。dir の 後に ドラ イブ 名 を 付け ます と , その ドラ イブ の ディ 
レク トリ が 表示 る れ ま す 。 








プロ ンプ ト が 変わ る ? 4 


ド 








{? 
fy 
いき 


カレ ント ドラ イブ の b: ノ | 
変更 





と NMEA み ま 30 902 5EJ 炎 の 22 に マン ド シ ェ エル の ジロ ンジ ント が 
15 代 と 2 


に 変わ り ま す (第 11-4 図 )。 
こ の 状態 で , 
dr 
を 実行 し て みて くだ さい 。dir の 後に ドラ イブ 名 は , つけ ませ ん (第 11-5 図 )。 








) 


で さ 
Y 


iD ・ 





99 に 
Y 











| 回 


土間 -# 図 プロ ンプ ト の 形 が 変わ る 


vu 到 モレ ッ レセ モ セ モ セレ セ ヤセ ゼイ オイ ピ 5.55wwvwvWVWVWV.V__  --- -  - ーー ニーーーーー ニ ーーーーーーーーーーー ニー ニニ ーーーーーーー ニ ー ニ ーーー ニニ ニュ ニニ ョ = 語 


K B: ギ 
ファ イル 88K Bute 使用 中 533K Bute 使用 可能 


GSK_S DIC 16384 87-83-22 22:59:8 
X58K_M DIC 591872 87-92-29 23:23:19 

] POST DIC 5176 87-2-29 23:23:58 
DICM X 3416 87-83-81 23:38:42 
RSH <dir> 87-93-24 22:55:34 
NEMDIR <dir> 87-63-24 22:55:36 
bas_txt <dir> 87-63-27 17:39:22 
クノ 








旧 -5 図 dir で ドラ イブ B の ディ レク トリ が 表示 され る 


し awademao: ろ >HR デ イペ cn 


状 








は ドラ イグ B の ライ アウ クト の で すま nan69K で は CCP ジ M が ら 受 け 継 
7 








カレ ント ドラ イブ 


と いう 概念 が あり ます 。 こ れ は , 本 来 ド ライ ブ 名 を 指定 する と ころ を 省略 し た 場合 
に 採用 きれ る ドラ イブ の こと で す 。 
カレ ント ドラ イブ は 。 その 時 の プロ ン フ "' ト を 見 れ ば 分 か り ま す (第 11-6 図 ) 
カレ ント ドラ イブ の 
変更 ドラ イブ 名 剛 
で ,、【 カ レン トド ライ デブ を 変更 する さと が で きま す 。 第 11-4 図 で 
b : 罰 | 








| A と 
1 2 
| 補 





この 部 分 が 陣 連 上 雪 | を 表わす 
園 と 表示 され て いれ ば , カレ ント ドラ イプ は "AT で 





WI 
⑩! 





第 11-6 図 プロ ンプ ト の 見 方 
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第 3 部 コマ ンド シェ ル 入 門 
AM し た だ た の ( は カ シン ンド ドラ イク たん ドラ (PB0 舌 旧 うほ だ もの: で よー と 
の 結果 , プロ ンプ ト が 
B> 
に 変わ っ た の で す 。 で すか ら ド ライ ブ 名 を 指定 せ ず に dir を 実行 し た と き ,。 ドラ イ 
ブ B の ディ レク トリ が 表示 る れ た の で す 。 ち な み に dir コマ ンド は , ドラ イブ 名 を 
省略 し ます と , カレ ント ドラ イブ の ディ レク トリ が 表示 きれ ます 。 


1-8 


o 


パ ・ ラ ・ メ ・ー・ タ ・ と 
ス ・ イ ・ ッ ・ チ ・ を ・ つ ・ け ・ て 











『 コマ ンド ファ イル の 実行 / 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル で は , アイ コン の 名 前 は 自動 的 に 表示 きれ て いま し た 。 し か し , 


コドン シテ リ 24 ば 





OHCKEGS282IN 
を 使用 し て 積極 的 に 表示 きせ て や ら な けれ ば ファ イル 名 を 見 る こと は で きま せん 。 
まだ た だ ビジュ アル シェ ル で は 。 その 表示 きれ て いる 
プイ コン と ダフ フル ンク リク 
398 の 7CU て > で の ラコ マン トン アシ ン 12 の 沈 934099SS GO 
を YOCC は 5 コマ ンド シン エン (02000E0 の SOA0SNE の あの Ri 
ドラ ァイル ) を 実行 すれ ば 良い の VM0N 2 
それ は , すでに 何 度 か 実行 し て いま す よ うに 


コマ ンド の 実行 A> フ ァイル 名 | 


の よう に , ブロ ング ト の 後に ファ イル 名 を 入力 し , 最後 に | 六 を 押し て や れ ば 良い の 
で す (第 11-7 図 ). 








ピン チル ン ュ ルリ | コッ トド シャル 














| 








TO 和 PT 
ファ イル 名 な (ディ スク ウィ ンド ウ の オー プン ) (ea に Z22 シ ョ ド 











ュー マン ド フ ァイル の 実行 7 人 al を ダブ ルク リル ッッ ク コマ ンド 名 を 入力 し , [| を 押す 

















第 11-7 図 ビジ ュ ア ル シ ェ ル と コマ ンド シェ ル の 基本 操作 


と コマ ンド ファ イル の 存在 し な い コ マン ド 4 


だ の 00 まま ニン ンド シー シク 0 に に 
dir 
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間 。。。  。  、 時 


AN 


1 


コロ N 
へ 


ーー 





コマ ンド ファ イル を 
め た 
プ デ ィ レ クト リ 


カレ ント ディ レク トリ 


カレ ント レク トリ 
の 変更 


最初 の レク トリ 
に 戻る 


format 

diskcopy 

exit 
等 の コマ ンド を 実行 し て 来 ま し た 。 と ころ が 第 11-2 図 を 見 る 限り これ ら の コマ ンド 
ファ イル が 見 あ た だ 0 ませ ん 。 に これ は , 一 体 と し た こら CU Ua 


ア サプリ レ クト リ 4 


270 は ミミ シス ジウ フシ シン が コマ ンド ノア 2 し る 











bin 
と いう サ プ デ ィ レ クト リ に まとめ て 保管 し て いる か ら で す 。 サ プ ブ ディレク トリ と は , 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル に お ける フォ ル ダ ー の こと で す 。 フ ァイル を 収め ゆる だ め の フ ァ イ 
ル と いう わけ で す 。 
第 11-2 図 や 見 ます と BIN と いう ファ イル が 見 えま す 。 その 右 を 見 て み ま す と 
く dir > 


と いう 表示 が 見 られ ます 。 こ れ は , その ファ イル が ディ レク トリ で ある こと を 示し 
OO 031 RS24i2 の 
BASIC 
福袋 
TRASH 
NEWDIR 
の ぃ いずれ も デイ レク トリ シン ァ イン で ある で と が わか が かり - ま - す 。 
〆 カレ ント レク トリ の 変更 一 CD 時 
カレ ント ドラ イデ 回 還 赤 ま 。 た に 、 。。 - 生 Y 。 
カレ ント ディ レク トリ 
と いう 概念 が あり ます 。 こ れ は , デイ レク トリ 名 を 指定 し な いで コマ ンド を 実 毎 し 
た 時 に 採用 きれ る ディ レク まま リ の こと で す 。 
カレ ント ディ レク トリ を 変更 する こと で , サブ ディレク トリ の 内 容 を 見 る こと ぉ 
で きま す 。 た と えば サブ ディ レク トリ BIN の 内 容 を 見 た い に の な ら , カレ ント デコ と 
クト ドリ を BIN に 変更 し て し まえ ば 良い の で す 。 
閣 レ ント ディ レク トリ を 変更 する に は , cd と いう コマ ンド を 使用 し ま 才 a 私 を 
ば 








cd bin|| 





前 
図 


で カレ ント ディ レク トリ を BIN に 変更 する こと が で きま す ( 
これ で , コマ ンド シェ ル に 含ま れる ユマ ンド アカ イル @ 王 結 5 
まう に な り ま し た 。 カレ ント デイ レク トリ を 玩 加 語 あ 4 
cd 六 
と 入力 し ます (第 11-9 図 )。 
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第 3 部 コマ ンド シェ ル 有 入門 

















>cd bin - カレ ント ディ レク トリ を 変更 
dir 


Human68k HH: ま bin 
2 ファ イル 7M4K Bute 使用 中 517K Bute 使用 可能 


RTTRIE 87--15 : MM: 昭 
87-M3-15 :MM: 曲 
@7- 的 -15 : 9: 凶 
87-M5-15 : 聞 : 吸 
87-3-15 :M: MM 
97-3-15 iM MM 
87- 上 3-15 5 

87- 相 5-15 
@7-5-15 
87-M5-15 
8r-3-15 
8r-5-15 
87-3-15 
8r- 的 -15 
@7-3-15 
87-5-15 
87-3-15 
@7-83-15 
8r-3-15 


87-M3-15 











ベベ デバ ベー デバ デバ ーー 











GSG 思 思 還 還 呈 還 思 還 GO 
に コ ま に まにまに や まにまに まにまに っ いつ に すこ II に に 1 





区 











- 拡張 子 =X と な っ て いる の が コ 





第 11-8 図 サブ ディ レク トリ bin 





カレ ント ディ レク トリ を ルー トディ レク トリ (後述 ) に 戻す 





第 11-9 図 カレ ント ディ レク トリ を 戻す 


と 入力 し ます (第 11-9 図 )。 








2 ーー ご ニニ ーー ニー ニー マー ニー ニー ニー ニニ ニー ニテ マデ ーーー デ テー デニー ニーー ニ ーー ニー ニニ ーーーーー ニ ーー ニー ニニ ーー ニーー ニ ーーー ニー ニー ニー 2 
! ]1-P-P : 内 部 コマ ンド と 外部 コマ ンド 
ee に = ニー = ニー テー に 
。 内 部 コマ ンド と 外部 コマ ンド 4 
この 第 11-8 図 の ディ レク トリ を 見 ます と , 
DISKCOPY 
FORMAT 
の コマ ンド ファ イル は ある の で す が , 
DIR 
EXIT 
CD 


| 


上 記 記 5 っ) っ -。- つ っ っ) っ ) っ ーー 1 ー コ マ メド シミ シシ の 


上 


般 


の コマ ンド ファ イル が 見 あたり ませ ん 。 こ れ は 表 計 人体 ど と テレ し た こす で 本 計 計 
Human68k に は , 

















還 革 コマ ンド 内 部 コマ ンド 
美 革 コ マン ド 8 外部 コマ ンド 
りつ の コマ ンド 体系 が あり ます 。 
つの コマ ンド < 内 部 コマ ンド > | 
@ 比較 的 基本 的 な 処理 内 容 を 持つ 規模 の 小さき い コ ユマ ンド 。 | 
@ 内 部 コマ ンド は , COMMAND. X の 中 に ブロ グラ ムカ 合 ま れ 1 (てい 2 | 
該当 する コマ ンド ファ イル が 存在 し な い 。 コ マン ド フ ァイル を 持つ 必要 が 
な いか ら で あ る 。 
< 外部 コマ ンド > 
@ 比較 的 規模 の 大 き な コ マン ド 。 
@ 外部 コマ ンド は , COMMAND. X の 中 に を その プロ グラ ム が 用 意 き れ て い 
な い の で , 該当 する プロ グラ ム を コマ ンド ファ イル と し て ディ スク 上 に 用 
意 す る 必要 が ある 。 
逆 に いえ ば , ユー ザー が プロ グラ ム フ ァ イル を 作成 し, それ を デイスク に ファ イル 
し て お け ば , それ は Human68k の 外部 コマ ンド に な り ま す 。 こ の よう に し て ,。 ユー 
ザー は Human68k の コマ ンド を 増やし て 行く こと が で きま す 。 
DIR 等 の コマ ンド は , 内 部 コマ ンド で す 。 で すか ら 該 当 す る コマ ンド ファ イル が 
あり ませ ん 。 内 部 コマ ンド , 外部 コマ ンド の 区 別 は 。 Human68k の ユー ザー ズ マ ニ 
ュ ア ル を 見 れ ば コマ ンド 別に その 区 別 が 載っ て いま す 。 
〆 内 部 コマ ンド cls, date, time アレ 
いく つか その他 の 内 部 コマ ンド を 使用 し て み ま し ょ う 
cls コ マン ド cls | 


と 入力 し て みて くだ さい 。 画 面 が 消去 さ きれ ます 。 な お <clr> キー を 押し て も , 画面 
き 








を 消 ま する こと が で きま ず 。 
日 装 ate| 

現在 の 日 付 は 1987-4- (20 議 SI 

日 付 を 入力 し て くだ 

現在 の 時 刻 は 14:31:38 で す 

は の 時 刻 は 14:31: で 

時 知多 入 カ し て くだ な きい: 

>uer 

Human68k uersion 1. 中 

昌 > 画 








第 11-10 図 dgate と time コマ ンド 


また * 上 の 図 の &' に 
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第 3 部 コマ ンド シェ ル 入 門 


date 
time 
コマ ンド 





date | 











time | 


コマ ンド で 現在 の 日 時 を 見 る こと が で きま す (第 11-10 図 )。 








ア パラ メー タ と スイ ッ チ 4 





スイ ッ チ 


Human68k 
2 ファイ ル 


第 11-11 図 スイ ッ チ ノ w 


132 


2 尽 還 還 6 米 UN に ユマ ンク ドン 5 ウル 06 ミ マ ンド 名 を 入力 し, を 押す こ 
と に よ つ て 。 その コマ ンド を 容 条 する こき きす 。 ヨ マン ド に よっ て は 
パラ メー タ 
の 必要 な も の も あり ます 。 た と えば 
dir b:| ウ 
と し た だ 時 の , ドラ イブ 名 b: が パラ メー タ で す 。2 パ パラ メー タ は , コマ ンド 実行 に 必要 
な 細か い 情 報 を シェ ル に 渡す も の で す 。 
更に コマ ンド に よっ て は 














2 シブ 


の 必要 な も の が あり ます 。 ス イッ チ は , (スラ ッシュ ) に 続け て 英字 を 1 文字 続け 
2253LSSECS 王 33418 バジ tte り ! こ マン ント 2 の 62 人 肖 ま 8 だ 3 の (は:GHE( は コン W 
と いう スイ ッ チ が 使え ます 。 

dir a: グ w 層 
と し ます と ど と, ドラ イブ AA の デイ レク トリ が ワイ ド デ ィ スプ レイ で 表示 きれ ます (第 
11-11 図 )。 


ョ ン W ス イッ ツチ を つけ た 


H: ギ 
7M4K Bute 使用 中 517K Buts 使用 可能 


SYS | USKCG 
SYS | LUNFIG 
SYo | FUMURU 


SYS | RHMhISK 
SYS | US 

X 8 CUNDRTR 
VS | NOTE 

US | BUTOEXEC 
BHSIC 
TRRSH 








つま り 1 行 に 複数 個 の ファ イル を 表示 させ る こと が で きる の で す 。 ち な み に こ の 
画面 は 64 文字 / 行 に な ける 表示 例 で す 。96 文 字 / 行 モー ド の 場合 は , 1 行 に 四 つ 
の ファ イル が 表示 され ます 。 


コマ ンド シェ ル に お ける コマ ンド の 構成 を 次 に まとめ て お きま す (第 11-12 図 )。 






































ーー 1T 芋 ) ゴマ ンド 2 ミーコ 
“ “ 
A コマ ンド 名 コフレ レ ョ ーー し に ノ スコ 
| | ーーーー ン の あと に 笑 字 | 文字 
ー だ _ 。 スイ ッ チ が 複数 の と きも ある 
ニース ペー ス で 区 切る 
講 』 良 コマ ンド の 塞 成 
- 容 を 読む 
旧 皿 置 ファ イル の 内 容 を 読 
ム 要 
テ ・ キ ・ ス ・ ト ・ フ ・ ァ ・ イ ・ ル ・ や 
バ パ ・ イ ・ ナ ・ リ ・ フ ・ ァ ・ イ ・ ル 
そ ・ の ・ な ・ か ・ み ・ を ・ み ・ る ・ に ・ は ・・・・・ 
了 アテ キス ト ファ イル の 内 容 を 表示 する 一 type 4 
凍 有 0 、 ー ー ーーー- ーーーーー 
生 ファ イル の 実行 方 法 を 説明 し て 来 ま し た 。 コ マン ド シ ェ ル の 基本 の 最後 と し て , 
ファ イル の 内 容 を 読む 方 法 を 説明 致し ます 。 
第 ぜ ビジュ アル シェ ル と 違っ て 。 コ ユマ ンド シェ ル で は , ファ イル の 内 容 を 直接 ディ ス 


了 


ま 
プレ イ に 表示 する こと が で きま す 。 を その た め に は , type コマ ンド を 使用 し ます 。 だ 


と えば config. sys ファ イル の 内 容 を 読む に は , 


sipe コ マン ド type config. sys[ 選 


と 入力 し ます (第 11-13 図 )。 

















昌 tupe coni UE ーー oe 
ES 剛 

BUFFERS = 

BELL ニ REEP。 SYS 

HEVICE = PRNDRV.SYS 

HEVICE = PCMDRV.SYS 

SeS = RSR68K.SYS B: 和 68K_M.DIC B: 秋 68K_S.DIC 


UN 
ISHELL =COWWRNDX 
昌 > ジン 





鞍 11-13 図 config. sys 











ア テキ スト ファ イル の 整形 / プ リン タ へ の 出 カ ーpr 4 
も ちろ ん ファ イル の 内 容 を プリ ンタ に 出力 する こと も で き まあ 。 それは, 
pr コマ ンド Dr 
と いう コマ ンド を 便 用 じ ま す 。 
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第 3 者 Se 
pr は , も と も と ファ イル の 内 容 を 整形 (た と を ば タイ トル を 付け る 等 ) し て , 新 
し い フ ァイル に 出力 する コマ ンド で す 。 し か し , 出力 先 の ファ イル に 


プリ ンタ へ 出力 Drn 


を 指定 する こと で , ファ イル の 内 容 を プリ ンタ に 出力 する こと が で きる の で す 。 た 
と えば config. sys の 内 容 を タイ トル 付き で プリ ンタ に 出力 する に は,。 溢 の よう に 入 
力 し ます (第 11-14 図 )。 


|config.sus prn 
ー こ こ に 任意 の タイ トル を 付け る 


Aa /h 
> 


con ig. sus 





第 11-14 図 prn を 指定 


この 結果 , 次 の ょ うな 出力 が 得 ら れ ま す (第 11-15 図 )。 








987-Ap1-91 14:47 oonfig.sys Page1 | 

FILES ES ココ タイ トル 付き で プリ ント され る 
BUFFERS = 26 

BELL = BEEP.SYS 

DEVTCE = PRNDRV.SYS 

DEVTCE = PCMDRV.SYS 

DEVICE = ASK68RK.SYS B:\X68K_M.DTC B:\X68K S.DIC 

VERTFY = ON い 











第 11-15 図 プリ ンタ に 出力 され た config. sys 





ア ファ イル の ダン プー-qdump 4 





H>tLupe keu. sus 


1 CH S1 SU QID 
TIME DRTE/MN DIR Fi*.* 省 DIR R:*.* 
十 


HIS 





第 11-16 図 key. sys を type す る と 


63 コン の の 似 |E0 G 生 さき 信 
key. sys 
の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 し て み ま す 。 す る と, 次 の よう な メチ ャ クチ ャ な 表示 
が 得 ら れ ま す (第 11-16 図 )。 
これ は , key. sys が .。 テキ スト ファ イル で は な いか ら で す 。 
バイ ナリ ファ イル バイ ナリ ファ イル 
の 内 容 を 出力 する に は , 


時 





EC, 背 


た 
5 に 人 人 





NM 


dump 


Ua ラマ ンド 





















mp keu. sus 


29999HOM FE 2 43 31 ZHZH2MZM1BS3 凶 晴明 吸 盟 吸 . 人 中 9e さ ャ マッ 
請 M9919 吸 痕 吸 明 吸 毅 吸 吸 毅 吸 明 吸 吸 明 晴明... 
語 曲 892 「E 2 43 55 2 2 2 1B54 盟 吸 吸 吸 吸 吸 . 印 重い 
呈 gMgSM 凶 凶 晴明 晴明 吸 明 明 吸 吸 唄 明 吸 明 明 し.….……… 
論 旭 89949 FEZH43412ZHZM2ZHZM1BSS 貫 吸 吸 盟 B CR MC 
串 MMMB59 聞 吸 角 吸 毅 吸 吸 吸 級 吸 吸 吸 吸 盟 級 吸 .. せ ………….……….. 
員 MM6HM FE 2M 53 31 2 2 2 明 盟 吸 








寺 !-/ 国 key. sys を dump 

3 ASIC の 隠し コマ ンド 
< その 2 > 

ライ ブ デ ィ レ クト リ 関 係 


・ 関 数 








第 11 章 ユマ ンド シェ ル の 基礎 


を 使用 し ます (第 11-17 図 )。 

























































- 引 数 | str ディ レク トリ 名 
chdir “str? 処 理 ディ レク トリ の 変更 を し ま 
| 戻り 値 | な し 
引 数 | str 。 ドラ イブ 名 
chdrv “str? 処 理 | ドラ イブ の 変更 を し ます 
| 戻り 値 | な し 
くそ の 3> 
文字 列 字 列 操作 関係 
- 引 数 | str 探し た い 文字 
search “str” 処 理 | 探し た い 文 字 を 含ん だ プロ グラ ム 行 を 表示 し ます 
戻り 値 | な し 
引 数 str 探し た い 文 字 
lsearch “str? 処 理 | 探し た い 文 字 を 含ん だ プロ グラ ム 行 を プリ ンタ に 由 旋 し まま 
| 戻り 値 | な し 
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第 1 草 























| 18-1 ボリ ュー ムラ ベル 


デー ク い に 
wo ま cn: な eczorrS2cs。 で 
ボ ・ リ ・ ユ ・ー・ ム ・ ラ ・ ベ ベル ・・*・ 








ア ョ ディ スク 固有 の 名 前 ボリ ュー ムラ ベル 4 


前 十 で は コマ ンド シェ ル の 基本 を 説明 致し まし た 。 以下 。 よ り 詳 し い コ マン ド 
シェ ル の 使い 方 を 順次 説明 し て 行き ます 。 ま ず 本 章 で は , OS 操作 の 基本 と な る 
ディ スク 
に 対す る オペ レー ショ ン (操作 ) も まとめ ます 。 





各 デ イィ スク に は , 各 デ ィ ス ク 固 有 の 名 前 を つけ る こと が で きま す 。 それ が 
ボリ ュー ムラ ベル ボリ ュー ムラ ベル 
で す 。 デ ィ ス ク に ボリ ュー ムラ ベル を 付け て お きま す と , dir コ マン ド 実 行 時 に その 
ボリ ュー ムラ ベル が 表示 され ます 。 その ディ スク の 特色 を 表す ボリ ュー ムラ ベル を 


付け て お 〈 と 便利 で す 。 
P フォ ー マ ッ ト 時 に ボリ ュー ムラ ベル を 付け る 4 


ボリ ュー ムラ ベル を 付け る に は 











ディ スク の フォ ー マ ッ ト (format コ ユマ ンド を 使用) 
97402kes き 。( に 
format の イツ ラン V 
2 ツ ッ 
を 指定 する こと で 付け る こと が で きま す 。 こ の スイ ッ チ を 指定 し な いで フォ ー マ ッ 
ト を 行い ます と (一 我々 は , そう し た ), 自動 的 に デフ ォ ル ト の ボリ ュー ムラ ベル と 
仙 (C 
Human68k 
が 付け られ ます 。 
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第 T2 音 WW デ オス ク ど フ ァイル の 甘 本 オペ レー ショ ン 





ボリ ュー ムラ ベル の 付け 換え ー-vol 





























フォ ー マ ッ ト 時 で な く と も ,。 ボリ ュー ムラ ベル を 付け る (変更 する ) こと が で き 
ます 。 を それ を , 次 の 実行 画面 で 説明 致し まし ょ う (第 12-1 図 )。 
ーー ーー- カレ ント ドラ イブ の ボリ ュー ムラ ベル を 調べ る 
SM 上 本 
イブ RE の ボ リュ ー ム ラベ ル は Human58k 補 ず 
ーー RR 当 | 一 ーーー ドラ イブ B の ボリ ュー ムラ ベル を 調べ る 
ドラ イブ B の ボ リュ ー ム ラベ べ ベル は mudisk で す 
Rel EE データ : 辞書 付き | 一 ボリ ュー ムラ ベル を 付け 3 
6 Hzdir b 
| デー タ : 辞書 付き B: K 
人 242 588K Bute 使用 中 533K Bute 使用 可能 
XpSK_S 9 16384 87-3-22 22:S9: 8 
X58K_NM DIC 591872 87- 嘱 -2 23:23: 1 時 
PUST IIC 5M176 8 に 嘱 -2M 23:23:58 
DICM X 33416 87-3-M1 23: 3 時 : 42 
TRHSH <dir: 4 あつ 89 
NEMDIR く dir 97-93-24 22:S5:36 
ー ーー 凍 <dir 9 に 32 99322 
4 付け 換 わ っ た 
ドド 寺 』3-1 図 vol の 使用 例 
現在 設定 き れ て い る ボボ ) ババ ラ ベル を 調べ る 方 法 ィ 人 雪 証 
vol| 半 | 
と 入力 し まず す と 。 カ レン ドド ライ デ ヴ (この 場合 は , ドラ イブ A) に 挿入 きれ て いる 
ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル が 表示 きれ ます 。 ま た 
vol b:| 選 
の の よう に ドラ イグ 名 を 付け ます と , その ドラ イブ の ボリ ュー ムラ ベル が 表示 きれ ま 
を まだ 
に コマ ンド vol d:「 ボ リュ ー ム ラベ ル 」 グ s 
4 (Cd 7 (BR 才 ト た ス 200ReEE0 
で ボ ば ュー ラベ ル を 付け 直す に こと が G 統 回 還 還 SIhU く ドラ イブ B の デ 
ィ ス ク の ボリ ュー ムラ ベル を 
デー タ ・ 謎 書生 和 
に 変更 し て いま す 。 その後 。dir で この ボリ ュー ムラ ベル が 表示 きれ て いる の を 確認 
( 財 CUY ま すず 。 
< バー ジョ ン 番 号 の 調査 一 ver 時 
ここ で ちょ っ と 脱線 し ます が , vol と 綴り が 似 て いる の に 
ssr コ マン ド Ver 
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と いう コマ ンド が あり ます 。 こ れ は , ディ スク 操作 ほ と は まっ た くく 関係 の な い コ マ 
ンド で , 次 の よう に Human68k の バー ジョ ン 番 号 を 調べ る の に 使用 し ます (第 12-2 
図 )。 








昌 >uer 








|Human68k uersion 1. 呈 | 一 ー この シス テム ディ スク の バー ジョ ン 番号 は 


1.00 
> 置 





第 12-2 図 ver の 使用 例 

この コマ ンド は , 現在 の と ころ あま り 必 要 あ り ま せん 。 し か し 将来 。 Human68k 
が バー ジョ ン ア ッ プ され た 場合 。 ぼ どの バー ジョ ン の シス テム ディ スク を 使用 し た か 
を 確か め る の に 使用 で きま す 。 


上 党 財 書き 込み の チェ ッ ク 機 能 


デイ ・ ス ・ ク っ き テディ ュ ョ ーー タ っ を 
の こき * ご 02 だ いら 
チ ・ エ ェ ・ ッ ・ ク ・ を ・ お ・ こ ・ な ・ お ・ う ・・・ 


diskcopy の スイ チノ v 2 


再び ディ ス ク 操作 に ) 戻り まし て , diskcopy の も う 一 つの 使い 方 を 説明 し ます 。 

diskcopy は , ある ディ スク の 内 容 を ソック リ 別 の ディ スク に コピ ー す る の に 使 
用 し まし た 。 た と えば シス テム ディ スク の ユ コピー を 作成 する の に ,。 この コマ ンド を 
使用 し まし た だ ね? 


diskcopy は , 


diskcopy の ジラ タ 0W 
グ v ス イッ チ 
と いう スイ ッ チ を 使用 する こと で , 二 つ の ディ スク の 内 容 を 比較 する こと が で きま 
ンー とる 0 いた する の に 使 


用 ある に の で 直り 
深 は , まっ た だく 異な る 内 容 の ディ スク どう し (実は 。 シス テム ディ スク と デー タ 
ディ スク ) を 比較 し た も の で す (第 12-3 図 )。 











>diskcopu a: b: /u 
ドッ ラッ テッ 1on 寺 MoPa を 2 し ます 。 s 軸 か キ 二 の に ミー 
プ A と ドラ イフ 比較 人 
没 し た ディ スク の 内 容 は 、 貞 な っ て い 09 レ コー ド 目 ) 
の ディ スク を 比較 し ます か ? <①ZNn 















第 12-3 図 ディ スク の 内 容 を 比較 する 
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第 12 童 ディ スク と ファ イル の 基本 オペ レー ショ ン 


4 verify フ ラグ 4 


ディ スク の 比較 に つい て は , も う 一 つ 良 い 方 法 が あり ます 。 それ は , 
verify フ ラグ を on 
に し て お く こ と で す 。verify フラ グ は , Human68k シス テム 内 部 で 使用 し て いる フ 
ラグ (on か off の いずれ か の 値 を 保持 する プロ グラ ム 上 の 目印 ) で す 。Yerify フラ 
グ が on に な っ て いま す と , Human68k は ディ スク の 書き 込み が 行わ れる 度 に , 正 
し て 書き 込め た が を チェ ッ ク し て で ぐれ ます 。 
verify フラ グ の 値 を 操作 する に は 











verify コ マン ド 


を 使用 し ます (第 12-4 図 )。 


ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 一 ーーーーーーーーーー、 














本 uGT1 

ar は Ne キク で ます 現在 の 状態 を 調べ る 
ュ ル Jerifu on 

ロ 2uerifu ) 
rif り は <on> で す on に 設定 
R>1 間 So config. SUS 

Fl 15 

市 | f = の M 

BE 本 は ES 

DEUICE = PRNDRU.SYS 

MEVICE = PCPMDRV.SYS 

IEUICE = PFHSK68K.SYS B: 秋 68K_M.DIC B: 家 68K_S.DIC 
UERIEFY = ON | 

HELL 員 CUMWMHND.X 


ーーーーーーーーーーーー 一 - CONFIG. SYS の 中 に この 部 分 が ある と 


圭 42-4 図 verify フ ラグ 


起動 時 に verify フ ラグ が ON に な る 








verify を 単独 で 使用 し ます と , 現在 の verify フラ グ の 設定 状態 が 表示 きれ ます 
EC 





verify on 一 一 verify フ ラグ を on に する 
verify off 一 一 verify フラ グ を off に する 








で 。 Verify フラ グ の 設定 が で きま す 。 


P コマ ンド シェ ル 起 動 時 の verify フ ラク 


verify フラ グ を 設定 し て お きま す と , フイ 
ク を 行い ます の で , 多少 コマ ンド の 実行 速度 が 落ち ま 
信頼 性 が 増し ほす の で , で きれ ば いつ も Verify フラ グ を gm 
の で す 。 
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息 動 時 の 


verify 





コマ ンド シェ ル が 起動 し た 直後 。 verify フラ グ の 状態 は ほ 。 どう な っ て いる の で し 
ょ う 7 一 一 これ は , 通常 
off 
の 状態 に な っ て いま す 。 で すか ら , 本 来 な 6 毎回 コマ ンド シェ ル を 立ち 上 げ る 4 度 
に , verify フラ グ を on に 設定 し て や ら な けれ ば な り ま せん 。 し か し , これ は 面倒 な 
ot 人 C す 。 


ア config.sys の 中 の verify 4 


し か し , 良い 方 法 が あり ます 。 と いう より , 我々 は すでに を の 方 法 を 実行 し て い 
ます 。 本 第 3 部 の 最初 の と ころ で , コマ ンド シェ ル 専 用 の シス テム ディ スク を 作成 
する 際 に 

custom 
と いう コマ ンド を 使用 し た の を 覚え て いま すか ? を の 際 , 








verify の 頃 目 を on に 設定 


し た の に (多分 ) 気が付か な か っ た で し ょ うか ? (第 10 章 第 10-8 図 参照 ) 

この verify と いう 項目 は , コマ ンド シェ ル ん 起動 時 の verify フラ グ の 状態 を 決め る 
の に 使用 し ます 。 これ を on に 設定 し て お きま す と , コマ ンド シェ ル 起 動 時 に , verify 
フラ グ の 状態 を いき な り 

on 

に 設定 する とら が で きま す 。 

custom は , config. sys と いう 特別 な が テキ スト ファ イル を 作成 する コマ ンド で す 。 
も う 1 度 , いま の 第 12-4 図 を ご 覧 に な っ て くだ きい 。config. sys の 内 容 を type し て 
いま す 。 その 中 に 


Verify テ on 


と いう 部 分 が 見 えま すね ?ー 一 ここ が ミッ で す 。 





も りき 





第 13 章 ファ イル 基本 オペ レー ショ ン 


第 13 章 ファ イル 虹 本 オペ 



























民 自 較 ファ イル 操作 の 大 本 


フ ・ ァ ・ イ ・ ル ・ を ・ コ ・ ピ ・ー・ し 
* ま ぃ く え ・ を * か ・ え 
さき ・ て ・ じ ・ ょ ・ す ・ る ・・・ 





ーー 中 は じ め に - 





前 章 に 引続き 。 本 幸 で は ファ イル に 対す る 基本 オペ レー ショ ン を 説明 し て 行き に 人: 
す 。 フ ァイル 操作 の 基本 は , 何と いっ て も 

ファ イル の コピ ー 

ファ イル の 削除 

ファ イル 名 の 変更 
の 三 つ で し ょ う 。 ま ず は , この 三 つ の 基本 を し っ か り 押 る えて お きま し ょ う 。 


ファ イル の コピ ー に は , copy コマ ンド を 使用 し ます 。 こ の コマ ンド の 説明 の 前 に 


コマ ンド シ エル レ 【 - お ける 





ちさ ミー キー キキ ニ ーーー ーー」 


ンー 


を 説明 し で 3 き きま す 。 


ee 。 ファ イル 名 の 指定 _ 4 
の ま 


ファ イル 名 の 指定 の 仕方 と い っ て も 特 に 難し い こも 枝 攻 Mk、 ファ イル 名 を を 
ま 大 孝 す れ ば 良い の で す 。 た と えば “command.x” と いう ジフ ジ ァ イル で し た ら 


ラテ ァイル 操作 上 | 
重要 








command. x 
と 入力 すれ ば 良い ト の です 。 な お , ファ イル 名 は 大 文字 で も 小文字 で も 構い ませ ん 。 
ファ イル 名 を 指定 する と き , を その ファ イル が 存在 する ドラ イブ 名 を ファ イル 名 の 
前 に : (コロ ン ) 記 区 一 esG 指 定 才 る こと が で きま す 。 た と えば ドラ イブ B に 存在 す 


る command.x で し た ら 


ャ ー 


b : command. ミ 
の よう に 入力 し ます 。 ドラ イブ 名 を 省略 し た 場合 は ,。 その ファ イル は , カレ ント ド 
ライ ブ に 存在 する も の と し て 扱 あ れ ま す 。 ま と め ま す と ,。 次 の よう に な り ま す 。 
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ファ イル 名 の 指定 


COPyY 


2 2hW 吉 5 


COMWHN 








借 フ ァイル 名 の 指定 
て 英字 で 要 じ 寺本 ラオ ダ 得 > : も で テテ イメ 者 














ア ファ イル の コピ ーー--copy の 


と いう こと で , copy コ マン ド の 使い 方 を 説明 し ます と 





copy こく コ ピー する ファ イル 名 > ご コピ ー 先 の ドラ イブ 名 > | 








の よう に な り ま す 。 た と えば 次 は , ドラ イブ A に 存在 す る command. x と いう ファ 
イル を ドラ イブ B に コピ ー し よう と し て いま す (第 13-1 図 )。 


この ファ イル を 


リー 





.X 一 一 ーー 一 一 コピ ー 中 の ファ イル 名 が 表示 され る 


Rdir b:command.X 一 ーー ーー ドラ イブ B に command. x が ある か 調べ る 


デー タ : 辞書 付き Bi\ 
ーー G7K yle 使用 中 454K Bule 使用 加 能 


24736 87-93-15 12:99:09 





コピ ー さ れ た 





第 13-1 図 copy コマ ンド の 使用 


名 前 を 変更 


ren 


4 


に ドラ イブ B に ある command. x を ドラ イブ A に コピ ー す る の で し た ら 
copy Db:command. x a:| ウ 
の よう に 入力 すれ ば 良い の で す 。 な お コピ ー 先 の ドラ イブ 名 の 後に ファ イル 名 を 指 
定 す る こと も で きま す 。 を その 場合 は , 52 する と 同時 に , ファ イル 名 
を 変更 する ら と が で き ます) ぜ 世 束 
copy oldfile b:newfile| ン 
と 入力 し ます と , カレ ント ドラ イブ に ある oldfile ほ と いう ファ イル を ドラ イブ B に new- 
name の 名 前 で コピ ー す る こと を 意味 し ます 。 


ア ファ イル 名 の 変更 一 -ren レレ 


次 に , ファ イル 名 の 変更 びす 。 それ に は , ren コ マン ド を 



































ren く 旧 ファ イル 名 > < く 新 ファ イル 名 > | 








の よう に し て 使用 し ます 。 た と えば 第 13-2 図 は 。 ドラ イブ B に ある command. x の 
ファ イル 名 を command. com に 変更 し た と ころ で す 。 


人 ファ イル の 削除 del と 


ファ イル 操作 。 基本 の 基本 の 最後 は ファ イル の 削除 で す 。 そ れ に は , del コ マン 
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この ファ イル 名 を 
この ファ イル 名 に 変更 する 








rsn b:command.x b: command. Com 
2dir b:command.* 


デー タ : 辞書 付き 
アイ ノレ 


B: 
7S7K Bute 使用 中 454K Bute 使用 可能 
command Com 24736 87-3-15 12: iM | 















変更 され た 


圭 -2 国 ren コ マン ド の 使用 


ド ぞ 





ー= del ファ イル 名 > 





の よう に し て 使用 し ます 。 た と えば 次 は , ドラ イブ B の command. com を 削除 し 
よう と し て いま す (第 18-8 図 )。 





この ファ イル を 削除 する 


del b: command. com 
b: command Com 
Hzdir b:command.* 


デー タ : 辞書 付き B:\ 
ファ イル 732K Bute 使用 中 489K Bute 使用 可能 


| ファ イル が あり ませ ん 
> 時 
- 削除 され た 
却 13-3 図 del コ マン ド の 使用 


民 品 詳 予約 ファ イル の 活用 


よ ・ や ・ く ・ フ ・ ァ ・ イ ・ ル ・ を 














う 
と CIGSRSNeSASeIUS こい と ・ が ・ で ヽ くき ・ る ・・・ 


〆 ワイ ルド カー ド IT 


コマ ンド シェ ル で も , ビジ ュ ア ル シ ェ ル と 同様 に ワイ ルド カー ド を 使用 する こと 
が で きま す 。 ワ イル ドカ ー ド て で 使用 で きる 文字 は 
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12 レ に ドカ ーー ド 





? 一 を の 部 分 の 文字 は 何で も 可 
* ーー この 文字 以降 の 部 分 は , 何 の 文字 列 で も 可 











の 二 つ で す 。 次 の 使用 例 で 確か め て くだ さい (第 13-4 図 )。 





この 部 分 は , 何 の 文字 で も 該当 する 
Rdir bi:x??k_2.dic 


1 時 書付 き Bi 
2 ル 73ZK Bole 使用 中 489K Bute 0 科 1 





時 5 9"5 2 ググ 96 
M に ニー __9MI802 8-MA 2M0 28235: 

R>dir b: *.dic 一 一 - 拡張 子 が dic で ある ファ イル を 捜す 

デー タ : 辞書 付き B:\ 
3 ファ コラ 732K Bute 使用 中 48dK Bute 使用 可能 


X58K_S 3 16384 87-93-22 22: 328: 9 
X68K_M Ir の 
ie と 23: 23:58 

















第 13-4 図 ワイ ルド カー ド の 使用 





ア ーー ラル の 条 4 





で て , 簡単 な テキ スト ファ イル の 作り 方 を 説明 し ます 。 テ キス ト フ ァイル は 
キス ト エ ディ タ で 作成 し ます 。 又 68000 に は , 最初 か ら 

テキ スト エディ タ 昨 D 
が 付属 し て いま すか ら そ れ を 使用 すれ ば 良い わけ で す 。 しかし, ここ で は まだ ED 
の 使い 方 を 知ら な いも の と 仮定 し , か つ 


通常 テ 








予約 ファ イル 





の 説明 も 兼ね て , 変わ っ た テキ スト ファ イル の 作り 方 を 説明 致し ます 。 


も う 一 つの ここ て 使用 する コマ ンド は , 何と copy コマ ンド で す 。copy コマ ンド は , ファ イ 





テキ スエ ファ イル の ん を コビー する コマ ンド で し た 。 と ころ が 予約 ファ イル と いう も の を 利用 し ます 
この copy コマ ンド を 使用 し て , テキ スト ファ イル を 作成 する こと が で きる の で 
放 。 
< Human68k の 予約 ファ イル コ 





Human68k に は , 予約 ファ イル と いう 特別 な が ファ イル が あり ます 。 予約 ファ イル 
は 次 の 用 つ の アァ 12M の EC35 
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主 振 ニテ イル 一 覧 con ・ ユ ー ザ ユ コンソール 
入力 に 使用 すれ ば キー ボー ド , 出力 に 使用 すれ ば ディ スプ レイ 

区 prn 。: プ リン タ へ の 出力 (漢字 in, 漢字 out コー ド を 出力 ) 
lpt ・ プ リン タ へ の 出力 (漢字 im, 漢字 out コー ド を 出力 し な い ) 
nul  : 出 力 し た く な い 時 に 使用 

」 | aux : 補 助 入 測 力 
pcm  : ADPCM と の 入出 力 を 行う と き に 使用 | 
clock : シス テム 内 部 で 使用 














この うち 良く 〈 使 用 する の は , 最初 の 二 つ で す 。 
了 予約 ファ イレ con を 利用 し た テキ スト ファ イル の 作成 
7 だ SE は 


copy con b:tst- 1 選 
と いう 命令 を 考え ん て み ま す 。 単純 に 考え れ ば , con と いう ファ イル を ドラ イブ B に 
* tst 1” とい ジア ァイル 名 で コピ ー す る 命令 ほ と い を ます 。 と ころ が この 中 に み ら 


れる 








CO11 
と いう ファ イル は ,。 いま 説明 し た よう に ユー ザコ ュ ン ソー ル を 意味 する 予約 ファ イル 
で す 。 こ の 場合 , con は copy の 入力 ファ イル に 使用 きれ て いま す 。 よ っ て この 場 


合 の con は , 
キー ボー ド か ら の 入力 


を 意味 する よう に な り ま す 。 つ まり キー ボー ド か ら 入 力 き れ た 文字 が tst 一 1 に コピ 
ー さ れる の の で す 還 親 果 UEG tst 二 と い フ ラテ キス ドク アカ アイル が 作成 MUSE 806 























































0 は 395 
り っ ーー ーー ーー ーー 一幸 一 ポー ド か ら 入 力 し た テキ スト を 
ーー 一 - この ファ イル に 収め る 
>copu con SG 
語 CO 
Mu name is Kazuo. 」 っ まこ 
[* "m uerg tired. 任意 の 文章 を 入力 する 
最後 に | CTRL | と [Z| を 同時 に 押す 
ィ Sdir bitst_1 
ト ー タ : 辞書 付き B: ギ の 
馬 1 ファ イル 733K Bute 使用 中 488K Bute 使用 可能 
還 _ 37 87--18 15:6:6 
Hztupe b:tst_1 ファ イル が 作成 され た 
本 jname is Kazuo. 
1'm ueru tired. 
レ 日 > 


雪上 -3 図 tst _ 1 の 作成 
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9 才 - ココ マツ 入門 
実際 の 作業 は , 第 13-5 図 を 参考 に し な が ら 試し て みて くだ きい 。 


ア tst 2,tst 3 の 作成 = 


同様 に し て , tst 2 と いう テキ スト ファ イル を 作成 し ます (第 13-6 図 )。 











H>copu con bi:tst_2 





“tst_ 1”" と 同じ や り 方 で 入力 











第 13-6 図 tst 2 の 作成 
更に tst _ 1 を copy し て tst 3 を 作成 し ます (第 13-7 図 )。 


| 3 ーー つ tsSt 制 tst 1 を コ ビー し て 作る | 


>copu bitst_] bitst_3 
BS 


> 
dir b:tst_? ーーーーーー ワイ ルド カー ド を 利用 
デー タ : 辞書 償 き B: ギ 
3 ファ イル ?742K Eute 使用 中 479K Bute 使用 可能 
きむ ' 37 87--26 9:23:18 


38 8-94-26 9:24:28 
9 9 と MM ル 6 6919 


共和 

















E 第 13-7 図 tst 3 の 作成 


この 場合 。 tst 3 は tst 1 を 単純 に コピ ー し た も の で すか ら , その 内 容 は tst 1 
と まっ だ 《 く 同じ に な り ま す 。 つ まり , いま 作成 し た 三 つ の テキ スト ファ イル の 関係 
は , 次 @ き 2 に な っ で いま す 。 





三 つ の ファ イル の St 1m 才 MESEL2 
関係 tst_1 三 tst_3 











ア ファ イル の 内 容 を 比較 する 一 fc ノ 


な ぜ こ の よう な ファ イル を 作成 し た か と 申し ます と , 実は RC と いう コマ ンド の 使 
い 方 を 説明 し た か っ た か ら で す 。 こ の コマ ンド は , 二 つ の ファ イル の 内 容 を 比較 す 
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ドー ーーーー ーー 一 ーーーーー ーーーーーーーーーー…ーーーーーーーーー 第 13 章 ファ イル 基本 オペ レー ショ ッ 








時 一 相 異 吉 | 才 和 お 
次 に 一 致し た 最初 の 行  『ー! に つい て の 情報 














je_ze つい て の 情報 
29 


間 ist 1 と tst 2 を 比較 




















二 - ヨ 国 tst 1 と tst 3 を 比較 


る の に 使用 し ます 。 使用 例 を 第 13-8 図 、 第 13-9 図 で 見 て くだ き 上 6 


証 中 ファ イル の 保護 機能 


ス ・ マ ・ー・ ト ・ に 
フェ ア … イ ・W レ を は ご > 3 う 二 5 


本 be の SSD の 本 / 4 








Human68k は , attrib と いう コマ ンド を 使用 し て , ファ イル に 様々 な 属性 を 付 坪 
の Se た て SH 


ファ イル の 属性 に は , 次 の 6 個 の も の が あり ます 。 





テテ イル の 属性 | 【 フ ァイル の 属性 】 
A 一 普通 の ファ イル 
の の 人 ビン ドロ アグ プレ 
V 一 一 ポリ ュー ムラ ベル 
ら 、ー ニ ーー アス 5 ベジ な の の ソレ 
ロー 一 不可視 ファ イル 
R 一 一 読み 出し 専用 ファ イル 








この うち attrib で 直接 制御 で きる の は , 
H 
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。 な お , Human68k で は ボリ ュー ムラ ベル も ファ イル と 同じ 扱い 方 で 
の 0 素 み に フ ラテ イル S 教 補 いま ます 。 し て , その 属性 ほし て V が 与え を られ て いま 
055 





attrib で ファ イル の 属性 を 調べ る 4 





それ で は , 実際 に attribp コ ュ マ ンド を 使用 し て , 各 フ ァイル の 属性 を 覗い て み ま し 
ょ う (第 13-10 図 )。 












コマ ンド 名 だ け を 単独 に 入力 








4 
/ 


ーー 
>at【 rib 
























































使用 法 : attrib スイ ッ チ 』 ファ イル 名 | 
+F 訪 上 『 邊 訪 宣 | 朋 旨 定 し な い 
『 計 旨 し 剛 半 位 | ァ ィ sspeuovc 
+h 不可 設定 YY 
h 不可視 属 性 解 了 | 
H>attrib autoexec.bat 電 
皿 =ー== TOEREC、B 靖 T | ーーーーーー 普通 の ファ イル 
Hattrib hin 
還 軸 還 請 詳 議 間 較 較 較 bin は ディ レク ドリ ファ イル 
H>attrib human68k 
| ニー ソーーー Human68k |- ーーーー ポリ ュー ムラ ベル の 属性 は V 
H>attrib human. sus 
H-S-- HIMHN.SYS _|ーーーーーーーーーー “human. SG 二 語 ジ 75 
Hzdir human. sus 
Human68k 


昌 : キ 
B』 ファ イル 794K Bute 使用 中 517K Bute 使用 可能 
了 ァイル が あり ませ ん | 


















































人 
"human. sys" は , シス テム ファ イル で S 属性 が 与え られ て いる 
よっ て , 表面 上 は 存在 し な いよ うに 見 える 
第 13-10 図 ファ イル の 属性 を 調べ る 
Human68k この 中 で , “Human68k"” と いう の は 。 も ちろ ん ボリ ュー ムラ ベル で すか ら 並 通 の 
ファ イル の よう に dir で を その 存在 を 確認 する こと は で きま CYPSI 唐 Scll 生 電 暫 HBDEIIDSEt SS 
ンド で を の 属性 を 調べ る こと は で きま 9 考 ー 





ア シス テム ファ イル と は 何 か y 
Human. sys Human. sys に つい て は , 少し 説明 が 必要 で し ょ 9 
Human. sys は , X68000 の OS で ある 
Human68k の 本 体 

その も の で す 。 で すか ら ビ ジュ アル シェ ル や コマ ンド シェ ル に より 投入 解釈 きれ 
だ ユー ザ か ら の 命令 は , 実際 は この Human. Sys に よっ て 処理 きれ ます 。 

この 0S 本体 を 構成 する ファ イル は , 普段 は 。 ユー ザ に 見 せる 必要 は あり ませ ん 。 
また , うっ か り ユ ー ザ の 手 で 壊さ きれ て も 困り ます 。 そこで, OS の 作成 者 は , この OS 





『 
G5 


ョ ーー デーーーーー デ ーー デーー デ ーー デー デーー デ ーーーーーーーーーーーーーーーーー 第 13 章 ファ イル 基本 オペ レー ショ ン 
本 体 の ファ イル (すなわち Human. sys) に 
ミ 長 侍 S 属 性 一 シス テム ファ イル 
間 |  。 。 を 与え て ユー ザ の 手 か ら 保 護 す る よう に し て いま す 。 8 属性 の 与え た られ た ファ イル 
は , dr コマ ンド で を その 存在 を 知る こと は で きま せん 。 し か し , アク モス する こと は 
(人 有 BeGS98 寺 DE 
dump human. sys[ フ 
と し て みて ご 覧 な さい 。 その 内 容 を ダン プ す る こと が で きま す 。 た だ し , type コマ 
レン 4 ド O の 0 ネ 00/。 
まだ , シス テム ファ イル (S 属 性 を 持つ ファ イル ) に は も うぅ 一 つの 特長 が あり ま 
すず を 人 。 
ョ = コマ ンド sys コ マン ド 
に は つ C 転送 7 に が 82M い うこ 上 で す 。 sys ラマ ンド は 。 デー タデ ラス ジグ 
を シス テム ディ スク に 変え る と き に 使用 し ます (第 13-11 図 )。 











































human. sySs | 
EE シス テム ディ スク 
0S の 本 体 SYS ジッ ド 
S 属 性 が つけ られ て いる | 
SCNGdir コ マグ RI で 人 は 
見 えな い | 
9 $ 属 性 の つい た 
human. sys 
だ けが 転送 され る 
書 II 国 S 属 性 
ア R 属 性 に よる 書き 込み の 禁止 』 
attrib コ マン ド は , ファ イル の 属性 を 調べ る だ け で は あり ませ ん 。 日 。 展 志 つま 
て は , その 属性 を 制御 する こと が で きま す 。 
ニ 言 三 まず は 。』 R 属 性 の 方 か ら 説明 致し まし ょ う 。 
attrib コ マン ド の 後ろ に 
NZ 


護 す る こと が で きる よう に な り ま す 。 
ファ イル の 属性 を 元 の 読み 書き 可能 な 状態 に 戻す に | 
8 . 


を 指定 し ます (第 13-12 図 )。 


り と 
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この ファ イル に 
ーR 属 性 を 設定 





_ >attrib +r b:tst_1 
Hzdel bitst_1 


R 属 陸 が つけ られ た 





書込み 禁止 だ か ら 削 除 で き な い 
R 属 性 が 解除 され た 








今度 は 削除 され た 





第 13-12 図 R 属 性 





由 S 属 性 に よる 不可 視 フ ァ イ レ の 作成 4 


S 属 性 次 に , S 属 性 で す 。 
attrib コ マン ド の 後ろ に 
+h 
を 付け る こと で , その ファ イル を 不可 視 フ ァイル に する こと が で きま す 。 不 可視 フ 
アァ アイル に 設定 され だ た ファ イル は , あたかも コマ ンド シェ ル の 管理 か ら は ずる され だ よ 
うな 扱い を 受け ます 。 で すか ら dir コ マン ド で も 表示 され ませ ん し , を の 内 容 を 読む 





こと も で きま 震 者 。 
た だ し , 不可 視 フ ァイル は 実際 に 削除 きれ て し まっ だ た わけ で は あり ませ ん か ら , 
PH 


に より 復活 する こと が で きま す (第 13-13 図 )。 


の ラ ァ イル に 
H 属 全 を 設定 





ーー ゴ ェ 3 ば で 
Hattrib b: Sb 還 
属性 が つけ られ た 


Rdir b: TS 


ー タ : 辞書 付き B: キ ま 
ファ イル 734K Bute 使用 中 487K Bute 使用 可能 











属性 の つけ られ た ファ イル は , あたかも 
削除 され た よう に 見 える 














H 属 生 を 解除 














駿 13-13 図 S 属 性 
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第 14 章 UNIX ラ イク な 機能 く 1 >- 








凍 








第 14 章 UNIX ラ イク な 機 人 















114 一 1 | サブ ディ レク トリ の 作成 | 


視 

『 視 フ ーー ティル 管理 の 
1 だ よ 革 幸 化 

読む 





疲 く さん の ファ イル が 収まっ た アン 


ング 


14- 1 図 )。 


< プー 守 。 そ バ レビ クト > で を っ の 《 く っ で * 
デ ・ ィ イィ ・ レ ・ ク ・ ト ・ リ ・ を 
か ・ い ・ そ ・ う か くく 


上 


] 枚 の デポ ヌス 少 , 作 (は 語 た だ た 

ん だ ん ファ イル が 増え て き 
ファ イル の 管理 

が 大 変 に な っ て 行き ます 。 だ たと えば dir コマ ンド で ディ レク トリ を 表示 きせ て も 目 

的 の ファ イル を 探し 出す の が 大 変 で す 。 そこ で , Human68k で は ディ レク トリ を 階 

層 的 に 構築 する こと に より , ファ イル 管理 を 効率 的 に 行え を る よう に し て いま す (第 





階層 的 ディ レク トリ 本 
OZ の 6 アイ タレ ダ め 2 の が て で てき ます 。 し か し 。 浪 
ま 。 紹 。 























還 識 仙 紀 り 























/ 
- 二 計 
] 和信 攻 の ドリ es 仙 レ ラク 間 り 
階層 的 に 構築 | ディ レク ! 
地 き ミー 1 階層 的 ディ レク トリ 


この 考え ぇ 方 は , UNIX の 階層 的 ディ レク トリ か ら 来 て いま す 。 


LA1 
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第 3 都 コマ ンド シェ ル 入 門 


サブ ディ レク トリ 


ルー トディ レク トリ 








了 。。。 ルー トディ レク トリ と サ プ ディ レク トリ 4 

階層 的 ディ レク トリ に つい て は , すでに ビジ ュ ア ル ・ シ ェ ル で も お 目 に か か っ て 
いま す 。 サ プ フ ォ ル ダ ー が を それ で す 。 コ マン ド シ ェ ル に も それ に 該当 する 概念 が あ 
り ま す 。 す な わ ち ファ イル を 収め ゆる だ め の フ ァイル , それ が 














サブ ディ レク トリ 








Ke 

ュ マ ンド シェ ル で は ,。 ある ディ レク トリ の 中 に サブ ディ レク トリ と いう 特別 な フ 
ァイル を 作成 する こと が で きま す 。 を の サブ ディ レク トリ に は , ファ イル を 格納 す 
る こと が で きま す 。 こ の よう に し て , ディ レク トリ を 階層 的 に 組み 立て て 行く こと 
が で きま す 。 なお, フォ ー マ ッ ト 時 に 作ら れる ディ レク トリ の こと を 








ww ディ ヤヤ サ 








と いい ます 。 ル ー ト ディ レク トリ は , 階層 的 ディ レク トリ の 出発 点 に な り ま す 。 ル 
ー ド トディ イ ビ ピク トリ は , 

\ 
で 表示 し ます (第 14- 2 図 ) 。 








ルー トディ レク トリ 








ーーーー- 





サブ ディ レク トリ 














第 14 一 2 図 ルー トディ レク トリ 


traSsh 
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了 。。。 サ プ ディ レク トリ の 作成 一 md 4 


それ で は , 実際 に ルー トディ レク トリ か ら 出 発し て , サブ ディ レク トリ を 作成 し 
て み ま す 。 第 14-3 図 を ご 覧 くだ さい 。 


ア trash と newdir の 意味 ま 


も な み に , trash,newdir の 二 つ の サブ ディ レク トリ は , ビジ ュ ア ル シ ェ ル に お い 
て 特別 に 使用 きれ る サブ ディ レク トリ で す 。 

trash は , 実は ご み 箱 ア イコ ン の 本 体 で す 。 ビ ジュ アル シェ ル で は ファ イル (アイ 
ュ ン ) を ご みろ 箱 に 捨て る こと で ファ イル を 消去 し まし た 。 こ の ご み 箱 に 捨て られ だ 




















第 14 章 UNIX ラ イク な 機能 く 1 > 一 階層 的 ディ レク ドリ 





3 





























Tash ) (、newpm ) USeF いい (msw ) x68K_S 


一 般 の ファ イル 




















圭二 一 3 図 ドラ イブ B の 現在 の ディ レク トリ 


ジョ アイ ビレ は ETaShI い うま ラディ ンク トリ に 保存 きれ ます (試し て みて くだ き 
い )。 で すか ら ビ ジュ アル シェ ル で は , 削除 し た ファ イル を 復活 する こと が で きた だ の 
19 




















H>dir b: 


> 9 [ っ 本 付き B: ギ 
ル 734K Bute 使用 中 487K Bute 使用 可能 


XSK_S DIC 16384 87-3-22 22:S9: 8 
X5SK_M IIC 591872 87- 史 -2 23:23: 1 
POST IIC 5176 8 に 時 -2』 23:23:58 
DICM X 33416 ぎ に 3- 23:3:42 
TRRSH <diF> 87-M3-24 22:55: 34 
NEMDIR <dir> 87-M3-24 22:55: 36 
tst_2 47 8 に 時 -19 15:1: 8 
tst_3 47 8 た 中 -19 15:1: 遇 

asS_txt く dir> 8 に H3-2/ 17:39: 

_H>md_b:user 
>dir b: md コマ ンド で user を 作成 


デー タ : 辞書 付き B: ギ 
1』 ファ イル 735K Bute 使用 中 486K Bute 使用 可能 











X6SK_S DIC 16384 87 に 3-22 22:S9: 的 
X5SK_ IIC 591872 87--2M 23:23:1g 
POST DIC 5M176 8 に - 史 -2』 23:23:58 
DICM 久 33416 8 に 的 -』 23:3:42 
TRRSH <dir> 87-M3-24 22:55: 34 
NEMDIR <dir> 8r-M3-24 22:55:35 
[user 1 <dir2 8 た -13 の 1: 的 : 所 「] 

tst の 47 87- 四 -19 15:1: 8 
St 3 47 8 た に 四 -1』 15:1: 的 

< く dir> 87-3-2 の 7 17:39:22 












作成 され た ディ レク トリ 


II 二 SE ジョ シド ツ Ge の 0 の で 28 を な 夫 わ お 









第 14 一 4 図 サブ ディ レク トリ user を 作成 
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第 3 部 コマ ンド シェ ル 入 門 -- 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
また newdir は 新しい フォ ル ダ ー を 作成 する とき 一 時 的 に た くわ える ディ レク ト 
newdir リ と し て 使わ れ て ます 。 
これ は , ドラ イブ B の ルー トディ レク トリ に 新た に 
USGF 
OS の シバ レッ クト コリ 52 人 代 以 USGRS の xcGs まま の 22 に 志 じ ぶす ナジ デレク: ド 
リ を 作成 する に は , 


md コマ ンド md 











と いう コマ ンド を 使用 し ます 。 
な お , ご の デイ スク に は , 初め か ら 6 
trash 
newdir 
の 二 つ の サブ ディ レク トリ が 存在 し て いま し た の で , 現在 の ドラ イプ B の ディ スク 
の ディ レク トリ 構造 は 第 14-4 図 の よう に な っ て いま す 。 


尼 証 月 階層 的 ディ レク トリ の 活用 


容 本 れ ほ バク (90 人 た 章 司 
フ ・ ァ ・ イ ・ ル ・ の ・ し ・ て ・ い ・ は 
Ne スス の で UVS > es op・ ・・ 


氏 カレ ント ディ レク トリ ア 
サブ ディ レク トリ は, 作成 し た だ け で は 意味 を 持ち ませ ん 。 さ っ そく , いま 作成 


し だ ば か り の ディ レク トリ nuser を 使用 し て み ま し ょ う 。 光 の 図 を ご 覧 くだ さい (第 
14- 5 図 )。 











カレ ント ディ レク トリ を 変更 


cd b: 和 ser 
と Hzdir b: 


デー タダ ・ 、 B: ギ use 
デー 由 496K Byle 使用 可能 


ファ イル が あり ませ ん 


Hzcopu b: 和 stL_? b: 和 user 寺 
b: ギ st_2 ーーー イル の 暫 
b: ギ Lst_3 3 


Hzdir b: 


デー タダ : 寸 き B: 半 
BtS 使用 中 484KBwle 使用 可能 


st3 本 。 47 87-94-19 
lsL3 47 87--16 15 
> 


FEee-rvsttde 5 だ 5 アル ルレ 


第 14 一 5 図 サブ ディ レク トリ user に ファ イル を 転送 
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第 14 章 _UNIX ラ イク な 機能 く 1 > 一 階層 的 ディ レク トリ 
この 図 で は , サブ ディ レク トリ user に ルー トディ レク トリ か ら 5 二 つ の ファ イル を 
転送 し て いま す 。 
Cd は , カレ ント ディ レク トリ を 変更 する 命令 で す 。 カ レン トディ レク トリ を 変更 
する こと で , 指定 し た サブ ディ レク トリ の 世界 に 入る こと が で きま す 。 ちなみに 
カレ ント ディ レク トリ 














| アラン 
ほ は 本 米 デ ィ レク トリ の 種類 を 指定 し な けれ ば な ら な い 命令 (た と え ば dir) に お い 


て , を の 指定 を 省略 し た 場合 に 採用 きれ る ディ レク トリ の こと で す 。 


ア し て 4 


ここ で , 第 14- 6 図 を 使用 し て パス 名 と いう 概念 に つい て 説明 し て ぉ お きま す 。 な 
お , この 図 の ディ スク が ドラ イブ B に 挿入 され て いる も の と し て 話 を 進め て 行き ま 
すめ 














ンー ドレ ジョ ド U 

















個 給 ディ レク トリ ファ イル 
[ 一 般 の ファ イル 








第 14 一 6 図 ある 階層 化 デ ィ レ クト リ 


パス 名 と は , 階層 化 デ ィ レ クト リ に お ける ファ イル や ディ レク トリ を 指定 する だ 
め の 名 前 で , : 





バス 名 の 指定 絶対 指定 「 
相対 指定 








の 二 つ が あり ます 。 
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第 3 部 コマ ンド シェ ル 有 入門 


ルー トディ レク トリ 


長い パス 名 


パス 名 の 一 般 形 式 
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r バス 名 の 表 ィ 
まず は , 絶対 指定 の 方 か ら 6 説明 し ます 。 ル ー ト デイ レク トリ は ,。 ズバ リ 
\ 


で 指定 する こと が で きま す 。 で すか ら こ の ディ レク トリ の ルー トディ レク トリ の 様 
子 を 見 た い 場 合 は 


(GU0 放 還 9 茎 
この 部 分 が パス 名 


の よう に し ます 。 も し サブ プ デ ィ レ クト リ asm を 指定 し た いな ら 6, asm は ルー トディ 
レク トリ の 下 の user の 下 に あり ます の で 
Gir 馬 user ぎ asm 











この 部 分 が パス 名 
の ょ うに し ます 。 こ の よう に ある サブ ディ レク トリ を (絶対 指定 で ) 指定 する に は 。 
ルー トディ レク トリ か ら そ の パス に 至る まで の 道筋 (パス ) 
を 順に 示す 
EC 指 定 じ まみ 。 
な お ファ イル 名 を 指定 する の も 同じ で す 。 た と えば sample.bas と いう ファ イル 
を 削除 し た い 場 合 等 は 





del b: inasic\sample.paslp 





この 部 分 が パス 名 

の よう に 指定 し ます 。 

ア 絶対 指定 に よる パス 名 4 
以上 の よう に パス 名 を 使う こと で , 階層 化 き れ た ディ レク トリ の ディ レク トリ や 

ファ イル を 直接 指定 する こと が で きま す 。 絶対 指定 に よる パス 名 は , 項 上 に ある 


ルー トディ レク トリ 
か ら の 道筋 (* ス ) を 順に 指定 する も の で , 次 の 形式 を 取り ます 。 











\ デ ィ レ クト リ 名 \ デ ィ レ クト リ 名 \… 
…\ デ ィ レ クト リ 名 , また は ファ イル 名 








この よう に 記号 \ は , ルー トディ レク トリ その も の を 表す 場合 し, ディ レク トリ 
と ディ レク トリ と の 区 切り を 表す 場合 の 2 通り に 使用 きれ ます 。 


相対 指定 に よる パス 名 4 


ハー ド デ ィ スク 名 等 を 使用 し て 行き ます と , 階層 的 ディ レク トリ が どん どん 深く 
な っ て 行き ます 。 す る と 絶対 指定 に よ る パス 名 が 限り な く 長 く な っ て し まい , タイ 
プ す る の が 大 変 に な っ て し まい ます 。 そこ で , パス 名 に は も うぅ 一 つ , 相対 指定 に よ 
る も の が 用 意 き る きれ て いま す 。 8 
相対 指定 し いう の は , 

出発 点 を カレ ント ディ レク トリ に 置く 











第 14 章 UNIX ラ イク な 機能 く 1 > 一 階層 的 ディ レク トリ 





4 も の で すず す 。 カ レシ ント ディ ォ ン クト サビ に つい て せ は ,- 欧 ほ せ 読 腸 上 に : を し た ご c 中 コマ ンド で 
カレ ント ディ レク トリ を 変更 で きま し た ね 。 だ た と えば 
cd b: \bin basie ll 








この 部 分 は 絶対 指定 
で カレ ント ディ レク トリ を basic に 変更 し た と し ます 。 こ の ょ うに し て お け ば 先 ほ 
どの sample.bas を 


注 


W 
順 
憶 





del b: ーー 
今度 は 相対 指定 

イ の よう に 人 簡単 に 指定 する こと が で きま す 。 ま だ , も し カレ ント ディ レク トリ が bin に 
あっ た と し た ら , そこ が 出発 点 に な り ま す の で 
っ を del b: bin\sample.bas| 過 
隊 これ も 相対 指定 
と な り ま す 。 こ の よう に 相対 指定 で は , カレ ント デイ レク トリ が 出発 点 に な り ま す 。 
で すか ら 6 絶対 指定 に 比べ , 短い 長き で 目的 の ファ イル や ディ レク トリ に 到達 する こ 
の 26 は 

コー ペン Ne226SE ウ の) 
リク 先頭 に \ が ある か な いか ? 
で 絶対 指定 か 相対 指定 で ある か を 判断 し て いま す 。 


名 >dir 





Y 
順 
全 

















凍 ず (ウス 人: 

4 1 全 フ ァ イ q63K Bute 使用 中 258K Bute 使用 可能 
TITLE SYS 6212 87-93-15 12:: 

や KEY SYS 712 87-93-15 12:M:M 
LSKCG SYS 828 87-3-15 12: 李 : 凶 
BEEP SYS 1924 87-93-15 12:99:M 
CONFIG SYS 129 87-2-15 12:MM: 
PRNDRV SYS 1816 87-3-15 12: 李 : 李 
PCMDRV SYS 416 87-93-15 12:9:M 

は 、 8SK68K SYS 196M4 87-93-15 12: 李 :9M 
US X 92832 87-3-15 12: 李 : 叩 
COMYRND X 24736 87-3-15 12: 史 : 李 
ICONDRTR US 39168 87-93-15 12:M: 
CLIP US 87-3-15 12: 凶 : 叩 

記 NOTE US 2 87-93-15 12:MM: 李 

リ PHONE US 132g 87-93-15 12:MM:M 
LTOEXEC BRT 39 87-3-15 . 12: 李 : 
BIN <dir> 87-3-15 相 9 
! 呈 ICKSTHRT <4jir> 87-3-15 12: MM: MMI 

/ IRFSH <dir> 87-93-15 12: 李 : 銀 
NEMDIR <dir> 87-93-15 12:M:9 

4 

イ 

よ 

ここ に グラ ディ ウス の 本 体 が 太っ we kh 





地 叶 一 7 図 グラ ディ ウス の ディ スク 
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柔 3 部 コマ ンド シェ ルス 入門 





これ が グラ ディ ウス の 本 体 
R>dir uickstart 


二 ザ ディ ウス 有 : ギ \quickstart 
1 ファ イル 963K 人 使用 中 258K Bute 使用 可能 


IGRDiUS_ _、 68 叶 87-83-15 _12: 李 : 李 | 
>md b: om 
Hzdir b: ーー いい デレ ラク ド り を 作成 


ー タ : 辞書 付き B:*ser 
3 ファ イル 38K Bute 使用 中 483K Bute 使用 可能 








tst_2 47 8 た 昭 -19 15:19: 98 





tst_3 _47 に こ M4- 15: 19: 69 
時 _<dir2 4 21:21:42 


Be @* WS x b: 
FNA j ee rt 宮 RRDIUS 





作成 され た ディ レク トリ 


or が 9 時 書付 き B: 和 ser ギ game 
1 ファ イル 74SK Bute 使用 中 47EK Bute 使用 可能 


6892 87-S-15 12:: 李 | 








転送 され た グラ ディ ウス の 本 体 





第 14 一 8 図 グラ ディ ウス の ファ イル を サブ ディ レク トリ に 転送 





dd グラ ディ ウス を サブ デ ィ レ クト リ に ィ 


それ で は , いま まで の 知識 を 整理 する た め に , 試し に グラ ディ ウス の ゲー ム を サ 
ブ デ ィ レ クト リサ の 中 に 入れ て みる こと に し ます 。 な お 現在 , ドラ イブ B の カレ ント 
パ ディ レク トリ は 
b:\user 
に ある も の と し ます (第 14- 5 図 参 照 ) 。 


人 陸 ラ ン ト ッ 








カポ ィ レ ク R0 子 デ ィ レ クト リ 





兄弟 





第 14 一 9 図 親 デ ィ レ クト リ と 子 デ ィ レ クト リ 
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第 14 草 UNIX ラ イク な 機能 く 1 > 一 階層 的 ディ レク トリ 


第 14-7 図 は . ドラ イブ A に グラ ディ ウス の ディ スク を 挿入 し , その ディ レク トリ 
想 邦 だ と この で きこ て 

グラ ディ ウス の ゲー ム は , この 中 の QUICKSTART と いう サブ ディ レク トリ の 中 に 

REDRIS X GRADIUS.X 
の 名 前 で ファ イル され て いま す 。 そこ で , 次 は 先ほど 作成 し た user の 下 に 
game 

と いう サブ ディ レク トリ を 作成 し , を の 中 に この GRADIUS.X を 転送 する こと に し 
ます 。 実行 例 を 参考 に し て くだ さい (第 14- 8 図 )。 


まま 
! 








< 親 デ ィ レ クト リ を 表す 4 
先 に パス 名 の 説明 を 行い まし た が , も ぅ 一 つ 特 別 な ディ レク トリ の 指定 の 仕方 が 
あり ます 。 それ は 


。 (ビリ オ ネ ド で つ S で る ) 
と いう ディ レク トリ で す 。 デ ィ レ クト リ A の 下 に ディ レク トリ B が ある と し ます 。 


その 場合 
グイ オジ タク グ トム 有 A ーー デリ リグ 9 の 前 ディ レク トリ 
イス に W き 一 一 ディ ング クト リサ A の ディ レク トリ 
子 興 係 と いっ た 親子 関係 で 呼ぶ こと が あり ます (第 14- 9 図 )。 
・ は , カレ ント ディ レク トリ の 親 デ ィ レ クト リ を 表し ます 。 た と えば 
dir.. 
で 親 デ ィ レ クト リ の ディ レク トリ を 見 る こと が で きま すし , 
ed. 回 


で 親 デ ィ レ クト リ に 戻る こと が で きま す (第 14-10 図 )。 










H>dir b: 


デー タ : 辞書 付き B: ギ user ギ game 

] ファ イル 745K Bute 使用 中 476K Bute 使用 可能 
GRRDIUS 58 史 8 に 3-15 12: 凶 :M 
に ーー テー 親 デ ィ レ クト リ に 移る 
デー タ : 証書 付き LB: 和 ser 

3 ファ イル 45K Bute | 使用 中 476K Bute 使用 可能 
tst_2 47 87 に 中 -19 15:1M: 8 
tst_3 47 8 に 時 -19 15:1: 的 
ame く diF> 8r-M-13 21:21:42 





| 














トー 一 親 デ ィ レ クト リ に 移っ た こと を 表わす 


第 14 一 10 図 . . の 利用 
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寺 3 双 ニ マ ンド シェ テス 入 由 


! 詳 有 』】 サブ ディ レク トリ の 削除 と Path の 概 訪 


還 Z・ シ <・ ド ・ フ ・ ア ・ イ ・ ル ・ の 
デ ・ ィ イ ・ レ ッ ク ・ ト ・ り ・ は 
Bath な GE つの PF で ・ い ol GO き の : 


食 サ プ デ ィ レ クト リ を 削除 する 一 rd ま 


いら 6 なく な っ だ サブ プ デ ィ レ クト リ を 削除 する に は どう し た ら 6 良い の で し ょ うか ? 
サ プ デ ィ レ クト リ も ファ イル の 一 つ で す が , del コマ ンド て で 削除 する こと は で き 
ませ ん 。 サ プ デ ィ レ クト リ を 削除 する に は 














rd コマ ンド rd 








と いう コマ ンド を 使用 し ます 。 た だ し , rd を 使用 す る に は 一 つ 条 件 が あり ます 。 を 
れ は , その ディ レク トリ が 空 で な けれ ば な ら な いと いう こと で す 。 (第 14-11 図 , 第 
14-12 図 )。 


ディ レク トリ を 削除 し よう と し た が , 失敗 





| ディ レク トリ が 5E で な な いか 、 見 つか ら と 5 いか 、7 レッ ドス やす 
6 9 .% | game に 入っ て いる ファ イル を 削除 し て 空 に 
HH>rd b:game 

Hzdir b: 





デー タ : 辞書 付き Bi\ 
だ ンド ペ 7K Byte 6 使用 中 ” 484KBole 使用 可能 


tst_2 nm 47 87- 時 -19 15:19:88 
tst_3 ーー 47 87- 中 -18 15:19:98 
ーーー テー 


3 今度 は game が 削除 され た 











第 14 一 11 図 ディ レク トリ が 空 で な いと 削除 で き な い 





際 ディ スク 全体 の ファ イル を 一 挙 に 見 る 計 


ここ で 後々 の 実験 の た め , ドラ イプ BB の ディ スク の user の 下 に 
bin 
と いう サブ プ デ ィ レ クト リ を 作成 し , そこ に 
chkdsk.x 
本 シド アテ イル を 転送 し て お きま す 。 ちなみに chkdsk.x は ,。 コマ ンド chkdsk の コマ ンド ファ イル 
で す (第 14-13 図 )。 
る て , デイ レク トリ が 階層 化 さ れ て 行き ます と , ある ファ イル が どの ディ レン クト 
リ に 入っ て いる の か 分 か ら な く な る こと が あり ます 。 そ ん な し と き 
ディ スク 全体 の ファ イル を 一 挙 に 見 る 
こと が で きる と 便利 で す 。 そ れ に は , chkdsk ユマ ンド を 使用 し ます 。chkdsk コマ 














第 14 音 UNIX ラ イク な 機能 く 1 > 一 階層 的 ディ レク トリ 『 





- ディ レク トリ を 削除 し な いと , 現在 の カレ ント ディ レク トリ 







削除 し ま 9 
聞 | ニテ サガ で に user に これ ら の ファ イル を 
AM ッ 転送 済み な の で 削除 1 
















B: ま 
ル 735K Bute 使用 中 486K Bute 使用 可能 


DIC 16384 87-93-22 22:59:8 
NoSK_M We 591872 87- 史 -29 23:23:19 
X 






5176 87- 暑 -2』 23:23:S8 
33416 87-93-91 23:39:42 
<dir> 87-63-24 22:S5:34 
8 に 5- 1 OO: 














計上 一 12 図 最終 的 な ドラ イブ B の ディ レク トリ 

























ド は , すでに ディ スク の 状態 を 調べ の に 使用 5: あ し じ た 。 し か ゆい 
ーー ミ < の 
ラテ 】 5 
を 併用 する こと で , 第 14-14 図 の ょ よう な 使い 方 が で きま す 。 
mm スイ ッ チ な お chkdsk コマ ンド で グ a ス イ ッ チ を 使用 し ます と , 更に 各 フ ァイル の 


セク タ の 状態 
各 フ ァイル が ディ スク 上 の と の 物理 セク タタ に 
ファ イル きれ て いる か を 示す 






ユー ザ 用 の コマ ンド を 入れ る た め の 
ディ レク トリ を 作成 











ws キ b chkdsk.x b: 半 \bi 
0 user ギ bin 4 級 に 
DPEKDSK 。 2 
cd b: 和 ser ギ bin 
H>b: 
Bdir 
ー タ : 辞書 付き B: 和 ser キ 

1 ファ イル 739K Bute 使 昌 中 482K Bute 使用 可能 

和夫 も 4 2298 87-3-15 12:9M: 





圭 14 一 18 図 chkdsk を 転送 





第 3 部 コマ ンド シェ ルス 入門 





この スイ ッ チ を 指定 する こと が ポイ ント 


B>chkdsk 729 
B: 2 : 





〔 は 1987-@3-14 18:36 に 作成 され ま 





の ント Cr2gdrm Oppt< 
これ は や \user\bin を 意味 する ー 


dav 還 . bas 


3 0 | 








ドラ イブ B の 全 フ ァイル (お よび ディ レク トリ ) 
ファ イル の 属性 も わか る 











第 14 一 14 図 ディ スク 全体 の ファ イル を 見 る 


を 併せ て 知る こと が で きま す 。 








〆 ンド が 実行 され る まで の 手順 ”  』 
階層 的 ディ レク トリ の 最後 に . シス テム 変数 path に つい て , 説明 し て お きま し ょ 
2 の 


コマ ンド シェ ル で は , た くる ん の コマ ンド が 使用 で きま す 。 し か し , 元々 使用 で 
きる コマ ンド は , command.x に 内 蔵 き され て いる 内 部 コマ ンド だ け で す 。 を の 他 の コ 
マン ド は , コマ ンド ファ イル と し て ディ スク 上 に ファ イル し て お く 〈 く 必要 が あり ま 間 

command.x は 





ーー 1) ユー ザー が 投入 し た ユマ ンド が 内 部 コマ ンド か どう か を 調べ る 

(②) も し それ が 内 部 コマ ンド で な けれ ば 外部 コマ ンド と みな し , ディ スク か ら 
その コマ ンド を ロー ド し よう と する 

' (3) ゲ だ イス ク 上 に も その コマ ンド が 見 つか ら な いと 。 エラ ー 扱 いと する 
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第 14 章 UNIX ラ イク な 機能 く 1 > 一 階層 的 ディ レク ト 9 
CHKDSK は , 外部 コマ ンド で ある こと が 
わか る 
| >dir ギ bin 


Human68k H: ギ bin いい 
2』 ファ イル ?7M5K Buts 使用 中 S15K Bute 使用 可能 








87-93-15 12: 本 : 交 


2298 2・ UM: 

C532 8r- 12: 盟 : 昭 
12: MM 
12: MM: MM 
1 





2: MM: 
:MM: MM 
: MM: 角 
: MM 
:MM: 吸 
:MM: 

の : MM: 


上 


: 間 M: 
87-3-15 : MM: 9M 





詩 還 一 15 図 bin に ファ イル され た 外部 コマ ンド 


の 手順 で コマ ジ ダ ド 2 あ 突 介 更 見 プ 8 し ます 8 
Human68k の 外部 コマ ンド は , シス テム ディ スク の bi と いう ディ レク トリ に フ 
ァイル る れ て いま す ( 第 14-15 図 ) 。 


ア コマ ンド ファ イル は どこ に ファ イル する か ? 4 


問題 は , その 外部 コマ ンド (ある い は ユー ザー の 作成 し た コマンド) を ご 申 
アァ イル で お り 民 いい が 70 主 寺 で が 
基本 的 に は 。 コマ ンド ファ イル は 
の レン トディ イリ ワク NR0W 
に な けれ ば な り ま せん 。 これ が 事実 ど だ と する と, 疑問 が 起こ り ま す 。 な 靖 ち 褒 四 
カレ ント ディ レン クト を 
bin 一 一 外部 コマ ンド が ファ イル る れ て いる 
に し て か な いと 外部 コマ ンド が 使え を なくなっ て し まう か ら で す 。 し し 実際 姓 
カレ ント ディ レク トリ は 常に 変化 し て 行き ます し , 他 の ディ アクト に 移っ 5 久 
部 コマ ンド が 使え な く て は 困り ます 。 事実, 第 14-13 図 で は 。 シト アプ ィ ピク 
リ が b: 半 user に あり な が ら chkdsk と いう 外部 コマ ンド を 使用 し て wm 志 才 。= 


護 シス テム 変数 Path の 威力 4 


= ミー な ぜ こ の よう な こと が 可能 で あっ た か と 申し ます も path が ちゃ ん と 設定 き れ 
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第 3 部 ュ マ ンド シェ メル 入門 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーー- 生 PVP?、、、、〈、〈、〈、〈、〈 つ ぐつ ぐ べ こ ヵ 


COO: て 9 
path と いう の は , 外部 コマ ンド が カレ ント ディ レク トリ に 見 つか ら な か っ た 場 
合 , 他 の ディ レク トリ か ら も 捜 き せる た め の も の で す 。 現在 の path の 状態 を 調べ だ 
り , path の 状態 を 設定 する の に は 
path 
と ぃ いう コマ ンド を 使用 し ます 。 次 の 第 14-16 図 で その 使い 方 を 覚え て くだ さい 。 


カレ ント ディ レク トリ 以外 に も 
この 四 つ の ディ レク トリ に ある コマ ンド が 使え る 








Rdump bx*userb 
5 ンド だ フッ イン いま す トー 
Rchkdsk_b: “ 








W dump コ マン ド は 使え な い が 


chkdsk は \userYbin に も ある の で 使え る 
(第 14 一 13 図 参照 ) 





第 14 一 16 図 Path の 設定 


この よう に コマ ンド ファ イル を 置い て ある ディ レク トリ を path に 登録 し て お き 
ます と ,。 カレ ント ディ レク トリ が どこ に あっ て も 使用 する こ 19y 3 人 計 に 78 と 9 


X-BASIC の 隠し コマ ンド 関数 くそ の 4 一 1> バッ ク グ ラウ ンド 画面 関係 














bg_scroll (char, [int1 ][, int 2] 


int 
引数 char バッ ク グ ラウ ンド NO.(0 一 !) 
int 1 X 座標 (0 一 5llorI023) 
int 2 Y 座標 (0 一 5llorI023) 
バッ ク グ ラウ ンド (0orl) の スク ロー ル 座 標 を 設定 する 。 
戻り 値 | int 常時 , 0 
備考 スク ロー ル 座 標 の 範囲 は , 0 か ら 表 示 画 面 の 大 き さ の 2 倍 ま で 。 


512※512 モ ー ド で は , バッ ク NO. 1 は 表示 され な い 。 
768*512 モ ー ド で は , 使用 不可 
bg_set (char | , [char 2 ][,char 3 ]) 





弄 int 
引数 char 1 バッ ク グ ラウ ンド NO.(0 一 !) 
char 2 - テキ スト ペー ジ . (0 一 ! ) 
char 3 表示 ON(1) プ OFF( 0 ) 


バッ ク グ ラウ ンド の 革 キ ス ド ペ デー ジ 割 9 当て , 及び 表示 ON プ OFF の 設定 を し ます 
int 常時 , 0 

512*※512 モ ー ド で は , バッ ク NO.1 は 表示 され な い 。 

768*512 モ ー ド で は , 使用 不可 








ーーーー ュー ュー ニーーーー ーー ーー ーーーーーーーーーーーー 第 15 章 UNIX ライ ク な 機能 く 2 テ ー リ ダイ レク トト と パイ アラ 2 



































っ た 場 
調べ た 
上 E 主 目標 準 入出 力 の リダイレクト 
に ・ ゆ ・ う ・ り ・ ょ ・ く ・ を ・ リ ・ ダ ・ イ ・ レ ・ ク ・ ト ・ し 
し ・ ゆ ・ つ ・ り ・ ょ ・ く ・ を ・ リ ・ ダ ・ イ ・ レ ・ ク ・ ト ・ し 
へ ・ ん ・ し ん で で で で < 
アア 新しい 概念 4 
本 章 で 取り 上 げ る 
デイ レク ト リダイレクト 
還 記 ブイ ン パイ プラ イン 
の 概念 は , 前 章 同 様 。 UNIX か ら 6 来 て いま す 。 これ ら の 概念 の 特色 は , 標準 入出 力 と 
いう も の を た だ 〈 み に 取入れ 
入出 力 先 の 決定 を プロ グラ ム の 実行 直前 まで 引き 延ばす 
お き こと が で きる 
と いう 点 に あり ます 。 こ の だ た だ め , すべ で て の プロ グラ ム の 作成 を 
0 に ーー まこ ボ * る ドド 
- 計 較 中 ーーー。 デ 鐘 あ カ レイ 
と いっ だ ただ きわめ て オー ソ ド ッ クス な 形 で 進め て いく こと が で きま す 。 し か も で き あ 
が っ た ブロ グラ ム は , 何等 変更 する こと な く デ ィ イス ク フ ァ イル や プリ ンタ へ 出力 す 
る プロ グラ ム に 変身 きす せる こと が で きる の で す 。 
凍 準 入出 力 有 
次 の ペー ジ の リス ト を ご 覧 くだ きい (第 15-1 図 )。 
これ は , マク ロア セン ブラ as (福袋 の 中 に 入っ て いま す ) 用 の ソー スリ スト で 
す 。 こ れ を 使用 し て , 
EDY.X メ CDY.X 
と いう プ ブログ ラム ファ イル を 作成 する こと が で きま す (それ に は 若干 , アセ モン プラ 
の 知識 が 必要 で す の で , ここ で は あま り 気 に し な いで 《 く だ る い )。 
この cpy.x と いう プロ グラ ム は , 標準 入出 力 を 利用 し た 典型 的 な が プロ グラ ム で す 。 
その 機能 を 説明 する 前 に < 標準 入出 力 > に つい て まとめ て お きま し ょ 2。 
まず は , 標準 入力 と 標準 出力 に つい て で す 。 
当 
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第 3 部 コマ ンド シェ ル 入 門 





1 99999990 ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
2 999999909 ネ 。 CopT ーー 
3 99999999 ネ from stdio to stdio 
4 99999999 ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
5 999990996 ネ 
6 99999999 =9099 の FF91 _getohr equ $ff の 1 
7 99909999 =9990FF90 _exi も equ $ff00 
8 99999999 =9999991A eof edu $1a (o79cbh oo 
9 99999999 ネ 
19 の 99999999 721A moveq #eof,d1 Se も t eof to d1 
11 999990092 COPY 
12 99999992 FF91 dc. _getohr Copy char 
13 99999994 B991 cmp・b d1,d09 
14 909999996 66FA 990990992 bne COPT repeat !<eoFf> 
15 99999998 FF696 do.w EX も も 
16 9999999A ネ 
17 9999999A end 
Segment table 
の 1 text 92 data 93 bss 94 staok 
Symbo1] tabl1e 
990 の 0FF99 abs exit 9999FFO1 abs getohr 99099092(91) copy 0999091A abs 
eof 








第 15 一 .1 cpy.x の ソー スリ スト 





標準 入力 e 標準 入力 
特に 指定 が な い 場合 は 。 キーボー ド か ら の 入力 を 意味 す る 
標準 出 カ e 標準 出 カ 


特に 指定 が な い 場 合 は 。 ディ スプ レイ の 出力 を 意味 する 





この 標準 入力 と 標準 出力 を 併せ て 標準 入出 力 と いい ます 。 





) 標準 入出 力 e 標準 入出 力 
標準 入力 と 標準 出力 の 総称 


6 。 cpy の 機能 4 


そこ で , cpyx の 機能 で す 。 こ の プロ グラ ム は , 
標準 入力 (すなわち キー ボー ド ) か ら 1 文字 入力 し て は , 
それ を を の まま 標準 出力 (ディ スプ レイ ) に 出力 する 

















と いう きわ め て 単純 が な プログラム で す 。 だ だ し , 1 文字 だ どけ で は 面白 く な い の で , 
コン トロ ー ル Z (<CTRL> キー と <ZZ> を 同時 に 押す ) が 押さ る れる まで を その 入出 力 
を 繰り 返す よう に し て いま す (第 15-2 図 )。 


了 cpy の 実行 : 者 


それ で は , きっ そく 〈 こ の cpy.x を 実行 し て み ま す 。 
cpy 回 
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第 15 章 UNIX ラ イク な 機能 く 2 > 一 リダイレクト と パイ プラ イン 












































の すこ] 

1 - | 文字 処理 し て は 

ーー ルー プ す る 
| それ を その まま 標準 軸 力 へ 
_。 国力 する 
ーー 

Yes 
END 













評 旨 2 図 cpyー フ ロー チャ ー ト 





で 実行 を 開始 し ます と , 次 の ょ うに 標準 入力 (キー ボー ド ) か ら の 入力 待ち に な り 5 
ます (第 15-3 図 ) 。 


キー ボー ド か ら の 入力 待ち 








季 I5 一 3 cpy.x の 実行 開始 


適当 な キー を 入力 し ます と , その 文字 が を その まま ディ スプ レイ に 表示 きれ て 行き 
ます (第 15-4 図 )。 





さら に 文字 の 入力 待ち 





適当 に 入力 する と 表示 され る 








厄 15 一 4 図 適当 な キー を 入力 

コン トロ ー ル Z 最後 に ユン トロ ー ル を 押し ます と , 画面 が クリ ア さ きれ, コマ ンド シェ ル に 戻っ て 
プロ グラ ム が 終了 し ます (第 15-5 図 ) 。 

『 改行 は , 2 段階 の キー 操作 で 4 
ここ で , cpy を 実行 し た 場合 の 改行 の 仕方 に つい て ちょ っ と 注意 し て お きま す 。 


cpy 実 行 中 は , 適当 な キー を 押す こと で それ ら の 文字 ディ スプ レイ に 表示 で きま 
す 。 を その 際 , 
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和合 >CPY 
1234567 


A ッ コン トロ ー ル Z で 終了 

























に 1 旧 実際 は , コン トロ ー ル Z を 押し た と た ん, 画面 クリ ア さ れる 


第 15 一 5 コン トロ ー ル ン て 終了 


を 押し ます と , も ちろ ん 改行 する こと が で きま す 。 だ ただし, [を 押し た だ け で は ほ 詩 
ー ソ ツル が 行 の 先頭 に 戻る だ どけ で , その 行 の 1 文字 目 の 上 に カー ソル が 移動 し ます 。 
カー ン ル を 1 行 下 に 移動 きせ る に は , 更に 

コン トロ ー ル J (<CTRL> キー と <J > を 同時 に 押す ) 
を 押す 必要 が あり ます 。 つ まり cpy 実 行 中 に 改行 きせ た い 場 合 は 





上 全 


コラ コントロール] 





を 押す と いっ た , 二 つ の キー 操作 が 必要 に な り ま す (第 15-6 図 )。 





| 同 を 押し た 後 
コン トロ ー ル J を 押す 





第 15 一 6 図 改行 きせ る に は 


テー cpy が テキ スト エディ タ に 変身 4 


さあ , CDYX, 何と も つま ら 6 な い プ ログ ラム で し た ね 。 と ころ が , どう し て どう 帳 
て 。 これから 説明 し ます 
標準 入出 力 の リダイレクト 
を 利用 し ます と , この cpy.x が 結構 役に立つ の で す 。 今度 は 
CDy > file 
の SIIG 040 で が で くだ さい キー を いく 5 押 じ で 6 ディ イス フレ イ に ば 
何 も 表 示 る され な く な り ま す 。 を そし て , file と いう 名 前 の ディ スク ファ イル が で き あ が 
り ま す (第 15-7 図 )。 
何と , cpy.x が テキ スト に エディ タ の 役割 果たし た の で す (第 15-8 図 ) 。 











W。 標準 出力 の リダイレクト - 


キー を いく ら 6 押し て も ディ スプ レイ に 何 も 表 示 る れ な く 《 な っ た の は , cpy. テ 














( 症 際 | ーー ャ ーーーーーーー の 
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最初 に file が 存在 し な いこ と を 確か め て お く 














>dir file 

















- 
Human68k 月 : ギ 
9 ファ イル 799K Bute 使用 中 512KBute 使用 可能 
「 cpylfils」 この 部 分 を 付加 する 
芝 


H EE ーーーーーーーーー 
H>dir file いろ いろ 入力 し た が 表示 され な い 


コン トロ ー ル Z で 終了 
Human68k H: ギ 
1 ファ イル Y1K Buts 使用 中 511K Buts 使用 可能 


18 8 に 的 - 引 1 1:7:99 


file 0 
日 > \ 
file と いう ディ スク ファ イル が 作成 され た 


















第 15-7 図 で 入力 し た 文字 が 現われ る 





季 15 一 8 作成 され た file は , テ キス ト フ ァイル で ある 


の 出力 先 で ある 標準 出力 を 他 の も の 一 一 この 場合 は ,file と いう ディ スク ファ イル ーー 
ーー に 切り 換 和 だ た か の な の で | お に の は 5 に コマ ンド シン ェ ノル は 
> 出力 ファ イル 名 
を 付け る こと で , 標準 出力 の 出力 先 を 切り 換 を る こと が で きま す 。 
これ を 
標準 出力 の リダイレクト 
と いい ます 。 標 準 出力 の リダイレクト を 利用 する こと で , ディ スプ と 有 罰 串 才 考 る 





ワー ル っ 
ジー ント ガ か ずい ーー 矯 ティ ンー 


| | 時 2 







リダイレクト 
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ょ うに 作成 し た プロ グラ ム を 何 の 変 更 な し に , 他 の 媒体 に 出力 する プロ グラ ム に 族 
見 さや せる と に の CS ます 
た と えば 通常 の ファ イル 名 を 指定 すれ ば , ディ スク ファ イル に 出力 きせ る こと が 
で きま すし , 前 に 説明 し た 学 約 ラテ イル に 出力 させ る こと も で きま すず す 。 だ や る ば 
ん CDy > prn 
本 ウン と すれ ば , キー ボー ド の 入力 を を の まま プリ ンタ に 出力 させ る こと も で きる わけ で 
3 で る の 場合 。 cpyxx は タイ ジラ イダ タ に 身 する IMG200 5 
と 覇 準 入力 の リダイレクト 1 
同じ よう に し て ,。 標準 入力 の 方 を リタ ダイ レク ト き させ る こと も で きま す 。 つ まり 
ー ボ ー ド か ら の 入力 を 他 の 媒体 に 切り 換え を る こと が で きる の で す 。 そ れ に は 
< 入力 ファ イル 名 > 
の 部 分 を 付け ます 。 た と えば 次 で は , 標準 入力 を confing.sys ほ と いう テキ スト ファ イル 
に リダイレクト し て いま す 。 こ の た め cpy.x は , キー ボー ド か ら 6 入力 する 代わ り に 
config.sys か ら 入力 
する よう に な り ま す 。 そして, 入力 し た テキ スト を その まま 標準 出力 (ディ スプ 切 
イ ) に 出力 し ます か ら , 結果 し とし て この cpy.x は type コ マン ド の 代わ り を 果 だ た すこ. と 
ok に な り ま す (第 15-10 図 )。 


代わ りほ 
ここ ガワ アプ イル を oomliOiSW88 
に 30U2 ク ド 


A>opy <Config・SyS 

FTLES 15 

BUFFERS 20 

BEEP.SYS 
PRNDRV.SYS 
PCMDRV. SYS 
ASK68K.SYS B:\X68K M.DIC B:\X68K_S.DIC 
RAMDTSK.SYS #M256 
SRAMDISK .SYS 
VERTIEY ON ーー 

SHELL COMMAND.X 


A> 、 config.syS の 内 容 が 現われ る 
実際 は , この 後 画面 クリ ア さ れる 











BLL 
DEVTICE 


DEVICE 
DEVICE 
DEVICE 
DEVICE 





UE 絆 NR 人 














第 15 一 10 図 cpy.x を type コ マン ド の 代わ り に 使用 


< 注意 > 

実際 に は , confing.sys を 表示 し た 瞬間 , 画面 が クリ ア き る れ て し まい ます の で , を 
の 内 容 を 読む こと が で きま せん 。 な ぜ 画 面 が クリ ア き され て し まう か を 次 に 説明 し ま 
9 二 


及 。 。 Human68K の テキ スト ファ イル の 構造 4 


次 は 。 fle を dm ンジ じ で みた も の て す 。 こ 析 を 見 る と と に よっ て , 
Human68 k の テキ スト ファ イル の 構造 
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>dump file 


ggBBMMM 








ァイル の 終り を 表わす eof コ ー ド 





寺 !5 一 11 図 file を dump 


| 生 の 構成 


=ol コ ー ド 


=of コ ー ド 


SUB 


を 調べ さる こと が で きま す (第 15-11 図 )。 
この よう に Human68k の テキ スト ファ イル の 各行 は 








< 本 文 > 十 0DH 十 0AH 








の 構成 に な っ て いま す 。 つ まり 5 行 の 終わ り に は , 行 の 終わ り を 表す 

eol の ュ コード 一 一 0DH+0AH (2 バイト) 
の コー ド が 来る の で す 。 ち な み に | 同 を 押す と , 0DH の コー ド が 発生 し ます 。 ま た だ た コ 
ント ロー ル J を す と 0AH の コー ド が 発生 し ます 。 第 15-6 図 で 改行 きせ る だ め に コ 
ント ロー ル 」 を 押し だ の は この だ めで す 。 

まだ た , テキ スト ファ イル の 最後 に は 

eof ヨ デー ドド テー 1 AH 
が 来 ま すす 。 こ の 1 AH は , コン トロ ー ル を 押す こと で 発生 し ます 。 cpy コ マン ド を 
終了 きせ る の に コン トロ ー ル を 押し た の は この た めで す 。 


ア 画面 消去 を 意味 する ASCI 制 御 コ ー ド 
る て , ここ で 問題 に な る の は , テキ スト ファ イル の 最後 を 表す 
GOK コ ニー ドー 
で す 。 こ の コー ド は , テキ スト ファ イル の 立場 か ら 見 ます と , 確か に テキ スト フ 
ァイル の 最後 を 表す eof ユ ー ド の 意味 を 持ち ます 。 し か し 一 方 。 デ ィ ス プレ イ の 幸 場 
か ら 見 ます と , も う 一 つの 意味 に 見 えま す 。「Human68 k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 の 
P.179 一 P.180 に ASCII 制 御 コ ー ド 表 が 載っ て いま す 。 そ の 1A の し と ころ を 見 ほす 
SUBー 一 一 Clear screen 
画面 の 表示 を すべ て クリ ア し ます 
その 後 , カー ソル は ホー ワン 
の 説明 が あり ます 。 
も うお 分 か り と 思い ます が , テキ スト ファ イル の 最後 を 表す 
Ce: ドニ ーー 拓 ま の 5 
を 標準 出力 の ダ ィ スプ レイ に 出力 し ます と , 画面 を 消去 する ASCII 制 逢 コ ー ド に 解 
釈 さ れ て し まう の で す 。 
CP/M 以 降 の ツッコ ン 用 OS の 多く は , eof コ ユー ド と し て 1A 硬 を 採用 二 る る の が 
多く な っ て いま す 。 し か し , 一 方 で は 1 AH が , 画面 消去 の コー ド に 割 9 当 て られ 
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て いる の も 事実 で す 。 こ れ は , 従来 か ら の 互換 性 を 考え る と 仕方 の な いこ と な の で 
CR 二 2 





絡 標準 出力 へ の アペンド _4 


標準 入力 と 標準 出力 の リダイレクト を まとめ ます と , 次 の よう に な り ま す 。 








リダイレクト の 書式 e 標準 入力 の リダイレクト 
キー ボー ド か ら の 入力 を 他 の ファ イル か ら に 切り 換え る 
コマ ンド < 入力 ファ イル 
@ 標準 出力 の リダイレクト 
ディ スプ レイ へ の 出力 を 他 の ファ イル に 切り 換え る 
23 ドウ 出 カ ディル 








この 二 の を 併せ て, 隷 挙 入出 力 の リダイレクト と いい ます 。 と ころ で て で, 標 華 深 


の リダイレクト の 方 は 。 も うぅ 一 つ 書 式 が あり ます 。 二 つの 書式 を 書き ます と , 次 の 
よう に だ 310 まる 








前 
] ニニ つの 標準 出力 の ュ マ ンド > 出 カフ テイ ルド ドド ooo < 
た 人 4 コマ ンド >> 出 カラ フフ イル eee の 2 
この 両者 の 違い は , 記号 > が 一 つ あ る か 二 つ あ る か の 違い で す 。 た だ し , 機能 的 
、 に は この 両者 は まっ た く 異 な り ま す 。 それ は 。 出力 ファ イル が すでに 存在 し て いる 
場合 に 生じ ます 。 
| く 1> の 書式 の 場合 


リダイレクト に 指定 し た 出力 ファ イル が すでに 存在 し て いま す 





config.Sys か ら の 入力 を 


際 ilG202 マ ンド ある 


cpu <config.sus >>file 旧 file の 内 容 
> 8 











S B:*68K_M.DIC B: 夫 68K-S.DIC 


ー その 後に config.sys の 内 容 が アペンド され る 
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を 。 その ファ イル の 内 容 を 消去 し て し まい ます 。 つ まり 新しい 内 容 で 上 書き し て し 
まう の で す 。 それに 対し , < く 2.> の 書式 の 場合 は 。 リダイレクト に 指定 し た 出力 ファ 
イル が すでに 存在 し て いて も , その ファ イル の 内 容 を 消去 し ませ ん 。 その ファ イル 
の 最後 に 

デー ンー アペンド (追加 ) 
する 形 で 新しい 内 容 を 書き 込み ます 。 
前 の ペー ジ の 第 15-12 図 で , アペンド の 感じ も を つか ん で くだ きい 。 


員 標準 入出 力 の パイ プ 機 能 


し ・ ゅ ・ つ ・ り ・ ・ く ・ を 
つく ざき や の ヨド ピン マジ eS の 
に ・ ゆ ・ Uie 二 ESEC 5SNLGNE2 の の ウ 
そ ・ ・ が ・ パ ・ イ ・ プ ・ き ・ の ・ う 一 ・・・・ 


劉 入力 テキ スト の ソー ト 一 sort ァ 


日 完 


さき っ 








標準 入出 力 を 利用 し た プロ グラ ム は , その 出力 と 入力 を パイ プ で つ な で よう に 接 
続 し て , 1 鹿 だ 実行 する こと が で きま す 。 それ を 文字 どおり 
イプ 科 能 標準 入出 力 の パイ プ 機 能 
と 呼び ます 。 こ の パイ プ 機 能 を 説明 する た め に , sort と いう 新しい コマ ンド (ブロ 
グラ ム ) を 縮 旬 致し ます 。 








、 





日 >sort 
が 
Basic 適当 に キー ボー ド か ら 数 行 入 力 する 
COBOL (標準 入力 ) 








COBOL ソー ト さ れ て 出力 され る (標準 出力 ) 


Fortran 有 2 
Pasca l 












双 15 一 13 図 sort コ マン ド 


この プロ グラ ム は , 前 の ペー ジ の 図 で 示し まし た よう に 標準 入力 か 6 入力 し た テ 
キス ト を 行 単位 (I で 区 切ら れる ) で ソー ト し て 標準 出力 に 出力 し ます (第 15-13 図 )。 


と 準 入出 力 の パイ プ 機 能 2 


を そこで, パイ プ 機 能 で す 。 こ れ を 利用 する に は , 複数 の コマ ンド を 決 の よう に 
| (<SHIFT> 十 < 壮 > で 入力 で きま す ) 
で 区 切っ て 同時 に 実行 し ます 。 











第 3 部 03 


パ バイブ プ 機能 の 
本 e マシ ンド 1 コマ ンド 2 コマ ンド 9.|…… 














SO の が 951 表 和 (し 6 滞 ラ コマ ンド の 貞 胡 が ンド 2 の 入力 と し て 利用 
され , その コマ ンド 2 の 出力 が コマ ンド 3 の 入力 と し て 利用 きれ 一 一 と いっ た 形 で 
次 々 に 実行 きれ て 行き ます 。 








紹 ディ レク トリ を ソー ト す る / 
次 の 例 で は , パイ プ 機 能 
1 T 十 や VS | Sort 回 


ーー 


この 出力 を この 入力 に 接続 
の 形 で 利用 し て いま す (第 15-14 図 )。 





拡張 子 が Sys で ある ファ イル を 表示 


De コーマ COT 馬 R。 


H2>dir *.sus 1 sort 








コ ミ イル TK 由 e 中 _ 599K Bute 使用 可能 
( 12:9:8 








2 人 ら 12: 上: 本 





デイ パレ クト ドリ が ント 0 で づる 








第 15 一 14 図 dir コ マン ド の 出力 を ソー ト 


dir コ マン ド は , ディ レク トリ を 
ディ スプ レイ ー 一 すなわち 標準 出力 
に 出力 する コマ ンド で す 。 で すか ら こ の 場合 は , ファ イル 名 の 
拡張 子 が sys で ある よう な ファ イル 
が 標準 出力 に 出力 きれ る わけ で す 。 と ころ が この 場合 は , その 出力 が す で 次 の ユマ 
ンド で ある sort の 入力 ファ イル と し て 使用 きれ ます 。 で すか ら 6 出力 さ れる で き 各 フ 
ァイル 名 が , 
Sort コ マン ド に より ソー ト 
る れ ま す 。 そし て , その 結果 が 標準 出力 (この 場合 は ディ スプ レイ ) に 出力 され ま 
は 
前 の ペー ジ の 実行 結果 で その こと を 確か め て みて くだ さい 。 
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軒 マル チ 処 理 機能 4 
UNIX ラ イク な 機能 て は あり ませ ん が , 書式 が パイ プ 機 能 に 似 て いる も の に 
マル チ 処 理 機能 
が あり ます 。 こ れ は , 複数 の コマ ンド を 決 の よう に し て 実行 し ます 。 











コマ ンド 1 || コマ ンド 2 | コマ ンド 3 ……… 








これ は , ちょ うと ど BASIC に ける マル チ ス テー トメ ント の よう に , 
コマ ンド を 1 度 に 複数 個 指 定 
で きる も の で す 。 各 コマ ンド は , 指定 し た 順に 実行 きれ て 行き ます 。 た と えば 次 は , 
date と time の 各 コ マン ド を 1 度 に 実行 し た も の で す (第 15-15 図 )。 













連続 実行 





"5 図 マル チ 処 理 


これ は , 

date 遇 

time 財 
の よう に 2 回 に 分 け て 実行 し て も, 結果 は 同じ こと で す 。 た だ し , マル チ 処 理 機能 
で 実行 し た 場合 は , 一 つの コマ ンド の 実行 が 終わ っ て も OS の コマ ンド レベ ル に は ほ は 戻 
り ま せん 。 す で に 次 の コマ ンド が 実行 され ます (第 15-16 図 ) 。 


date コ マン ド 














time コ マン ド 





| 度 os に 戻っ て いる 





駿 15 一 16 図 別々 に 実行 
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第 3 部 コマ ンド シェ ル 有 入門 


旧 語 房 フィ ル タ 


フィ ル タ 


more コ マン ド 


find コ マン ド 
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OS 25 う 0! の に のり Ss く から 
避 92t か SNDTSUUNGMo et も 
そ ・ れ ・ を ・ か ・ こ ・ う ・ し ・ て 
OleS0OeWo pk つや りゃ Eo く で ・ べ 
し slave りり 7 EE て ふ 、 す ふる 
呈 0 ュ イリ ルッ タ ・・ に < マー ここ ・・ こ で ・ 





人 フィ ル タ 





標準 入出 力 を 使用 し た プロ グラ ム は , 実行 時 に 入出 力 フ ァイル を 切り 換え る ご 議 
が で きる の で , 非常 に 応用 に 富ん だ 使い 方 が で きま す 。 特 に 


大 寿一 一 標準 入力 
出力 一 標準 出力 


を 使用 し た プロ グラ ム を フィ ル タ と 呼ん で いま す 。 た と えば 先 の cpy.x は , 標準 入 諸 
か ら 入 力 し た 文字 を 標準 出力 に 出力 する と いう 典型 的 な フィ ル タ で す 。 
Human68 k に は , 

find 

more 

Dr 

Sort 
の 四 つ の フィ ル タ が 標準 で 用 意 き る きれ て いま す 。 こ の うち pr と more に つい て は , す 居 
に 紹介 済み びす の で , ここ で は 残り の more, find に つい て 説明 し ます 。 


際 ディ スプ レイ 表示 の 一 時 停止 一 more 半 


more と いう の は , 1 度 に 画面 に 入り きら な い テ キス ト を 表示 する の に 使用 し まま 
す 。 コ ント ロー ル S で も 画面 の 表示 を 一 時 停止 すす を こと が で きま す が , うっ か り 者 
る と 通り 過ぎ て し まう こと が あり ます 。 しかし, more を 使用 すれ ば ちょ うど 

1 画面 表示 を し た と ころ で 一 時 停止 

(GRKSKG ま 8 

more は , フィ ル タ で すか ら , パイ ププ 機能 の 中 で 使用 する こと が で きま す 。 た と あぁ 
ば 次 は , dump コ ユマ ンド の 出力 を more で 一 時 停止 きせ な が 6 表示 させ た も の で 3 寺 
(第 15-17 図 , 第 15-18 図 )。 














と 文字 列 の 検索 一 find ゴゴ 
フィ ル タ find は 文字 列 を 検索 する の に 使用 し ます 。 標準 入力 か ら 入力 し た テキ ス 
ト フ ァイル か ら 


指定 し た 文字 列 を 含む 行 
を 捜し 出し , それ を 標準 出力 に 出力 し ます 。 た と えば 湊 は , ディ レク トリ の 出力 を 
Sort で ソー ト し , 更に を の 中 か ら dir と いう 文字 列 を 含む 行 だ び け を 表示 きせ た も の で 
す (第 15-19 図 ) 。 
































ーmoOF@ー 

時 6B1E9 
明 8991F9 
MMM29M 
MM 上 219 
MMgMZZD 
MMMMM23M 
MMBZ4M 


加 ap Leu.sus | more 


FE 2 43 31 29 2 29 
聞 MM 99 明 明 錠 
FE 2 43 55 29 29 29 
9 9 静 99 9 
FE 2g 43 41 2 29 29 
吸 吸 績 吸 昭 9 
FE 2 53 31 29 29 29 
聞 WW99 明 時 晃 
FE 2 53 SS 2 29 29 
昭 MM9 角 盟 
FE 56 4F 49 44 2 28 
本 中 9 明 吸 明 9 


44 ZR 
六 99 99 表明 
42 3R 2H 
9 角 明 吸 角 昭 
43 4F 5 59 2 MM 


M 
9 9 99 9 9 9 
52 45 4E 29 9 9 釣 
9 9 吸 角 99 9 


| 時 停止 
岳 間 昌 上 上 由 由 FEU | 


圭 15 一 17 図 more に よる 一 時 停止 








2 1B 53 99 9 9 蛇 
昭 明 表明 外 凶 
291B54 表 昭 聞 釣 
昭 9 表明 99 
2 1B 55 9g 9M MM 時 
吸 吸 明 吸 明 9 
2 1B 56 9g 中 明 呈 
叫 明 凶 明 明 要 9 

1BS57 吸 照明 
昭 99 9 凶 角 
2』 1B 45 昭 昭 9 9 
聞 呈 9 表明 昭 的 
29 1B 4R 明 昭久 
交 夫 要 9 吸 明 9 


2E 2R 9 

中 9 9 表 錠 
2E 2R D 99 史 
聞 昭 99 交 遇 
9 99 M 9 9 


9 9 99 交 急 
M 中 角 
中 4 9g 9 角 角 時 
呈 9 吸 吸 角 W 


記 


中 
員 
中 
中 
MM 
gg 史明 角 中 電 明 8 
角 
能 
MM 
中 
凶 
M 


MM 
9 9 明 静 9 


MM 


ュー ーー 適 


当 な キー で 、 炊 の ペー ジ を 表示 


第 15 章 UNIX ラ イク な 機能 く 2> 一 リダイレクト と パイ プラ イン 


gg . C1 


ED まで oc 
明 .NML 8 
| 
明 .INS 

し AOP 
 .NeCUU . 
La な BSKOESWGORT 
M .EOF 


44 49 5229413R2R2E2R2FSYB 


D 叩 明 明 9 DIR Ri*.*2M 


9 吸 OO 要 999W999 9 6 


44 49 52 2 42 3R ZH 
4 9M WM 吸 聞 9 
54 59 5 45 29 


2E2R2F5?7 串 角 角 9 
李 94 MMW 聞 9 角 
呈 999 郊 角 聞 明 WTYPE 


昭 8 99999W 明 W 
4441 5445 叩 9 99 明 


中 静 角 凶 明 角 99 
9 李 聞 李 角 明 聞 DRIE 


MMMMg2SB 
BMM26M 
MMMMZYM 
MM92S9 
MMMM2SM 
MMMMZRB 
MM2ZEM 
MM92CM 


H2 


聞 昭 吸 明 角 
54 49 4D45 呈 
要 99 昭 99 
1B 452BW 久 
9 9g 1B 56 暑 
99 9 9 1B 
43 4C 53 釣 
gg 99 1B 55 


第 15 一 18 図 続き を 表示 


本 交 吸 本 明 吸 要 89 
MM W99 9999 表 9 
中 中 呈 李 9 要 明 明 角 9 
呈 1B452D 好 静 昭 1B59 9 
史 明 9M1B4R 凶 聞 9999 9 


53 MMHMM1B55 角 9 角 9 


呈 4849539991B4599 
M 9 久 


結果 と し て , 
ディ レク トリ ファ イル を abc 順 に 表示 
させ る こと に 成功 し じ し て いま す 5 





MM 

M TIME 

UE 寺 CDE 
人生 EE ドッ 
明 .……VM J 


2 Mo も ゃ ・ 隊 
中 ーー 
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策 3 部 コマ ンド シェ ル 入 門 





| 2 ドリ の 用 を ツー ド 


| 生 全 その 中 か ら dir を 含む 行 を 表示 








衣 1 sort 1 find "dir" 


中 
- 


第 15 一 19 図 find に よる 検索 








dir を 含む 行 が abc 順 に 表示 





dir の 出力 の 中 で <dir> を 含む 行 を 検索 
その 出力 を ソー ト し た 後 , dirctory に リダイレクト 


19 人 


Rdir 1 find "<dir>" 1 sort >dirctoru 
H 思 ファ イル dirctory の 内 容 を タイ プ 











>tupe_dirctoru RG 旦 5 は 
228 LRI 、 1 1F2 f つ 。 1Z: 9: 9 
22: |BIN De 12: 09: 99 
oi と 3-15 12: 凶 : 釣 
HIR ーM ・ MM・ 
、 KdID 


2 コト さ 40EGDG93 い 





実際 は , この 行 番号 で ソー ト し た 








第 15 一 20 図 うま く ソ ー ト され な い 例 


な お この 列 で は , コマ ンド を 並べ る 順序 が 大 切 で す 。 た と えば 湊 の よう な 順序 で 
並べ る と , うま く ソ ツー ト さ きれ ま せん (第 15-20 図 )。 
これ は , find 実 行 後 の テ キス ト フ ァイル を ソー ト し よう と し た た め に 起こ っ た 現 
象 で す 。find 実 行 後 の テ キス ト フ ァイル は , 
行 番号 
が 付加 る れ て いま す 。 よ っ て , を の 行 番号 で ソー ト る され て し まい ます の で , 結果 と 
し て ツー ト る れ な いよ うな 形 に な っ て し まう の で す 。 
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第 16 章 バッ チ 処 理 





鞭 16 章 バッ チ 処理 











庄 庫 バッ チ 処 理 の 基本 


自 ま in ント ドド 0 を か を ゃ あこ つゆ め … で 
ZN たり チト ems り で 


Eo 所 we あ テ きみ る ほる 












アコ マン ド を 収め た テキ スト ファ イル を 作成 4 


次 は , copy コ マン ド を 使用 し て 








証 筆 きま ネト ファ テ ァイル tst. bat 
ウデ テキ ベト ドク 0102 る 1 作 R だ た だ の 00 09 Co0D07 ジ マンド で テキ ス 0 吉 2 し と 
を 作成 で きる こと は , 前 に 説明 し まし た ね (第 16 一 1 図 )。 





ー キー ボー ド か ら 入 力 し た テキ スト を 


き 、 ー この ファ イル に 収め る 


copu con btst.bat 
con 
SS 同 6 3 ニー この 部 分 を 入力 する 





so| 





1 ser 





| い = で き あ が っ た tst.bat の 中 身 











計 lsー 1 コマ ンド を 集め た テキ スト ファ イル を 作る 


瞳 ら れ た コマ ンド この テキ スト ファ イル の 中 身 に 注目 し て くだ さい 。 
date 一 一 月 是 を 表示 ・ 修 正 
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第 3 部 - ュ マン ド シ ェ ル 入 門 


time 一 一 時刻 を 表示 ・ 修 正 
vol 一 ボリ ュー ムラ ベル の 表示 ・ 修 正 
ver 一 一 - Human68k の バー ジョ ン 番 号 を 表示 


と いう X68000 の コマ ンド を 収め た も の に な っ て いま す 。 


幼 ファ イル 名 だ け を 入力 4 


RC > この es も スト ドン シア メイ オン クン の を 








了 呈 行 tst いじ 
の ょ うに 入力 し て みて @ き だ きい 。 た だ し , 拡張 子 . bat の 部 分 は 入 肪 し ませ ん 。 区 
mAG6 の DK つこ 


テキ スト ファ イル に 収め られ だ コマ ンド 
が 次 々 に 実行 きれ て いく の が 分 か り ま す (第 16 一 2 図 )。 





tst. bat は ドラ イブ B に 入っ て いる 
ァイル 名 を 入力 する 











-97 (本 ) で す 
まま m sl 











で す | 



















ラベ ルル は HumanS5Sk 











Human68k uersion 1. 果 


H> 









tst. bat に 入っ て いる コマ ンド が 次 々 に 実行 され る 





第 16 一 2 図 ファ イル 名 を 入力 する と 





※1. も し tst.bat が ドラ イブ B に 作成 し た な ら 
b:tst | 加 
の 人 2 OOG き さき 


『 - バッ チ フ ァイル の 意味 


い 』 作成 し か tebbst の よ . う に ユマ ッ ン ド を 集め た 特 用 な デキ スト ファイ を 
バッ チ フ ァイル 
と いい ます 。 バ ッ チ ファ イル は , 次 の 条件 を 満た す 必 要 が あり ます 。 














バッ チ フ ァイル 【 バ ッ チ ファ イル の 条件 】 
く 1 > X68000 の コマ ンド を 収め た テキ スト で ある こと 
く <2> ファ イル 名 の 拡張 子 が . bat で ある こと 





この よう に し て 作成 き れれ だ ポメ ナク タク アァ イル は あたかも 


第 16 草 バッ チ 処 理 
ia ンプ NZ まる 23 ト 】 
の よう に 機能 し ます 。 つ まり , その ファ イル 名 を 入力 する だ | を こ に 収め た コ 
マン ド を 自動 的 に 実行 する こと が で きる の で ず 。 
良 《 使 用 する 複数 の コマ ンド は , バッ チ フ ァイル に まとめ て お ぢ く と 便利 で す 。 な 
お ラマ ンド タ の ラテ イル を 用 U32268 人 de と を 
E バッ チ 処 理 
ks ま 本 


『 複雑 な コマ ンド も バッ チ フ ァイル に / ノ 
バッ チ フ ァイル は , 何 も 複 数 行 の コマ ンド を 収め な けれ ば な ら な いと いう こと は 
0 圧 が ん だ 5 











1 行 
CS タイ プ す る の が 面倒 な コマ ン F ド は , バッ チ フ ァイル に まとめ る 価値 が あり ます 。 
だ ME 

dir b: | sort 


は , パイ プ 機 能 を 用 いた 科 か る 波 あ 紀 キシ 0085 SKIDW ド ウシ (20B の の 

レク トリ ーーR UK 表示 SRe32E が で きま きす らし か UN これ 等 は 家 イ ジ す る の 

が 面倒 で す 。 こ の よう な 場合 は , 次 の よう に バッ チ フ ァイル に まとめ て お おく 〈 と 便利 
(第 16 一 3 図 , 第 16 一 4 図 ) 。 





バッ チ フ ァイル 名 を 入力 


>ls 
肖 zdir hb: | sort 

















5 ン ァイル 5BK 0 使用 中 1155K Bute ef 
間 it ーー ediesx NOEOSS0Y 二 2 

0 し PU に Oo 
lbas_txt _<dID 87 82 7299 
> 


ーー ーー サード き 所 た だす レ ク み ネッ 
3 図 ディ レク トリ を ソー ト し て 表示 
>tupe ls.bat 


半 5 lsell_ ドラ イブ B の ディ レク トリ を sort で ソー ト 
ay (パイ ブ プ 機能 を 利用 ) 











ー4 図 ls.bat の 中 身 


ちな み に ls は , あの dir に 相当 する UNIX の コマ ンド 名 で す 。 で すか ら バ パッ チ フ 
ァイル を 用 いる こと で , X68000 の ユマ ンド を UNIX の コマ ンド に 置き 換え る (同じ 
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部 ーー 


第 3 音 





名 前 に する ) こと も で きる わけ で す 。 
ア 特別 な が バッ チ フ ァ イ ルーーーautoexec. bat 4 


次 に 。 バッチ ファ イル の 特別 な も の に 





autoexec. bat 
ょ いう の が あり ます 。 こ れ も フ ァ イ 
バッ チ フ ァイル で すか ら , も ちろ ん 
autoexecl 
で 実行 する こと が で きま す 。 し か し 
お きま す と , 特別 な 恩典 が 得 ら りら れ ま す 。 それ は 
Human68k の 起動 時 に この autoexec. bat 
を 自動 的 に 実行 させ る こと が で きる / 


autoexec. bat 
ル 名 拡張 子 が .bat に な っ て い ます の で , 立派 な 


バッ チ フ ァイル 名 を この autoexec・ bat に し で 


オー トス ター ト 





まゆ きち で すま 
台 自動 実行 バッ チ フ ァイル 4 


次 は , 68000 に 洒 付 き 入 る オリ ジ ナ ル の シス テム ディ スク に 舎 ま れる パッ チノ 


イル autoexec.bat 春 type し た ぉ の で す (第 16 一 5 図 )。 




















uPe 8u toexec.b 


HH 角 事 HiINi 提 : YRB6SIC: キ 但 宏 
| 


第 16 一 5 図 シス テム ディ スク の autoexec. bat 


270 人 (28 ン ペンペン は , autoexec. bat を 利用 し て , 自動 的 に 


path の 設定 
を 行う よう に し て いま す 。 この 外 に も autoexec. bat は , 
ます 。 た と えば BASIC 専 用 の シス テム ディ スク を 作成 し た な 
用 し て 自動 的 に BASIC を 立ち 上 げ る よう に する 中 話 U'CU まう 。 
ちな み に autoexec. bat は , 
自動 実行 バッ 自動 実行 バッ チ フ ァイル 
2 呼ば れ ま す 。 


本 時 謀 プロ グラ ム 言 語 と し て の バッ チ フ ァイル 


パャ ・ ッ ・ チ ・ フ ・ ア ・ イ ・ ル ・ に 


ゅ ぃ いろ い みろ な 応用 が 考え 5 


autoexec. bat を 還 

















Moe 導い コバ フー そこ を 全く PJ 
『 言語 処理 系 と し て バッ チ フ ァイル 
バッ チ フ ァイル は , あたかも 一 つの 
言語 処理 系 


の よ ょ うに 機能 し ます 。 それ は , X68000 の ユマ ンド を 材料 に プロ グラ ム し , 実 衝 


こと が で きま す 。 以下 で は , プロ ゲラ ム 言 語 と し て の パッチ フ ァイル を 見 て 条 
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で 

























第 16 草 バッ チ 処 理 
す 。 最初 は や や 難し く 見 を ます が , 慣れ て 来 ま す と , か な り 5 高度 な バッ チ フ ァ イ 
2 いう コマ ンド を 作成 ずる と が で きのう 1 に な か の ます 


プロ グラ ム 言 語 と し て の バッ チ フ ァイル の 第 1 歩 は 。 コマ ンド ライ ン か ら 
ネー テ パラ メー タ 
を 取り 込む せこ と で す 。 それ を 次 に 説明 し ます 。 

先 に ls.bat と いう デイ レク トリ を ソー ト し て 表示 する バッ チ フ ァイル を 作成 し ま 
し だ 。 し か し , この コマ ンド (エッチ ファ イル ) は , いつ も 対象 が ドラ イブ プ B の デ 
ィ レ クト リ に 限定 され て いま し た 。 こ れ を 

ls ドラ イブ 名 名 
の よう に パラ メー タ を 付け て 実行 で き る と 便利 で す 。 


アア パラ メー タ 4 


バ パッチ ファ イル は , パラメータ を 使用 する こと が で きま す 。 使 用 で き る パラ メー 




















タタ は 
ニテ メー タ へ の 代入 1 一 コマ ンド ライ ン の 第 1 パラメータ が 代入 きれ る 
222 ーー ヨミ マ ンド ライ ン の 第 2 パラ メス メータ が 代入 きれ 2 
多 9 一 - コマ ンド ライ ン の 第 9 パラメータ が 代入 きれ る 
、※ 1 
0 の IDG の SS 





※1. 錠 0 も 使用 で きま す が , ここ に は 常に コマ ンド 名 が 入り ます 。 


パパ ラメ ー タ の 指定 が 可能 な ls.bat 。 








次 の 改造 版 1s.bat を ご 覧 くだ さい (第 16 一 6 図 )。 








>tupe ls.bat 
dir 較 計 1 sort 


日 > 時 コマ ンド 投入 時 の 第 | パラ メー タ が 
この 部 分 に 代入 され る 





却 16 一 6 図 ls.bat (改造 その 1 ) 


dir コ マン ド が 
dir 1 

の よう に な っ て いま す 。 バッチ ファ イル の 実行 時 に は , この %% 1 に 第 1 パラ メー タ 
(実行 時 に 1 番目 に 指定 きれ た パラ メー タ ) が 代入 され ます 。 次 ペー ジ の 実行 例 を ご 
覧 くだ きい (第 16 一 7 図 , 第 16 一 8 図 ) 。 








築 3 部 コミ マ ンド シェ ル 入 門 








= が 弟 1 パラス メータ 





>zdir b: 1 sort 





22O00 馬 に 代 以 SI れ だ 

使用 中 1165K Bute 使用 可能 
87- 叱 - 量 1 時 32:18 

54 87- 時 -29 12:39:16 


<djir> @7 に 5-27 1 39:22 











ドラ イブ B の ディ レク トリ が 表示 され て いる 





第 16 一 7 b: を 指定 



































dir | Sort バッ チ フ ァイル 中 の テキ スト 
dir b: | sort | 生計 の テキ スト 
ーー | 
| 
第 16 一 8 図 パラ メー タ の 代入 
(GEK 
ls b: 凡 
の よう に し て 実 人 竹 し て いま す 。 こ の 場合 叶 b:M が 第 パラ メー タ ad お の で に 0 天 
欠 1 に 代入 きれ 
hb sort ノ | 
と し て 実 得 さ きれ て いま す 。 き また,。 第 16 一 9 図 の 実行 例 を ご 覧 くだ さい 。 
ls 凡 


の よ ょ うに し て 実行 し て いま す 。 こ の 場合 は , パラ メー タ を 指定 し て いま せん 。 その 
場合 は , 多 1 に は 何 も 代 入 さ れ ま せん の て 結果 と し て 

dir | sort 了 較 
が 実行 され , デ フォ ルト で ある ドラ イブ A の ディ レク トリ が 表示 きれ て いま す 。 こ 
の 処理 は , 合理 的 な こと で すね 7? 


了 / 。 バイブ 処理 の 内 部 構造 一 pipe000.$$$ 


ここ で , 一 つ 補 足 で す 。 第 16 一 9 図 を 見 ます と , 
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ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ア ーー 一 一 ヤァ ヤー ーー >)( 第 16 章 バッ チ 繁 杜 






パラ メー タ を 指定 し て いな い 











2 1 に は 何 も 代入 され な い 




















ドラ イブ A の 





459K bu 使用 中 782K Bute 使用 可能 











| 較 * 放 esW 0 ディ レク トリ 

| HSK58K SYS 1MGMM4 87-5-15 12:MM: 
FUTOEXEC BHT 56 87- 的 - 叫 1:15: 
BEEP SYS 124 87-3-15 12: 吸 :MM 
BIN <dir> 87-M3-15 12: MM 本 
COMMRND X 24736 87-85-15 12: 吸 : 明 
CUNFIG SYS 227 87-4-29 12:36: 
KEY SYS 712 87--15 12: 級 : 凶 
NEMDIR <diT2 87- 的 -15 12:9M: 9 
RRIUISK SS 1816 87-3-15 12: 明 : 
SRHMDISK SYS 924 87-3-15 12: 級 : 角 
人 <dir> 87-93-15 12:MB: 釣 

S 

























bat 16 87- 史 - 果 1M:16:24 
87-93-15 12:MM: 





この ファ イル は 何だ . 


第 16 一 9 パラ メー タ の 指定 を 省略 する と 


一 時 ファ イル 


pipe000.$ も $$ 
と ょ いう お か し な 名 前 の ファ イル が 見 られ ます 。 こ れ は , も と も と は 存在 し な い フ ァ 
イル で す 。 こ こ に Human68k の パイ プ 処 理 の 一 端 が 現れ て いま す 。 

Human68k で は , パイ プ 処 理 を 実現 する た め に 

ーー 時 ファ イル 一 一 必要 が な く な る と 消 減 する 
を 使用 し て い は す 。 を そして, | (パイ プ の 区 切 り 記 号 ) の 左側 の コマ ンド の 出力 を 
この 一 時 ファ イル に 書き 込む せよ うに し て いま す 。 も ちろ ん | の 右側 の コマ ンド は ほ , 
それ を 入力 と し て 受取 り ま す (第 16 一 10 図 )。 

















第 16 一 10 図 パイ プ 処 理 の 構造 


も う ぉ 分 か り で し ょ う が , pipe000.$ $ $ が その 一 時 ファ イル で す 。 第 16 一 9 図 
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SS 部 AA に ジョン レン 入 問 
の dir 実 行 時 は , まだ パイ ブ 処 理 の 真 最 中 で すか ら , 一 時 ファ イル が 存在 し ます 。 さこ 
の 一 時 ファ イル (pipe000.8 $ $) は , パイ プ 処 理 終 了 と 同時 に 消 減 し ます 。 


虐 メッ セー ジ の 出 カ ーーecho 4 
(2 次 の 説明 の た め echo と いう コマ ンド を 紹介 し て お きま す 。 こ の ユマ 亡 
ち 人 














ド 








echo コ マン ド echo メッ セー ジ 剛 . 





の よう に 使用 し て , メッ セー ジ を 標準 出力 に 出力 し ます (第 16-11 図 )。 


人 echo の 後ろ に メッ セー ジ を 書く 





Hecha ** Hsllo ! ** 








kw Hello | ww 
岬 


ー その メッ セー ジ が 標準 出力 に 出力 され る 








第 16-11 図 echo に よる メッ セー ジ の 出力 





了 アバ ラメ ー タ の 代入 の され 方 を 調べ る 一 para.bat 』 
と いう こと で , パラメータ を 使用 し だ も うぅ 少し 複雑 な バッ チ フ ァイル の 例 を 示 昌 
ます (第 16-12 図 )。 





H>tupe para.bat 

Frem 水 水 パラ メー タ の 調査 ※※ 
echo off ー 
he MSN 香る er 
echo 第 2 パラ メー タ ま で 当て ま < 

PaUSe 
echo 名 移 四 を を 1 = を 1 の =% の 
echo on 




















9@@@@@@ 








第 16-12 図 para.bat 


これ は , 複数 の パラ メー タ が 指定 され た 場合 の 代入 の きれ 方 を 調べ る バッ チ フ ァ 
イル で す 。 新しい コマ ンド や echo の も う 一 つの 使い 方 も 示さ れ て いま す の で 1 行 ず 
つ 記 一 説明 し て いき ます 。 

@ 第 1 行 
ーー 一 echo on に お ける rem の 使い 方 
rem と いう 新しい バッ チ 処 理 用 の コマ ンド が 使わ れ て いま す 。 る を の 書式 は 





rem コ マン ド rem コメ ント 





で す 。 通常 は 。 バッ チ フ ァイル の 中 に コメ ント を 書く の に 使用 きれ ます 。 た だ し , 
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第 16 斉 バッ チ 処 理 
後に 説明 する echo on の 状態 で は , 実行 時 に この 行 が ソック リ 表 示さ る れ て し まい 
2 
欠 第 2 行 

ーー 一 echo off の 使い 方 
echo は , 先 に メッ セー ジ を 表示 する た め の コ マン ド で ある こと を 説明 し まし た 
が 
echo o 寿 
echo on 
と いっ だ 使い 方 も で きま す 。 こ の echo off を 実行 し ます と , バッ チ フ ァイル の 実 竹 
時 に 
コマ ンド ライ ンー コマ ンド を 投入 し た 行 
を 表示 し な く 《 く なり ま す 。 メ バッ チ 処 理 実行 時 に いち いち コマ ンド ライ ン を 表示 させ て 
いた だ の で は , 画面 が うる る 《 く なり ます の で , 通常 は この コマ ンド を 用 いて コマ ンド 
ライ ン の 表示 を 停止 きせ ます 。 
人 @ 第 3 行 
ーー 一 echo off に お ける rem の 使い 方 
ふた た だ び rem 文 で す 。 た だ し , 今度 は 第 2 行 に より コマ ンド ライ ン の 表示 が 停止 
され て いま す の で , この 行 は まっ た 画面 に 表示 る れ ま せん 。 完全 な rem 行 と し て 
機能 し ます 。 
念 第 4 行 
ーーecho に よる メッ セー ジ の 表示 
本 来 の echo の 機能 で ある メッ キー ジ の 表示 で す 。 echo の 後に 書か れ た メッ セー 
ジ が バッ チ フ ァイル 実行 時 に 画面 に 出力 きれ ます 。 
念 第 5 行 
ーー pause の 使い 方 
新しい バッ チ 処 理 用 の コマ ンド pause が 登場 し て いま す 。 バ ッ チ 処理 実行 時 に こ 
の 部 分 で 一 時 停止 し ます 。 画面 に は 
準備 が で きた ら 何 か キー を 押し て くだ きい 
の 表示 が 現れ ます 。 キ ー を 押す こと に より , バッ チ 処 理 を 再開 で きま す 。 
人 @ 第 6 行 
% の 使い 方 
ここ で 複数 の パラ メー タ の 使い 方 を 調べ る た だめ, が た くさ ん 登場 し で いま 考 。 
%% 0 
多 1 
多 2 
が パラメータ て ,。 実際 この 部 分 に パラ メー タ が 代入 され ま ず す 。 
0 
多 多 1 
%%%% 2 
は , 似 て いま す が パ ラメ ー タ で は あり ませ ん 。 欠 を 二 つ 普 さ る と 多 と いう 丸 字 が 画 
面 に 表示 きれ ます 。 で すか らい ま の 三 つ は , 画面 に 
外 0 








第 3 部 。 ラ マジ R ジ ミル 大門 


久 1 

2 
と いう 文字 を を の まま 表示 する の に 使用 し て いま す 。 
人 第 7 行 


ーー echo on の 使い 方 
バッ チ 処 理 を 終了 する 前 に echo の 状態 を on に 戻し て いま す 。off の まま で す と, 
バッ チ 処 理 が 終了 も ヨコ マン ドラ イン が 表示 き 4 な く な り ま す 。 


ア para. bat の 実行 っ 


para.bat の 実行 例 を 次 に 示し て ぉ きま す (第 16 一 13 図 )。 











第 | パラメータ 
2 シス ーー 
第 3 パラ メー タ 














H>para first 

H>rem ボボ 素 

Recho off 
ウパ ラメ ー 














M 備 が で き 適当 な キー を 押す 
SRSG を 1= 
届 





> 軒 





か シッ 
第 1 パラ メー タ { が 代入 され た 
コマ ジ ド 名 | 

















第 16 一 13 図 para. bat の 実行 


外 0 バッ チ フ ァイル 名 の para 
1 一 一 第 1 パラ メー タ の first 








が を それぞれ 代入 きれ て いる の が 分 か り ま す 。 こ こ で は , 第 3 パラ メー タ も 指定 し て 
いま す が 多 3 が 存在 し な い の で 無視 きれ て いま す 。 


紅 制御 構造 
プロ グラ ム 言 語 と し て の バッ チ フ ァイル の 真価 は , や は り 制 御 構造 を 使用 し た 場 


合 に 発揮 きれ ます 。 バ ッ チ ファ イル の 制御 構造 し し て は , 計 文 が 用 意 き れ て いま す 。 
その 基本 は 














if 坊 if 条件 コマ ンド 











で す 。 こ れ は , 条件 が 満た され た 場合 だ け 条 件 の 後に 書か れ た コマ ンド (一 つ だ け ) 
が 実行 きれ る も の で す 。 
条件 は ,。 か な り 複 雑 な も の が 使用 で きま す が , ここ で は 





文字 列 の 比較 "文字 列 1” ニー“ 廊 字 列 2" 





の 形 を 紹介 致し ます 。 こ れ は , 二 つ の 文字 列 が 等 し い 場 合 だ け , コマ ンド が 実行 き 
れる と いう も の で す 。 こ れ だ け で も か な り の 応用 が 効き ます 。 
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第 16 草 バッ チ 電 理 


< 条件 一 雪 字 列 の 比較 4 


この 形式 を 利用 する 場合 に 注意 し な けれ ば な ら な いこ と は , 次 の 2 点 で す 。 











文字 列 の 使い 方 念 文字 列 は , ”" ” で は さむ こと 
⑱ ニ ーー の 前 後に は , スペ ー ス を 一 つ 置 く こ と 








文字 列 の 中 に は , %% 1 ” の よう に パラ メー タ を 置く こと も 可能 で す 。 
下 を 使用 し た バッ チ フ ァイル の 例 を あげ まし ょ う 。 光 の tm. bat を ご 覧 下さ い ( 第 
16 一 14 図 )。 







Rx>tups tm.bat 


echo o†† 


date 








ーーーー も し 第 1 パラ メー タ が d で ある な ら 
date と いう コマ ンド が 実行 され る 





第 16 一 14 図 tm.bat 


これ は , time コ マン ド を 実行 する バッ チ フ ァイル で す が , d を 指定 し た 場合 は , 
date コ マン ド も 実行 する と いう も の で す 。 





tm. bat 【tm. bat の 使い 方 】 
tm | 





time コマ ンド が 実行 され , 現在 の 時 刻 が わか る 

tm d 剛 

time コ マン ド の 他 , date コ マン ド も 実行 きれ る の て 現在 の 日 時 の 
両方 が わか る 











実行 例 は , 第 16 一 15 図 を ご 覧 下さ い 。 


Pa goto と ラベ ル に よる 分 岐 4 


プロ グラ ム 言 語 と し て の バッ チ フ ァイル は , goto 文 を 組み 合わ 入る 5 
更に 強力 な 言語 と し て 機能 し て 来 ま す 。goto 文 の 書式 は , 次 の と お 9 り て 指 








ロ 


す + 





goto 文 goto ラベ ル 








ジマ ルル 1 は 5/GIZ8t89 
ラベ ル ・here 
の よう に : (コロ ン ) で 始め ます 。 使 用 で きる 廊 字 は 
英字 (大 訪 字 ・ 小 訪 字 可 ) 
数 字 
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双 3 部 コマ ンド シミ シル 天門 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 





パラ メー タ を 指定 し な い 
(22 証 三 GN な 0 


日 >tLm の 

Hzecho nf† 

時 生 を ハ カレ で くだ 2 生 、| ate は 実行 され て いな い 
B ッ 


を 入力 し て くだ さい : 











第 1 パラ メー タ に d を 指定 
きい で す | ae が 実行 され て いる 

CEE 1 
さい : 





1 
剛 玩 。 





8Tー 
に 導い 
0 
と 












第 16 一 15 tm. bat の 実行 
みみ タカ た 
江 字 
165 SG だ ま RGNEGO 
テー goto を 利用 し た ls. bat 4 





goto を 使用 し た 例 と し て , 次 の ls. bat を 示し ます (第 16 一 16 図 )。 
これ は , 先 の ls. bat を 更に 機能 アッ プ し た も の で 
IS < ドラ イブ 名 > 財 
(ドラ イブ 名 を 省略 し た 場合 は 。 デフ ォ ル トド ライ ブ ) 
で は , 通常 の dn コマ ンド が 。 ま た 
Is 一 s < ドラ イブ 名 > 凡 
の よ ょ うに“ ス イッチーs” を 指定 し ます と , ソー ト さ れ た デイ レク トリ を 表示 し ま 
す (第 16 一 17 図 )。 


* 第 1 パラ メー タ に 一 s が 指定 され た ら 


ラベ ル sort に ジャ ンプ 
>tupe ]s.bat 
echo の ii 
こっ っ 


” goto sort 
ーs が 指定 され な い 場 合 

















[dir 22C 1 SSE ーs が 指定 され た 場合 
・eG 
echo an 








第 16 一 16 図 ls. bat (改造 その 2 ) 


フン フン 22 イ に 邊 | この 他 に も た くさ ん の 書式 が 用 意 き れ て いま す 。 し か し , 
バッ チ フ ァイル を 本 格 的 に 取り 上 げ ま す と , それ だ け で も 1 冊 の 本 に な っ て し まい 
ます の で , 本 書 の 範囲 で は ここ ら 5 あたり で 止め て お きま し ょ う 。 
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_ (一 s を 指定 し な い 場合 ) 
普通 の dir が 実行 され る 








月 > b: 3 
2echo off 


デー タ : 辞書 付き 


5 基 テ イル 

















』 」 和 
_bss_txt 
日 > 
月 >|s -s b: 
Hzecho off 

























87-93-27 17:39:22 












(一 s を 指定 ) 
ソー され る 






















寺 I6 一 17 図 ls.bat の 実行 
X-BASIC の 隠し コマ ンド ・ 関数 くそ を の 4 一 2> バッ ク グ ラウ ン ド 画 面 関係 











ーー 
bg_stat (char | , char 2) 
型 int 
引数 char | 2N ッ ク クラ ウン ENO、 (0 9) 
char 2 読み 出し デー タ の 選択 . (0 一 3 ) 
0 : X 座 標 
| : Y 座 標 
EAI シミ =z 
三 3 : 表示 ON プ OFF 
パッ ク グ ラウ ンド ・ レ ジス タ (座標 , テキ スト ペー ジ , 表示 0N ン OFFP) 
戻り 値 | int 読み 出し デー タ 
備考 768*※512 モ ー ド で は , 使用 不可 
bg 和 克 (char, int) 
| 型 int 
引数 char 生生 (に 00) 
int パタ ー ン コー ド 等 (V, H, COLOR, GoDE ). (0 一 &hcfff ) 
BG テ キス ト の 指定 され た ペー ジ 領 域 を , 第 2 引数 で 指定 され た デー タ で 満た し ます 
int 常時 , 0 
備考 | 第 2 引数 (V H CoLoR, CoDE ) の ビッ ト 構 成 は , 以下 の 通り 
D15< で トト ニーー・- ーー- ェ 。 垂直 反転 
D14… ド …… ド ーー… 水平 反転 
DI 一 8………… 2005za ツ トラ KN ググ 
D7ー0…………… PCG パ ター ンコ ー ド 


768※512 モ ー ド で は , 使用 不可 
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第 4 部 シス テム の 構築 各種 テク ニッ ク 


第 17 草 日 本 語 フ ロン トブ プロ セッ サ 
の 組み 込み 


















BA 5 に 作 と は 何 か 





oN で 0 イマ スズ < ドッ ジウ イッ パ バト が 
く ・ み ・ こ ・ め ・ ば 
に SO に 半 還 ロジ OO8CPIC ミニ フフ ーー 
た いつ 漢字 を 使用 する か ? ノ 





あな た だ は , X68000 で 漢字 を 使 む うと 思っ た だ たら, どう し ます か ? 

も っ と も 簡単 な 方 法 は , 付属 の 「 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ 」 を 使用 する こと で す 
し か し , な に も わざ わ ぎ 「 日 本 語 ワー ド プ ロモ セッ サ 」 を 取り 出 き な く と も , 漢字 雪 
使用 する こと は 可能 で す 。 X68000 は , 

文字 の 入力 が 可能 な 場面 
で は , いつ で も 漢字 を 使用 する こと が 可能 で す 。 た と えば 付属 の テキ スト エディ イ 委 
ED を 使用 し て 日 本 語 の 文書 を 作成 する こと も で きま すし , ビジ ュ ア ル シ ェ ル の 車 
の 電話 帳 や メモ 帳 で 漢字 を 使用 する こと も 可能 で す 。 も ちろ ん BASIC の プロ グラ メ 
の 中 で 漢字 を 使用 する こと も で きま す 。 


漢字 の 入力 で つま ずく 4 

と ころ が , 最初 は この 

漢字 の 入力 漢字 を 入力 する 
と ころ て 難渋 する か も し れ ま せん 。 漢字 を 入力 する に は , 漢字 の 入力 モー ド に 入ら 
な けれ ば な り ま せん 。 それ に は , 漢字 の 入力 が 可能 な 状態 だ と えば は コマ シン 











に 2 ラン (人 
を > 
が 表示 きれ て いる 状態 で , 
漢字 入力 モー ド <CTRL> 十 <XF1> ・・・ 二 つの キー を 同時 に 押す 
Sa: を 押し ます 。 し か し , 運 が 悪い と 


辞書 デ ず ィ スク が 入っ て いま せん 。 
と 怒ら れる こと が あり ます 。 つ まり 付属 の シス テム ディ スク を 使用 し て 漢字 を 入力 
する に は , ドラ イブ B に 「 辞 書 デ ィ ス ク 」 を 挿入 し て おぉ お か な けれ ば な ら な い の で す 
0 2 寺 - っ 
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雪子 入力 機能 に 
つい て 


その 他 の デバ イス 
ファ イル に つい て 


デバ イス ドラ イ バ 





第 17 草 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ の 組み 込み 
仮に ば ドラ イブ B に 「 辞 書 デ ず ィ スク 」 を 挿入 し て お いて も , 更に 

清め の さき 授 み 本 IN 
と 怒ら れ て し まう か も し れ ま せん 。 こ れ は , 辞書 ディ スク に 書き 込み 禁止 用 の プロ 
テク トシ ー ル が 張ら れ て いる 場合 に 起こ り ま す 。 


了 。。。 パパ デバ イス ドラ イ バ の 組み 込み 4 


この よう に 何やら か ん や ら 漢 字 を 使用 する の は , 結構 面倒 を う で す 。 使用 する の 
に いろ いろ な 条件 が 付き ます 。 し か し , 本 来 な ら 











人 辞書 ディ スク な し に シス テム ディ スク だ け で 漢字 を 使用 し た い 
ハード ディ スク に 辞書 ファ イル を 収め た い 
人 漢字 は 使わ な が いか ら コ ン パ クト な シス テム ディ スク を 作り た い 











等 々 。 いろいろ な 希望 が ある で し ょ う 。 漢字 ど だ け で は あり ませ ん 。 





人 @ 高速 な RAM デ ィ イス ク が 使用 し た い 
念 電 涼 を 切っ て も 内 容 が 消 を な い SRAM デ ィ ス ク が 使い た い 








と いっ た シス テム に 対す る 希望 も も ある か も し れ ま せん 。 実 は 。 これ ら の こと は すべ 
て 可 IEkG 908 だ だ 全く も に は 
デバ イス ドラ イ バ の 組み 込み 








に 関す る 知識 が 必要 で す 。 
4 日 本 語 フロ ント プロ セッ サ 4 
Human68k は , 裸 の OS で す 。 つ まり , 標準 で サポ ー ト する 入出 力 デ バイ ス を 
キー ボー ド 
あ 作 2 の 0 シル ( 
プリ シン 
ング 


の よう に , 基本 的 最低 限 の も の に 限定 し て 設計 る され て いま す 。 しかし, 技術 革新 の 
方 は 速い に ですから, 後 か ら 後 か ら 

新しい 入出 力 デ バイ ス 
が 登場 し て 来 ま す 。 を そこで, Human68k は , 後 か らい くら で も (し か も 簡単 に ) それ 
ら の 新しい 入出 力 デ バイ ス を 組み 込め る よう に 設計 きれ て いる の で す 。 





Human68k の 設計 思想 
標準 で は , 必要 最低 限 の 入出 力 デ バイ ス を サポ ー ト 
L 
必要 と あれ ば 後 か ら 簡単 に 入出 力 デ バイ ス を 追加 で きる 











入出 力 デ バイ ス の サポ ー ト 用 プロ グラ ム を 
デバ イス ドラ イ バ 
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季 4 部 シス テム の 構築 交 各 種 テ クニ ッ ク 





と いい ます 。 つま り 標 準 の Human68k は , いつ で も 新しい デバ イス ドラ イ バ を 組み 込 
むこ と に より, ご 便 用 嘩 きる 入 時 力 デ ダイ ス 弄 や し て 征 く に が C き る の て す ぁ も 交 
み に 漢 字 の 入力 機能 も 
漢字 入力 用 の デバ イス ドラ イ バ 
ー 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ (日 本 語 FP) 
を Human68k に 組み 込む こと に より 実現 で きま す (第 17 一 1 図 )。 














これ 全体 が 
0S の 本 体 と し て 機能 する 














ユー ザー 領域 











es の バー イ スズ 


ファ イル 








た と えば 日 本 語 FP 











| 第 17 一 1 図 
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デバ イス ドラ イ バ の 組み 込み 








第 17 章 日 本 語 フロ ント プロ セッ サ の 組み 込み 


17-8 


config. sys に 
Human68k の ・ か ・ ん ・ き ・ ょ ・ う ・ を 
本 ee で YUY さす * ふる 9 ee る 


際 config. sys と は ? 4 


それ で は , 
どの よう に し て 新しい デバ イス ドラ イ バ を 
Human68k に 組み 込む の か ? 
と いう の が , これ か らし ば らく の テー っ で す 。 
Human68k は , シス テ ム 起 動 時 に 
Eonfig. sys config. sys 
に いう テキ スト ファ イル の 内 容 に し た が っ て , シス テム を 初期 設定 する よう に し て 
ON が 。 KYO 人 AR ライ の 組み 込み ぉ も こ の config. sys に よっ て 行い ま 52 

















H>tupe config. sus 
F = 15 


BUFFERS = 2g 

BELL BEEP.SYS 
PRNDRV.SYS 
_DEVICE = PCMDRV.SYS 
LDEUICE = 8 

VERIFY = ON 


> 








人 ー 一 日 本 語 フ ロン ト プロ セ ッ サ を 組み 込ん で いる 部 分 





第 17 一 2 図 シス テム フ ァイル の config. sys 


config. sys は テキ スト ファ イル (文書 を 収め た ファ イル ) で すか ら ,type コ マン ド 
て その 内 容 を 読む こと た が で きま す 。 第 17 一 2 図 は 識 人 属 の シュ テム ディ スク に 収め 
られ だ config. sys を type し た も の で す 。 

4 Human68k の 実行 環境 の 設定 / 


この よう に config. sys の 各行 は 











千 行 の 構成 config. sys 用 コマ ンド = 設定 事項 











の 形式 を し て いま す 。 config. sys 用 コマ ンド (config. sys の 中 て 使用 で きる ュ ユマ ン 
ド ) は , Human68k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ アル の P.136 以 下 に 載っ て いま す 。 
まず は , これ @ の コマ ン ド の 使い 方 を 説明 し て ち おき ましょ の ら 
逢 ss 葉 files 


BASTC に お ける 
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第 4 部 シス テム メ 構 築 を 各種 テク ニッ ク 


buffers 


bell 


break 


break の 状態 


198 





How many files 一 
に 相当 する 部 分 で す 。Human68k の 場合 は , ここ で 

同時 に オー プン で きる ファ イル の 数 
を 指定 し ます 。 デ フォ ルト (省略 時 の 値 ) は , 15 で す 。 ア プリ ケー ショ ン ツ フト で 
指定 きれ て いる 場合 を 除き , 最初 の うち は 省略 し て 構い ませ ん 。 プ ログ ラム を 自分 
6 代 大辻 る の 262AU ま も ます 57 才 ん 42 あと の 洲 中 が 分 が っ 0C くる で し よう 
@buffers 6 

ディ スク アク セス に 使用 す る バッ ファ の 数 を 指定 する も の で す 。 こ の 数 を 大 きく 

取り ます と 。 デ イス クア クセ ャ ス の 時 間 が (た ぶん 天 幅 に )。 向 上 し ます 。 だ た だ し , あ 
まり この 数 を 大 きく 取り ます と , それ だ け 使 用 で きる メモ リ 容 量 が 減少 し て し まい 


ます 。 
デフ ォ ル ト は 20。 ま た , 最大 数 は 99 で す 。 
人 @bell 


ビー プ 埋 を 発生 する た め の 音 の デー タ が 入っ だ た PCM フ ァイル を 指定 し ます 。 付 
属 ゆ ステ ム デ イス ク に は ,。 beep。sys が 用 意 き る きれ で いま す の で , 通常 は この フカ 
イル 名 を 指定 すれ ば 良い で し ょ う 。 








4 brsak, verify の 初期 状態 を 決め る 4 
つぎ は , Human68k 起 動 時 に お ける break や verify コ ユマ ンド の 初期 状態 を 決定 する 

も の で す 。 

人 @break 


Human68k は ,、 コントロール C で プロ グラ ム の 実行 を 停止 する を こ と が で きま す 。 ユ 

ント ロー ル C が 押さ る れ た か どう か る 調べ る こと を 

breaK チ ェ ッ ク グ 
と いい ます 。 い つ break チ ェ ッ ク が 行わ れる か と いう と , これ は 

ファ ンク ショ ンコ ー ル 

ーーG8 の サー ビス ルー チン 。 ア セッ プ み の 申 使用 まぁ 

を 実行 し た と き で す 。 た だ し , break の 状態 に より , break チ ェ ッ ク の 行わ れる ファ 
ンク ショ ンコ ー ル の 種類 が 異な り ま す 。 break に は, 





break on 

すべ て の ファ ンク ショ ンコ ユー ル 呼 出 時 に break チ ェ ッ ク が 行わ れる 
break off 

ュ ン ツー ルプ リン タ 入 出力 用 ファ ンク ショ ンコ ー ル に 限り 

その 呼出 時 に break チ ェ ッ ク が 行わ れる 











の 二 つ っ の 状態 が あり ます 。 こ の 両者 を 切り 換え る に は , 
break コ マン ド 
を 使用 し ます 。 と ころ で , 「Human68k が 起動 し た と き break は , ど ちら の 状態 に ある 
の か ? 」 と いう 問題 が あり ます 。 こ れ は , 通常 。off の 状態 に あり ます 。 た だ し , 
config. sys の break コ マン ド 
に より , Human68k 起 動 時 の break の 状態 を 任意 に 設定 する こと が で きま す 。 を その 初 








第 17 章 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ の 租 み 込 
期 設 定 を 行い た い 場 合 に この ユマ ンド を 使用 し ます 。 
介 verify 
これ に つい て は , 前 に 説明 し た こと が あり ます 。 
Human68k 起 動 時 の verify の 状態 を 設定 し ます 。 
ア シェ ル の 選択 4 
config. sys に より 。 シス テム 起動 時 に 最初 に 立ち 上 が る シェ ル を 決定 する こと が で 
ます 
人 @shell 
Human68k で 使用 する シェ ル の ファ イル 名 を 指定 し ます 。 シ ェ ル は , オリ ジ ナ ル で 


VS. X ・ ビ ジュ アル シェ ル 








command.x コマ ンド シェ ル 
の 一 つが 用 意 き れ て いま す の で , た と ぇ ば 

shell 三 command.x 
の ょ うに いずれ か の シェ ル を 指定 し ます 。 ま た (その 気 が あ れ ば ) 独自 の シェ ル を 
作成 し , 指定 する こと も 叶 能 で す 。shell コ マン ド の 指定 を 省略 し た 場合 , 





title. sys が ある っ つ ビジ ュ ブ テル シ ェ ル 


Eitleasys が が ない ーー コマ ンド ショ アル 








が 起動 する よう に な っ て いま す (第 17 一 3 図 ) 。 


。。 テバ イス ドラ イ バ の 組み 込み device 4 


そし て 。 最後 が いよ いよ デバ イ ス ド ラ イ ズバ の 組み 込み で す 。 そ の た め に は , 次 の 
コマ ンド を 使用 し ます 。 
人 @device 

これ が 。 組み込む べき デバ イス ドラ イ バ の フ ァイル を 指定 する た め の コ ユマ ンド で 
す 。 その 書式 は , 











device 三 デバ イス ファ イル 名 








f M 
AU 


で す 。 こ れ に より 。 任意 の デバ イス ファ イル を Human68k に 組み 込む こと が で きま す 。 
具体 的 な が デバ イス ドラ イ バ の 組み 込み 方 は , 次 の 節 以 降 で 説明 し て 行き ま 語 
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第 4 部 シス テム の 構築 各種 テクニック 























TITLE.SYS 読 み 込み 
_ タイ ドド 比 表 示 











KEY.SYS 読 み 込み 


= 


| USKCG.SYS 読 み 込み | 




















に 聞 M| 


USKOG.SY 5 誠 み 込み | 






















| coNrle.sYs 弥 み 込 CONFIG.SYS 読 み 込み 


上 





















*SHELL = 生 
あり?7 









^SHELL 三 行 
あり ? 





SHELL 三 VS.X 


さ 
SHELL ニ COMMAND. X 
本 の の 1 





VS.X COMMAND.X 


ビン アル モー ド 














AUTOEXEO.BAT 


























第 17 一 3 図 リセ ッ ト か ら シェ ル の 起動 まで の プロ セス 











第 17 章 日 本 語 フ ロン ト プ ロ モエ ッ サ の 組み 込み 


語 明 日 本 語 フロ レント プロ セッ サ の 組み 込み 


ASK68K. SYS を 
く ・ み * こ ・ む ・ が か 
く ・ み ・ こ ・ ま ・ な ・ い ・ か 
の れれ が も が っ だ いだい に 2 


半 ASK68K. SYS 4 


Human68k で 漢字 の 入力 を 可能 に する か 知 か は 、。 
日 本 語 フロ ント プロ セッ サ を 組み 込む か どう か ? 
1 征 の 3 だ 20 すなわち config. sys の 内 容 い か ん に か かわ っ て 来 ま す 。 config. SYS 
は , 前 に 説明 し た custom ユ マン ド で 作成 する こと も で きま すし , テ キス ト エ ディ 婦 
ED で 編集 する こと も で きま す 
オリ ジ ナ ル シ ス テム ディ スク は , 日 本 語 フロ ン ト プ ロ セッ サ を 組み 込む よう に し 
て いま す 。 第 17 一 2 図 の 
DEVICE = ASK68K.SYS 一 
の 部 分 が を それ に 相当 し ます 。 こ こ を 見 れ ば 分 か り ま す よ うぅ に 日 本 語 フロ ント プロ キモ 
ッ サ 用 の デバ イス ドラ イ バ 名 (日 本 語 入力 機能 を デバ イス と いう の も ちょ っ と 変 な 
迷 じ 8 し ます が て すき を)。 店 、 
==58k. sys ask68k.sys 
て す 。 も し 漢字 の 入力 を 行わ な か い の で あれ ば , この 行 を 削除 する と 良い で し ょ う 。 
Human68k の < メ モリ 使用 量 > を 小 き くす る こと が で きま す 。 ま た る その 場合 は 。 日 本 語 
フロ ント プロ セッ サ ASK68K.SYS を シス テム デス ク か ら 削 除 し て も 構い ませ ん 。 


4 ASK68K.SYS 組 み 込み の 書式 4 


ask68k. sys を config. sys に 登録 する に は 























==*58k. sys shell 三 ask68k.sys 使用 する 辞書 ファ イル 名 
p 拍 ろ 込 み 








の よう に し ます 。ask68k. sys で 使用 する 辞書 フ ァイル は , 





圭 書 ファ イル x 68k_m.dic 
x 68k_s. dic 








の ウニ ウ が 9 計 二 な に がら こ の 両 な (ドラ イブ 名 や パス 名 を 含め 久 病 十 画 る 
必要 が あり ます 。 
shell 三 ask68k. sys の 設定 例 を 次 に 示し ま Ke 
@shell 三 ask68k. sys 
b:\x68k _m.dic b: \x68k s.dic 
この 場合 。、 ドラ イブ A の ルー トディ レク トリ に ask68k。 sys を ,。 また だ 二 つ の 辞書 フ 
ァイル を ドラ イブ B に 置く 必要 が あり ます 。 、 








第 4 部 シス テム の 構築 各種 テク ニッ ク 


H>dir b: 


X68K 坪 書 B: ギ 0 
ッッ ァイル 627K Buts 使用 中 S94K Bute 使用 可能 





| 68K_N _ DIC 625664 87-65-15 12:99:99 
CS DIC 14336 87-93-15 12:99:99 
> 








第 17 一 4 図 辞書 ディ スク に 収め られ た 二 つ の 辞書 ファ イル 
代 Shell 三 \sys\ask68k. sys 
a:\x68k _m.dic a: \x68k s.dic 
この 場合 、 ドラ イブ A の sys と いう サブ ディ レク トリ に ask68k.sys を 置く 必要 が あ 
り ま す 。 ま た この 場合 は , 二 つ の 辞書 ファ イル を ドラ イブ A に 置く こと が で きま す 。 
ドラ イブ B は , 任意 の デー タデ ィ ス ク に 使用 で きる よう に な り ま お 衣 ドド ライ ブシ Ri 個 
辞書 ファ イル を 置く 必要 は な く な り ま す 。 


ーー *- 
ア 二 ニ つ の 辞書 ファ イル の 違い 4 
な ぜ , ask68k. sys に は , 二 つ の 辞書 ファ イル が 用 意 き れ て いる の で し ょ う ? 
つの 辞書 ファ イル の 違い は 何で し ょ うぅ 7? 
- つ の 辞書 ファ イル の 違い は , 次 の と お り で す 。 











ニニ つの 辞書 ファ イル 人 @x68k m.dic 
の 機能 メイ ン 辞 書 で た くさ ん の 漢字 が 登録 きれ て いま す 。 
借 x68k s.dic 
サブ 辞書 で す 。 
こち ぢ ら の 方 は 辞書 の 学習 結果 を 収め る の に 使用 し て いま す 。 つ まり 同じ 読み 





の 漢字 が あっ た 時 。 どちら を 先 に 表示 する か を 保存 し て いま す 。 





』 





辞書 ファ イル の し くみ を 知り た い 人 は , 1 度 こ れ ら の ファ イル を ダン プ し て 解析 
し て みる と 面白い と 思い ます (第 17 一 5 図 , 第 17 一 6 図 )。 


B>dump 68k_m.dic 

MM 3 BBH 昭 昭 李 是 33238 明 MM 吸 昭 昭 9..………… 史 8 
MM18 3』3435 明 吸 中 吸 吸 33635 昭 M 聞 吸 吸 明 村 5..……. 65 
MM929 3 38 33 中 凶 9 中 31 3』 3 中 凶 明 9M 83..... 


9999936 31 35 37 9 史 9 323131BH 李 明 要 157. で 

99949 32 34 39 9 WWB323839 李 李 李 明 249.'. 2 

99999959 33 31 31 9 9g 9 99 9 33 33 3 9B 99 99 99 9 311.. 328 

MOOOO9 33 36 32 BBB 9 9 23 38 33 9 BB 9 9 M 2362. 383.'. 

9999979 34 39 33 中 989 本 343331 明 李 明 明 本 4983...… 
) 





第 17 一 5 図 x68k MDIC の ダン プ 
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第 17 章 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ すす の 租 み 各 雪 





B>dump xB8k_s.dic 


dd 2 吸 明 時 吸 明 明 明 本 明 明 吸 明 明 明 吸 「………… し た で 
吸 89418 BS 時 吸 明 明 明 明 吸 刀 吸 級 吸 明 吸 吸 呈す.…………… 7。 こま 
ggMM29 CRHB 角 吸 吸 吸 吸 盟 攻 晴明 吸 吸 毅 明 明 ...… せ .….. 
MM3S9 吸 吸 吸 吸 明 晴明 吸 吸 明 吸 明 吸 盟 明 し …………………… 
MM48 晴 晴 吸 晴明 昭 晴明 明 盟 喘 級 毅 毅 明 し ……….... 





第 17 一 6 図 ~x68k S.DIC の ダン プ 
X-BASIC の 隠し コマ ンド ・ 関 数 くそ を の 4 一 8> バッ ク グ ラウ ンド 画面 関係 








[ 
bg_put (char | , char2, char 3 , int ) 
im 
引数 char | ポキ ペド ペ バージ (0 テ 、)) 
char 2 テキ スト X 座 標 . (0 一 63) 
char 3 デ ギ スト FY 座 標 : (0 63) 
Int ノ ポ クン ェ ーー 二 (VH JACOLOR 表 GOG 巨 6 (0 一 &hofff ) 
BG テ キス ト の 設定 を し ます 
int 宙 時 。 0 
第 4 引数 (V。H, COLOR, CODE ) の ビッ ト 構成 は , 以下 の 通り 
D15…………… 垂直 反転 
DI4…………… 水平 反転 
DI1 一 8……… ノン 0 み 交 
D ア ー0 *"……* ジ PCGk バ ター ジ ショー ドド 


768* ま 5I12 モ ー ド で は 。 使用 不可 
bg_get (char | , char2, ohar 3) 























型 int 
引数 char | テキ スト ペー ジ . (0 一 !) 
char 2 テキ スト X 座 標 。。(〈0 憲 63) 
char 3 テキ スト YY 座標 。 (0 一 63) 
処理 BG テ キス ト の 読み 出し を し ます | 
戻り 値 | int 読み 出し デー タ 
備考 768*512 モ ー ド で は , 使用 不可 





203 





第 4 部 シス テム の 構築 各種 テ アク ニック 








第 18 章 HAM デ ィ ス ク sBHAM デ ィ ス ク 








RAM デ ィ ス ク 


何 に 使用 する か 


弱点 ラ 
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過 呈 時 高速 HAM デ ィ ス ク の 使い 方 








の RAM デ ィ ス ク と は , 何 か ? 、 表 
いま あの PC-9801 で は , RAM を 増設 する 人 が 増え て いま す 。 それ は , PC-9801 で 
RAM デ ィ ス ク 


が 流行 し て いる か で す 。RAM デ ィ ス ク と は , 一 体 , な ん で し ょ う (この 言葉 は , 
すでに 第 2 章 で 登場 し て いま す が , 覚え て いま すか ) ? 


RAM デ ィ ス ク を 使用 し ます と , ディ スク ドラ イブ を 増設 し た わけ で も な い の に 。 
ドラ イブ の 数 が 一 つ 増 えま す 。 それ は , RAM を あたかも ディ スク の よう に 使用 する 
か ら な の で す 。 

RAM へ の アク セス は , 非常 に 高速 で す 。RAM へ の アク セス に は , 機械 的 な 部 分 
が あり ませ ん の で , も ちろ ん ハー ド デ ィ スク より も 高速 で す 。 この た め , PC-9801 の 
連中 は RAM デ ィ ス ク を だ た と えば 次 の よう な 用 途 に 使用 し て いま す 。 





【RAM デ ィ ス ク の 応用 】 

但 コ ン パ イル や アセ ン ブ ル へ の 応用 

コン パイ ラ や アセ ンプ ブラ を RAM デ ィ ス ク に 転送 し て 使用 し ます と , た と えば 
今 ま で 10 分 も か か っ て いた コン パイ ル を 1 分 程度 に 縮小 する こと が で きま す 。 コ 
ン パ イル や アデ ア ャ ンプ ル 時 間 の 大 部 分 は ディ スク アク セス に 費 や き る きれ て いま す 。 で 
すか ら 6RAM デ ィ ス ク を 使用 する こと に より , これ ら の 時 間 を 殆ど 0 に する こと 
の 0 
天 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ へ の 応用 

辞書 ず ィ スク を RAM デ ィ ス ク に 転送 し ます と , 漢字 の 変換 時 間 を 大 幅 に 減ら 
すこ と が で きま す 。 漢字 辞書 へ の アク セス が 高速 化 き れる か ら で す 。 











唯一 。 RAM デ ィ ス ク の 欠点 は , 

一 度 電 源 を 落と す と その 内 容 が 消え て し まう ! 
こ と で す 。 で すか ら 6RAM デ ィ ス ク 上 で 作業 し た ファ イル は , 電源 を 消す 前 に 普通 の 
ディ スク に 転送 し て ぉ 〈 必 要 が あり ます 。 





叶 プ ショ ン 
(PC-9801 の 場合 ) 


config.sySs 
へ の 登録 


使用 する メモ リ 


第 18 章 RAM デ ィ ス ク &SRAM デ ネス タ 多 


ES 恵まれ た X68000 の ユー ザー 鞍 


PC-9801 の 場合 , RAM デ ィ ス ク を 使用 する に は 
@ 増設 RAM を 購入 する 
e RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ を 購入 する 
の 手段 を 取ら な けれ ば な り ま せん 。 標準 で は , これ ら の も の が サポ ー ト され て いな 
いか ら で す 。 
し か し , X68000 の 場合 は 心配 が あり ませ ん 。 標 準 で ご 付い て くる RAM だ け で も 相当 
の 容量 が あり ます し , 何より も 有難 い の は 
RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ が 標準 で 添付 され て いる 
と いう こと で す 。 た だ し どう いう わけ か , その 使い 方 も , 組み 込み 方 も マニ ュ ア ル 
に は 載っ て いな いよ う で す 。 し か し , せっ か く タ ダ で 付い て くる の で すか ら 使わ な 
い 手 は あり ませ ん 。 








を こ で 以下 で は , RAM デ ィ ス ク の 組み 込み 方 と 使い 方 を 説明 する こと に 致し ます 。 





の RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ 組 み 込み の 書式 了 


RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ も ディ スク ドラ イ バ で すか ら , 前 章 の 日 本 語 フ ロン ト プ 
ロ セ ッ サ と 同じ よう に config. sys に 登場 する 必要 が あり ます 。RAM デ ィ ス ク ド ラ イ 
ズバ の ファ イル 名 は 

ramdisk. sys 


で す 。 ま た , その 組み 込み の 書式 は , 次 の 通り で す 。 








device 三 ramdisk. sys メモ リ の 割当 状況 








ここ で 「 メ モリ の 割当 状況 」 と は , どの メモ リ を 使用 する か , そし て 何 KK バ イト 
の RAM を RAM デ ィ ス ク に 割り 当て る か を 指し ます 。 


人 RAM の 選択 了 mh 


RAM デ ィ ス ク に 使用 で きる メモ リ の 種類 は , 次 の と お なり で す 。 











メイ ン メ モリ 
グラ フィ ッ ク RAM 








メイ ン メ モリ を RAM デ ィ ス ク に 割り 当て ます と , それ だ け ユ ー ザ 作 革 式 蔵 少し 
て し まい ます 。 で すか ら グ ラフ ィ ッ ク を 使用 し な い 場 合 は 。 グラフィック 虹 且 MI を 
RAM デ ィ ス ク に 割り 当て る と 良い で し ょ う 。 その 場合 は , ユー ザ 儲 城 減 少し ませ 
ん 。 グラフィック RAM を RAM デ ィ ス ク に 割り 当て た 場合 , その 天 き る 詩 自 算 的 た 
512K に 限定 きれ ます 。 

各 グ ラフ ィ ッ ク RAM の 割り 当て 方 は , 次 の と お り で す 。 





葵 メイ ン メ モリ を 割り 当て る 
< 書式 > #M 数 
(数 三 割 り 当 て る k バ イト 数 ) 
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< 例 >M256 
ー メ イン メモ リ を 256K バ イト 割り 当て る 
免 グ ラフ ィ ッ ク RAM を 割り 当て る 
< 書 式 > #G 
急 両 方 の RAM を 割り 当て る 
< 書式 > ま GM 数 
< 例 >#GM128 
ー メ イン メモ リ 128 バ イト , 
グラ フイ ッ ク RAM512K バ イト 

















と RAM デ ィ ス ク の 起動 まで 4 
次 は , メイ ン メ モリ を 256K バ イト RAM デ イス ク に 割り 当て た と ころ で す (第 18 
= 図 ) 。 


「H>tupe config. sus 
FILES =.15 
BUFFERS = 2M 


BELL = BEEP.SYS 
DEVICE = RSK6SK.SYS B: 和 68K_M.DIC B: 秋 68K_S.DIC 
了 = 


COMMRND.X 





SHELL 
> 軒 


メイ ン メ モリ に 256K バ イト 割り 当て る 





RE ramdisk.sys の 登録 


この config. sys は . テキ スト エディ タ ED を 使用 し て 作成 し ます 。 も し テキ スト エ 
ディ タ の 使い 方 が わか ら な い 人 は , custom コ マン ド を 使用 し て config. sys を 作成 し 
で の CN3752GtVo 

RAM デ ィ ス ク を 起動 きせ る に は , 1 度 Human68k を リセ ッ ト す る 必要 が あり ま 
す 。 リ セッ ト ボ タン を 押せ ば 良い ト の で す が , ここ で は 1 度 電 源 を 切り , 再び 電源 を 
入れ て Human68k を 立ち 上 げ て みて く 《 く だ さい 。 Human68k に RAM デ ィ ス ク が 組み 
込ま れ ま す (第 18-2 図 ) 。 








/ 夫 RAM デ ィ ス ク を 使用 する 4 
ドラ イブ プ C を RAM デ ィ ス ク は , 使用 し て いる 最後 の ドラ イブ の 次 に 割り 当て られ ます 。 ここ で 
本 は , ドラ イブ C に 割り 当て 6 れ て いま す 。 た めし に 
Gbe 二 gc 
と し て み ま す と , 第 18-3 図 の よう に あたかも ドラ イブ C が 存在 し て いる か の よう に 
処理 きれ ます 。 


前 に 作成 し た ls. bat も ドラ イブ C に 転送 し て み ま し ょ う 。 あ っ と いう 間 に 転 送 き 
れる の が わか る で し ょ う (第 18-4 図 )。 


キ 
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Human5Sk for 58 uersion 1.MM 
Copuright 1987 SHRRP/Hudson 


日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ ASK 68K for X68999 uersion 1.M 
Copuright 1987 SHRRP Corp./RCCESS CO.LTD. 
_RAM DISK DRIUER for X68999 uersion 1.99 
、FAM デ ィ スク (C: $9CB99-ZS6KO を 初期 化し まし た 
Command uersion 1. 錠 


3 有 : ギ ifBINiR:\BRSICjR: キ 得 企 








圭 18 一 2 図 RAM デ ィ ス ク の 起動 













ドラ イブ C を 指定 し て みる 








提 >dir c: 
RM_DISK C:\ 
ファ イル gK Buts 使用 中 252K Bute 使用 可能 
「 | ファ イル が あり ませ ん | 





最初 は , フ ァイル が 存在 し な い 状 態 で 始ま る 





至 18 一 3 図 ドラ イブ C が 使え る 





Oo ウォ ー ム ブー ト 可 能 な RAM デ ィ ス ク ァ 


先 に も 少し 触れ まし た だ が, RAM デ ィ ス ク は ば 電源 を 切る と を の 内 容 が 消 を て し ま 
いま す 。 こ れ に 関連 し て も う 一 つ 葉 いこ と は , うっ か り 5 


ドラ イブ C に ファ イル を 転送 する 
>copu ls.bat 
S .bat 


に 1 















et 一 デフ ォ ル トド ライ ブ を ドラ イブ C に し て みる 


>ls 
C>echo ocff 


RFMLDISK C: ギ 
1 ファ イル 1K Bute 使用 中 251K Bute 使用 可能 


bat 197 87- 的 -97 11:36:S4 





双 18 一 4 図 ドラ イブ C を 使用 する 





第 4 部 シス テム の 構築 各種 テク ニッ ク 

リセ ッ ト ボ タン 

CUGMGN0 EMR2 GS 計 
PC-9801 の 場合 、 二 つの タイ プ の RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ が 存在 し て いま す 。 一 
リセ ッ ト 時 の つ は , リセ ッ ト ボ タン を 押し て し まう と (当然 , OS は 再 起動 する こと に な り ま す が ) 
動作 RAM デ ィ ス ク の 内 容 が 消え て し まう も の 。 そして, いま ー つ は リセ モット ボ タン を 押 
し て も RAM デ ィ ス ク の 内 容 が 保存 きれ る も の で す 。 も ちろ ん 後者 の 方 が 使い や す 

い ぃ い の は , 当然 で す 。 





この メッ セー ジ に 注意 


Human58k for XBS 明 9 uersion 1. 中 
Copyright 1987 SHRRP/Hudson 


日 本 語 フ ロン ト プロセッサ ASK68K for X6899 |uersion 1.gM 
Copuright 198? SHRRP Corp./RCCESS CO.,LTD. 


RaM DISK DRIUER for X68899 uersion 1.09 
RAM デ ィ ス ク (C: $OC998-256O は 初期 人 し ませ ん 








Command uersion 1. 外 


0 R: ギ 月 :\BINiH: ギ BRSIC:R:\ 福 袋 
>dir c: 


RM_DISK | も 
1 ファ イル 1KBute 使用 中 251K Bte 使用 可能 


し 197 8 た 5- 所 11:36:54 











> 四 





前 の ファ イル が 残っ て いる 





第 18 一 5 図 ウォ ー ム プー ト 


を こ で , Human68k の RAM デ ィ ス ク に つい て で す 。 こ れ は , も ちろ ん (電源 き ぇ 
切ら な けれ ば ) た と を 
リセ ッ ト ボ タン を 押し て も その 内 容 は 保存 
る れる タイ プ の も の で す 。 試し に 1 度 リ セッ ト ボ タン を 押し て みて くだ さい 。 第 18 
-5 図 の よ うに 
RAM デ ィ ス ク は 初期 化し ませ ん 
の 表示 の よ うに 前 の 内 容 が その まま 残さ れ て いま す 。 








と RAM デ ィ ス ク へ の 転送 は バッ チ 処理 で 4 
バッ チ フ ァイル を RAM デ ィ ス ク は , 起動 と 同時 に , 使用 に 必要 な ファ イル を 転送 し て や ら な けれ 較 


前 用 な り ま せん 。 これ を 毎回 毎回 行う の は 大 変 で すか ら バ ッ チ ファ イル に まとめ て お 


と 良い で し ょ う 。 湊 は , アモ ン ブ ラ を 使用 する 際 に 心 要 な 
aS。 区 ブフ * セ ンジ デラ 
lk。 x メ ーーー ンカ 
6 ーー 6520 





和 
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を RAM デ ィ ス ク に 転送 す る バッ チ フ ァイル の 例 で す (第 18-6 図 ) 。 







= 5:asm.bat 
ーー キ キ 8S.X C: 

キキ |k.x C: 
bi n\ed . メ c: 






asm.bat 


虹 計 潮 電源 DFF で も 安心 / 驚異 の BHAM デ ィ ス クツ 


と スタ ティ ッ ク RAM と は ? 5 
人 間 の 欲 に は , 限り が あり ませ ん 。 RAM デ ィ スク ーー 一 便利 で は ある の で す が , 電 
源 を 消す と その 内 容 が 消 を て し ま ぅ の は 面倒 で す 。 も し 電源 を 落と し て も RAM の 
内 容 が 消 を ん な けれ ば な あ … 
ーー お っ と ! X68000 な ら そ れ が 可能 な の で す 。 も も ちろ ん PC-9801 で は , まだ を 
ん な こと は で きま せん よ 。 
X68000 に は , 
ョ = ティ ッ ク RAM スタ ティ ッ ク RAM 
と 呼ば れる 特別 な RAM が 内 蔵 る され て い ます 。 ス タテ ィ ッ ク RAM の 特色 は , 
内 蔵 の バッ テリ で バッ クア ッ プ され て いる の で 
電源 を 落と し て も を の 内 容 が 消 ん ない ! 











が で きる の で は ? と 考え る こと が で きま す 。 も ちろ ん それ が ある の で す 。 
我々 の X68000 に は 。 し か も を その デバ イス ドラ イ バ が 標準 で す サポー ト る され て いる の 
で す 。 


ア SRAM デ ィ ス ク を config.sys に 登録 _4 

電源 を 消し て も 消 を な い RAM デ ィ ス クー 一 こん な に 素晴らし いも の が ある の に . 
何と を の 使い 方 が マニ ュ ア ル に は 載っ て な い の で す 。 も っ た いな いで すね 。 そ っ が 
てく ある の で すか ら 使わ な い 手 は , あり ませ ん 。 

も ちろ ん スタ ティ ッ ク RAM を RAM デ ィ ス ク に 使う に は , その デバ イス ドラ オバ 
を config. sys に 登録 すれ ば 良い わけ で す 。 し か し , そこ は スタ ティ ッ ク E 央 。 午 結 
な RAM の よう な わけ に は まい り ま せん 。 電 源 を 落と し て も 前 の 内 容 詞 王 っ て いま 
す の で , 使用 で きる まで に いく つか の 

手 順 
が 必要 で す 。 そこで, 以下 に その 使い 方 を 公開 致し まし ょ う 。= 











この 電源 を 落と し て も 内 容 が 消え な い RAM デ ィ ス ク は , スタ ティ ッ タク RAM を 使 


用 し ます の で 
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SRAM デ ィ ス ク SRAM デ ィ ス ク 
と 呼ば れ て ます 。 を その デバ イス ファ イル の 名 前 は 
sramdisk. sys 


で す 。 こ れ を config. sys に 登場 する 際 の 書式 は 次 の 通り で す 。 





sramdisk.sys device 三 sramdisk. sys 
と 3 
の 登録 < 注 > sramdisk. sys の 後ろ の に パラ メー タ は 
心 要 あ り ま せん 。 








SRAM デ ィ ス ク を config. sys に 登録 し た と ころ を 湊 に 示し まし ょ うぅ (第 18-7 図 ) 。 


H>tupe config.sus 
同時 縛 志 


BUFFERS = 29 
BELL = BEEP.SYS 
DEMICE = RSK68K.SYS PE fX68K_M.DIC B: 補 68K_S.DIC 
DEVICE = FRRMDISK.SYS H256 
ICE = SRMDISK.SYS 
VERIFY = ON 
NN に = COMWHND.X 








パラ メー タ は 不要 





第 18 一 7 sramdisk.sys の 登録 





ア SRAM デ ィ ス ク の 使用 宣言 っ 
SRAM デ ィ ス ク を 起動 する に は , 更に 
メモ リス イッ チ の 変更 








Switch コマ ンド を 使用 


H>switch 
SMITCH Version 1. 呈 
IM 2 BITS-8 PRRITY-NONE STOP-1 XON 


S( ニ 5 アリ ル で 代 
この 部 分 が サポ ー ト され て 
いる 


この 部 分 を 入力 する 





双 18 一 8 図 メモ リス イッ チ の 変更 
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議 リス イッ チ 
の 変更 


ニニ つの 起動 の し か た 


第 18 章 RAM デ ィ ス ク &SRAM デ ィ ス ク 
が 心 要 で す 。 す な わ ち ,SRAM デ ィ ス ク の 使用 宣言 を メモ リス イッ チ に 登録 する 心 要 
が あり ます 。 メ モリ スイ ッ チ は , や は り 電 源 を 消し て も その 内 容 が 消え ない メ モリ 
の こと で す 。 を そこ に は , いろ いろ な Human68k の 使用 環境 が 保存 きれ て いま す 。 
2 で リス イル 20003 
switch コ マン ド 

で を の 内 容 を 変更 する こと が で きま す 。 マ ニュ アル に より ます と , switch コ マン ド 
で は つの パラ メー タ を 設定 ・ 変 更 び きる よう に な っ て いま す が , 実は も う 一 つ 

= 了 れ アイ ダテ メータ 
が 存在 し ます 。 を それ が , SRAM デ ィ ス ク の 使用 宣言 で す 。 SRAM デ ィ ス ク の 使用 定 
言 は , 第 18-8 図 の ょ うに し て 行い ます 。 


と SRAM デ ィ ス ク の 初期 化 ) 


これ で , SRAM デ ィ ス ク が 使 を る よう に な り ま し た 。 リ セッ ト ボ タン を 押せ ば 
SRAM デ ィ ス ク が 組み 込ま れ ま す 。 
7 が Ge o 
ここ か ら が 重要 で す 。SRAM デ ィ ス ク を 使用 し て Human68k を 
リプ ブー トー 一 起動 し 直す こと 
する に は , 二 つ っ の 方 法 が あり ます 。 














伴 通 に リセ ッ ト ボ タン を 押す 
通常 は この 方 法 を 取り ます 
SRAM デ ィ ス ク の 内 容 は , 元 の まま で す 
@⑯ <SHIFT> キー を 押し な が ら リ セッ ト ボ タン を 押す | 
SRAM デ ィ ス ク を 初期 化し ます 
SRAM デ ィ ス ク の 内 容 は , 消去 きれ ます 








SRAM デ ィ ス ク を 初め て 使用 する 場合 は , 該当 する SRAM に と どの よう な 内 容 が 人 
存 き れ て いる か わか り ま せん 。 で すか ら 第 1 回 目 の 使用 の 場合 に は , 
<SHIFT> キー を 押し な が ら リ セッ ト ボ タン を 押す 
こと に より SRAM デ ィ ス ク を 初期 化 ( 何 も 保 存 る きれ て いな い 状 態 に する ) し な 三 ち 
Human68k を 起動 する と よい で し ょ ? う (第 18-9 図 , 第 18-10 図 )。 


に SRAM デ ィ ス ク を 使用 する 4 


それ で は , きっ を 〈SRAM デ ィ ス ク を 使用 し , 電源 を 落と し て も その 両 容 記 奏 わ 
ら な いこ と を 試し て み ま し ょ う 。 

まず SRAM デ ィ ス ク に 適当 な ファ イル を 記録 し ます (第 18-11 図 )。 

そ を し て , 1 度 電源 を 落と し て か ら 再 び Human68k を 起動 し ます 。 こ の と まき 、 
<SHIFT> キ ー を 押 き な いで お いて くだ い 。 さ も な いと SRAM デ ィ ス 有 ク 記 初 天 公 き 
れ て し まい ます 。 す る と, 先ほど 記録 し て いた だ ファ イル が その まま っ で いる こ 











と が わか り ま す (第 18-12 図 )。 
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/ | SHIFT | キー を 押し な が ら 起 動 する 
Human5Sk XSS999 uersion 1.MM 
Copuright 8 SN SHRRP/Hudson 


日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ ASK68K for X68999 usrsion 1.M 
2 1987 SHRRP (0 ZRLCESS CO.,LTD. 


RRM DISK DRIUER for X68MB usrsion 1.M 
RAM デ ィ ィ ク 0 MC9996 26K) を 初期 化 し まし た 








MMB uersion 1.M 


スク ⑪: WED6492 19O を 時 化し を 半 
Command uersion 1. 中 


MM R: ギ j 昌 : ギ BINiH: ギ BRSICjHR: ギ 福袋 





SRAM デ ィ ス ク が 起動 , 初期 化 さ れ て いる 





第 18 一 9 SRAM デ ィ ス ク の 初期 化 


>dir 園 計 一 ーーーーー SRAM デ ィ ス ク は ドラ イブ D に 割り 当て られ た 


SRFHM_DISK D: ギ 
ファ イル K Bute 使用 中 13K Bute 使用 可能 





> 岬 





初期 化 さ れ て いる 





第 18 一 10 図 ドラ イブ D に 設定 され た SRAM デ ィ ス ク 


>copu b: cpu. = 還 ーーー swe スク に ファ イル を 転送 
b:cpu 
> 

Rdir d: 


SRRIM_DISK D: ギ 
1 ファ イル 1K Bute 使用 中 12K Ne 使用 可能 





転送 され た ファ イル 





第 18 一 11 図 SRAM デ ィ ス ク に ファ イル を 転送 
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Human58k for X5SMM uersicn 1. 角 
Copuright 1987 SHRRP/Hudson 


日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ ASKB8K for %58999 uersion 1. 吸 
Copuright 1987 SHRRP COW RCCESS CO.,LTD. 


RRM DISK DRIMER_ for X58MM uersion 1.9 
RAM デ ィ (C: MCMM- と 280SDIEL* Pe 











Command uersion 1. 初期 化 さ れ て いな い 
RM Hi ギ j 昌 : ギ BINiH: ギ SICiF: 衝 時 
H>dir d: 


SRANLDISK Ti D:\ 1 
ファ イル 1K Bute 使用 中 12K Bute 使用 可能 


288 87-05-91 9:58:46 














> 


前 の ファ イル が 残っ て いる 





第 18 一 12 図 電源 を 落と し て も 元 の 内 容 が 残っ て いる 





底 SRAM デ ィ ス ク の 登録 を 取り 消す - 計 
SRAM デ ィ ス ク の 使用 を や め る 場合 は , switch コ マン ド を 湊 の よう に 使用 し て メ 
モリ スイ ッ チ の 登録 を 削除 し ます 。 す る と , た と を config. sys に SRAM デ ィ ス ク が 
登録 きれ て いよ ょ うと, SRAM デ ィ ス ク が 
作動 し な い 
よう に な り ま す (第 18-13 図 )。 





H>suitch 
SMITCH Version 1. 遇 
RS232C 14 BITS-8 PRRITY-NONE STOP-1 XON 


JEC 
OPT.ZKEY= =TVCTRL 
CUNTRRST=14 
KRHNR _ =JIS 





SN | 
6 」 
これ で メモ リス イッ チ の 登録 を 取消 せる 





第 18 一 13 図 メモ リス イッ チ の 登録 を 削除 
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Human68k for X58MMB uersion 1. 中 
Copuright 87 SHHRP/Hudson 


日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ ASKB58K for X6899B uersion 1.99 
Copuright 198? SHRRP Pt /ZRLCESS CO.,LTD. 


RM DISK DRIUER for X68999 uersion 1.9 
R AM ディスク (C: CB999-256K) は 初期 し ませ ん 





| S-RM は RRMDISK と し て 使用 で きま せん 。SRRMDISK.< 
Command uersion 1. 中 
Rb ij 朋 : 和 INiH: 独 HSIC:R: 痢 富 袋 





SRAM デ ィ ス ク は 組込ま れ な か っ た 





第 18 一 14 図 SRAM デ ィ ス ク が 使え な い 





過 RAM ディスク と SRAM デ ィ ス ク の 使い 分 け ア 


SRAM デ ィ ス ク の 最大 の 泣き どこ ろ は , (現在 の と ころ コス ト 等 の 関係 ) で 
容量 が 小さ い 
こと で す 。 第 18-11 図 を 見 て も わか り ま す よ うに 
15K バ イト 
し か あり ませ ん 。 よ っ て , RAM デ ィ ス ク ESRAM デ ィ ス ク を 溢 の よう に 使い 分 ける 
半 二 0 も よう 。 








ニニ つの RAM デ ィ ス ク 但 RAM デ ィ ス ク 
2 作業 後 も 内 容 の 変わ ら な い フ ァイル 
だ と えば ユン パイ ラ や エディ ォ タ 等 の プロ グラ ム フ ァ イル 
但 SRAM デ ィ ス ク 
作業 後に 内 容 の 変わ る 可能 性 の ある ファ イル 
だ た と えば エディ タ で 編集 し た ツー スプ ログラム 等 の デー タフ ァイル 








この よう に 二 つ の RAM デ ィ ス ク を 使い 分 けれ ば 作業 後 , 電源 を 落と し し て も 0K で 
す 。 プ ログ ラム ファ イル は オリ ジ ナ ルディ スク に あり ます し , 時 々 刻々 変化 し て 毎 
《 く デー タフ ァイル は SRAM デ ィ ス ク に 保存 きれ て いる か ら で す 。 
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第 19 章 福袋 (贈物 ) の 


各 19 草 福袋 (中 物 ) の 活用 
還 ア セン ブラ g リ ンカ 























尼 帳 還 マク ロア セン ブラ 忌 リ ンカ 


あ ・ け ・ て ・ ビ ピ ・ ッ ・ ク ・ リ 
7SK は 深 1GEC( は さっ 





ATSH で 30 な と に ドコ 
福袋 と は ? 4 
棚 か ら ぼ た も ち 一 一 世の中 , 何 が 起こ る か わか り ま せん 。 時 に は 。 思い も か け な 


1 
いと ん で も な い (縁起 の 良い ) こと が 起こ る も の で す 。 X68000 の シス テム ディ ス 


ジグ 見 て いて 


通 
洪 
主 
滋 


と いう , 何だ か 縁起 の 良き そう な 名 前 の 付い た サブ ディ レク トリ が ある の に 気 が 付 


まま し た 誠 

この 福袋 マニ ュ ア ル に は , 何 の 説明 ぉ あり ませ ん 。 し か し , 中 に は ユー ザー 
の と ん で も な い 贈 物 が 入っ て いる の で す 。 単品 で 購入 すれ ば 数 万 円 以上 も 8 する よう 
な ソフ トー 一 それ が 収め られ て いる の で す 。 


「 気 が 付い た 人 だ け お 使い くだ きい 」 
eaW2- わ お MM で あお シャ ピ イ いき まね シャ ー ブ る ん 。 
< 注意 > 
本 章 の 内 容 に つき まし て は , 若干 , 68000CPU ア セン プラ の 知識 大 愛 要 で 
す W こ の アセ ン フ ラウラ に つい で は いつ か まとめ た いと 思っ て で 王 細 画 本 本 還 
布 が あり まし た ら , 実現 の た め , リク エス ト を お 寄せ くだ き ぃ 


/ 福 付 を 覗 ES ィ 














を こ で, その 福袋 の 中 身 を 覗い て み ま す と , 次 の よう に っ て いる の が わか ヵ * 9 ま 
す (第 19-1 図 ) 
まめ pg だ くさ が の ジョ グラ 必 が 入っ て い 生 す 。 
bas 
の 拡張 子 の 付い た も の は BAS 1IC の ブログ ラム で す 。 BASTIC を 書 勘 し て か ら 
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な 人 た ビン 2 と 5 が 
入 う :G 上 る 


>dir 福袋 


HumanESk R: 半 信人 の 
ae ファ イル 」 44MK byte 6 用 中 781K Bute 使用 可能 











PRNCNF 


ImgSamEle 

DEFSPTQOL 

DEFSPTOUL 

X588HCO チ テー マ 
VHDNI6 “ 881S 





第 19-1 図 サブ ディ レク トリ 福袋 


実行 し て みて くだ きい 。 た と えば 「X68000 の テー マ 」 を 義 く こと が で きま す 。 な お 
その 中 の 
DEFSPTOOL. BAS 
は , スプ ライ ト (一 ゲー ム を 作る 時 , た い へ ん に 役立ち ます ) 用 の パタ ン エ ディ 多 
で す 。 使い 方 は DEFSPTOOL. HLP に 書か れ て いま す 。 


/  。 趣 目 玉 ー マク ロア セン プラ & リ ンカ 』 











し か し , や は りこ の 中 で 最大 の 目玉 は 何と いっ て も 





福袋 の 目玉 GS の 0 この クロ リグ セツ ジョ ジン 
証 IKE W 認 








の 二 つ で す 。 しかし, お まけ だ か ら と いっ て も を ん じ ょ よそ こら の チャ チ な ア ェ ャ ンズ 
ラ で は あり ませ ん 。 
as の 特色 マク ロ 機 能 が 使え 
分 割 ア ャ セン ブ ル が で き 
デー タ 定 義 を 別 フ ァイル と し , それ を イン クル ー ド ファ イル と し て 
取り 込む こと が で きる 。 
と いう 本 格 的 な も の で す 。 
マニ ュ ア ル に は 説明 が な い の で ハッ キリ わか り ま せん が , この 二 つ は お そら 〈 半 
来 (それ も 極め て 近い 将来 ) 発売 さき れる で あろ う プ ログ ラム 開発 セッ ト に 収め られ 
る も の と 同等 (も 5 しく は まっ た く 同 じ ) 製品 で あろ うと 思わ れ ま す 。 
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ア な ぜ ア セン プラ が 同 梱 さ れ た か ? ア 
を それでは, な ぜ そ の よう な 大 変 な 製品 が こと 秘か に 贈物 と し て 同和 梱 き れ て いた の 
Cak う 8 


これ も 憶測 の 域 を 出 ま せん が ,BAS1C ユ ー ザ ー( そ れ も あ る 程度 高度 な 使い 方 
を する BA S IC の ユー ザー) の た めぐ べ へ の 贈物 と 思わ れ ま す 。X68000 に 搭載 きれ て い 
る BASIC は , 





メーBASIC 


と 呼ば れ , 構造 化 ア ゲロ グラ ミン グ の で きる か な り 実 用 的 な BAS TC で す 。 こ の XX 
一 再 AS 画 C は ほ は, アセ ンプ ブラ で 作成 中 た 


外部 関数 


を 組み 込む こと が で きま す 。 つ まり 自 己 増殖 型 の BA SIC です 。 を のだめ に は , 
ど お ね おして も 6 アセ ン フ ラガ が 必要 に な の あず 5 

で すか ら あ き な 面 で は , XーBAS IIC に と っ て , アセ モン プラ は 必需 品 な の で まず 
お を そら くそ の こと を 考 應 し , 贈物 た し て アセ ンプ ブラ を 組み 込ん で くれ た の で は な い 
か と 思わ れ ま す 。 


< どの よう に 使用 する の か ? 4 


を そこで , つぎ に 問題 し な る の は その 








アセ ンプ ブラ , お よび リン カ の 使い 方 


で す 。 将来 , これ ら の 製品 が 正式 に 商品 と し て 出荷 され れ ば (た ぶん を そう な る と & 思 
うぅ う ので す が ) マニ ュ ア ル が 付く は ず で すか ら , それ まで 待て ば 使い 方 が わか り ま 手 
し か し , 現状 で は それ が 存在 し な いわ け で すか ら 手 探り で その 使い 方 を 調べ さる し 大 
方 法 は な いよ う で す 。 と いっ て も を そこ は , アセ ンプ ブラ , 簡単 な 手探り 程度 て 才 で WW 
の 使い 方 が わか る と いう わけ に も いか な いで し ょ 2。 

を そこで, 現在 , 私 が 調べ た 範囲 で 分 か っ た こと を 公開 し ます 。 


旨 証 個 分 割 ア セン ブル の 実際 


ア 操作 方 法 を 調べ る に は ? ー 


一 日 に アモ ンプ ラ の 使い 方 と に っ て も , 次 の 2 通り の 意味 が あり ます 。 

















@ ア セン ブラ その も の の オペ レー ショ ン 
@ そ の アセ ンプ ラ て 使用 可能 な ソー スプ ログ ラム の 書式 
・ ど の よう な アセ ャ セン ブラ 疑似 語 が 使え を る の か ? 








篤 中 者 有 四 ジ ステ ちの 構築 各種 テク テッ クタ ーーーーーーーーーーーーー ホ ボビー 


・ ソ ー ス 行 の 構成 は どう な っ て いる の か !? 
・ コ メン ト の 書式 は ? 
・ ラ ベル は , 何 文字 まで 許さ れる の か ? 





この うち 前 者 に つい て は , 比較 的 簡単 に 解決 で きそう で す 。 それ は , パラ メー タ 
を 付け ず に アモ ン ブ ラ を 起動 し ます と, 使い 方 の 簡単 な 説明 が 現れ る か ら で す (第 


19-2 図 )。 


a s の 書式 








SO っ 人) copuright 1987 Hudson soft 
Usage: jas_L プ switchd Me 
-t path mp Pa ト 


ーo name 
-i path 
-p[file] 


ロ 半 
ー-M 


aeiih 二 191 
-s sumbol 


第 19-2 図 a s の ヘル プ 画 面 





object name 

include path 

make list file 

non optimize 

ignore warning 

undefinsd external 

all sumbol entry 

sumbol 8 char 

max sumbol 201 <nn<65536) 
sumbol define ノ 


> 使用 可能 な スイ ッ チ 





リン カ に つい て も 同様 で す (第 19-3 図 ) 


ソー ea 





lsage: 





>lk < 
Linket 68k( 福 供 ) copuright 1387 Hudson so 和 t 
HLk_TF-skiEchN Tle 


ニニ 





ーb address 
-i Tile 

ー い 

ー メ 


第 19-3 図 |Ik の ヘル プ 画 面 


上 


呈 
ma sumbol1 (291 <nn<65536) 
temp pa 
object name 
base address 
indirect file 
uerbase mode 
sumbol not include 








ソー スプ ログ ラム の 書式 を 調べ る に は ? 』 





' 問題 は , 


後者 の < ソー スプ ログ ラム の 書式 > の 方 で す 。 


「 これ は 。 も う 手 探り で 調べ て 行く し か あり ませ ん 。 適当 に ソー スプ ログ ラム を 書 


き 。 ア セン ブル する 。 エ ラー が 発生 すれ ば , 


表 き 


書式 を 変え て みる ーー 一 この 繰り 返し で 


も う 一 つの 友 法 と し て は , a s を 解析 し て し まう こ の 誤 3 で すじ に (は 











第 19 章 福袋 (贈物 ) の 活用 マク ロア モン プラ & リ ンカ 
適当 な 逆 ア セン プラ が 必要 で す 。 も し を の 条件 き ぇ 整え ば , 解析 は それ ほど 大 変 で 
は あり ませ ん 。 なぜなら as, 1 k の 全体 を 解析 する 必要 は きら る さら な いか ら で す 。 
特に 前 者 の 使 を を 4 ス イッチ 等 に つい て は , 比較 的 最初 の 方 に 出 て くる は ず で すか ら , 
わり と 簡単 に 調べ る こと が で きる の で は な いで し ょ う が か ? 

































































分 割 ア セン ブル ア 
マク ロア セン ブラ a s の 特色 の 第 1 は , 
記 昼 アセ ンプ ブル 分 割 ア セン ブル 
ーー すなわち 大 規模 な ソー スプ ログ ラム を いく つか の グル ー プ "に 分 割 し, それ ぞ れ 
を 別 六 も ECR229 ず る ミ と が で きる と いう こと で よ 。 アモ セン ブル され た ホン 2 
クト は , リン カ 1 k に より 一 つの 実行 可能 な プロ グラ ム に まとめ る こと が で きま す 
(第 19-4 図 )。 
人 RNN 
5 た CE Pe 3 
に) 
ノン 
電 | ー E 2 
IA ONSNIRSRE 
' シン | 」 還 生 ニー ニニ ニニ ーー ニー ニー ニー ニー = オク フシ ジョ ント n 
の 0 
アン MP4 
リン カ 
圭 19-4 図 as に よる プロ グラ ム 開 発 
『 ソー スプ ログ ラム の 作成 main. s / 
そこ て ます は 次 ペー ン の 
P 間 GRi nh。 S ⑪` き 枯 .1.。 』S 


ご 覧 くだ きい 。 こ の ソー スプ ログ ラム を 使っ て a s の 使い 考 散 び に その 特色 を 説 
明 し て 行き ます 。main. s は 簡単 な アデ ログ ラム で す が マクロ アモ シン プラ ョ s 
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第 4 部 シス テム の 構築 各種 テク ニッ ク 
の 特色 を な る で く 〈 含 むように 設計 し て あり ます 。 ま た 
ファ ンク ショ ンコ ー ル の 使い 方 
も この ツー スプ ログ ラム か ら 読 み 取 る こと が で きる と 遇 いま す (第 19-5 図 、 





















































ー 当 
し ーーー フー ンー ツー ニー デー シッ ーー 
#*。 マク ロア セン ブフ うう の * 容 * 此 
* ぐ て メー イー ジグ クーラ - ム み 
* 1987.5.46 : by 塚越 一 雄 
ーー に ーーー: ニー ンー ニー ニー バー ドー ニー 
イン クル ー ド ファ イル を 取り 込む 
。xdeFf code ーーーーー- 他 の モジ ュー ル で も 使用 可能 に する 
・xref putchr 一 一 ーー 一 外部 に ある サブ ルー チン の 使用 宣言 
Print macCrO mSg 
pe& mS 豆 
dc・.w _ Print 
addq:1 #4,sp 
endm 
セル を を ルミ ミス ルネ ネッ ニッ シー: ニニ つ の サブ ルー チン を 使用 
ネ も tex segment 
。 も 史 も 
ma1n print = 本 ジ デ ト - 出 カ 
較 の 5 1 文字 入力 
Cmp・w #?e) ,code 2 た Sp ピグ 
beq eXx ュ 1 
print dmsg2 結果 の 表示 
| bsr pulo0T 外部 サブ ルー チン 
bra ma1in 
eX ュ 1 も print GdGY サ lf 改 条 も で 終 0Y 
HG _ex1 も 
ネーー SubroOutime ーー 
* 1 文字 入力 . 
getoh 
dc.w _getohr putchr が 見 当ら な い 
move.w  d9,code 
rts 
ネネ ネネ 末 玉 玉 ※ 六 炒 玉 玉 素 ネ ネ 
* data segment 
.data 
dmsg1 do .b $d ,$a 
do 。b MS 還 二 7 了 ーーーーー 
dmsg2 do,.b $d,$a」) 入 連語 補 
【o Ke ei 全員 de .。 Bb $d,$a,0 
Code ・ T _ 
end 
第 19-5 図 main。s 
< 補 注 > 
iediSBSE2eS の SG a5S5 の ジー ズン 0 の クン は 7 フキ スト デ ブフ 2 


に 
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第 19 章 福袋 (贈物 ) の 活用 マク ロア モン プラ あり シ 方 
ed 等 を 使用 し て 作成 し て くだ さい 。 


也 。。。 サ プ ル ー チ ン の 本 体 が 見 あたら な い ? 4 


この ソー スプ ログ ラム を 見 ます と 


プル ー チ ン の Dis getch 
放 び 遇 し ( 











DUEGNhWT 
の 二 つ の サブ ルー チン が 呼び 出し て いる こと が わか り ま す 。 と ころ が main. s 
の 中 を いく ら 捜 し て も putchr の 本 体 が 見 あたり ませ ん 。 存 在 し な い サ ブル ー 
チン を 呼び 出し て いる こと に な り ま すか ら , この まま アセ ン ブ ル す る と , 
エラ ー 

5 ジ 2C0S338SH3NEORSSOS 認 シフ 98 8CE2 に ロン 人 タルク 9 る 3 と に ビジ ーー (ご (は Re0 り 5 
ん 。 こ こ に 分 割 ア モン ブル の 秘密 が あり ます 。 

extrn. S 4 


ア 第 2 の ソー スプ ログ ラム 
putchr は 。 実は 別 の ツー スプ ログ ラム 


間 較 放 も Th。 る の く 革 2 宙 0 0 の 二 衣 こ ) 


の 方 に ある の で す (第 19-6 図 )。 














この code と いう 領域 は 
main。 Ss の 方 に ある 


呈 らき だ あま ララ うこ きき テー やき と ラ と ちょこ < 寺 
* 。 外部 サブ ルー チン 
ーー 


include main.h 


。xdef putchr 
SALES code 





*ー- code の 文字 を 出力 -- 











putchr 
move.n code,-(Sp) | 
語 朱 _putchr putchr の 本 体 は , ここ に あっ た 
addq・.1  #2,Sp | 
rts 
・end 








第 19-6 図 ex trn. s 


これ ら 二 つの ソー スプ ログ ラム は , 第 19-7 図 。 の よう に 別々 に アセ ンプ | ル 腹 る こ 
と が で きま す 。 も ちろ ん エラ ー は 発生 し ませ ん 。 


= オプ ジェ クト ファ イル と リス ト フ ァイル 』 


この よう に a s は 。 アセ モン プル を 次 の 書式 で 行い ます 。 














as 【 一 < スイ ッ チ > 〕 < ソー ス フ ァ イル 名 > 【〔. s〕 





ゴ 


アセ ン ブ ル す る こと に より ,。 ソー ス フ ァ イル (デフ ォ ル ト の ファ イル 名 胡 張 所 は ほ 
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リス ト フ ァイル の 作成 を 指定 


2 ht 1987 Hud 

S Copuri9 Hudson soft 

FNo Fatal'erre 3 

C>as -p extrn 同じ く extrn、s の アセ ン ブ ル 
Fsm6Sk( 福 袋 ) right 1387 Hudson soft 




















アセ ンプ ブル に 成功 


main、 0 


| の ニ つ の オプ ジェ クト ファ イル が 作ら れる 
extrn。 0 





第 19-7 図 二 つ の ソー スプ ログ ラム を アセ ンプ ル 


S ) と 同じ 名 前 の 
オフ ジェ クト ドン ァイル 
(デフ ォ ル ト の ファ イィ イル 名 拡張 子 =. o) 
が 作成 され ます 。 ま た , この 例 で は , 一 p の スイ ッ チ を 指定 し て いま す の で て 
リス ト フ ァイル 
(デフ ォ ル ト の ファ イル 名 拡張 子 =. p r n) 
が 同時 に 作成 され ます (第 19-8 図 , 第 19-9 図 )。 
























1 99999096 ポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニー 

2 99999099 まま マク ロア セ ウ ブラ の 実験 

3 9999009099 * ネ 2 82 グラ > 

4 99999990 * ネ 1987.5.46 : by 塚越 一 雄 
5 999900909 ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニニ ーーーーーー 

6 99990000 

7 99999909 include main,b 

7 90909909999 Ken> ヘッ タラ テイ リル レ ョ ーー リリ 

7 99999999 =9999FF00 _Gexib edu $ff09 

7 99999999 =9999EFEFO1 _getohr equ $ff91 

7 99999099 =9999FF92 、 _Pputehr equ $ff02 ^main. h? の 内 容 が 

7 99999999 =9990FF99 _PDrint equ $ff09 仙 ゝ 

_ 取り 込ま れ て いる 「 
9 9999090099 ・xdef code 」 
19 99090999 .・xref putohr 
11 999909909 」 
12 999990909 print maCrO mSg 
13 99999969 pe& mSg 

14 999999099 dc. _D*1n も 
15 99999090 addq.] #4,sp 

16 99999909 endm 

17 9 の 99999099 

18 999990909 本 末 玉 玉 玉 玉 玉 氷 氷 氷 氷 ポ 玉 玉 

19 999909969 * ネ 。 ex segment 

29 999990900 ・ も ex 
21 99999909 

22 99999009 main print dmsg1 220 シシ EEN2 ガ 
23 9999999A 6126 99909932 bsr getoch 1 文字 入力 
24 9999990C 

25 9 の 999999C 9C790965(92)9999 Cmp・ #)e),oode 7e? チ ェ ッ ク 

992A 
26 99999914 6719 99999926 beq eX1 も 


27 99999916 
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28 9990909916 print dmsg2 結果 の 表示 
29 99999920 6199?222 bsr putohr 外部 サブ ルー チン 
39 99999924 69DA 999909990 bra main 
31 99999926 
32 9999090926 exi も prin も dor1Ff 改行 し て 終了 
33 99999939 FEF96 do. _ ex1 も 
34 99999932 
35 999990932 ネーー Subroutine - 一 
36 999099932 II 字 人 の 
37 999909932 getoh 
38 99999932 FEFO の 1 do. _ etohr 
39 99999934 33C9(92 )9999992A move.w  d9,oode 
4 の 9 9999993A 4E75 2 当 導き 
41 9999993C 
42 9999993C を る る る る を る る を る る る る る する を る 3 
43 9999993C * data segment 
44 99990993C ・data 
45 99999999 の DA dmsg1 do・.b $d,$a 
46 99999992 825995B68E9A93FC de ,b 上 文字 入 少 (3 らち で 終 字 り 2 あ 志 9 
97CD816927652782 
C58F4997B981642E 
2E2E909 
47 9 の 99991D 9D9A93FC97CD818199 dmsg2 do.b 滑 届 EAI 居 に 0 7 の 
48 9 の 9999926 9D9A00 dor1f Ge 。b $d,$a, の 
49 99999929 96 code ds. 1 
1 59 9999992C 
1 51 9999992C ・end 
Segment table 
91 text 92 data 93 bss 94 staok 
Symbo1] tabl1e 
0999FF の 9 abs exit 9909FF の 1 abs getohr 9999FF99 abs _print 
9999FF92 abs. putohr 9999992A(92) code 09999926(92) dor1f 
99999999(92) dmsg1 0099991D(92) dmsg2 09999926(91 ) exit 
09999932(91) getoh 99999999(91) main 99999091 ext putchr 








第 19-8 図 main. prn 





1 999990096 ホーーー ニ ーーーーー ニ ーーー ニ ーーー ニ ーーー 
2 999990900 * 外部 サ プ ブル ー チ ン | 
| 3 9999009099 ーーーーーーーーーーーー ニ ーーーー ニ ーーー 一 | 
| 4 69999000 
| 5 999999090 include main.h 
| 5 99999990 *ーー ヘッ ダフ ァイル -- 
5 99999999 =9990FF00 _exi も edu $ff90 
5 99999999 =99099FEF01 _getohr equ $ff の 1 
5 99999999 = の 9099FF02 _putohr equ $ff の 2 
5 99999999 =9999FEF99 _print equ $ff09 
6 99999900 1 
7 99999900 ・xdef putohr 」 
8 999990699 ・TeFf code 
9 999999099 
19 99909969 *ー- oode の 文字 を 出力 -- 
11 99999999 putohr 
12 99999999 3F392??2?222 5 move.w code,-( sp) 
13 90999996 FEF92 do. DU も GT で 
14 999999098 548F addq.1 #2,sp 
15 9999999A 4E75 rts 
16 99999096C 
17 9999999C ・end 
Segment table 
の 1 tex セ も 92 data 93 bss 94 staock 
Symbo] tab1e 
の 999 の 9FF99 abs exit 09999FF の 1 abs getohr の 99 の 9FF の 9 abS prin も 
9 の 999FF の 2 abs putochr 99999991 ext oode 999900900( 91 ) putohr 











第 19-9 図 extrn. prn 











第 4 部 シス テム の 構築 交 各 種 テ クニ ッ ク 


ア Ilk に よる リン ク 4 


アセ ンプ ブル る れ だ オプ ジェ クト ファ イル は , 他 の オプ ジェ クト ファ イル と 連結 き 
れ て 一 つ に まとめ られ る こと を 前 提 と し て いま す の で , その まま で は 実行 で きま せ 
ん 。 リン カ 1k ち 通し て , 

実行 可能 な ファ イル 
(デフ ォ ル ト の ファ イル 名 拡張 子 =. x ) 
を 作成 し な けれ ば な り ま せん 。 

いま 作成 され た 二 つ の オブ ジェ クト ファ イル を リン カ 1 k に より 一 つの 実行 可能 

な ファ イル に まとめ る に は , 次 の よう に し ます (第 19-10 図 ) 











二 つ の オプ ジェ クト ファ イル を リン ク す る 


C>Ik main sxtrn 


aa 68k( 福 袋 ) copuright 1987 Hudson soft 









第 19-10 図 main.o と ex trn.o を リン ク 





ア ” プロ グラ ム の 実行 コ 
以上 の 操作 で , 実行 可能 な ファ イル ma i n. x が で き あ が り ま す 。 実行 は 。 フ 
ァイル 名 を 入力 すれ ば OK で すか ら 


main 加 
の よう に タイ プ し ます (第 19-11 図 )。 


適当 な 文字 を 入力 
じ >main / 


半数 カ C'e" で 終了 ) .. 財 


1 ( い e で 終了 ) 8 
いい 字 入力 gs' で 終了 う ss 








入力 文字 が 返 され る 





3 e "で 終了 





第 19-11 図 ma in.x の 実行 
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第 19 章 福袋 (贈物 ) の 活用 マク ロア セン ブラ & リ ンカ 
イン クル ー ド ファ イル こと マク ロ 病 令 


ア イン クル ー ド ファ イル と は ? 


分 割 ア セン プル は , 大 き な プ ログ ラム を 開発 する の に 非常 に 強力 な 武器 と な り ま 
す 。 ま た だ た, サブ ルー チン 等 を 蓄積 し て 行く の に 役立ち ます 。 を の 際 , 便利 な 機能 が 
ョ ヨン テル ー ド ファ イル イン クル ー ド ファ イル の サポ ー ト 
で す 。 こ れ は , いく つか に 分 割 き れ だ た ツー スプ ログ ラム に 共通 する 都 分 ニー 一 た と を え を 
ば 記号 定数 の 定義 等 を 一 つの ファ イル に まとめ て お き , それ を それ ぞ れ の ツー スプ ブロ 
グラ ム の 中 で 取り 込め る よう に する 機能 で す 。 こ の 手法 は , C 等 の 分 割 コ ンマ イル 
で も 良 〈 使 用 きれ ます (第 19-12 図 ) 























共通 な 定義 
マク ロロ 命令 の ライ ブラ リ 等 










必要 な ソー スプ ログ ラム は 
取り 込む 


emXZ 還 ウム A 1 


圭 I9-12 図 イン クル ー ド ファ イル 


ア イン クル ー ド ファ イル の 取り 込み / 
も ちの ん a 8 も イン クル デー ドジ ケイ ル が 便 史 きす 。 た と えん ば, 決 の 


綿 


が 先 の 例 で 使用 し た イン クル ー ド ファ イル で す (第 19-18 図 )。 








ソー スプ ログ ラム 
TH デ 介 衝 人 訓 (WO 





人 
ソー スプ ログ ラム n 
キノ 




















*-- ヘッ ダフ ァイル -- 


_ex ユ 1 edu $ffO0 
_getchr equ $ff の 1 
_putohr equ $ff92 
_print eqgu $ff09 





篤 19-13 図 main. h 


この イン クル ー ド ファ イル の 中 に は , Human68k の 
ファ ンク ショ ンコ ユ コール の 定義 
が 書き 込ま れ て いま す 。 で すか らら ファンク ショ ン ユ ー ル を 利用 考 る ウー スプ ログ ラ 
の は 。 ささ の ンク ドク アァ イル を 0 SS 








第 4 部 シス テム の 構築 各種 テクニック 
名 前 で ジテ ンク ショ ンコ ニール を 呼び 出す 
こと が で きる よう に な り ま す 。 第 19-5 図 の 初め の と ころ に , 





「 イン クル ー ド ファ イル NeHScGS ま sd56uEH SR h 
の 取り 込み と いう 部 分 が あり ます 。 こ の 位置 に m ai n. h の 内 容 が 取り 込ま れ ま す 。 第 19-8 
「 図 の リス ト フ ァイル で , この 位置 に m a in. h の 内 容 が 取り 込ま れ て いる こと を 


確か め て 《 だ さい 。 


ア た マク ロ 命 令 と は ? 、 才 


マク ロア セン プラ a s は , その 名 の と お ちり 

マク ロ 命 令 
が 使え ます 。 こ れ は , 良 〈 使 用 する コー ディ ング の か だま り を マク ロ 命 令 に まとめ 
て し まう も の で す 。 こ れ に より , 同じ コー ディ ング を 繰り 返す こと を 避け る こと が 
MM ソー スプ ログ ラム の 中 に その マク ロ 名 を 書き ます と , アモ セン ブル 時 に マ 

ロ 命 令 の 本 体 が その 場所 に 展開 さる され ま す 。 し か も 

る の あ ン 2 シン 9 ニー 
を 便 用 で きま す の て 大 秋 中 読み 易い ブロ グラ ム を 書く こと が で きま す 。 償 れ る 幼 
アセ ン ブ ラ を あたかも る 高級 言語 の よう に 使用 する こと も で きま す 。 


了 。。 パラメータ を 使用 し た マク ロ 命 令 の 実際 』 
再び , 第 19-5 図 の ソー スプ ログ ラム を ご 覧 くだ さい 。 中 程 に 
DD 人 3 KG 才 E 2 
と いう 部 分 が あり ます 。 も ちろ ん 68000CPU に は , この よう な 命令 は あり ませ ん が 
| ら 証 MOE ジジ グロ 条 鶴 で 記さ れ を 見 は すす 上 id ci の 部 分 シリ ジン IE AA 
いと いっ て いる よう で , きわ め て わか りや すい 表現 に な っ て いま す 。 
この マク p 命 令 の 定義 は , 最初 の 方 に あり ます 。macro 一 endm に 囲ま れ だ 
D ea msg 272 





























dc. w 世 D2803E19KS 
a ld 1 45 Sp 
の 部 分 が その 本 体 で びす 。 こ れ を その まま 記述 する より は , く <1 > の 表現 の 方 が わ 門 
やけ は AN6) し せ う 2 
の 8 あ 合 SRBD2m ジ シー クタ 7s ii* リ 2 の CT IT が パラ スラ メーク と bd 
り 込 まれ , < く 2> の 部 分 は 
D e a es ドリ 
の よう に 展開 る れ ま す 。 
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第 20 章 ビジ ュ ェ ア ル シェ ル で パラ メー タ を つけ て コマ ンド を 実行 す る 方法 


第 PU 章 ビジ ジュ アル シェ ル で 
2 全 2 そ つけ て 




















本 証 胃 ビジ ュ ア ル シ ェ ル に は 科 点 あり の | 
人 ae は じ め に 4 


第 2 部 の ば ジュ アル シェ ル , 第 3 部 の コマ ン ド シ ェ ルー いか が だ っ た で し ょ う 
の 927 「 ビジュアル シ ェ ル は と っ つき や すい が , コマ ンド シェ ル の 方 が きめ 細か い 
人 る 」 

譜 想 は, へ に より 様々 な よう で す 。 特 に 上 級 の 人 租 。 ビ ジュ アル シェ ル に 悪 印 
泉 を 持つ 傾向 カ ) 多 We 沙 。 








「 マ ウス を 使う や つか ! あれ は , オモ チャ じゃ な い の ?」 
3 に 49yeN2yASa の ゲート そう いう 意見 を 持つ 人 は , どう も 
で 990D の だ 0 5 の 居 い そお 疹 Sh か だ W く さま ドル バト (る 
す 。 
示 だ し て , 本 当 に ビジ ュ ア ル シ ェ ル は オモ チャ な の で し ょ うか ? 
確か に ビジ ュ ア ル シ ェ ル は , その よう な 誤解 を 受け や すい ー 面 を 持っ て いま 
39952SMD1S 
「 コ マン ド の 実行 時 に パラ メー タ を 指定 する こと が で き な いじ ゃ な いか ! た が だ |: 
コマ ンド を 実行 まる だ け で は , 使い も の に な ら な ぃ い ド だ か ら . ビジ ヨ ョ アル ジ 夫 
は 
オ ・ モ ・ チ ・ ャ 
es 
Cl い 9 も の: の す 。 
そん な こと は , あり ませ ん 。 
X68000 は , 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル で も パラ メー タ を 指定 し て コマ ンド を 実行 
する こと が で でき 
以下 で は , ユマ ンド 実行 時 に ける 
2 パラ メー タ の 意味 
を 説明 し , 次 いで ビジ ュ ア ル シ ェ ル の 上 で パラ メー タ を 指定 し て ュ ユマ ンド を 実行 す 


る 方 法 を 説明 し ます 。 
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地 4 部 シス テム の 構築 % 各 種 テ クニ ッ ク 











4 ビジ ュ ア ル シ ェ ル に お ける ファ イル の 姿 4 


一 般 に 0 S の 基本 は 
ファ イル 操作 
に お 2 は 徐 。 た に ん は 5 
プロ グラ ム を 実行 する 
と いう こと は , 0 S か ら 見 れ ば プログ ラム を 収め た ファ イル (コマ ンド ファ イル ) 
を 実行 する こと を 意味 し ます 。 ま だ た , 
ワー プロ 等 の 文書 9 
も デー タフ ァイル と し て ディ スク 等 に 保存 る れ て いま す 。 で すか ら 60 S 上 で 何 か の 
仕事 を し よう と する と , と に も か くに も ファ イル の 扱い 方 を 知ら な く て は な り ま せ 
ん 。 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル に つい て も 同様 で 。 その 基本 は あく まで も 
ファ イル 
に あり ます 。 で すか ら そ の ファ イル に 対す る 操作 性 に より , その 0 S が 使い や すい 
も の で ある か どう か が 決ま っ て し まい ます 。 
そこ で , 第 20 一 1 図 を ご 覧 下 $ い ぃ 。 
これ が , ビジ ュ ア ル シ ェ ル に お ける ファ イル の 次 で す 。 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル で は, 
の の デベ ジン (の 人 ラク 0A) 
(AI 
ー つ の ウィ ンド ウ 
ーー すなわち 1 枚 の シー ト の よう な も の が 対応 し ます 。 そして, 各 フ ァイル は を の 
ウィ ンド ウ の 中 に 
7 イコン ーー お (( ツ ポン ボク の ) 
と し て 表現 きれ ます 。 





還 ドラ イブ A に 含ま れる アイ コシ 
(ファ イル ) 


1 ドラ イブ A の ディ スク ウィ ンド ウ 





ドラ EZWB6 に 含ま れる 92 イ ヨ ッ シン 
(ファ イル ) 


要衝 | ドラ イブ B の ディ スク ウィ ンド ウ 





0 所 DEC 258K_S.DIC 拉 早 音 .SYS bas-bt 








第 20 一 1 図 ビジ ュ ア ル シ ェ ル 上 の ファ イル の 姿 
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第 20 意 ビジ ュ ア ル シ ェ ル で パラ メー タ を つけ て コマ ンド を 実行 する 方 法 


ア コマ ンド ファ イル の 実行 4 


ビジ ュ ア ル シ ェ ル の 信条 は , いろ いろ な オペ レー ショ ン を きわ め て 
感覚 的 に 実行 す る 

と いう 点 に あり ます 。 た と えば シェ ル の 重要 な 機能 で ある 
プロ グラ ム (コマ ンド ファ イル ) の 実行 

に つい て は , 次 の 二 つ の 方 法 を 用 意 し て いま す 。 

一 つ は , (ブロ グラ ム の 実行 に 限ら め ず ビ ジュ アル シェ ル の 汎用 的 な 使い 方 に な り ま 
す が …… ) まず , どの ファ イル に 対し て オペ レー ショ ン を 行う の か ? を 指定 し , 
次 いで その ファ イル に 対し て 

どの よう な オペ レー ショ ン (この 場合 は , プ ログ ラム の 実行 ) を 行う の か ? 
を 指定 する 方 法 で す 。 こ れ を 図示 し ます と 第 20 一 2 図 の よう に な り ま す 。 
も う 一 つの 方 法 は , も っ と 感覚 的 で す 。 な ぜ な ら マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 











マウ ズ の KS を 実 徒 じ しだい アイ 
ン に 合わ せ 左 ボタ ン を | 回 押す 。 
する と , その アイ コン が 反転 表 
2R の まま (に が る 計 





-② マ ウス の 右 ボ タン を 押す と , こ 
の よう な メニ ュー が 表 わ れ る 。 
右 ボ タン を 押し た まま マウ ス を 
上 下さ せ て , 0pen を 選ぶ 。 















第 20 一 2 図 実行 1 コマ ンド メニ ュー を 利用 する 方 法 








ト _ 実行 し た い ア イコ ン に マウ ス の 『 
を 合わ せ , 左 ボ タン を 2 回 旬 す 。 
(ダブ ルク リック ) 














第 20 一 3 図 実行 2 ダブ ルク リッ ク に よる 方 法 





く TK エ ⑮⑮ キ ヤキ 1 き 〒 ニ 〒 ち ミニ 
































第 4 部 シス テム の 構築 & 各 種 テア クニ ミック ーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーー ヤー 


*OC0MMAND.X” は , ビジ ュ ア ル シ 
ェ ル (MS-DOS 風 の コマ ンド シェ 
リウ ZOO ジン SR ルレ ョ 
MS-DOS 風 の 画 面 が 現われ る 。 
- この 後 , ビジ ュ ア ル シ ェ ル に 戻る 
R> に は 

EXIT |2 


と 入力 する 。 


Command uersion 1. 呈 














第 20 一 4 *COMMAND.X" が 実行 され た 


KN 

を 実行 し た い フ ァイル の アイ コン に 合わ せ て , 
ダ プ ブル クリック ( 左 ボ タン を 素早 く 2 回 押す ) 

を 実行 すれ ば 良い の で す ( 第 20 一 3 図 )。 

第 20 一 1 図 。 第 20 一 2 図 の 場合 ,。 どちら も コマ ンド シェ ル で ある 
COMMAND. XX 

の ファ イル を 実 符 し て いま す 。 よ っ て , 以上 の 操作 で いずれ も 第 20 一 4 図 の ょ うに 

コマ ンド シェ ル が 起動 し ます 。 


具 料 デー タフ ァイル の 場合 4 


ビジ ュ ア ル シ ェ ル に よる ブロ グラ ム の 実行 は , 以上 の と ぉ り で す 。 人 簡単 に まゆ 
る と , 実行 し た い フ ァイル の アイ コン を 








IS 
で 指し て ボタ ン を 押す 
と いう 感覚 で プロ グラ ム を 実行 する こと が で きる の で す 。 
それ で は , も し 
い ペ 


の 指す サ ア イ ュ ユン が プロ グラ ム フ ァ イル で な か っ た ら (た と えば ワー プロ の 文書 ファ 


この ファ イル は 実行 で きま せん 
し に 斉 う 





















間 ウ 


eoftkeg、6 em し つい 


mes ーー コマ ンド ファ イル (X) で な い フ ァ 
イル を 実行 し よう と し た 。 





-. も ちろ ん 実行 で き な い 








大 sy y 短 mg ロ 


HfLE.SVS SRBBK.SYS PCHDRU.SYS 5 CD TCRNDRfR.95 Ps 


自 革 回 


培 TE.95 笛 紀 生 、9S 














第 20 一 5 図 デー タフ ァイル を 実行 し よう と する と 
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第 20 章 ビジ ュ ア デル シェ ル で パラ メータ を つけ て コマ ンド を 実行 する 方 法 
イル 等 だ っ た ら ) どう な る か ? 
三 を 枕 選 表 当 然 大 が 
この ファ イル は 実行 で きま せん 
と (CE に かり まま (第 20 三 5 図 )5 
実行 時 に パラ メー タ が 必要 な プロ グラ ム も ある 
以上 が , ビジ ュ ア ル シ ェ ル に お ける 
ファ イル 操作 の 基本 
て 2 わり 。。 こ YU ほん 5) すべ て て 33 な だ な が まう で ただ なけ て 066RS 還 NSR 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル 派 は 
「 ビ ジュ アル シェ ル は 役に立た な い 」 
と お 嘆き に な る の で す 。 
2 0 
Ma 
プロ グラ ム の 実行 
と いっ て も , た だ 実行 すれ ば 良い と いう も の で は あり ませ ん 。 そこ に は , 微妙 な 操 
作 が 要求 きれ ます 。 必要 な ファ イル を 指し て 「 走 れ !」 と 喚 い て も し よう が な い の 
で す 。 だ た と えば ファ イル の 中 か ら 文 字 列 を 捜し 出す 
FIND. X 
と いう コマ ンド ファ イル (プロ グラ ム フ ァ イル ) が あり ます 。 ビ ジュ アル シェ ル で 
この ファ イル を 指し て , 
「 さ る あ , 走れ !」 
と いっ て も プログラム (この 場合 は , “FTIND.X”) の 方 は 困っ て し まい ます 。 
「 あ な た , どの 文字 列 を 捜し 出す の か 示し て くだ さき いよ 」 
と いう わけ で す (第 20 一 6 図 )。 


P 検索 文字 列 を 指定 し て 了 
つま り , “FIND.X” を 実行 する に は , 同時 に パラ メー タ と し て 
検索 文字 列 (どの 文字 列 を 捜す の か ) 
を 示し て や ら な けれ ば な ら な い の で す 。 こ れ が , も し コマ ンド シェ ル 上 な ら 














に ファ テイ 
生生 を 付け な い 


を 交 し な い 


> 示す る “FIND.X を 実 邊 し た が 。, 
は 無 校 する パラ メー タ (この 場合 。 検 
きか ご こむ 索 文 字 列 ) を 指定 し な か 
っ た の で 。 使用 法 が 表示 

ル 名 は 付か な い され た まま 装 了 し て し ま 


プ 起 き 


を 表示 
ン ル 6 


交 症 
II 





WT 
| > ゆ 











第 20 一 6 図 ビジ ュ ア ル シ ェ ル で は , パラ メー タ を つけ て 実行 する こと は で き な い 
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第 4 部 シス テム の 構築 交 各 種 テ クニ ッ ク 
FIND ABC" レ 
の よう に パフ メー スタ を 指 征 1W で ブロ ジグ ラフ る 夫人 Ne2EE NiC き お お 。 
この よう に 検索 文字 列 を 指定 し て や れ ば , FIND は , 
標準 入力 (ファ イル ) 

















か ら 
"ABC” を 含む 行 
を 片っ端 か ら 見 つけ 出し て くれ ます 。 
と ころ が ,。 どう も ジョ アル シ 革 光 で 届 還 さ の まう な 細か い 指 示 が で き な い 齋 較 
(S 児 寅 まゆ 和 9 。 
ーー それ は 悲し いか が な, ビジュアル シェ ル に よる ブロ グラ ム 実 行 が 。 あま り に で 部 
覚 的 すなわち , 実行 し た い フ ァイル の アイ コン を 
KN 
で 指し て ボタ ン を 押す だ け で ある だ た だめ , どう し て も この 点 で ビジ ュ ア ル シ ェ ル が 詩 
解 ! を 受け て し まう の で す 。 
し か し , (X68000 を 購入 し た 皆様 ) ご 安心 くだ るい 。 ビ ジュ アル シェ ル で も 
パラ メー タ を 指定 し て 実行 
236 と せ が で きき の 任 ま 8 


記 ! 語 議 ビジ ュ ア ル シ ェ ル に パラ メー タ を つけ る に は 

















4 アイ コン の 加 エ 4 
「 し か し , ボタ ン を 押す だ け な の に , どの よう に し て パラ メー タ を 指定 する の か 田 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル 実 行 中 は , キー ボー ド か ら の 入力 が 効か な がい じゃ な いか 」 と 還 


4 わ 守 の 人 UL ウリ 5 

ご も っ と も て す 。 しかし.。 ビ ジュ アル シェ ル で は ぎ 灯 め て スマ ー ト か 方 湖 周 
この 問題 を 解決 し て いま す 。 それ は , 

アイ コン その も の を 加工 し て し まう 








は 








5 


11R ミ syswy swy es 
mm 較 


KC 遇 COPY2. 


に 着 に 








EE 主 1 


まず アイ コン を 指定 する 








の の イレ も た 60 アイ ヨシ 
その 中 の “econ Maintenance”" 
を 選択 

















第 20 一 7 図 アイ コン を 加工 する 
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第 20 章 ビジ ュ ア ル シ ェ ル で パラ メー タ を つけ て ユマ ンド を 実行 する 方 法 
ご いう 方 法 で 行い ば ます つま り 王 め 

アイ コン に パラ メー タ を 植え 付け て し まう 
(の MG 全 語 二 KN の 








く 1 > 実行 方 法 は , 相変わらず 感覚 的 

実生 じ い アア イル の ウラ ツン と 

KN 

で 指し て ボタ ン を 押す だ け で , パラ メー タ 付 き の プ ブロ グラ ムッ ム 実行 が で きま す 。 な ん 
ら 実 行方 法 に 変更 する 必要 は あり ませ ん 。 
く 2> パラ メー タ の 植え 付け は 1 回 の み 
一 度 。 パラ メー タ を 植え 付け て な くだけ で , 毎回 パラ メー タ を 指定 する 必要 は あ | 
5 お CG:/2e 








の 二 つ の 長所 を も た らし ます 。 
アイ コン の 加工 を 行う に は , 何と 
ディ スク アク セ サ リ アイ コン の lcon Maintenance 
を 使用 し ます (第 20 一 7 図 )。 
普通 、 Icon Maintenance は , 
外字 の 人 逢 
アイ ュ ン の 形 を 変え る 
等 の 用 途 に 使用 し ます 。 で すか ら , この メニ ュー で 実行 時 の パラ メー タ が 設定 で き 
る と は , ちょ っ と 気が付か な いか も し れ ま せん 。 


ア ED .X に パラ メー タ を 設定 4 








例 と し て 
ED.X 
に パラ メー タ を 設定 し て み ま す 。 
ED.X は , X68000 の フル スク リー ン エ ディ タ で す 。 実行 時 に 各種 スイ ッ チ , 編集 
する ファ イル 名 を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 


マウ ス の S を この 欄 (の 堪 業 が べ 
ター) に 合わ せ 左 ボタ ン を 押す と 
カー ソル が 現われ る の で , 実行 時 
の パラ メー タ を 入力 する 。 











第 20 一 8 図 パラ メー タ を 指定 








第 4 部 シス テム の 構築 & 各 種 テ クニ ッ ク 


01 は 】 
な pts("%B889PY 
柚 0F1 


指定 し た パラ メー タ ど お り に ED.X が 起動 し て いる 。 
た と えば 編集 する ファ イル 名 が “tst" に な っ て いる 。 





| 。 。 CDE: 


第 20 一 9 図 パラ メー タ を つけ て 実行 





ED.X の アイ オ ュ ン に マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 
MS 
を 合わ せ , 左 ボ タン を 押し ます 。 す る と , その アイ コン の 表示 が 反転 表示 に な り ま 
す 。 次 いで ディ スク アク モ セ サ リ アイ コン の 
Icon Maintenance 


を 実行 し ます 。 す る と , 第 20 一 8 図 の よう な ウィ ンド ウ が 現れ ます 。 こ の 下 の 方 に 


パラ メー タ 
と いう 欄 が あり ます 。 こ こ に 
KN 


を 合わ せ , 左 ボ タン を 押し ます 。 す る と , カー ソル が 現れ ます か ら 図 の よう に パラ 
メー タ を 大 放し まあ 
後 は 、 く OK> の 部 分 を クリ ッ ク す る こと に より , パラ メー タ の 設定 が 終了 し ます 。 


パラ メー タ を 設定 し て も , 見 か け 上 の アイ ュ コン の 形 は 変わ り ま せん 。 
し が 5 MS 
ED.X 
を 実行 きせ ます と (一 ダブ ルク リッ ク す る だ け で 良い ), 設定 し て お いた パラメータ 
に し た が っ て ED.X が 起動 きれ ます (第 20 一 9 図 )。 


P 対象 ファ イル を 加工 する 方 法 4 


アイ コン を 加工 する 方 法 は , も う 一 つ あ り ま す 。 
そば ヨコ マン ドジ ァイル で は が なく 
実行 の 対象 と な る ファ イル 
の 方 の アイ コン を 加工 し て し まう 方 法 で す 。 つ まり 今 の 例 で す と 
9 
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第 20 章 ビジ ュ ア ル シ ェ ル で パラ メー タ を つけ て コマ ンド を 実行 する 方 法 
還 フ フキ バス ドン ノア イワ ウ の 2 の ECU ウリ の 006 
t st の アイ コン を 指定 し て (つま り 反 転 表 示 き せ て ) か ら 第 20 一 8 図 の よう に 
ウィ ンド ツウ を 開き , 今度 は 
実行 ファ イル 
と いう 欄 に デー タ を 書き 込ん で し まう の で す 。 つ まり この 場合 で し た ら , この ファ 
イル を 実行 する ファ イル は , 
電動 腺 6 
で すか ら , 「 実 行 フ ァイル 」 の 欄 に , ED.X を 書き 込ん で や り ま す 。 
これ で , 今度 は t s t を ダブ ルク リッ ク す る だ け で エディ タ が 起動 し ます 。 
ア BASIC の プロ グラ ム を 実行 する に は 4 
これ と 同じ 様 な こと は , 
BASIC の ブログ ラム 
に OCS まお NN つま りり 
メー BASIC 
で 作成 し た プロ グラ ム フ ァ イル (一 これ その も の は , た だ の デー タフ ァイル に すぎ 
が や 0) に いま の ck に 
実行 ファ イル =BASIC. XX 
の 指定 を し て や る の で す 。 
これ で , BASIC の プロ グラ ム を ダブ ルク リッ ク す る だ け で , を その ブログ ラム を 起 
動き せる こと が で きま す 。 


了 BASIC の プロ グラ ム は 加工 し な 〈 と も  』 


し か し , 実際 に は , その よう な 手間 は 必要 有り ませ ん 。 た めし に 
key_ jist. bas 
と いう アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て み ま す (この アイ コン に 何ら か の 加工 を する 
必要 は な い ) (第 20 一 10 図 )。 
する と, 第 20 一 11 図 の よう に 何 の 障害 あな くそ の プロ グラ ム が 実行 きれ ます 。 


























開 
EH 








ロロ 


comwandls 。 statements satewe fes 





$ 3 7 デ ンド 
0 サブ ディ レク トリ の ウィ ンド ウ 
の 

aph 束 店 io si 


Sh 





BASIC の プロ グラ ム は 
その まま ダブ ルク リッ ク で 
実行 可能 

















第 20 一 10 図 BASIC の プロ グラ ム を ダ プ ブルク リック 








第 4 部 シス テム の 構築 各種 テク ニッ ク 


RESIC for 58 uersion B.55 
1 1997 SHRRP/Hudson 


key 1.f 


keu 
keu 


key 5 
keu 
pe 8," 





第 20 一 11 図 “key-list. bas”" が その まま 実行 され る 





1 
HH 1 1 
0 ii 1 


この key_list. bas と いう ファ イル は 
BASIGC.X と いう 実行 ファ イル に よ 
っ て 実行 され る 。 こ の 指定 が ある 
20055 語 NNtS 実 全く きる 。 




















第 20 一 12 図 実行 ファ イル に “BASIC. X" が 指定 され て いた 


メーBASIC を 起動 し た わけ で も な い の に 一 一 


これ は , key_ list.bas の アイ コン を 調べ て みれ ば 分 か り ま す 。 第 20 一 12 図 の よう 
に BASIC の ブロ グラ ム (を 表す アイ ュ ユン) に は , 自動 的 に 
実行 ファ イル = BASIC. X 
の 設定 が 行わ れる か ら な の で す 。 
この よう に ビジ ュ ア ル シ ミ ェ ミル は , きわ め て 
当り 前 の 事 を 当り 前 に 処理 
し て くれ て いる の が わか り ま す 。 


ーー= 
と コ 
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第 20 章 ビジ ュ ア デル シェ ル で パラ メー タ を つけ て ユマ ンド を 実行 する 方 法 


お わり に 7 
と うう も けり, X68000 の ビジ ュ ア ル シ ェ ル に お け る 


パラ メー タ の 設定 方 法 
を 調べ て 来 ま し た 。 以 上 を 文章 で 読む とし, な ん だ か 
面倒 くさ そう 


に 見 えま すず す 。 し しかし, 実際 は きわ め 計 6 
感覚 的 








に 操作 する こと が で きま す 。 そ れこ を が ビジ ュ ア ル シ ェ ル の 信条 な の で すか ら 


キー ボー ド ・ マ ウス 周辺 ブロ ッ ク 図 
























































< 本体 > < キー ボー ド > 
MSCTRL MSDATA MSDATA MSCTRL 
マリ マウ ス 。 マウ ス マウ 
ョ ンド 。 ーッ テー コン ト 
5 (22) 二 9 ま ま Aa ロー ル 
Voo1 ゅ ぁ _ Voc2 
GND $- GND 
80C51 
Voc2 - 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーー 忠 - 
GND 負 ぉ 
| まい RDY 
|CPU シ ステ ム ポ ー ト TO 
(E8E007H) MFP ) 
送信 デー タ (MFP 一 80C51) 
デー タバ ス や RxD 
生還 受信 デー タ (80C51 つ MFP) 
は TxD 
コン トロ ー ル バス 1 





7 ドレ スパ ス 





CPU シス テム ポー ト - T 
(E8E003H) 拓 


' 専用 ディ スプ レイ へ 


TV コン トロ ー ル リモ コン 信号 




















夫 き 部 シス テム の 構築 & 各 種 テ クニ ッ ク 


第 1] 章 X-BASIC ブ ログ ラム テク ーッ ク | 
ンー ラ ブラ イト の 活用 法 一 























問 回 較 ス ブ ラ イト と は 何 か や 
4 は じ め に 4 


いよ いよ 最後 の 章 と な り ま し た 。 本 来 な ら こ こ で た だ っ ぷり と 
X-BASIC の 入門 編 
紹介 し だ た いと ころ で す 。 し か し 二 つ の OS を 含め , 更に この 上 , あの 独特 な 味 わ 
い を 持つ X※-BASIC まで も 解説 する の は あま り に も ペー ジ が 足り な いよ う で す 。 る 
こ で , ここ で は X68000 の 魅力 の 一 つ で ある 











スプ ライ ト 機能 スプ ライ ト 機 能 
と が りら ゆめ: て Xー BASIC の 鉱 力 を 控 3 お (GS (に は 
に ビジ ネス パソ コン ゲー ム パ ソコ ン 4 





X68000 の ハー ドウ ゥ エア スペ ッ ク は . は る か に PC-9801 を 上 回 る も の を 持っ て い 
ます 。 ち まり 十分 ビジ ネス パソ ンコ ヨン ョ て の 実力 を 備え て いる わけ で す 。 一 方 。 記 
68000 に は , 何と スプ ライ ト 機 能 が 標準 扶 載 され て いま す 。 

起 源 スプ ライ ト の 起源 は , 
アー ケー ド ゲ ー ム 機 一 業務 用 ゲー テム 機 
で す 。16xX16 ド ッ ト の グラ フィ ッ ク パ ター ン を 自由 に (素早 〈) 移動 きせ る こと が 
で きま すか ら , まき る に ゲー ム の プロ グラ ミン グ に は うっ て つけ の 機能 で す 。 つ まり 5 
X68000 は , 一 方 で は ビジ ネス 機 ま た 一 方 で は ゲー ム 機 と し て 使用 す る こと が 可能 な 
わけ で す 。 

以下 で は , この スプ ライ ト の 使い 方 を 説明 し な が ら , 併せ て X-BASIC で 実際 に 
スプ ライ ト を 動か す プ ログ ラム を 作成 し て み ま す 。 

く 補 注 > 

X-BASIC を 起動 する に は , ビジ ュ ア ル シ ェ ル 上 で は 双 -BASIC の アイ ュ コン 
0 クウ レ ジリ RIEGINO だ さい 3 また コマ ンド ン ュ ラリ では: 
BASIC[| 
と の CC 人 SM0Y 
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第 21 章 X-BASIC プ ログ ラム テク ニッ クー スプ ライ ト の 活用 法 一 


4 スプ ライ ト 機能 の 概略 4 
まず は , 簡単 に スプ ライ ト 機 能 の 概略 を 説明 し て お きま す 。 
X68000 の 画面 は , 大 きく 
スプ ライ ト 画 面 
テキ スト 画面 
グラ フィ ッ ク 画 面 
の 三 つ が あり , それ ぞ れ の 画面 は 独立 し て いま す (第 21-1 図 )。 


























0 1! ノー モード に よっ て は 
Me 、 9 グラ フィ ッ ク 画 面 は 
スプ ライ ト 画 面 ペー ジ 0 一 3 まで 使用 可 























双 21-1 図 X68000 の 表示 画面 


スプ ライ ト 画 面 は 。 スプ ライ ト パ タ ー ン の 描か れ た プレ ー ン を 何 枚 か 重ね る こと 
で 表現 きれ ます (第 21-2 図 )。 





スプ ライ ト パ タ ー ン ] 
ファ レーン っ 
。 合成 


() プレ ー ン | 
最大 I27 枚 の プレ ー ン を 


0 ノ 合成 し て 一 つの 
スプ ライ ト 画 画 を 件 る 








@- 

















第 21-2 図 スプ ライ ト 画 面 


各 プ レー ン に は ほ は , それ ぞ れ 一 つの スプ ライ トペ パタ ー ン を 定義 する こま が で きま す 。 
スプ ライ ト パ タ ー ン の 大 きき は 
16X16 ド ッ ト 





第 4 部 シス テム の 構築 を 各種 テク ニッ ク 
に 固定 る され て いま す 。 ス プラ イト パタ ー ン を ファ レーン に 置く 位置 は , 自由 で すか ら 
. この 人 性質 を 利用 し て スプ ライ トバ パター ン を 動か すこ と が で きま す (第 21-3 図 )。 























任意 の 位置 に 配置 で きる 


16 


256 種 類 の パタ ー ン か ら 
ー つ 選ぶ 


(パタ ー ン コー ド ) 0 | 2 の 


9、 周 較 ス 


ス ヲ ライ ト パ タ ー ン 














256 種 類 の パタ ー ン を 定義 で きる 











第 21-3 図 プレ ー ン と パタ ー ン コー ド 


回 司 詳 表示 画面 の 準備 








< まず 最初 に グラ フィ ッ ク 画面 の 初期 化 を と 
スプ ライ ト を 使用 する に は , グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 サイ ズ に 関し て 一 つ 制 限 が 
あり ます 。 それは, 


768X512 (ドッ ト ) モ ー ド 
で は 使用 で き な い と いう こと で す 。 その た め 最 初 に グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 サイ ズ 
を 768X512 (ドッ ト ) モー ド 以 外 に 初期 化し て ぉ 〈 必 要 が あり ます 。 そのため に は 。 
SCreen 
と いう 命令 を 使用 し ます 。 screen に は , 四 つ の パラ メー タ を 指定 する 必要 が あり 
ES 
久 第 1 パラ メー タ …… グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 サイ ズ 
0 …… 256X256 (ドッ ト ) モ ー ド 
1 …… 512X512 (ドッ ト ) モ ー ド 
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第 21 章 ヌ JBASIC プ ログ ラム テク ニッ クー スプ アラ イト の 活用 法 一 
2 …… 768X512 (ドッ ト ) モ ー ド 
スプ ライ ト を 使用 する に は , 2 の 768X512 (ドッ ト ) モー ド は ダメ で すか ら 0 か 
中 を 相 定 する こと に な 0 り ま ずみ こと で は 1] の 512X512 (ドッ トモ 語 N を 醒 征 す 


あき を た も ます ぁ 
人 @ 第 2 バ パラメータ …… 何 色 表 示 を 行う か と 使用 する ペー ジ の 指定 
512X512 (ドッ ト ) モー ド を 選択 し た 場合 , 
eS っ oo 16 色 
2 の …… 256 色 
3 ……… 65536 色 


の いずれ か が 選択 で きま す 。 こ こ で は 3 の 65536 色 を 指定 する こと に し ます 。 
⑯ 第 3 パラ メー ター… デ ィ ス プレ イ の 解像度 
使用 し て いる ディ スプ レイ の 解像度 に より 
0 …… 標 準 解像度 
1 …… 高 解像度 
の いずれ か を 選択 し ます 。 
iA グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 の onoff 
これ は , 間違い な 


を 選択 し ます 。 
以上 の こと か ら , スプ ライ ト を 使用 する 場合 の 標準 的 な screen の 使い 方 は 





screen 1, 3, 1, 1 











と な り ま す 。 な お 誤解 の な いよ うに 申し 添え を ます が , X68000 で は グラ フィ ッ ク 画 面 
と スプ ライ ト 画 面 は まっ た く 別 画面 し な っ て いま す 。 で すか ら グ ラフ ィ ッ ク の 表示 
と は 独立 に スプ ライ ト を 移動 ・ 表 示 き せる こと が で きま す 。 


良く 使 用 する コー ディ ング は , 関数 に まとめ る 』 


を そこで, 第 21-4 図 の リス ト を ご 覧 くだ さい 。 
screen の 部 分 が 
func 一 endfunc 
に 囲ま れ て いる の が わか り ま す 。 こ れ は , screen の 部 分 も g_init と いう 名 前 関数 
に 定義 し た と ころ で す 。 これ に より メイ ン ル ー チ ン ほ 
関数 の 呼出 し g init() 











/ 
/ ネ 
/ ネ 
/ ネ 


/ ネ 

/ ネ 

funC 豆 inmit( 
SCreen 1 

endfuno 


第 21-4 図 g_init() 





241 





第 4 部 sa シス テム の 構築 各種 テク ニッ ツク ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 


と 書く だ け で この 関数 を 実行 する こと が で きる よう に な り ま す 。 screen に 関す る 細 
か い パ ラメ ー タ は 忘れ て し まっ て も ok で す 。 





この よう に X-BASIC で は , 良く 使用 する コー ディ ング 部 分 を 関数 に まとめ 。 を 
の 名 前 だ け で 呼び 出す こと が で きま す 。 つ まり BASIC の 命令 (関数 ) を ユー ザ が 
増やし て 行く こと が で きる の で す 。 





X-BASIC の 特色 ぐ べそ の 1 > 
良く 使用 する コー ディ ング は , 関数 に まとめ る こと が で きる 











4 スプ ライ ト 画 面 の 初期 人 4 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 初期 化 に 続い て , 
スプ ライ ト 画 面 の 初期 化 を 
行い ます 。 こ の 部 分 も スプ ライ ト を 使用 する 場合 は な きま り の パタ ー ン と な り ま す 
か ら , 次 の よう に 関数 に まとめ て お きま す (第 21-5 図 )。 





719 / ネ * 


129 /* スピ グプタ ジイ ト の 初期 化 ーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー 一 
739 funo Ss init( ) 


749 SpD_ olr(9, 255) の 初期 化 (9-255) 
759 sp_off(9, 127) の 表示 off 
769 Sp_disp( 1 ) の 表示 を on 
779 endfuno 


第 21-5 図 s init() 





ここ て 使用 し た 各 関 数 は , 次 の よう な 意味 を 持っ て いま す 。 
@sp clr(0, 255) 

256 種類 ある パタ ー ン ュー ド を すべ て 初期 化し ます 。 各 パタ ー ン ュー ド に は 。 末 
し い パ ター ン を 定義 で きる よう に な り ま す 。 
人 @sp_ off(0, 127) 

128 種類 ある プレ ー ン の 表示 を 止め ゆま す 。 表示 を 開始 する と き , on に する 必要 交 
あり ます 。 
@sp disp (1) 

スプ ライ ト 画 面 の 表示 を の も の を on し ます 。 1 が on, 0 が off で す 。 


写 置 バレ ッ ト コ ー ド と カラ ー コ ー ド の 概 訪 


EE パレ ッ ト コー ド と は ? 4 


これ で , スプ ライ ト を 使用 する た め の 画 面 の 準備 が で きま し た 。 次 に 行う こと は 。 
どん な 図形 を 表示 する か ーー すなわち スプ ライ トバ パ ター ン そ 学 款 50 イ な り 識 
こと で す 。 その デザ イン を 決め る に は , どう し て も 先 に 
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hn ーー  、、ー 21 章 人 BASIGC ブ プロ グラ タ デ クー タグ アラ イト の 活用 法王 
パレ ッ ト コ ー ド ……… 伝 の 具 を の せる た め の 絵 皿 に 付け た 番号 
を 準備 し て お く 必 要 が あり ます 。 パ レッ トコ ユー ド は , X-BASIC で 色 を 扱う 際 の 基 
本 に な り ま す 。 それ を 次 に 説明 し まし ょ う 。 


スプ ライ ト を 使用 する 場合 , 最大 16 の パレ ッ ト を 使用 する こと が で きま す 。 つ ま 
り 同 時 に 16 色 まで 表現 する こと が で きま す 。 各 パレ ッ ト に は , 





ボン ン トコ ー ド パレ ッ ト 0 


マレット 15 











の よ ょ うに 0 一 15 ま で の 番号 が 付い て いま す ( 一 その 番号 が パレ ッ ト コ ー ド )。 
, カラ ー コ ー ド と は 2? 4 


パレ ッ ト に は , 絵の具 を つけ て 初め て 使用 する こと が で きま す 。 絵の具 の 種類 は , 

全部 で 65536 色 で す 。 そ し て , 各 絵 の 具 に は 番号 が 付い て いま す 。 それ が 
カラ ー コ ー ド ……… 絵の具 に 付け た 番号 

で す 。 任意 の パレ ッ ト コ ー ド ( 絵 皿 ) に は , 任意 の カラ ー コ ュー ド (絵の具 ) を 割 9 

当て る こと が で きま す 。 た と えば パレ ッ ト 0 に 赤 の カラ ー コ ユー ド を 割り 当て れ ば , 

以後 パレ ッ ト 0 を 指定 し た 部 分 (ドッ ト ) は , 赤 で 表示 され ます (第 21-6 図 )。 











パレ ッ ト スプ ライ ト パ タ ー ン 


カラ ー コ ー ド 


パレ ッ ト 0 の ドッ ト は ロ | 
赤 で 表示 され る 


0 一 |5 の 番号 (パレ ッ ト コ ー ド ) 
が つい て いる 





| 
第 21-6 図 カラ ー コ ー ド と スプ ライ ト 








4 カラ ー コ ー ド の 作り 方 





そこで, パレ ッ ト に 割り 当て る カラ ー コ ユー ド を どの よう に 作る か ーー で す 。 それ 
を 次 に 説明 し ます 。 
カラ ー ュ コー ド は 基本 的 に は , RGB 一 一 すなわち 
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の 基本 3 原色 の 組合 せ で 作り ます (第 21-7 図 )。 





この 7 色 を 基本 に 
65536 色 が 作れ る 














第 21-7 図 基本 3 原色 


各 基 本 3 色 は ,. それ ぞ れ の 強 さ を 5 桁 の 2 進数 で 表現 し ます 。 つ まり 





色 の 強 さ 0000 0 (10 進数 の 0) ……… その 色 を 含ま な い 
00001 (10 進 数 の 1) ……… を の 色 を ほん の 少し 含む | 
っ = 技 0 まこ | 
11111 (10 進 数 の 31) ……… その 色 を 目 い っ ぱい 合 む 








の 32 段 階 か ら 一 つっ 選ぶ こと が で きま す 。 た と えば 純粋 な 赤 を 作り た けれ ば 





純粋 な 赤 R………… 軸 二 1 ( 赤 は 目 い っ ぱい ) 
G………… 0000 0 0 ( 緑 は な し ) 
SOL 0) 0 0 0 0 ( 全 も な し ) 





の よう に 基本 3 原色 を 決め ます 。 そして, それ を GRB の 順序 に 並べ ます 。 





人 生 びび 2 IM が 














G R B 








を そして, 最後 に 輝度 を 表す 1 桁 の 数 (2 進数 ) を 





輝 度 0 ………… 並 通 の 輝度 
1 ……… 強い 輝度 (明る い ) 








の いずれ か か ら 選 ん で 付け ます 。 で すか ら 純 粋 な 赤 の カラ ー コ ュー ド は 
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系 21 章 ※-BASIC デ ログ ラム テク ニッ クー スプ ブラ イト の 活用 法 一 





2 に 旨 で 06 0 














G R B 計 











CSUE 示 上 あ あ 3 
0.40M0MOIOMNd IT 0 0R080 0 0 
は 全部 で 16 桁 あり ます か ら X68000 は , 65536 色 を 表現 で きる の で す 。 
ア 2 進 数 で その まま カラ ー コ ー ド を 表現 4 
と ころ で , 実際 に カラ ー コ ー ド を プロ グラ ム の 中 で 表現 する に は , 
OO 060K0 ま NIIW10HI0T00 ゆ .0 6 
を 10 進 数 な り 16 進 数 な り に 変換 し な けれ ば な り ま せん (従来 の BASIC の 場合 )。 し 
か し , X-BASIC は 2 進数 が 使え を ます か ら (先頭 に &B を 付け る ) 
な 0 の 00 剛 半 県 間 軸 上 選 00040 が 0 
と すれ ば , 赤 の カラ ー コ ュー ド に な り ま す 。 た だ し , この よう に 入力 し て も 先頭 の 
は 省略 され ます か ら , 
RNN INO IOUO80EO30) 
で 赤 の カラ ー コ ー ド を 表現 で きま す (リス ト を 取る と を の よう に 表示 きれ ます )。 


4 用 意 し た カラ ー コ ー ド と 


この ブログ ラム で は , 次 の よう に 四 つ の カラ ー ュ ユー ド を 用 意 し まし た (第 21-8 図 )。 

















389 dim int pa(3) = { 
39 の &B0 , 
4090 &B1111109909000, 


410 &B111119999999909009, 
420 の &B11111999099111110 
439 } 





第 21-8 図 カラ ー コ ー ド の 準備 


[S 六 | ら 全 [9832CEOOCCUCOKPKX CRP に 途 明 
2N ボ 靖 還 000080).0 和 0 本 の あの お あこ 赤 
&B1111100000000000……… 妹 
BU IO5000L0O0 和 NNIIUOS が 水色 


の 4 色 で す 。 こ の うち 層 B 0 は , どの 色 も 合 ま れ ま せん の て 透明 で す 。 ま だ た 早 後 の 
を B11li1100000111110 は , 緑 と 青 を 混ぜ て いま す の で 水色 に な 5 
Sg 


4 カラ ー コ ー ド を 配列 に 割り 当て る 4 








この カラ ー コ ー ド の リス ト の 部 分 を 見 ます と 





第 ま 部 シス テム の 構築 & 各 種 テ クニ ッ ク 


配列 の 初期 値 
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CHin Bt ま 6N(08) 放射 
四 つ の カラ ー コ ー ド 








の よう に な っ て いま す 。 こ れ は , pa と いう 整数 型 の 配列 を 定義 し た も の で す 。 こ 衝 
0 

pa (0) =&B0 

pa (1) =&B11111000000 

pa(2)= き BE11111000000000* 窟 0 

08 (9 を 才 IIUTPWWVWOO1111 計 0 
の 四 つ の 配列 が 用 意 き れ ま す 。 つ まり 準備 し た 四 つ の カラ ー コ ー ド を PA と いう 本 
列 に 定義 し た こと ほな り ま す 。 





X-BASIC の 特色 くそ の 2> 
配列 変数 は , 宣言 と 同時 に 初期 値 を 定義 する こと が で きる 











4 カラ ー コ ー ド を パレ ッ ト コ ー ド に 割り 当て る 4 
以上 で , カラ ー ュ ー ド の 準備 が で きま し た の で , これ ら の カラ ー コ ー ド を パレ ッ 
ト に 割り 当て る こと に し ます 。 それに は , sp__color () と いう 関数 を , 








| "sp color (パレ ッ ト コ ー ド , カラ ー コ ー ド ) 





の よう に 使用 し ます 。 こ こ で は カラ ー コ ユー ド を 4 色 用 意 し まし た の で , パレ ッ ト ヨ 
ー ド の 方 も 0 一 3 の 四 つ を 用 意 し 

sp_color (0, pa (0)) 

sp_ color (15 、pa (1)) 

sp_color (25 pa (2)) 

SD COlor (8 二 還 (39) 
の よう に すれ ば 良い わけ で す 。 し か し ここ で は , せっ か がく 配列 変数 を 用 意 し た の 誕 
すか ら for 一 next を 用 い 





for 4 全 0 比 ⑳ 9 
SD__ color (⑪, pa (ji)) 


mext 








を 名 奈 欠 が 代える しょう 。 


4 引数 を 用 いた 関数 4 


第 21-9 図 の プロ グラ ム で は , その 部 分 も を る ぉ ら に 1 歩 進め 関数 に 仕立 て 上 げ て M 
まっ の 
これ に より pa_init (max) と いう 関数 が 定義 きれ ます 。 () の 中 の 














第 21 章 X-BASIC ゲ ログ ラム テク ニッ クー ス ヲ "ライ ト の 活用 法 一 


















rf89 /* 


の a こ ネ ー 


800 /* パレ ッ ト 9max を pa() で 定義 

819 funo pa init(maxi 1nt) 

820 08 

839 ods sd 0 上 o。 ma 

840 Sp_color(i, pa(1 ) ) /* パタ ー ン ぉ i の 定義 
859 next 

869 endfuno 


87 の 9 / ネ 






雄 31-9 図 pa _init () 


技 引 数 max: int 
は , 整数 型 の max と いう 引数 が 使え る こと を 意味 し て いま す 。 た だ し , この 関数 
を 呼び 出す と き は , 引数 名 を 何 $ max に 固定 する 必要 は あり ませ ん 。 
D9 1 (3 ) 
と すれ ば , 3 が max に 取り 入れ られ ます 。 
この リス ト を 見 れ ば 分 か り ま す よ うに , max は カラ ー コ ー ド の 最大 数 (一 1) に 
対応 し て いま す 。 で すか ら こ の 関数 は , も っ と た くき ん の カラ ー コ ユー ド を 用 意 し た 
場合 に も 使 を る よう に な っ て いま す 。 





X-BASIC の 特色 べそ の 3 > 
関数 は , 引数 を 使用 する こと が で きる 。 引 数 の 名 前 は , 
呼出 し 時 一 一 実 引数 
定義 時 一 仮 引数 
で 異な る 変数 名 を 使用 で きる 。 











4 ロー カル 変数 の 活用 4 


更に 関数 定義 の 最初 の と ころ を 見 ます と 








091 叶 | 








と い 2 部 分 が あり ます 。 こ れ は , この 関数 の 中 で i と いう 整数 型 の 

ロー カル 変数 
を 使用 する こと を 宣言 し て いま す 。 こ の よう に X-BASIC で は , Pascal を 初め と 
する 構造 化 言語 の よう に ロー カル 変数 を 使用 する こと が で きる の で す 。 ョ = ョ ー 孝 を 論 
数 は ,。 その 

関数 内 部 
だ けし か 使用 で きま せん 。 ま だ た メイ ン ル ー チ ン に 同じ 名 前 の 変数 が あっ て 3 る その 値 
を 変更 し ませ ん 。 安 心して その 関数 だ け に 専念 する こと が で きま す 』 こ ね れ に まり 従 
来 , BASIC の 最大 の 欠点 と いわ れ た だ 

プロ グラ ム の 蓄積 が できない! 
と いっ た 間 題 を 夏服 する こと に 成功 し て いま す 。 
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第 ま 部 





シス テム の 構築 を 各種 テク ニッ ク 








ロー カル 変数 X-BASIC の 特色 べそ の 4 


|-4 


ロー カル 変数 が 使用 で き , プロ グラ ム の 著 積 が 計れ る 








スプ ライ トバ ター ン を 設計 ・ 表 示 ・ 移 動 


ア スプ ライ ト パ タ ー ン の 設計 4 
パレ シット に どの カラ ー ユ ー ド が 割り 当て られ た か が 決ま り ま す と , いよ いよ ス 思 | 
ライ ト 画 面 に 表示 する 
パタ ー ン の 設計 
が で きま す 。 こ れ は , 基本 的 に は 16x16 の 各 ド ッ ト に 使用 し た い パ レッ トコ ユー ド 欠 
割り 当て て 行け ば 良い の で す (第 21-10 図 )。 














赤 の パレ ッ ト 透明 の パレ ッ ト 











~ 緑 の パレ ッ ト 


























水色 の パレ ッ ト 
5 の 0812 パタ ニュ ン を の よう に パレ ッ ト コ ー ド を 
表示 する に は 配置 する 





第 21-10 図 パタ ー ン と パレ ッ ト 


200 
210 
220 
23 の ひ 
240 
250 
260 
279 
289 
299 
390 
319 
329 
339 
34 の 9 
359 
369 





dim ohar spr1(255) 
まこ 1 1 1, 1 
、。 1 1 1 1 
|)  」 
1 


こ 
+ー 
&A \ ~ ここ = "ここ 


EC ト 5 DS⑤ ざ ざ ぐ ざ ぐ ③ ざ ぐ ざ 
FS IO tOGS ざ @ ざ ざ ぐ ざ ぐ ざ 


1 
1 
1 
1 
9 , 
9 , 
2 
2 
2 
2 


SS ぐ ざ ⑤ 


* < ここ マー マー 
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第 21-11 図 パタ ー ン を 配列 に 格納 
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第 21 章 ズ -BASIC プ ログ ラム テク ニッ クー スプ "ライ ト の 活用 法 一 | 
これ に より , 第 21 一 10 図 で 設計 し た パパ ター ン を sprl と いう 配列 に 割り 当て た こと 
に な り ま す 。 
4 パタ ー ン コー ド の 定義 4 
パタ ー ン を 配列 に 用 意 し まし た ら , それ を 実際 に 
パタ ー ン コー ド 
に 割り 当て て 行き ます 。 フ パター ンコ ユー ド は , 全部 で 0 一 255 の 256 種 類 あ り ま す の で 
パタ ー ン も 最大 256 種 類 定義 せる こと が で きま す 。 
設計 し た パタ ー ン を パタ ー ン ュ コード に 割り 当て る に は , sp_def () と いう 関数 | 
を 使用 し て 











sp _ def (パタ ー ン コー ド , パタ ー ン の 入っ た 配列 名 ) 








の よう に 行い ます 。 た と え ぇ ば, 先 の sprl と いう 配列 に 用 意 し た パタ ー ン を パパ ターン 
コー ド 0 に 割り 当て る の は 

sp_ def (0, sprl) 
固 人 が D ボ あら 


ア スプ ライ ト の 表示 / 
ここ か ら が , 実際 の 表示 作業 に な り ま す 。 ま ず sp__on () 関数 に より , 表示 
だ た い プ レー ン の 番号 を 指定 し ます 。 こ こ で は , ブレー ン 0 を 使用 し ます の で 











SDp__on (0 ) 


プ ブレーン 0 の 表示 を 開始 する 











3 市 RI6AAYESAK 
し か し , これ だ け で は 何 も 表 示さ れ ま せん 。 プ レーン 0 に は 何 も 描 われ て いな い 
か ら で す 。 ス プラ イト を 表示 する に は , プレ ー ン 0 に ス フ クラ イト コー ド を 載せ て や 
ら な けれ ば な り ま せん 。 それ に は , 
sp _ move () 
関数 を 使用 し ます 。 sp_move () は , 同時 に スプ ライ ト フ パター ン の 表示 傍 置 $ 基 
定 し ます 。 その 際 , 座標 は 変数 を 使用 し 





0 ) 


3 で 第 区 5 
「 中 PR 「 
y 座標 
x 座標 


ブフ" レー ン 番 号 


表示 開始 SD_ move (0, 











の ょ うに 指定 する と 良い で し ょ う (第 21-12 図 )。 








第 4 部 シス テム の 構築 各種 テク ニッ ク ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 
































0 4 5|| 
0 
PE っ を 
スプ ライ ト の 左上 の 位置 の 
51I 座標 で 指定 する 














第 21-12 図 パタ ー ン を プレ ー ン に 乗せ る 


Sp_move () 関数 が 実行 きれ た 瞬間 , スプ ライ ト が 表示 きれ ます 。 
4 スプ ライ ト の 移動 4 
スプ ライ ト を 動か す の は 、 簡 単 で す 。 x, y の 値 を 変え て sp_move () を 使用 


する だ け で 新しい 位置 に スプ ライ ト を 移動 きせ る こと が で きま す 。 従来 の グラ フィ 
ッ ク 操 作 の よう に 











不 合理 前 の パタ ー ン を 消す 
上 
新しい 位置 に パタ ー ン を 書く 











と いっ た 操作 は 不要 で す 。 
この プロ グラ ム で ,。 スプ ライ ト を 動か し て いる の は 次 の 部 分 で す (第 21-13 図 )。 


549 while ( 
559 シー 
569 = 


2 


(rand() mod 3 - 1) 
570 に 3 t。 4(。 2 - 由 )。 き 0eesK 4970 
580 ア 上 (2 > 一 ) = (< 432) 
599 SDp_move( の 9, x, y, 9) 

699 endwhi1e 

619 end 


ES ) 

x + (rand() mod 3 - 1) 
 + 

3 





第 21-13 図 スプ ライ ト 移 動 ル ー チ ン 


要する に 乱数 で 次 の 位置 を 決め て いる だ け で す が , スプ ライ ト が 画面 か ら は み 出 
る ない ょ うに チェ ッ ク し て いる 部 分 が や や 技巧 的 な 表現 に な っ て いま す 。 
ぐ く 補注 > 
以上 , 提 見 て 来 ま し た よう に スプ ライ ト を 表示 する に は 
タロ 三 R の 設計 
2 パタ ダー ン の 設計 
が 結構 面倒 で , か つ 難 し く , また 逆 に を そこ が 腕 の 見 せ む どこ ろ と な り ま す 。 こ 
の 設計 が 簡単 に 行 を る ツー ル が 福袋 の 中 に 入っ て いま す 。 資料 編 に その へ ヘル 
グ 画 面 を ドキ ュ メ ント と し て 掲載 し て お きま すか ら ご 利用 くだ きい 。 
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第 21 章 X-BASIC ゲ プログ ラム テク ニッ クー スプ ライ ト の 活用 法 一 


4 全 リス ト 4 


最後 に 完成 し た スプ ライ ト テ スト プロ グラ ム の 全 リ スト を 示し ます (第 21-14 図 )。 














1069 
119 
129 
139 
149 
159 
169 
179 
186 
196 
290 
210 
220 
230 
249 
250 
269 
279 
289 
299 
300 
319 
320 
330 
340 
350 
369 
379 
380 
390 
400 
410 
420 
439 
440 
4509 
469 
479 
480 
490 
506 
519 
520 
5309 
549 
559 
569 
579 
589 
590 
699 
610 
626 
6309 
649 
659 
669 
6709 


/ ネ ネネ ネネ ネネ ネネ 林 訂 ※ 水 玉 ※/ 
/* スプ ライ ト の テス ト #/ 


/* 67RROS2 ト */ 

/ ネ ネネ ネネ ネネ ホネ 氷 ポ 訂 ネ ネ ネ ネ ネ ※ ネ ネネ / 

/ ネ 

/* 定数 定義 --- ニ ーー-- ニ ーー ニー ニー ニー ニーーーー ニ ーーーーーーーー ニ 
も 上 お S 5 

/* 
0 
Hm も M XN 2 


dim ohar gpr1(255) 





1 1 1 15 二 ま > すり TS 15 LO) 9) の 9, 9」 9) 0, 
NRU 和 II の 9 0707 905 9 05 
OO OO 0 の 0 05 
DUOSS 9 95 900. の 05 
9, 695 9, 9 の, 0 , 9, 9, 9, 9, 2 9, @ @, 9, い 記 
9. 9 の, の 9, 9 の 929, 9, 9 の, の, 9, 9,。 9 ハ ⑳ 9, @ の ささ @。 90, 
9。 09,。 90, オプ 。 2。 2。 2。 2。 2。 2。 2 あ 、 2 の , 9, 
り 。 の 0」。 の 0, 2402。 2。 2。 2。 2。 2。 2 ング 2」 9 の, 9@, 9, 
0。 0」。 09。 2 No 2。 2。 2。 2。 2 テラ 8。 2。 2 9, 9。 
9。 0。 0 2」。 信者 」 2。 2。 2。 2 の) 欠 。 2, 2 9, 9, 9, 
9, 9 の, 9, 9。 96, 9, 9, 9, 9。 9 の, の 9, 9, 9, 9, 9, 9, 
の 示 、9, 9, 9 の, の 9, 9 の 9, の, の, の 9, 9, @, 9,。 の 9, 9, 6, 
9 の, の , 9, 9, 9, の, 3 3 グ 3, 3, 3 3, 3。、35、 3, 3 
09, 97 9 9, 9, 9, 3, 3.。3, 3, 3, 3, 3 3 3/3, 
05 請 98 0. 0) 93N 3 939. 37 95.3。 385 3 3.。 35 
0 の 麗 の OO OAD24365 3 まあ 93WNS 939 3 3 933353 

dim int pa(3) = { 
&BO , /* パレ ッ ト 6 
&B11111009000, /* パレ ッ ト 1 
&B1111109909090009009, /* パレ ッ ト 2 
&B1111199999111110 /* パレ ッ ト 3 

] 

/ * 

/* メイ ン ル ー チ ン ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

g_ init( ) 

8_init( ) 

pa_init(3) 

sp_def( の 9, spr1 ) 

/* 

/* スプ ライ ト パ タ ー ン を ラン ダム に 動か す 

x = 248: y = 248 

Sp_on(9) 

while (YES) 
XX = x+ (rand() mod 3 - 1) 
= + (rand() mod 3 - 1) 
XX ニ - (た うみ -) =。(k く ぐ 497) 
ニール SD の ィ ニ 0" お 02 29 人 7) 
Sp_move( の 9, x, y, の) 

endwhile 

end 

/ ネ 

/* グラ フィ ッ ク 画 面 の 初期 化 --------------- 

/* 表示 画面 サイ ズ = 512*512 

/* 使用 可能 な 色 と ペ ー ジ = 65536 色 

/* ディ スプ レイ 解像度 = High 

/* ク グラフィック 画面 の 表示 on 








第 4 部 シス テム の 構築 & 各 種 テ クニ ッ ク 





680 EunG g Tn も ( ) 

690 SC NE36 tb ド 

79 の 9 endfuno 

7109 /* 

サー プ ネ ー ズ ーー ラー イー ドジ ザ D 攻 ディ ツー ラー ニ マ ニニ ニー ニー ンー お ピュ 

73 の FunC 8 1ni も () 

749 56 ボ G ボ pi(00) 直 255) /* パタ ー ン コー ド の 初期 化 (9-255) 
759 Sp_off( の , 127 ) /* プレ ー ン (9-127) の 表示 of モモ 
769 Sp_disp(1) /* スプ ライ ト 画 面 の 表示 を on 
77 の 9 endfuno 

78 の 9 / ネ 

799 /* パレ ッ ト の 定義 ---ー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 

899 /* パレ ルレ ルッ ト 9max を pa() で 定義 

819 funo pa in1it(maxi 1nt) 

820 Bet 本 8 

830 天 OT エニ の も Ga5e 

846 SD_CO1or( ユ 1, pa(1 ) ) /* パタ ー ン 1 の 定義 
850 me メキ 

86 の endfuno 

87 の 9 / ネ * 











第 21-14 図 スプ ライ ト テ ス ド プ 昌 グ ラム 





サウ ンド 系 ブロ ッ ク 図 
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[3] 
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15] 
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ヨ 同 回 回 選 








X68000 メ モリ マッ プ 
X68000 |!/O ポ ー ト アド レス 一 覧 
テキ スト VRAM の メモ リマ ッ プ 
テキ スト 仮想 画面 の アド レス 配置 
テキ スト パレ ツ ト ア ドレ スズ 
グラ フィ ッ ク VRAM メ モリ マッ プ 
(「) 仮想 画面 1024 X1024 
(2) 仮想 画面 5I12X512, 16 色 
(3) 仮想 画面 5I12X512, 256 色 

画 

セ 


LE 


(4) 仮想 画面 5I12X512, 65536 色 

マク ロア セン プラ AS の 起動 スイ ッ チ 

マク ロア セン ブラ AS の 書式 一 覧 

マク ロア セン ブラ AS の エラ ー メ ッ セ ー ジ 

リン カ LK の 起動 スイ ッ チ 」 

スプ ライ ト パ タ ー ン & カ ラー コー ド エ デ ィ タ の 使用 法 
ファ ンク ショ ンコ ー ル と IOCS 

ファ ンク ショ ンコ ー ル の 使い 方 

IOCS の 使い 方 

IOCS 一覧 

68000 イ ンス トラ クシ ョ ン セ ッ ト 

X68000 回 路 図 
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5 ビッ ト 0 15 ビ ッ ト 9 細 き 0 5 ビッ ト 7 
000000H[ 7 CO0000H に ーーoooeon こ 当 
(SUPERVISOR AREA) / 
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(USER AREA) / 
/ 
200000H で / 
/ 
/ 
/ 
| / 
400000H「 ーー / GRAPHIC VRAM CFFFFEHI 
/ | 
| 
/ い 
| 
MAIN MEMORY / 
/ | (256 色 モー ド ) 
/ (|6 色 モー ド ) 
(USER AREA) / 
/ 
/ 
800000 ロ トー 区 / E00000H 誠 テ 9 ー ョ 請 
/ 
/ 
/ TEXT VRAM 
/ 
/ ・ ES0000H に 
SYSTEM !/O 
/ NM の ーー 
/ EE0600H」 MEMORY SWRAM) | ーーーー ニ ニニ }) - 議 
ア キ ニニ ンー 作 ゴ YU に 
0 Fo0000H ーーーーーー ュー 二 
CG ROM 
1/0 AREA (768 KB) 
(SUPERVISOR AREA) 
FC0000H 
トーー-ー 学 - 革 
FFFFFFH L IPL ROM 」 
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15 ビ ピット 15 ビ ピット 0 
CO00000H E80000H 
CRTG 
E82000H 
VIDEO0 
E84000H 
2 DMAC 
BAG] AREA SET | 
C7FFFEH ノ Esa000H 
ノ MFP 
/ E8A000H 
RTC 
の E8C000H ] 
索 PRINTER 
了 E8E000H 
| / SYS.PORT 
E90000H こ 
| の 2 音源 
2 E92000H 
(65536 色 モー ド ) ノ / E94000H 
の E96000H 
| の E98000H 
| E9A000H| 
E9C000H 1 
の に 2es3 6 INTI 
2 E9E000H 
ジ ^ 
EA0000H 
ーーーーーー エ エー ジン 
ーー 000M | 
」 
SYSTEM !/0 
小 セ 
(SUPERVISOR AREA) ト 
_ ECO000H ご sN 
0 USER |/0 (USER AREA) N 
ED0000H 000H「 d 
ー ー- MEMORY SW(RAM) N 0 
EDFFFE 人 SPRITE 
ヽ NN 
SS N 
SN N REGISTER 
\ 
BB000N 二 きき 和議 計 隊 球 馬 | 
\ 
N SPRITE 
N 
\ VRAM 
\ 
EDFFFEH N 
EBFFFE 
255 





開 天 1 2 








X68000 |/ リ ポー ト ア ドレ ス 一 覧 





























項 目 ポー ト ア ドレ ス 機 能 備 考 
E80000H W 水平 トー タル 
E80002H W 水平 同期 終了 位置 
E80004H W 水平 表示 開始 位置 
E80006HW 水平 表示 終了 位置 
E80008HW 垂直 トー タル 
E8000AH W 垂直 同期 終了 位置 
E8000CH W 垂直 表示 開始 位置 
E8000EH W 垂直 表示 終了 位置 
E8001I0H W 外部 同期 水平 アジ ャ スト 
E80012H W ラス ター 割り 込み 位置 
E80014H W X 方 向 ス クロ ー ル 
6 E80016HW Y 方 向 ス クロ ー ル 
B E80018HW | スク リー ン 0 x 
C E8001IAH W スク リー ン 0 Y 
E800ICH W スク リー ン | X 
E800IEH W スク リー ン | Y 
E80020H W スク リー ン 2 X 
E80022H W スク リー ン 2 Y 
E80024H W スク リー ン 3 X 
E80026H W シル タ リージ 
E80028H R/W | メモ リモ ー ド , 表示 モー ド セ ッ ト 
E8002AH R/W | テキ スト アク セス , 高速 クリ アプ レー ン 
E8002CH W ソー ス / デ ィ ス ティ ネー ショ ン ラ スタ ー 
E8002EH W ビッ トマ スク レジ スタ 
E80480H R/W | CRTC 動 作 設定 ポー ト 
E82000H R/W = 
| EE 
Gra 256 色 モー ド 
ノ パパ レッ ト ey VM 又は グラ フィ ッ ク 用 パレ ッ ト 
E82020H R/W * 
」 65536 色 モー ド 
E821IFEH R/W 語 
Tex | UN テキ スト (スプ ライ トカ ラー テー ブル 0 ) 5 
濃 開 テキ スト , スプ ライ ト 用 パレ ッ ト 
& 共通 パッ レト 


E8221EH 


R/W 

















ーー ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニ ーーー ニ ーー ズ 68000 1 0 ボド ME2R 


E82220HR/W | 一 

| スプ ライ トカ ラー テー ブル 1| パ レット スプ ライ ト 用 パレ ッ ト 
E8223EH R/W | 一 
E82240HR/W | 一 























Sc スプ ライ トカ ラー テー ブル 2 パレ ッ ト 
ャ E8225EH R/W | 一 
スプ ライ ト 用 パレ ッ ト 
E823E0OH R/W | 一 
スプ ライ トカ ラー テー ブル 15 パ レッ ト 
E823FEH R/W | 一 
1 
、 E82400H R/W | メモ リモ ー ド 設定 
ティ 補 の 
2 E82500H R/W | プラ イオ リティ 設定 

E82600H R/W | 特殊 モー ド , 画面 表示 制御 半 透 明 , 特殊 プラ イオ リティ 
E84000H R/W | チャ ン ネ ル ・ ス テー タス ・ レ ジス タ 但し , 各 チ ャ ン ネ ルポ ー ト の 
E8400IHR チャ ン ネ ル ・ エ ラー・ レ ジス タ アド アズ つい いで (は 容 記 の 沙 語 
E84004H R/W | デバ イス ・ コ ント ロー ル ・ レ ジス タ ト ア ドレ ス ($$$$$$SH) に それ ぞ 
E84005H R/W | オペ レー ショ ン ・ コ ント ロー ル ・ レ ジス タ れ 次 の よう に 加え た アド レス に 
E84006H R/W | シー ケン ス ・ コ ント ロー ル ・ レ ジス タ 2 まり 
E84007H R/W | チャ ン ネ ル ・ コ ント ロー ル ・ レ ジス タ 

D E84025H R/W | ノー マル ・ イ ンタ ラプ ト ・ ベ クタ チャ ン ネ ル 0  $$3$$$ 旨 00H 
E84027H R/W | エラ ー・ イ ンタ ラプ ト ・ ベ クタ 

M E8402DH R/W | チャ ン ン ネル ・ プ ライ オリ ティ ・ レ ジス タ チャ ン ネ ル | 的 $$$H 二 40H 
E84029H R/W | メモ リ ・ フ ァ ン クシ ョ ン ・ コ ー ド 

A E84031IH R/W | デバ イス ・ フ ァ ン クシ ョ ン ・ コ ー ド チャ ン ネ ル 2  $$$$$$H 二 80H 
E84039H R/W | ベー ス ・ フ ァ ン クシ ョ ン ・ コ ー ド 

C E8400AH R/W | メモ リ ・ ト ラン ス フ ァ ・ カ ウン タ (Word) チャ ン ネ ル 3  $$$$$$H 二 COH 


E8401AH R/W | ベー ス ・ ト ラン ス フ ァ ・ カ ウン タ (Word) 








E8400CH R/W | メモ リ ・ ア ドレ ス ・ レ ジス タ (Long word) 
E84014H R/W | デバ イス ・ ア ドレ ス ・ レ ジス タ (Long word) 
E8401CH R/W | ベー ス ・ ア ドレ ス ・ レ ジス タ (Long word) 


E840FFH R/W | ゼネ ラル ・ コ ント ロー ル ・ レ ジス タ 





エリ アセ ッ ト | E8600IHW スー パー バイ ザ 領 域 設定 





| E8800IHR GPIP・ デ ー タ ・ レ ジス タ 
E88003H グラ ョ 2 モッ ジッ ピジン スタ 
E88005H W デー タ ・ デ ィ レ クシ ョ ン ・ レ ジス タ 
E88007H R/W | 割り 込み イネ ー ブ ル ・ レ ジス タ A 


hg 
ミ 
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資 料 2 



































E88009H R/W | 割り 込み イネ ー ブ ル ・ レ ジス タ B 
E8800BH R/W | 割り 込み ペン ディ ング ・ レ ジス タ A 
E8800DH R/W | 割り 込み ペン ディ ング ・ レ ジス タ B 
E8800FH R/W | 割り 込み イン ・ サ ービス ・ レ ジス タ A 
E880IIH R/W | 割り 込み イン ・ サ ービス ・ レ ジス タ B 
E88013H R/W | 割り 込み マス ク ・ レ ジス タ A 
E88015H R/W | 割り 込み マス ク ・ レ ジス タ B 
E8801I7H W ベク タ ・ レ ジス タ 
E88019H W タイ マ A・ コ ント ロー ル ・ レ ジス タ 
E8801IBH W タイ マ B・ コ ント ロー ル ・ レ ジス タ 
[ E880IDH W タイ マ C/D・ コ ント ロー ル ・ レ ジス タ 
E8801IFH R/W | タイ マ A・ デ ー タ ・ レ ジス タ 
E88021IH R/W | タイ マ B・ デ ー タ ・ レ ジス タ 
E88023H R/W | タイ マ C・ デ ー タ ・ レ ジス タ 
E88025H R/W | タイ マ D・ デ ー タ ・ レ ジス タ 
E88027HW 同期 キャ ラク タ ・ レ ジス タ 未 使用 
E88029H W USART コ ント ロー ル ・ レ ジス タ 
E8802BH R/W | 受信 ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 
E8802DH R/W | 送信 ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 
E8802FH R/W | USART・ デ ー タ ・ レ ジス タ 
E8A00IH R/W | | 秒 カ ウン タ /CLKOUT セ レク ト 
E8A003H R/W | 10 秒 カウ ンタ /Adjust 
E8A005H R/W | | 分 カウ ンタ / ア ラー ム | 分 レジ スタ 
E8A007H R/W | 10 分 カウ ンタ / ア ラー ム 10 分 レジ スタ 
E8A009H R/W | | 時 間 カ ウン タ / ア ラー ム | 時 間 レ ジス タ 
E8A00BH R/W | 10 時 間 カ ウン タ / ア ラー ム 10 時 間 レ ジス タ 
E8A00DH R/W | 曜日 カウ ンタ / ア ラー ム 曜 日 レジ スタ 
1 E8A00FH R/W | | 日 カウ ンタ / ア ラー ム | 日 レジ スタ 
E8AOIIH R/W | 10 日 カウ ンタ / ア ラー ム 10 日 レジ スタ 
C E8A013H R/W | | 月 カウ ンタ 
E8A015H R/W | 10 月 カウ ンタ /12・24 時 セレ クタ 
E8A017H R/W | | 年 カウ ンタ / う る う 年 カウ ンタ 
E8A019H R/W | 10 年 カウ ンタ 
E8A01IBH R/W | モー ド ・ レ ジス タ 
E8AOIDH W テス ト ・ レ ジス タ 
E8A0IFH W リセ ッ ト ・ コ ント ロー ラ 
E8C00IH W プリ ンタ ・ デ ー タ Write 
フリ クタ E8C003H W プリ ンタ ・ ス トロ ー ブ Write 
E9C00IHR プリ ンタ ・ ビ ジー Read 
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー *680001 0 ポート アド レス ネー 宇 
E8E00IH R/W | コン トラ スト 調整 (D/A) 
E8E003H R/W | TV コン トロ ー ル 
シス テム | E8E005H W 画像 入力 コン トロ ー ル 
ポー ト E8E007H R/W | H/L LED 点 灯 , NMI リ セッ ト , キー コン トロ ー ル 
E8E00DH W SRAM Write Enable Control 
E8E00FH W POWER OFF Control 
E9000IH W FM 音源 レジ スタ ・ ア ドレ スポ ー ト 
FM 音源 M 、 Ss 
E90003H R/W | FM 音源 レジ スタ ・ デ ー タ ポ ボート 
E92001IH R/W | ADPCM ス テー タス (IN) 
/ADPCM コ マン ド (OUT) 
音声 合成 e よ 
E92003H R/W | ADPCM デ ー タ ・ レ ジス タ (IN/OUT) 
E9A005H W ADPCM 出 力 , サン プリ ング 周波 数 切り 換え | 8255 ポ ボー ト C 
レジ スタ 
E9400IHR FDC ス テー タス ・ レ ジス タ (IN) 
E94003H R/W | FDC デ ー タ ・ レ ジス タ (IN/OUT) 
フロ ッ ピ ー | E94005H R/W | ドラ イブ ・ ス テー タス (IN) オプ ショ ン 信 号 
ディ スク / ド ライ ブ ・ コ ント ロー ル (OUT) 
E94007H W アク セス ドラ イブ セレ クト , 
2HD/2DD・2D 切 り 換え (OUT) 
E9600IH R/W | HD デ ー タ (IN/OUT) 
E96003H R/W | ステ ー タ ス (IN) 
SN 
ーー / セ レク ト ・ リ セッ ト (OUT) 
ディ スン の CAX 
E96005H W コン トロ ー ラ ・ ボ ー ド ・ リ セッ ト (OUT) 
E96007HW セレ クト ・ セ ッ ト (OUT) 
E9800IH R/W | SCC コ マン ド ・ ポ ー ト B 
E98003H R/W | SCC デ ー タ ・ ポ ー ト B 
E98005H R/W | SCC コ マン ド ・ ポ ー ト A 
E98007H R/W | SCC デ ー タ ・ ポ ー ト A 
ジョ イ E9A00IHR ジョ イス ティ ッ ク 0 8255 ポ ー ト A 
ステ ィ ッ ク | E9A003H R ジョ イス ティ ッ ク | 8255 ポ ー ト B 
8255 E9A007HW 8255 コン トロ ー ル ワー ドレ ジス タ 
FD, PR, E9C00IH R/W | FDC, FDD。 HD, プリ ンタ | 
割り 込み ステ ー タ ス (IN) | 














259 


資料 3 4 


HD FDC, FDD, HD, プリ ンタ 割り 込み マス ク (OUT) 








FD PR E9C003H W FDC, FDD, HD, プリ ンタ 割り 込み ベク タ 





EB0000H R/W | スプ ライ ト X 座 標 呈 
EB0002H R/W | スプ ライ ト Y 座 標 
EB0004H R/W | スプ ライ ト ・ コ ント ロー ル 
EB0006H R/W | スプ ライ ト ・ プ ライ オリ ティ ー ブ 
| | 
EB03F8H R/W | スプ ライ ト X 座 標 = 
EB03FAH R/W | スプ ライ ト Y 座 標 
EB03FCH R/W | スプ ライ ト ・ コ ント ロー ル 
EB03FEH R/W | スプ ライ ト ・ プ ライ オリ ティ ー 
スプ ライ ト 9 
EB0800H R/W | バッ ク ・ グ ラン ド 0  X 座 標 
EB0802H R/W | バッ ク ・ グ ラン ド 0  Y 座 標 
EB0804H R/W | バッ ク ・ グ ラン ド |  X 座 標 
EB0806H R/W | バッ ク ・ グ ラン ド | Y 座 標 
EB0808H R/W | バッ ク ・ グ ラン ド ・ コ ント ロー ル 
EB080AH R/W | 水平 トー タル 
EB080CH R/W | 水平 表示 
EB080EH R/W | 垂直 表示 
EB0810H R/W | 解像度 


スプ ライ ト 0 





62 の 7 








EB8000H R/W | 一 
スプ ライ ト 0 PCG エ リア 





EB807EH R/W | 一 
ス フ ラ イト 
POGEEU< 
EBBF80H R/W | 一 





スプ ライ ト |27 PCG エ リア 





EBBFFEH R/W | 一 








EBC000H R/W | 一 
| テキ スト エリ ア 0 
EBDFFEH R/W | 一 
EBE000H R/W | 一 
| テキ スト エリ ア | 
EBFFFEH R/W | 一 


ス フ ラ イト 
テキ スト 
エリ ア 

















( 注 ) * は 無効 。 ま た , W は WRITE only, R は READ only, R/W は READ/WRITE を 示し ます 。 
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テキ スト VRAM の メモ リマ ッ プ テキ スト 仮想 画面 の アド レス 配置 


テキ スト VHAM の メモ リマ ッ プ 



















































































































] 
MSB 16Bit LSB 
テキ スト アド レス ヌ 
E00000H 
( 1T0 ラ レン 
EIFFFEH 
E20000H 
( T 1 プレー ン 
E3FFFEH 
E40000H 
( まき プレ ー ン 
E5FFFEH 
E60000H 
( 潮 デ レー 
E7FFFEH 
今 。 6Wy く | PR 1 レ 配 
テキ スト 仮想 画面 の アド レス 配置 
0 ーーーーーーーー テ 6 3 
E6007E 
ES ラー ルス 
E40000 E4007E 
T2 プ レー ン 
E20000 E2007E 
16Bit TI プレ ー ン 
和議 
0 |E00000| E00002 lozc E0007E 
| E000FE 
T0 プ レー ン 
E7FFE 
|E5FFFE 
各 ビ ッ ト ご と の 
| テキ スト バレ ッ ト ア ドレ ス 
| | 
E3FFFE | で : 拓 還 Eia 
1 ェ ーー ーー 
1022 EIFF7E | 
1023 EIFF80|EIFFez lrrrc EIFFFE 
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資料 5 


テキ スト パレ ッ ト ア ドレ ス 「READ WRITE 可 」 





テキ スト ルレ ッ ト アド レス [HEAD/WHITE 可 















































パレ ッ ト | レラ ュ スタ |DI5 ニ 一 一 Dii | pi0 D06 | D05 DOl | DO0 
容 ド レス | アド レス Green | Red Blue | 備 考 
OOH | E82200H|< テ 
OIH | E82202H 16bit デ ー タ 
02H | E82204H 家 
03H | E82206H 但し 
| | この パレ ッ ト ア ドレ ス は , スプ 
ライ トカ ラー0 の パレ ッ ト 
! | と 共通 に 使用 する も の と す 
OCH | E82218H る 。 
ODH | E822IAH 
OEH | E822ICH 
OFH | E822IEH ) 








グラ フィ ッ ク VHAM の メモ リマ ッ プ 


















































(1) 仮想 画面 1024X1024, 16 色 , 1 面 モ ー ド 
(アド レス )MSB LSB 
D DI4 DI3 DI2 DII DIO DO9 DO8 DO7 DO6 DO5 DO4 DO03 DO2 DOI DO00 
C00000H WGET 培 キ コー KN *- ネネ ポポ ネ * G03 GO2 GOI GOO (X0, YO) 
C00002H ネネ * G03 GO2 GOI GOO (X0, YI) 
時 
DFFFFEH IE G03 GO2 GOI GOO | (XI023,YI023) 
『ーー グラ フィ ッ ク パ レッ ト ア ドレ スー 
(2) 仮想 画面 512X512, 16 色 , 4 面 モ ー ド 
(アド レス ) MSB LSB 
DI5 DI4 DI3 DI2 DII DIO DO9 DO8 DO7 DO6 DO5 DO4 DO03 DO2 DOI DO0O 
C00000H * * * * * ネ ネ ネ * ネ * ネ * GO3 GO2 GOI G00O (X0, YO) 
20 
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 次 料 6 













































































C7FFFEH ネ ネ ネ * * * ネ ネ ネ * * GO3 GO2 GOI GO0O 
C80000H ネ * * * ネ ネ ネ ネ ネ ネ * ネ GO3 GO2 GOI GO00O 
SC 1 ( 
(スク リー ン |) 
@EF 征 昌和 H ネ ネ ネ * * * ネ ネ ネ ネ * GO3 GO2 GOI 6G00 
D00000H NSK + が 、 水 Me Aa ea 病 思 2 北 沿 GO3 GO2 GOI GO0O 
SC 2 ( 
(スク リー ン 2) 
D7FFFEH * * * * * * ネ は * * * GO3 GO2 GOI G0O 
D80000H * * * ネ * * ネ ネ * * * * GO3 GO2 GOI G0O 
SC 3 ( 
(スク リー ン 3) 
DFFFFEH * ネ *※ * ネ ネ * ネ ネ * * GO3 GO2 GOI G0O 
5 ーーー グ ラフ ィ イッ ク バ レッ ト ア ドレ スー 
(3) 仮想 画面 512X512, 256 色 , 2 面 モ ー ド 
(アド レス ) MSB LSB 
DI5 DI4 DI3 DI2 DII DIO DO9 DO08 DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DOI DO00O 
C00000H ネ ネ * * * * ネ ネ GO7 GO6 GO5 GO4 GO3 GO2 GOI GOO 
SG6i0 ( 
(スク リー ン 0) 
C7EFFFEH * ネ ネ * ネ * ネ ネ GO07 GO6 GO5 GO4 G03 602 GO| GO0O 
ト - 
C80000H * * * ネ ネ ネ ネ ネ GO7 GO6 GO5 GO4 GO3 GO2 GOI GOO 
SC 1 ( 
(スク リー ン |) 
CFFFFEH * * * * * ネ * ネ ネ GO07 GO6 GO5 GO4 GO3 GO2 GOI G00O 
L 
グラ フィ ッ ク バ レット アド レス 








グラ フィ ッ ク VRAM の メモ リマ ッ プ 


(512, Y512) 


(X0, YO) 


(512, Y512) 


(X0,Y0) 


(X512, Y512) 


(X0, YO) 


(X512,Y512) 


(X0,Y0) 


(X512, Y512) 


(X0, YO) 


(512, Y512) 
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資料 7 マク ロア セン ブラ AS の 起動 スイ ッ チ 
































(4) 仮想 画面 512X512, 65536 色 , 1 面 モ ー ド 
(アド レス ) MSB LSB 
C00000H DI5 DI4 DI3 DI2 DII DIO DO9 DO8 DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DOI DOO 
C00002H GI5 GI4 GI3 GI2 GIIl GIO GO9 GO8 GO7 GO6 GO5 GO4 GO3 GO2 GOI GO0 
GI5 GI4 GI3 GI2 GII GIO GO9 GO8 GO7 GO6 GO5 GO4 GO3 GO2 GOI GOO 
C7FFFEH GI5 GI4 GI3 GI2 Gll GIO GO9 GO8 GO7 GO6 GO5 GO4 GO3 GO2 GOI GOO 
グラ フィ ッ ク バ パレ ッ ト ア ドレ ス 


資料 ノ 





AS 


| 機能 | 





(X0.YO) 


(X0,Y|) 


(X512,Y512) 





マク ロア セン ブラ A ら の 起動 スイ ッ チ 








Assembler68k (以下 A S と 記す ) は MC68000 マイ クロ プロ セッ サ 用 の マク ロア セン ブリ 言語 で す 。 AS 


は アセ シブ リソース ファ イル を アセ ンプ ブル し , 
アイ ル を Linker68K に よっ て リン ク す る こと に より , 


起動 


コマ ンド ライ ン 上 で 以下 の 書式 に し た が っ て 起動 し ます 。 

A S 〔< ス イッ チ >〕 < ソー ス フ ァ イル 名 > 

< く ス イッチ > は AS の 動作 モー ド を 制御 し ます 。 
-T<PATH> 
-O<FILE> 
-I<PATH> 


-P〔 く FILE>〕 


5) 
-M<NN〉 


-S く SYMBOL> 


補 注 





デン ボラ リフ アイ オ 2C の ラテ % ス ズ ス 析 定 
入 成 され る オプ ジ 


% 


イン クル ー ド ファ イル の マス 指定 
リス ト フ ァイル を 生成 し ます 
ファ イル 名 を 指定 し な い 場 合 に は ソー ス フ ァ イル 名 の 拡張 子 が '.prn' に な っ た 
も の が 生成 され ます 。 

前 方 参照 の 最適 化 を し な い 
warning の 出力 を 禁止 する 
未定 義 シ ン ボ ル を 外部 参照 と する 
すべ で て の シン ボル を 外部 エン トリ ー す る 


MAX _ SYMBOL (201<NN<65536) 


シン ボル ん 定義 


オブ ジェ クト ファ イル を 生成 し ます 。 
実行 可能 な プロ グラ ム と な り ま す 。 


ェクト ファ イル の 名 前 を 指定 し ます 


の オン ジー ジン ジホ フ 


@-0 ス イッ チ で オブ ジェ クト ファ イル 名 を 指定 し な か っ た 場合 に は ソー ス フ ァ イル 名 の 拡張 子 が ”. o' に 


な っ だ も の が 生成 され ます 。 
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資料 8 マク ロア セン プラ AS の 書式 一 覧 





@ テ ン ポ ボラ リー ファ イル の パス は シス テム 変数 TEMP を 参照 し ます 。 だ だ し , - プ スイ ッ チ で 指 填 央 場 傘 
ほこ ちら が 優先 され ます 。< ソ ツー ス フ ァ イル 名 > は アセ ンプ ブル 対象 と する ツー ス フ ァ イル の 名 前 で す 。 ソ ー 
ス フ ァ イル の 拡張 子 が '.S' の と き は , 拡張 子 を 省略 で きま す 。 


マク ロア セン ブラ A ら の 書式 一 覧 


シン ボル ネー 














使用 で きる 文字 
2 っ NO 才 9 8 7 。 漢 字 
数 字 以外 で 始ま 9 256 文字 以内 (漢字 は 1 文字 で 2 文字 と 数 を る ) 大 廊 字 と 小文字 は 区 別 す る 。 


アセ ンプ ラ 疑 似 命令 


























5BGX も 
SS アセ ンプ ブラ ベー ス セ クシ ョ ン を テキ スト セク ショ ン に 変更 し ます 。 
.data 9 
アセ ンプ ブラ ベー ス セ クシ ョ ン を デー タ セ クシ ョ ン に 変更 し ます 。 
. bss 
.bss アセ ンプ ラ の ベー ス セ クシ ョ ン や ブロッ クト レー ス セ クシ ョ ン (bss) に 変更 し ます 。bss 
の 領域 で は 命令 や デー タ を アセ ン ブ ル で きま せん 。 
.Stack 2 ・ 
7 も 用 フラ ベ ペース セ クシ ョ ウン を スタ ッ ク モ クジ ショ ジ に しほ 究 児 ほお おす 。 
.・offset < 式 > 
員 域 定義 の 疑似 命令 (ds) を 使っ て オフ モット 表 の 定義 を 行う こと で , ダミ ー 領 域 を 作成 
陸 迫 2 
その 信 域 の 定義 は リン カ に は 送ら れ ま せん 。 オ フェ ャ ッ ト 表 は 式 で 指定 され た アド レス か ら 
始ま り ま す 。 オ フ セ ャ ッ 0 出生 の に 2 虹 守 に 維持 され ます 。equ お よび reg 疑 
似 命令 を 除く と , オフ セッ ト 表 で 使用 で きる 命令 また は オブジェク トコ ユー ド に 変換 きれ る 
-offset 疑似 命令 は あり ませ ん 。offset 疑 似 Me は 以下 の 疑似 命令 の うち の どれ か を 使っ て 終了 し 
まこ か 。 
. bss 
. data 
.end 
あむ 6X も 
. Stack 
『 ] 
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資料 8 








計 や で イラク | で 本 と" マコ 

メモ リ 内 に 複数 の 定数 を 定義 し ます 。 複 数 の オペ ラン ド を 指定 する 場合 に は 各 オ ペラ ンド 

を コン マ て 分 離し ます 。 オ ペラ ンド に は , シン ボル また だ は , 数 値 が 割り 当て られ る 式 。 10 

進数 。、16 進 数 ペ ま た は ASCII コ ユー ド で あら わき され た 定数 の 値 を 割り 当て る こと が で きま す 。 

ASCII コ ユー ド の 値 を 指定 する 時 に は , 引用 符 (*) で 廊 字 列 を 囲ま な けれ ば な り ま せん 。 

定数 は バイ ト ,。 ワード , また は ロン グ ワ ー ド で 指定 する こと が で きま す 。 

表記 法 と 規則 は 以下 の 通り で す 。 

dcb 定数 は バイ ト 定 数 で す 。 奇 数 この バイ ト を 指定 する と, 次 の ステ ー ト メン ト が 奇 
数 番地 か ら 始 まる 場合 が あり ます の で 注意 し て 下さ い 。dc.b 命 令 の 次 の 命令 の ワ 























-de ー ド バウ ンダ リ 調 整 は 原則 と し て 行っ て いま せん 。 
dc.w 定数 は ワー ド 定 数 で す 。 有 奇数 個 の バイ ト を 指定 する と , 偶数 バイ ト 数 に な る よう 
に 。 最後 の ワー ド の 上 位 に 0 を 入れ ます 。dc.w で 奇数 個 の 指定 が で きる の は , A 
SCTI 定 数 を 使用 し た 時 の み で す 。 
dc.1 定数 は ロン グ ワ ー ド 定数 で す 。 入 力 が 4 の 倍数 より 少な い 場 合 に は 強制 的 に 4 の 
倍数 イト に する た め に , 最後 の ロン グ ワ ー ド の 上 位 に 0 を 入れ ます 。 
dcb[ . < サイ ズ >] < 長き >, < 式 > 
.dcb と R Se 
定数 ブロ ッ ク の 定義 
-ds [. < サイ ズ >] < 長き > 
メモ リ 領 域 を 確保 し ます 。 確 保 き れ た メモ リ 領 域 の 内 容 は 初期 化 き れ ま せん 。 オ ペラ ンド 
は この 疑似 命令 で 確保 す る バイ ト , ワー ド ま た は ロン グ ワ ー ド の 数 を 指定 し ます 。 こ の 大 
-ds きき を 指定 する 表記 法 は 以下 の 通り で す 。 
-ds.b メモ リ 領 域 の 確保 あ バ イト 単位 で 行い ます 。 
-ds-w メモ リ 領 域 の 確保 あ ワ ー ド 単位 で 行い ま 8 
.ds.1 メモ リ 領 域 の 確保 ロン グ ワ ー ド 単位 で 行い ます 。 
・eVen 
強制 的 偶数 の メモ リ 境 界 に する も の で , ロケ ーション カウ ンタ が 奇数 の 時 に この 疑似 命令 
1 が 指定 きれ る と 。 ロケ ーション カウ ンタ は 一 つ イ ンク リ メ ン ト さ れ ま す 。 こ れ は 継ぎ の 命 
令 ま た は デー タフ ィ ー ル ド を メモ リ の 偶数 の 境界 か ら 開始 する た めで す 。 
.end 2 1 3 
この 疑似 命令 に 続く て ソース コー ド が な いこ と を 示し ます 。 
< ラベ ル > equ < 式 > 
オォ ペラ ンド フィ ー ル ド の 式 の 値 を , 疑似 命令 に 先行 する ラベ ルフ ィ ー ル ド の シン ボル に 割 
り 当 て ます 。 こ の 疑似 命令 は ラベ ルフ ィ ー ル ド と オペ ラン ド フ ィ ー ル ド が 必要 で す 。 ラ ベ 
に ル は 固有 の も の で な けれ ば な り ま せん 。 一 度 ラ ベル を 定義 する と その ラベ ル は プロ グラ ム 
中 の 他 の 箇所 で 再 定 義 す る こと は で きま せん 。 式 に は 未定 義 の シン ボル まだ は この 式 の あ 
と に 定義 きれ る シン ボル を 含む こと は で きま せん 。 ま た , シン ボル の 前 方 参照 は 1 回 だ け 
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可能 で す 。 なお, 3 (A0) な どの スト リン グ 定 義 が で きま す 。 





set 


( 三 ) 

< く ラ ベル > set < 式 > 

6 の マソ 55 王 てく > 

オペ ラン ド フ ィ ー ル ド の 式 の 値 を , 疑似 命令 に 先行 する ラベ ルフ ィ ー ル ド の シン ボル に 割 
1C が 8 

equ と 異な る の は シン ボル の 再 定義 だが で きる こと で す 。 再 定義 は 2 回 以上 可能 で あり , 前 
の 定義 を 参照 する こと が で きま す 。 

な お , 3(A40) な どの スト リン グ 定 義 が で きま す 。 





Teg 


< ラベ ル >〉 reg < レジ スタ リス ト > 

ラベ ル の スト リン グ の 定義 (置換 ) に な り ま す 。 
以下 は レジ スタ リス ト の 作成 例 で す 。 
A2-A4/A7/D1/D3/D5 

TBLREG REG D0-D3/A0-A4 
MOVEM TBLREG, -(SP) 





include 


imclude < ファ イル 名 > 
ア ャ セン ブリ 中 に , 代替 を の アセ ンプ ブリ ソー ス フ ァ イル か ら 現 ソー ス フ ァ イル に ソー スコ ュー 
ド を 挿入 し ます 。 





< ラベ ル > macro [ンマ パラ メータ リス ト >] 


























macro 凌 紀 
マク ロ 定 義 の 開始 
exitm 
ド マク ロ 展 開 の 途中 終了 
xi 
| | ある 条件 に よっ て , 残り の マク ロ 展 開 が 不要 , また は 不適 切な も の に な っ た 場合 マク ロ 展 
開 を 終了 きせ ます 。 
endm 
endm 
マク ロ 定 義 の 終了 
1 
local マク ロロ 定義 ブロ ッ ク 内 で の 局所 的 シン ボル の 定義 も おこ な いま す 。 
マク ロロ 定義 グロ ッ ク 内 で の み 使 用 で きま す 。 
.jist 
-list に > 
アセ ンプ ブル リス ト の 出力 要求 
-nlist 
-nlist 


アセ ンプ ブル リ スト の 出力 抑止 
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本 





-xdef  .xref 

SO フン 2 ルツ | く ラ ン ミ ルウ 
EGOS7C の 2 ベラ 2 ルル | 
ER 人 2233 め し) 定 。 誤 ペン スル 語 | 


これ ら の 疑似 命令 は 外部 名 を 宣言 し ます 。 ア セン ブル 中 に , これ ら の ラベ ル が 定義 きれ る 
と , 他 の ブログ ラム か ら も この ラベ ル を 利用 する こと が で きる よう に な り ま す 。 

な お , globl を 使用 し た 場合 の み , アセ ンプ ブル 中 に ラベ ル が 定義 きれ な いと , その ラベ ル は 
未定 義 の 外部 参照 名 と な り ま す 。 

-xdef 外部 定義 名 の 宣言 

-xref 外部 参照 名 の 宣言 


-globl 





.-comm < ラベ ル >,。 < 式 > 
コモ ン エ リア の ラベ ル と サイ ズ を 指定 し ます 。 そ の コモ ン エ リア は , 別々 くに ヒ に アセンブル き 
-comm れ だ た ブロ グラ ム 間 で 共有 で きま す 。 リ ンカ は 同じ ラベ ル を 持つ すべ て の コモ ン エ リア を 同 
じ ア ドレ ス に 割り 付け ます 。 同じ ラ ベル を 持つ 複数 の コモ ン エ リア が 存在 する と き は , コ 
モン エリ ア の 大 きき は, 最大 の 式 の 値 で 決め られ ます 。 





(ifne) 

1 主 Re 

ifne <〈 式 > 

条件 が 偽 の と き ア セン ブル 





( ifeq ) 

壮 < 式 > 

ifeq < 式 > 

条件 が 真 の と き ア セン ブル 





ifdef < シン ボル > 

< シン ボル > が 内 部 に 定義 され て いる と き , その 条件 ブロ ッ ク 内 の ステ ー ト メン ト が アセ 
ンプ ブル され ます 。 

な お , シン ボル の 前 方 参照 は びき ませ ん 。 


ifdef 





iindef < 式 > 

< シン ボル > が 内 部 に 定義 きれ て いな いと き , その 条件 ブロ ッ ク 内 の ステ ー ト メン ト が ア 
セン ブル され ます 。 

な お ,・ シ ン ボ ル の 前 方 参照 は で きま せん 。 


ifndef 





else 
le 反対 の 条件 が 存在 する と き に 代わ り の コー ド を 生成 し ます 。 


ifxxx 
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else 
| 
| アモ セン ブル きれ ます 。 
| 

endif 
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elseif elseif 式 





| ( endc) 
| endif 
endc 
| 条件 付き アセンブル の 終了 








レジ スタ ネー ム 


AS で は 以下 の レジ スタ 表現 が 可能 で す 。 
大 文字 で も 小娘 字 で も 可 


DO  R0O 
1DM 較 5! 
1 。1 
08 軸 計 R3 
D4  R4 
D5  R5 
D6  R6 
D7  R7 
A0  R8 
A1 R9 
A2  R10 
A3 RI11 
A4  R12 
A5  R13 
A6  R14 
A7 RI5SS 
CCR 

SR 

USP 

PC 
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演算 子 の 種類 
























































< 単項 演算 子 > 
| + 演算 子 に 続く 値 が 正 で ある こと を 示し ます 。 
| 
1 演算 子 に 続く 値 が お 負 で ある こと を 示し ます 。 
. not. 論理 NOT. 
- high. 32 ビ ッ ト ワ ー ド の 下位 ワー ド の 上 位 バ イト を 分 離 
.low. | 32 ビ ッ ト ワ ー ド の 下位 ワー ド の 下位 バイ ト を 分 離 
| 
. highw. 32 ビ ッ ト ワ ー ド の 上 位 ワ ー ド を 分 離 
1 
.loww. 32 ビ ッ ト ワ ー ド の 下位 ワー ド を 分 離 
< 二 項 演算 子 > 
剰余 
.mod. 
moveq (100.mod. 17), d0 
右 論 理 シ フ 
間際 理 シフ ト 
6 moveq (2211000000. shr. 5)。 d0 
エ 
E 論 理 シ フ 
曹 im シ フト 
moveq 時 ( 劣 00000011. shl. 5)。 d0 
ゴ 
右 算術 シフ ト 
っ 
moveq 斗 ( 多 11000000.asr. 5)。 do 
十 加算 
ー 減算 
* 乗算 
/ 除算 
・ ed-. ( 三 ) 等 し い 。 オ ペラ ンド が 互い に 等 し いと き , 真 (-1) を 返し ま 3 
_le (>) 等 し て な い 。 オ ペラ ンド が 互い に 等 し て な いと き , 真 を 返し ます 。 
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、 (で ) より 小さ い 。 左 オ ペラ ンド が 右 オ ペラ ンド より 小さい と き , 真 を 返し ます 。 
le. (< 三 ) より 小 き いか 等 し い 。 左 オ ペラ ンド が 右 オペ ラン ド よ り 小 さい か 等 し いと き , 真 を 返 
= 基 っ SO 
了 ま 8 
| 
| . gt. (ラリ より 天 き い 。 左 キ オキ ペ ランド が 閣 オペ ジジ ク ド よ りり 天 きい に でき 天 買 閥 反し は 8 
| 
1 - よ り 大 きい か 等 し い 。 左 オペ ラン ド が 右 オペ ラン ド よ り 大 きい か 等 し いと き , 真 を 返 
5 2 
じ ま す 。 
RS 符号 付き ]t 
了 
. sle. 符号 付き le 
. sgt. 符号 付き gt 
. Sge. 符号 付き ge 
3 (@) 論理 AND。 両 オペ ラン ド が 真 (-1) の と き , 真 を 返し ます 。 
- and. c の の Ww RW am 
1 いずれ か の オペ ラン ド が 偽 (0 ) で ある か , 両方 が 偽 で ある 場合 偽 を 返し ます 。 
(1) 論理 0 R。 い ずれ か の オペ ラン ド が 真 で ある か 両方 が 真 で ある と き 、 真 を 返し ます 。 
2 両 オ ペラ ンド が 偽 で ある と き 偽 を 返し ます 。 
排他 的 0 R。 い ずれ か の オペ ラン ド が 真 で あり , 他方 が 偽 で ある と き , 真 を 返し ます 。 
- XOr. 5 = 
」 両 オ ペラ ンド が 真 で ある と き , まだ は 両 オ ペラ ンド が 偽 で ある と き , 偽 を 返し ます 。 
例 MOVE # せ CODE. SHR. 4。 D0 
演算 子 の 優先 順位 
1 オ 一 not high low highw loww 
2 ※* ネ / modshr shl asr 
3 キー 
4 eqnelt le gt ge slt sle sgt sge 
5 and 
6  xor or 


1 の 演算 子 は 壮 項 演算 子 そ れ 以 外 は 二 項 演算 子 
行 の 書き 方 


ステ ー ト メン ト は 四 つ の フィ ー ル ド か ら 構 成 さ きれ ま す 。 
各 フ ィ ー ル ド 間 は 1 文字 以上 の スペ ー ス で 区 切り ます 。 
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35265 ドジ レ ーー モビ ーッ シク | オペ ラン ド [」 オペ ラン 











ラベ ルフ ィ ー ル ド オペ レー ショ ン フィ ー ル ド | ポス ペラ ンド コア ンー フル FN コメ ント フィ ー ル ド 








アセ ンプ ブラ 制御 命令 に よる シン ボル 定義 と 分 岐 ち な よび ジャ ンプ 命令 に お ける 飛び 先 
ラベ ル の 番地 を 記号 で 示す と き に 使用 し ます 。 
ステ ー ト メン ト の 識別 , 定義 お よび 参照 の た め に つけ られ た 名 前 で す 。 





令 を あら わす の に 用 れる 領域 で す 。 


い 
2 は 生生 人 の PR 





アド レス 形式 を 指定 し ます 。 





























オペ ラン トド 
ラベ ル や 操作 する レジ スタ を 指示 し ます 。 
コメ ント 領域 で す 。 
コメ ント 
コメ ント は な く て も か まい ませ ん 。 
第 一 カラ ム か ら 始 まる シン ボル の あと の 「:) は あっ て も な く て も よい 。 
" ま ” か ら 始 まる 行 は 注釈 と し て 扱う 。 ま た , オペ ラン ド の あと も 注釈 に な る 。 
数 値 の 表現 方 法 
2 進数 の か ら 始 まる 
8 進数 @ か ら 始 まる 
10 進 数 数 字 か ら 始 まる 
| 
16 進 数 $ か ら 始 まる 














兄 や すい 様 に も パー ター よる 5 部 要 人 SE が が で きる 
例 MOVE # 多 0100_0101 1100、D0 

















命令 の 変形 
ADD 
ADDA 
ADD 
ADDQ 
ADDI 
ト 上 
SUB 
_ SUB SUBA 
SUBQ 
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SUBTI 
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CMP 


CMP 

CMPA 
CMPTI 
CMPM 





OR 


OR 
ORTI 





AND 


AND 
| ANDTI 








MOVE 
MOVEA 
MOVEQ 


| MOVE 





(サイ ズ が ロン グ の 場合 の み ) 








左 の 逢 ) 令 + を 使っ て も 


邊 動 的 に 


右 の 命 


令 に 変換 きれ ます 。 





マク ロア セン ブラ AG の エラ ー メ ッ セ ー ジ 








redifinittion error 


シン ボル の 再 定義 。 





too many symbols error 


シン ボル が 多 す ぎ ま す 。 





bad opecode error 


オペ コー ド が 存在 し な いか , 不適 当 で す 。 





eXDTeSSiOn errOr 


式 が 不適 当 で す 。 





regiSter error 


レジ スタ の サイ ズ が 不適 当 で す 。 





String error 


違法 な 文字 列 が あり ます 。 





TeglSter Size error 


レジ スタ が 不適 当 で す 。 





illegal addressing error 


年 信 の アド レス 形式 が 不適 





illegal size error 


命令 の サイ ズ が 不適 当っ 





illegal value error 


式 の 結果 が 不適 当 で す 。 





illegal shift count error 


シフ ト 数 が 不適 当 で す 。 





illegal quich size error 


quick で て 使用 で き な い 値 が 使わ れ た 。 








中 vision by zero error 


こよ る 除算 で す 。 
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) 資料 10 リン カ LK の 起動 スイ ッ チ 
illegal relative error 命令 で 認め られ て いな い ア ドン レス 形式 で す 。 
ーー 
no symbol error ステ ヌー トメ ント に ジン ボル が 必要 で す 。 
illegal operand error オォ ペラ ンド が 不適 当 で す 。 
symbol not defined error 定義 を 持た な い シ ン ボ ル が 使用 きれ て いま す 。 
too many include fie error イン クル ー ド ファ イル の ネス ト が 深 す ぎ ま す 。 
file not found error 6229027SO 5 
| 
over flow error 02 ー20 す 。 
| undefined symbol error シン ボル が 未定 義 で か つ グ ロー バル 宣言 も きれ て いま せん 。 
feature not available error サポ ー ト され て いな い 表 記 で す 。 
に _ 
illegal file error ファ イル 形式 が 不適 当 。 
[ 
missing if error 条件 付き アセ モン ブリ の ネス ト が 不適 当 。 
人 
macro nesting over error マク ロ の ネス ティ ング が 深 す ぎ ま す 。 
隊 ie 
missing macro error マク ロ の ネス ト が 不適 当 。 
line too long error 行 が 長 す ぎ ま す 。 
W 移 
を 引 較 リン カ し に K の 起動 スイ ッ チ 
LK 
| 書 式 | 
技 ま | スイッチ] < テ デイ が 2 みあ み 名 。、、。] 
機 能 
リッ ンプ た 三 
スイ ッ チ 
-M<NN> MAX SYMBOL(201 く NN ご 65536) 
-T<PATH> テン ポラ リフ ァイル の ラパス 指定 
-O <FILE> オプ ジェ クト ファ イル の 名 前 
-B く <ADDRESS> ベー ス ア ドレ ス の 指定 
-T <FILE> イン ダイ レク ト フ ァイル の 指定 
-V パー ポー ズ モ モー ド 
6 シン ボル テー ブル の 出力 禁止 


テン ポラ リフ ァイル の パス は シス テム 変数 TEMP を 参照 し ます 。 
だ た だし, -T ス イッ チ で 指定 し た 場合 は こち ら が 優先 きれ ます 。: 
KZ ア イル 名 > の デフ ォ ル ト エ クス シン ショ ン は 0「' 
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間 間 aa 








資料 11 スプ ライ ト パ タ ー ン 称 カ ラー コー ド エ デ ィ タ 使用 法 
アー カイ ブフ ァイル を 指定 し た 場合 は 自動 的 に サナ サーチ モー ド に な り ま す 。 


tk ご 引 語 人 ノラ イト バル ターン 忌 カ ラー コー ド エ テ ディ タ 使 用法 


この プロ グラ ム は , サフ ディ レク トリ 福袋 の 中 に DEFSPTOOL.BAS の 名 前 で 入っ て いま す 。 以下 は 。 - 半 












































プ フ ァ イ ル を 編集 し た も の で す 。 
画面 上 の 各部 の 名 称 
ニー ] : 
3。 
6. パ ター ン TO 
作成 エリ アイ 
4 
| オ コ 
ン ツ 。 。 ・ 更 
2 
2 
シ 
= 
ジン 
2 の SS RSE 1 ズ た パレ し 2 ト 
紀 | ブロ ッ ク 一 覧 
メッ セー ジ エ リ ア | | 
> 1 お まる 靖 :4 
2. カ ラー 5. 
作成 リアル 





・ 操 作 は マウ ス を 使い 左 ボ タン も クリッ ク す る こと を 原則 と し ます 。 

・ ス プラ イト は シス テム 起動 時 に は 初期 化 さ きれ て いま せん 。 従っ て , スプ ライ ト を 定義 し て いな い 状 態 で 
この ツー ル を 使用 する と パタ ー ン 及び パレ ッ ト ブ ロッ ク 一 覧 に は メモ リ の み が 表 示 き れ ま す の で jnit 
び clr 機 能 で 初期 化し て くだ さい 。 





(ES) 
(パタ ー ン 番号 0-127 に 定義 きれ て いる パタ ー ン ) 
カラ ー 作 成 エ リア (左下 ) : 
・ ペ ンカ ラー の RGBI 各 成分 が 表示 きれ て いま す 。 
・RGBI 各 成分 や 変更 し て カラ ー を 作成 し ます 。 
. 作成 中 の パタ ー ン (中 天上 ) : 
(画面 2566X256 モ ー ド 時 の 大 きる さ ) 
オペ レー ニー ション が 三 ュ きこ (中 天 ): 
・ ダ ブル クリ ッ ク す る こと に より 0 各 機 能 を 実行 し ます 。 
・ カラ ー 作 成 エ リア (カラ ー 表 示 部 分 ) (中 央 下 ) : 
・ ペ ンカ ラー ある い は 作成 中 の 色 が 表示 きれ ます 。 
・ ダ ブル クリ ッ ク す る と ペン カラ ー に 色 を 設定 し ます 。 
ミタ ニン 作成 王 ( 才 二 ) に 
・ 右 ボタ ン を クリ ッ ク す る と その ドッ ト を セッ ト し ます 。 
・ 左 ボタ ン を クリ ッ ク す る と その ドッ ト を リセ ッ ト し ます 。 
。 パ レッ トブ ロッ ク 一 覧 ( 右 下 ) 。 
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六 料 1) 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


(左側 の 白い 印 は 選択 きれ て いる パレ ッ ト ブ ロッ ク を 示し ます ) 
・ ク リッ ク す る と パパ レッ トブ ロッ ク 及 び パ レッ ト が 選択 きれ ます 。 
8 . 現在 選択 きれ て いる パレ ッ ト ブ ロッ ク (右端 上 ) ・ 
(大 側 の 白い 印 は ペン カラ ー を 示し ます ) 
・ ク リッ ク す る と パレ ッ ト の 選択 を し ます 。 








パターン 作成 の 手順 その 1 


パタ ー ン の 作成 は 。 パ ター ン 作 成 エ リア 内 で 行い ます 。 
まず , 使用 する パレ ッ ト プ ブロ ッ ク を 選択 し ます 。 次 に ペン カラ ー を 変え ん ながら ド ッ ト の セッ ト ・ リ セッ 
ッ を 行っ て パタ ー ン を 作成 し ます 。 
錯 パ レッ トブ ロッ ク の 選択 
スプ ライ トバ パタ ー ン 表示 の た め の パ レッ ト の 構成 は 。16 色 の パレ ッ ト ブ ロッ ク が 15 組 あり , 表示 され 
の 2 ジョン イド クレーン こ し し パイ レッ トド タロ ン ッ ン の 1 昌 260 
パパ レッ トブ ロッ ク 一 覧 に は , 上 か ら 順 に 1 か ら 15 の パパ レット ブロ ッ ク が 。 各々 左 か ら 順 に 0 か ら 15 の 
パレ ッ ト 色 が 表示 され て いま す 。 
ここ で は 作成 する パタ ー ン 用 の パパ レット ブロ ッ ク を ,。 パレ ッ ト ブ ロッ ク 一 覧 の 中 か ら 選 び ク リッ ク す 
る と, パパ ターン 作成 エリ ア の 右側 に 上 か ら 順 に 0 か ら 15 の パレ ッ ト 色 が 表示 きれ ,。 を その パレ ッ ト ブ ロッ 
ク が 選択 きれ だ た こと を 示し ます 。 
注意 : BASIC の sp _move (…) 関数 で 表示 きれ る スプ ライ ト は パレ ッ ト ブ ロッ ク 1 に 固定 され て いま す 。 
@ べ ンカ ラー の 選択 
パタ ー ン の 作成 中 , 左 ボタ ン の クリ ッ ク に より セッ ト さ れる ドッ ト の パレ ッ ト を 選択 し ます 。 
2 パタ ー ン 作成 リア の 太 ま た は 下 の パ レッ トブ ロッ ク の 中 か ら 選 ん で そこ を クリ ッ ク す る こと に より 
選択 きれ ます 。 
選択 する と カラ ー 作 成 エ リア に その 人 色 が 表示 きれ ます 。 


バタ ー ン 作成 の 手順 その 2 


象 バ ター ン の 作成 
パタ ー ン 作成 エリ ア の 中 で , 左 ボ タン を クリ ッ ク す る と , その ドッ ト が ペン カラ ー で 指定 し た 色 で セ 
ッ ト さ れ ま す 。 ま た だ た, 右 ボ タン を も を クリック する と , その ドッ ト が リセ メト (パピ レット 0 で セッ トト ) きれ 
まま 1 
まだ , パタ ー ン 作成 エリ ア の 左側 に 画面 サイ ズ 256x 256 モ ー ド 時 の 大 きき で 作成 中 の パタ ー ン が 表示 
SW も Si の の で パターン 他 朋 ( の 用 に 0G く だ さい ・。 
人 @ 色 の 作成 (パレ ッ ト 色 の 変更 ) 
パレ ッ ト の 色 を 変更 する に は カラ ー 作 成 エ リア 左側 の RGBI 各 成 分 の カラ ー バ ー (左端 が 0, 右 へ 行 
く ほ ど を の 成分 が 濃く な り ま す ) を も クリッ ク す る こと に より 任意 の 色 を 作成 する こと が で きま す 。 
色 を 設定 し だ ら カ ラー 作成 エリ ア 右 側 の カラ ー 表 示 部 分 を ダブ ルク リッ ク す る と , その 色 が ペン カラ 
ー の パレ ッ ト に セッ ト き る れ ます 。 こ こ で メッ セー ジ エ リ ア の OK の 部 分 を クリ ッ ク す る と 色 の 定義 は 完 
「 了 し ます 。 OK 以外 の 部 分 を クリ ッ ク す る と を その 色 の 設定 は キャ ン モ ル さ きれ 元 の 色 に 戻 き れ ま す 。 
また 色 を 定義 し な いう ち に パレ ッ ト の 選択 を し た り ペ ンカ ラー で ドッ ト を セッ ト し た 場合 も 作成 中 の 
色 は キャ ン セ モル され ます 。 
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「 














スプ ライ ト パ タ ー ン 称 カ ラー コー ド エ ディ タ 使 用 法 








注意 ・ パ レッ ト 0 は 透明 色 に 割り 当て られ て いる の で カラ ー ュ コー ド 0 ( 黒 : RGBI の カラ ー バ ー の 下 に 16 
進 4 桁 で 表示 る きれ て いま す ) を 設定 し て くだ きい 





バタ ー ン 作成 の 手順 その 3 


以下 の 操作 は オペ レー ショ ン メ ニュ ー の 中 か ら 機 能 を 選択 し て 実行 し ます 。 機 能 の 選択 は 四角 く 開 まれ 

た 機能 名 の 部 分 も を ダブ プル クリック (一 回 クリ ッ ク す る と 青く な り , 色 が 消 を ん な いう ち に も う 一 度 ク リッ ク 
する と 赤く な り ま す ) する こと に よっ て 行わ れ ま す 。 こ の 時 , 何 か 操作 が 必要 な 場合 ,、 メッセー ジ エ リ ア 
に メッ セー ジ が 表示 きれ ます 。 


但 ぬり つぶ し 
NG を クリ ア ま だ は 一 つの パレ ッ ト で ぬり つぶす に は fil を 選択 し て か が ら パ レッ ト 0 
(クリ ア す る 時 ) また は ぬり つぶ し だ たい パレ ッ ト を 選ん で クリ ッ ク し ます 。 

証 ea 


パタ ー ン 作成 エリ ア の パタ ー ン を スプ ライ ト の パタ ー ン と し て 定義 する に は , put を 選択 し て か ら フ スパ 
ター ン 一 覧 の 中 へ ヘマ ウス カー ソル を 移動 する と マウ スカ ー ソ ル が 四角 く な り , 左側 に マウ スカ ー ソ ル が 
囲ん だ パタ ー ン の パタ ー ン 番号 が 表示 きれ ます の で , 定義 し た い パ ター ン 番 号 の と ころ ヘマ ウス カー ソ 
ル を 移動 し て クリ ッ ク し ます 。 
ここ て メッ セー ジ エ リ ア に OK と 表示 きれ ます の で 」 その 都 分 を クリ ッ ク す る と 定義 は 完 T ます 。 
この 時 OK 以外 の 部 分 も を クリック する と その 定義 は キャ ン モ ル さ れ , 元 の パタ ー ン に 戻さ きれ ます 。 
信 パ ター ン の 取り 込み 
パタ ー ン 一 覧 の 中 の パタ ー ン を パタ ー ン 作成 エリ ア に 取り 込む に は , get を 選択 し て か ら パ ター ン 定 
王 の 時 と 同様 に パタ ー ン を 選択 する と 取り 込ま れ ま す 。 


パタ ー ン 作成 の 手順 その 4 


バ パター の 証人 生 の 0 の パク ニン (スク ララ イ (トバ スターン と し (定義 ぐれ で いる パターン シン) 及び 2 ウッ トド は 
BASIC の プログ ラム (関数 ) の 形 で 保存 する こと が で きま す 。 
信 @ パ ター ン の 保存 
パタ ー ン の 保存 は save を 選択 し て か が ら 。 メッ セー ジ エ リ ア に 表示 きれ る 指示 に し た が っ て キー か ら 6 入 
BE 
ます ず すま ィ イダ ー ン 2. パレ ッ ま キョ で 半 ev を きま お OR 1 1 お が 
続い て , ファ イル 名 , モー ブ す る 先頭 の パタ ー ン 番号 , 最後 の パタ ー ン 番号 の 順に 入力 し ます 。 
ここ で ファ イル 名 と 先頭 及び 最後 の パタ ー ン 番号 が 表示 され , OK? [Y or N] と 聞い て きま す の で , 
間違い な けれ ば “Y” を キー 入力 する と を その パタ ー ン が セー ブ さ れ ま す 。 
@ バ レット の 保存 
ッ パパ レッ ト の 保存 は save を 選択 し て , 『1. パパ ターン 2. パレ ッ ト 』 と 聞い て きた と ころ で “2” を 入 
の US は 09 
続い て ファ イル 名 を 入力 する と, OK? [Y or N] と 聞い て きま す の で 間違っ て いな けれ ば “Y” を 
キー 入力 する と , すべ て の パレ ッ ト が セー ブ さ きれ ます 。 





その 他 の オペ レー ショ ン の 機能 説明 
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資料 12 
( 各 オ ペレ ーション は すべ で て ダブ ルク リッ ク に より 選択 きれ ます 。) 
= ま E 成 吊 の パタ ダー ン を 1 ドッ ト 耕 シフ ト 。 
- : 作成 中 の パタ ー ン を 1 ドッ ト 左 シフ ト 。 
且 誠 且 上 中 の パーン を 1 ドッ ト 上 ヘン シッ トド 。 
) : 作成 中 の パタ ー ン を 1 ドッ ト 下 ヘ シ フト 。 
90 : 作 成 中 の パタ ー ン を 反 時 計 回 り に 90 度 回 転 。 
180 : 作 成 中 の パタ ー ン を 180 度 回 転 。 
1 : 作成 中 の パタ ー ン を 上 下 反 転 。 
テー : 作成 中 の パタ ー ン を 左右 反転 。 
palet : パパ ター ン 一 覧 上 の パタ ー ン の パレ ッ ト ブ ロッ ク の 変更 。 
init ・ 全 パレ ッ ト の 初期 化 。 
clr : 全 パ ター ン と の クリ アデ 。 
hlp : この ファ イル の 表示 。 


end : エ デ イ ッ ト 終 了 。 


人 8 装 ファ ンク ショ ンコ ー ル と 10O8 








アセ ンプ ブラ の 必要 性 _X68000$ も だ ん だ ん と ソフ トウ ェ エア 開発 環境 が 整備 きれ , 

C 

X-BASIC 
を 使用 する 機会 が 多く な っ て 来る で し ょ う 。 こ れ ら の アセ ンプ ブラ ライ クタ ク な 高級 言語 
を 使用 し ます と , プロ グラ ム 開 発 の 生産 性 を 向上 きせ る こと が で きま す 。 しかし, 
これ ら の 高級 言語 で も , ある 一 線 だ け は アセ ンプ ブラ で 記述 し な けれ ば な ら な い 部 分 
の ENG2KRSSi ES は 

X-BASIC の 外部 関数 を 作成 す る 

きわ め て 低 レ ベル な 部 分 を 記述 する 
いい 78W022C9ia 7/ セン ジラ に よる ジロ グラ ミン グ で 問題 と な る の は 。 

入出 力 装置 (た と えば ディ スク ファ イル ) と の 

イン ター フェ ー ス を どう 記述 する ? 
か と Ve 尺 (00 す お 


選 GU 


68000 は , これ に 関し て 二 つ の サー ビス ルー チン を 用 意 し て いま す 。 一 つ は 。, 
Human68k に 内 蔵 る され た , 





サー ビス ルー チン 1 ファ ンク ショ ンコ ー ル 





で す 。 こ こ に は , 標準 入出 力 (デフ ォ ル ト で CRT ま た は キー ボー ド ) や ディ スク 
ファ イル 等 の 基本 的 な 入出 力 装 置 に 対す る 入出 力 サ ービス ルー チン が 一 通り 用意 さき 
れ て いま す (を の 一 覧 は 「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル P.185 以 下 に 掲載 され 
GANDS ま 92) 

し か し , この ファ ンク ショ ンコ ユー ル は CP/M (お よび そこ か ら 派 生 し た MS-DOS) と の 互 
換 性 を 考え て 作ら れ て いま す の で 























ファ ンク ショ ンコ ユー ル と 10CS 

ご く 基本 的 な も の 
し か 用 意 き れ て いま せん 。 AD PCM 人 等 , X68000 に は せっ か 〈 く 優れ た 周辺 機器 が 内 
蔵 き れ て いる の に , アセ ンプ ブラ で は それ ら に アク セス する の が きわ め て 困難 な わけ 
1 


方 , X-BASIC の 命令 (外部 関数 ) は X68000 で 使用 で き る 内 蔵 周辺 装置 を 一 通 
制御 C2SSS9 馬 売っ つて で い まず 。 慎 は 2 と は 
X-BASIC (の 外部 関数 ライ ブラ リ ) 
ROM 
の いずれ か に これ ら の 機器 に 対す る サー ビス ルー チン が 存在 し て いる は ず で す 。 
れ が X68000 の も う 一 つの サー ビス ルー チン で ある 。 


fa 





サー ビス ルー チン 2 IOCS (Input Output Control System) 





1 


IOCS は , X68000 の ROM の 中 に 存在 し て いま す 。1IOCS は , アモ ンプ ブラ ブロ グ 

ラマ (っ 0 
宝 の 宝庫 

で す 。 を そこ に は , X68000 の 周辺 装置 に 対す る あり と あら ゆる サー ビス ルー チン が 合 
まれ て いま す 。 実は Human68k の ファ ンク ショ ンコ ー ル も この 1IOCS を 呼び 出す こ 
と で て 成り 立っ て いる の で す 。 
さめ の ミ 
残念 な が らい ま の と ころ , この TOCS に つい て は (その 存在 を 含め て ) その 内 容 









Human68k 














二 つ の サー ビス ルー チン 一 ファ ンク ショ ンコ ー ル と IOCS 
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が 公開 され て いま せん 。 しかし, ご 安心 くだ きい 。 私 達 の 独自 調査 に より 
(わか っ た 範囲 で ) IOCS の 内 容 を 公開 し ます 。 

資料 138. ファ ンク ショ ンコ ー ル の 使い 方 

資料 14. IOCS の 使い 方 

資料 15. IOCS 一 覧 
の 順に 掲載 し て あり ます 。 使用 上 の 注意 を 良く ご 覧 に な り , ぉ 役に立て て くだ きい 。 























SE 


ァ ン クシ ョ ンコ ー ル の 使い 方 





ジア ンク ジン 2 当 に 2 こ に コリ レ 
の 呼び 出し 








〆 ファ ンク ショ ンコ ー ル の 呼び 出し 4 
ファ ンク ショ ンコ ユ コール の 呼び 出し は , 68000 の 未 実装 命令 で ある 
$ FFxx 


(xx は 任意 の 2 桁 の 16 進 数 ) 
を 実行 する こと に より 行い ます 。 $ FExx と いう 命令 は , 68000 に は あり ませ ん 。 よ 
っ て この 命令 が 実行 きれ ます と 例外 処理 が 発生 し , プロ グラ ム の 制御 が スー パー バ 
イザ モー ド て で 動く 
0S 一 一 Human68k 
の 手 に 移り ます 。 そ し て , OS は それ を ファ ンク ショ ン ュ コール の 呼び 出し と 認識 し , 
を その サー ビス ルー チン に 制御 を 移し ます 。 


2 ファ ンク ショ ンコ ー ル コー ド 4 


$ FFxx の 
メ XX 
けり に 要求 する サー ビス の 種類 (コード) を 置き ます 。 た と えば プロ グラ ム を 終了 
る せ だ いと し た その ファ ング クシ ョ ンコ ユー ル の ユー ド は 0 です の で 
$ FF 00 
ほし ます 。 な お $FF00 と いう 命令 は , 当然 アモ ンプ ラ に も あり ませ ん 。 そこ で ア 
キン プラ 笑 人 命令 dc を 使用 し ' 











dc. w 還 ff00 








の よう た 直接 マシ ン ュ ー ド を 置く よう に し ます 。 














| ] 

1 の 99999999 (ーー ニー ゲー ーー に ーー 

2 99999999 * OS に 戻る 

3 9990999099 本 ee 

4 99999999 ネ 

5 99999999 =9900FFO0 _ ex1 も edu $ff09 

6 999990999 ネ 

7 99999999 FF09 dGs Ti exit 

8 999999092 * 

9 99999002 end 

ーー ーー ーー 

第 1 図 exit 
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ファ ンク ショ ンコ ユー ル の 使い 方 


な お リク エス トコ ー ド を 覚え て ぢ おく の は 大 変 で す の で , equ 疑似 命令 を 用 い 





| 。 exit eau $$ffO00 
1 





を 定義 し て む おき, プログ ラム の 中 で は 





dc. w eXit | 


| 
| 、、 
上 | 


の よう に 記述 する と 良い で し ょ う (第 1 図 )。 








『P パラ メー タ は スタ ッ ク 領 域 に 置く 4 
た だ たい てい の フ ァ ン クシ ョ ンコ ユール は , パラ メー タ が 必要 に な り ま す ドン 
は 





スタ ッ ク 
に お あい て 渡す まう に な ついで い ます の で 慣れ る まで は ちの と まつ が 昌 才 


せん 。 た と えば 文字 列 の 出力 を 行う ファ ンク ショ ン 9 は , 婦 字 列 の 先頭 アド レス を 
2 8 グ 25( = 置き ます 。 の 

















文字 列 の 定義 msg dc.b 区 0 
で 文字 列 を 用 意 し , 
隊 2 mSg 
と すれ ば 良い で し > (第 2 図 )。 
Se 
1 909999909 ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
2 99999999 * ファ ンク ショ ンコ ー ル の 使い 方 
3 99999999 ネーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
4 99999999 
5 09999999 =9999FFO99 _print equ $ff99 
6 99999999 =9900FF909 _exi も t equ $ff90 
7 09999999 
8 99999999 4879(91)9999960C pea mS 
9 99000996 FF99 do .w _print 
19 99999998 588F addidL #48D。-- く ニー こっ ご こ - で - を: 合 55 ま 5 
11 9999999A FF90 do .W 、@GX\ や も 
12 9999999C 
13 99909099C 967B93FA82CD99B の 9 msg do.b "本 日 は 晴天 な り ",$d,$a,9 
935682C882E89D9A09 


14 99999091D 
15 9999991D 





第 2 図 msg 

















『 実行 後 の ス タッ クボ ポイ ンタ の 調整 4 
な お ファ ンク ショ ンコ ー ル か ら 戻 っ た と き 。 スタ ッ ク 米 ダ 交 と が 

の が あり ます (を の 調整 の 仕方 は マユ ニュ アル に 書い て あり ます )。 た と ぇ 誠 ア ァ ンク 

ショ ン 9 の 場合 ,。 4 バイト sp を 大 きく 〈 く し て や る 必要 が あり ます 。 そ の 場合 ほ 





0 
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addq. 2 #4, sp 





スタ ッ ク の 調整 





この 値 は ファ ンク ショ ンコ ー ル の 種類 に より 異な る 
を 置か な いと , その 後 の 部 分 が お か し く な り ま す (第 2 図 の _pr int の 後 の 行 
を 参照 )。 


〆 putchar ( ) と getchar( ) 2 


1 久 診 出力 を 全う ファ ン 婦 シール 4 半 2 ) 8.| 出生 する 文字 の アス キー ュ 
ー ド を スタ ッ フ に 置く よう に し ます 。 を の 場合 、 アス キー コー ド そ の も の は 1 バイ 
ト な の で す が , 

2 バイ ト に 拡張 
し て スタ ッ ク に 置く 必要 が あり ます 。 出力 され る 文字 は , その 下位 バイ ト で す (第 
3 図 )。 











999999909 

999990099 

99990909096 

9999909096 

09999999 =9999FF092 putchar equ 

の 99 の 999999 =9999FF90 _ exi edUu 

の 099990900 ネ 

99999999 3F39(01)99999090C moOVve・.w 
の 09999996 FEF92 dc. 
009999098 548F addq・1 
の 9099999A FE090 dc. 

の 9999990C 

90999999C 997A dc.w 
9099900E 


の の ぐさ コ の の の 中 





第 3 図 putchar 


getchar() し た も の を putchar () する 場合 は , 次 の よう に コー デ 
ィング し て くだ きい (第 4 図 )。 





1 999999099 ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 
2 999999009 ネ getohar --> putohar 
3 999990009 ネ untile (oontro1 ZZ) 
4 9999909090 ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
5 999909900 * 
6 99999999 =9999FFO91 getohar equ $ff の 1 
7 99999999 =9990EFF02 putohar equ $ff92 
8 999999099 =9099FF00 _ ei edu $ff99 
9 99999999 =99099991A @Of edu $1a jContro] 2 
19 99999990 ネ 
11 99999999 323C991A mOVeG.w  # ま eof,.d1 
12 99999904 CODT 
13 999999094 FF9 の 1 do 。 どど も で har 
14 99999996 33C9(91)99999929 mOVvG.w  d⑨。Code 
15 の 999999C 3F39(91)99999929 mOve.w Code 。 一 (= 
16 99999912 FEF92 do . 斉 Du も どれ ね エ 
117 99999914 548F addq.1 ま 2。=p 
18 99999916 B279(91)99999929 C 下 わ ・ 宇 Code 。G 
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「 





ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ン ーー ンー" 10CS ン 集い か 


99999022 


j 699991C 66E6_999990904 bne COPT 
邊 98999991E FF90 do・.w 還 GS2S9 も 
ma』 99999920 * ネ 

== 99999920 code ds・.w 1 





等 き 図 -getchar と -putchar 
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IOCS の 利用 は 
旨 己 責任 の 上 で / 


IOCS コ ー ル 





〆 IOCS 利 用 上 の 注意 プ 
これ か ら 問 題 の IOCS の 説明 を 行い ます 。 その 前 に 重要 な 注意 用 を 行っ て お き 
ま 398 

IOCS は , 大 変 に 危険 な ルー チン で す 。 それ は , ハー ドウ エア に も ろ に 容 着 し て 
いま す 。 で すか ら 生 半 可 な 使い 方 を し ます と ,。 大 変 な こと に な り ま す 。 ハ ニ ド デ ィ 
スク を クラ ッシュ する か も し れ ま せん し , (ちょ っ と 大 げき る に いえ ぇ ば) 人 間 の 生命 に 
か か わる か も し れ ま せん 。 十分 に 理解 し た 上 で 使用 し て くだ さい 。 そし て , 《 和 れ で 
UN 重い NSAEBGZWo 

更に 重要 な こと は , 1OCS に 関し て は 

メー カー か ら は 何 の ア ナウ ンス も な い 

と いう こと で す 。 を の よう な 使い 方 が で きる と に い う こと に つい て も 何 も 発 表 UNG 
ませ ん 。 で すか ら こ の 件 に 関し て メー カー に 直接 問い 合わ せる こと は ご 遠 虎 く だき 
ぃ 。TIOCS の 利用 に つい て は , あく まで も 個人 の 責任 に お いて 使用 し て くだ きい 。 
また (つめ た いよ う で す が ), 私 達 $ も この 件 に 関し て は (使い 方 を 含め て ) ご 資 問 に 
お 答え で きま せん 。 あ ら か じ め ご 了承 下さ い 。 
〆 IOCS の 使い 方 4 

の っ け か らき び し い こと を 書き まし た が , I0CS を 使用 する の は 実際 1 

簡単! 

で す 。。 パ ラメ ー タ も レジ スタ で 援 受 し ます の で , ファ ンタ ション コール まゆ も や る 
し い 位 で す 。 以 下 の 説明 を 良く お 読み に な っ て ご 利用 くだ る いひ 。 か な り 低 レベ ル な 
記述 が アモ ン ブ ラ て 楽し め ま す 。 

IOCS は 、 ベ クタ 番号 15 の トラ ッ プ 命令 で 呼び 出し ます 。 つ まり 

















tTap 韻 1 5 





の よう に し ます 。TIOCS の コー ル 番 号 は , d 0 レジ スタ に 入れ ます 。 た と えば 





moeveqg.\ 埋 和 ま 7d, d0 








⑳8W2( に | まっ 。 

必要 な パラ メー タ は , 指定 きれ た レジ スタ に セッ ト し て 渡し ます 。 ま た 結果 も , 
指定 され た レジ スタ か ら 受 け 取 り ま す 。 こ の パパ パラメータ の 授受 に 使用 し た レジ スタ 
以外 は , 原則 と し て レジ スタ 値 は 保存 きれ ます 。 


283 








資料 15 





軸 ソン フト キー ボー ド の 強制 表示 ィ 


例 と し て , 10CS を 使用 し て 強制 的 に ソフ トキ ー ボ ー ド を 表示 し て み ま す 。 こ の 
場合 , コー ル 番 号 は も 7 d で す の で 








ソフ トキ ー ボ ー ド 制御 meOvea す 。 も 7d dl 








と し ます 。 ま た だ, ツ ソフ トキ ー ボ ー ド を 表示 する 場合 は d 1 レジ スタ に 1 を モッ ト し 
ます の で 








パラ メー タ セ ッ ト moveq. ?/ 上 。 q 1 








と 
ム 、 


ロッ 


し ます (消去 する 場合 は 、 0 。 ま た , 一 1 で 標準 の 状態 に 戻り ます )。 ま た この 場 
どこ に 表示 する か を d 2 レジ スタ に 
xxxxyyyy (2 進数 ) 
(xxx xx 座標 yyyy=y 座 標 ) 
の ポパイ ド で て 指定 ほ ま す 計 だ ど 20 人 ぽ 





moveq. 4 1 Ye ん 
表示 位置 
| 2 進数 の 00000000 と 同じ 











と すれ ば ホー ム 位 置 (0, 0) に ソフ トキ ー ボ ー ド が 現われ ます 。 


第 1 図 に を その リス ト を 示し ます 。 

アセ ヤン デル し て 実行 し ます と , (0, 0 ) の 位置 に ソフ トキ ー ボ ー ド が 現われ ます 。 
使用 後 , 任意 の キー (キー ボー ド の キー) で ソフ トキ ー ボ ー ド が 消 を ます 。 は の 88 
これ 以後 は マウ ス の 右 ボ タン で ソフ トキ ー ボ ー ド を コン トロ ー ル する こと は で き な 
(Ui 





0 靖 間 科す と (も も 入る ここ よう 
了 比 


MMBMBMBB =MBBMBMF call <iocs> 

MM9B9BM =9MMBB7D 

MM9BMB =99BBOM1 

MMBMBBMB =BMFF 

MM9MMB9B * 

MM9MM 77D Hsoftkeu,dB 8 
MMB89BM2 72g1 -1 Hon,d1 ah キー ボー 提 あ 表示 
MMBMM94 7499 HM,d2 座標 = (@, ゆめ 
BMBMMMG 4E4F Hiocs 

14 MBMBMB8B FF8M d _ex1t 

15 BMM 

16 9M9BMMR 


1 
2 
3 
4 
2 
6 
8 
9 
1 
11 





第 1 強制 的 に ソフ トキ ー ボ ー ド を 表示 する プロ グラ ム 
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IO0CS 一 





に WE |DCB 一 覧 


須 下 の 資料 は 私 達 の 独自 調査 に よる も の で す 。 し た が いま し て , その 内 容 に つい て メー カー に 問い 合わ せる こと 








お や めく < だ さい 。 また, 私 達 も お 答え を で きま せん 。 内容 は ハー ド に 直結 し て いま す の で , その 運 











SS | し 



















































































































































































才 ほ 十分 に 注意 し て くだ さい 。 ま た , 責任 も 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 
コー ル 番 号 説 明 
| | 機能 | キー デー タバ ッ フ ァ 状 態 の セン ス 
| 電卓 が 処理 され る 
9 証 | 入力 |d0.!=$0OI 
| 出力 | 90.| =$000000 キー は 押さ れ て いな い 
=$01 $10000 エ スキ ャ ンコ ー ド *256 十 内 部 コー ド 
| | 機能 | シフ トキ ー 状 態 の セン ス 
| 入力 | 90.! =$02 
|| 出力 | 0.! | ビッ ト 32-15| 不定 。 ee pe っ 
ま | | ピット!4-8|| pl4 | bl3 | blz | MY | MO | 59 半 証 
| | 全角 | ひら が な | INS |CAPS | コー ド 入力 | ローマ字 | か な | 
の b54 | 53 |bz |bi |59 | 
| | CaDS | コー ド | ロー マ カナ | opt2 | optl | ctrl | Shift | 
| で ーー マコ ンー っ こ ーー ca 還 ace 
| ビッ ト が | なら 押さ れ て いる (on モー ド ) 
| 機能 | キー の 関係 の 初期 化 
軌 証 目 | 入 力 |00.1=$03 
| 出力 | な し (d0.1 は 壊れ る ) 
| 機能 | キー 入力 状態 の セン ス 
| 入力 | d0.1=$04 
| dI.W=$00ー$0f キー コー ド グ ル ー プ 
| | 軸 力 | d0.! | ビッ ト 3I 一 8| 不定 き 生 
ビッ ト 7 一 0| 下記 に 示す 指定 グル ー プ 内 の キー 状態 を 示す ビッ ト 
ビッ ト が | なら 押さ れ て いる 。 
$04 キュー ド | ビット b 0 b Il | b 2 b 3 b 4 b 5 b 6 b 7 
グル ー プ 0 ESG | 1! の 3 半 4 $ 5 % 6 & 
| 7 8 ( 9 ) 0 / ー ニ が \ | BS 
2 | TAB 9 … 凍 生 - 生 E R 員 Y U 
3 I | O P @ [ OR A S 
4 放 = 抽 肖 G H J K L : 
5 5 ] Z 4 C V | B N 
6 M RS ※: の 2 = SP HOME | DEL 
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衣 料 15 ニニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


| 7 | ROLLuplROLLdw|IUNDO | ご 1 = ! CLR 
| | * 串 7 8 9 上 4 

9 5 6 ー | 2 3 |ENTER| p 

A 8 記号 | 登録 |HELP| xFi | xFz2 | XF3 

B | XF4 | XF5 | か な | ロー マ 字 | コー ド |CAPS | INS | ひ ぁ が な 

C | 全角 |BREAK| COPY | F・」 | F・2 | F・3 | F・4 | F・5 
| 人 

E | SHIFT | CTRL |OPT.」|OPT. 2 






































能 | シス テム 予約 
$05 || 入力 |d0.!=$05 
力 | な し (d0. 1 は 壊れ る ) 














| | 機能 | シス テム 予約 
$ 06 入力 |d0.1=$06 
| 出力 | な し (d0.」 は 壊れ る ) 














| 機能 | シス テム 予約 











$ 07 入力 | d0.1=$07 
| 出力 | な し (d0.! は 壊れ る ) 
| 機能 | シス テム 予約 
$08 || 入力 |d0.1=$08 


| 出力 | な し (d0.1 は 壊れ る ) 





機能 | シス テム 予約 
加 09 || 入力 |d0.!=$09 
「 出力 | な し (d0.」 は 壊れ る ) 











機能 | シス テム 予約 
$ 0a 入力 |d0.1=$0a 
出力 | な し (d0.1 は 壊れ る ) 




















| | 機能 | シス テム 機 約 
$95 | 入力 |d0.|=$Ob 
出力 | な し (d0.1 は 壊れ る ) 


























機能 |」 TV コン トロ ー ル を お こ な う 

$9e || 入力 |d0.!=$0c 

d.| =$00 一 $3f TV コン トロ ー ル コー ド 
| =$00 
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=S0I ボリ ュー ム を あげ る 
= 准 02 ボリ ュー ム を さげ る 
デ 向 03 ボリ ュー ム を 普通 に する 
= テ S04 チャ ン ネ ルコ ー ル 
= ゃ 05 テレ レビ 画面 (初期 化 ・ リ セッ ト ) 
=$06 音声 ミュ ー ト 
=$07 電源 0N 
| =$08 テレ ビグ ノコ ンピュータ 
| =$09 テレ ビグ 外部 , コン ピュ ー タ ノー マル オー バー 
=$08 ED 症 ラ 20 陸 マル 
| =ー$0D チャ ン ネ ル ア ッ プ 
| =$0o チャ ン ネ ル ダ ウ ン 
| = SOd 電源 0FF 
| = $0e 電源 0N ノ 0FF 
| 0 スー パー 
| =ー$ IO チャ ン ネ ル | 
S 0c | 三 | チャ ン ネ ル 2 
| =$I2 チャ ン ネ ル 3 
| に チャ ン ネ ル 4 
| =$14 チャ ン ネ ル 5 
| =$15 チャ ン ネ ル 6 
| =$16 チャ ン ネ 7 
| =$17 チャ ン ネ ル 8 
| =$18 シカ 9 
| ー$ す 19 チャ ン ネ ル 1I0 
| =$ la チャ ン ネ ル 昌 | 
| = る b チャ ン ネ ル 1I2 
| =$ loc テレ ヒビ 画面 ($ 50) 
ー$|d コン ピュ ー タ 画面 ($ 05 十 $ 08) 
| =$le スー パー「($05 二 $0f) 
| 三 $$:f スー パー2($05 二 $0f 十 $0a) 


=$20 十 上 記 電源 を ON し て 上 記 の ファ ンク ショ ン を 実行 する 




















| 出力 | な し (d0.1 は 壊れ る ) 
| 機能 | LED キ ー の モー ド を 指定 する 

| 入力 |d0.1=$0d 
| d0.| =0-6 LED キ ー の 番号 

$0d | =0 か な 
| ロー マ 字 

| 三 2 回 間 生 用 妨 
| =3 CAPS 
| =4 INS 
































三 ひら が な 
ー 全角 
d2. 岳 0 上 記 を off 
SM 三 | 上 記 を on 
| 出力 | な し (d0. 1 は 壊れ る ) 
| 機能 | テキ スト ・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 使用 状態 を 設定 する 
| 入力 | di.b =0 グラ フィ ッ ク (S$c00000 一 $ dfffff) 
| テ ! テキ スト ($e40000 一 $e7ffff) 
d2.b =0 誰 も 使用 し て いな い | 
| シス テム で 使用 し て いる (ソフ トキ ー ボ ー ド / 電 卓 プ RAM 
$ 0e 基 | 
天 秦 多 ) 
に アプ リケーション で 使用 し て いる 
三 アプ リケーション で 使用 し た あと で 壊れ た まま で ある 
= テー| どの モー ド か を 読み 取る 
| 田 力 | d0.1= d | で 指定 し た 画面 モー ド (0 一 3) 
| 機能 | 指定 の 漢字 パタ ー ン を 外字 エリ ア に 書き 込む 
( 注 ) ス ー パ ー バ イザ ー 領 域 の アド レス も 指定 可能 
お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに ノノ 
[| 入力 | d0.1=$O0f 
d1. | 上位 16bit = 文字 の 大 き さ 
=0 0 な ら 8 と 同じ 
=8 I6XI6, 8 XI6 
$ 0f 
= 2 24X24, 12x24 
下位 16bit = シフ ト JIS コー ド 
JIS 漢字 コー ド ($2121 一 $7E7E) も 可 
al 二 デー タ の 先頭 アド レス (先頭 か ら デ ー タ ) 
(1) パタ ー ン デー タ 
| 出力 | d0.! =0 正常 終了 
異常 終了 (外字 で な い ) 
| 機能 | CRT の モー ド を 指定 する 
テキ スト 画面 を クリ ア し て , 表示 モー ド に する 
テキ スト パレ ッ ト は 標準 に 戻る 
グラ フィ ッ ク 画 面 は クリ ア せ ず , 無 表 示 モ ー ド に する 
$10 スプ ライ ト ・BG も クリ ア せ ず , 無 表示 モー ド に すず る 
入力 |d0.1=$I0 
d1.w = crt mode 
| high 5I2*5I2 16/I6 1024 
= low 5I2*512 16/I6 1024 
ーー ル 2 high 256*256 16/I6 |024 
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⑱⑯ 
の 
YR 
由 


ド : 由 四 


$ 12 





| 田 カ | d0. 1 











3 low 256*256 16/IO 1024 
high 512*5I2 16/I6 512 
5 low 5I2*5I2 16/I6 SM 
6 high 256*256 16/I6 SM 
/ low 256*256 16/I6 512 
8 high 512※512 16 プ 256 51I2 
9 low 5I2*5I2 16/256 512 
0 high 256*256 16/256 512 
| low 256*256 16/256 512 
由 high 512*512 16 プ 65536 512 
3 low 5I2*5I2 16/65536 512 
14 high 256*256 16/65536 512 
9) low 256*256 |6/65536 512 
6 high 768*512 16/I6 1024 





ー| 現在 の モー ド を 返す 
$ 100 二 上 記 モー ド 切 り 換 え の み 行い 画面 クリ ア , パレ ッ ト ・ 
コン トラ スト ・ 表 示 モ ー ド の 初期 化 は し な い 
d|.w が 一 | の 時 は 現在 の モー ド , それ 以外 の 時 は 壊れ る 


| | 機能 | コン トラ スト を 指定 する 
邊 入力 | 90.4 計 ず 1 


dI.b =0 一 15 ヨン トラ ス ド の 設定 


[| 出力 | d0.1 


9 は: 


| 出力 -d0. | 


| | 機能 | HSV 方 式 か ら RBG 方 式 に 変換 する 
| 入力 | 90.! =$12 


0 コン トラ スト を 調べ る だ け 


ー2 シス テム の 既定 値 に 戻す 


前 の コン トラ スト 


00000000 IIIFFFFF 000SSSSS 000VVVVV 


IIT=000 一 10I ラー 


=000 赤 一 黄色 
=00| 黄色 一 緑 
010 紹 ー ニ シアン 
=011 シア ン - 青 
=100 青 二 マ ゼン ダ 
=10| マゼンダ ー 赤 
上 芝 


FFFFF=$00 一 $If III の 間 の 色合い 
SSSSS =$00 一 $If 白 レ ベル (0 て 白 , $IF で 原色 ) 
VVVVV=$00 一 $If 黒 レ ベル (0 で 黒 ) 
00000000 00000000 GGGGGRRR RRBBBBB0 
パレ ッ ト で 指定 する デー タ 形式 に な る 
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( 緑 ・ 赤 ・ 青 . 各 5 ビッ ト ず つ , 最 下 位 ビ ッ ト は 0) 





| 機能 | テキ スト の パレ ッ ト を 指定 する 


| 入力 | 90.1=$13 


















































| dI .b =0-3, 4, 8 palet no 
| | =0 テキ スト カラ ー0 
=| テキ スト カラ ー| 
| = る テキ スト カラ ー 2 
| =3 テキ スト カラ ー3 
人 =4 一 7 ソフ トキ ー ボ ー ド ノ / 電 卓 カ ラー0 
4 一 7 に 同じ パレ ッ ト を セッ ト す る 
| ソフ トキ ー ボ ー ド ノ / 電 卓 カ ラー! 
| =8 一 15 15a 同 じ パ レッ トド を セッ ドド ま る 
| d2。 0-<65535 color code 
| = テー| 現在 の カラ ー を 返す 
| = ニー2 パレ ッ ト を シス テム の 既定 値 に 戻す 
| 出力 | 90.! = d2.1 が 一 |! の 時 は 現在 の カラ ー, それ 以外 の 時 は 壊れ る 
| 機能 | シス テム 予約 
SI4 [スカ di=si 
| | 出力 | な し (d0. 1 は 壊れ る ) 
| 機能 | テキ スト V-RAM を 指定 する 
以下 に 示す IO0CS コ ー ル で アク セス され る テキ スト V-RAM 
を 選択 する 
d0=$la 指定 の ドッ ト 座 標 か ら 指 定 ア ドレ ス へ パタ ー ン を 読み 込む 
d0O=$Ib 指定 アド レス の パタ ー ン を 指定 ドッ ト 座 標 に 書き 込む 
d0O=$lc 指定 アド レス の パタ ー ン を 指定 ドッ ト 座 標 に 書き 込む 
旧 定 し た クリ ッ プ 座標 に 従い クリ ッ ピ ング 処理 する 
上 記 IOCS コ ー ル を 終了 し た 後 は テキ スト V-RAM を | に 戻す 
(di =!) 処 理 を 行う 。 そ うし な い 場 合 そ の 他 の IOOS コ ー ル の 動作 は 保証 され な い 
、 . 還 還 還 
| 入力 | d90.!=$!5 
| d| .b bit0 一 3= キト プレーン 
[| pe lp 50 | 
| | 0 | 0 | 0 | 0 | テキ スト プレ ー ン ! 
| を | | テキ ス ま デル モン 
| | | 0 | テキ スト プレ ー ン 2 
| | 上 」. に 0. = に 生還 EN 3 
| | | 0 | 0 | 0 | テキ スト プレ ー ン 4 
| 原則 と し て |。 2, 4, 8 の 値 の み と する 
|| 出力 | な し (d0.1 は 壊れ る ) 
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| 機能 | 指定 の 漢字 パタ ー ン の アド レス を 求め る 
( 注 ) スー パー バイ ザー 領域 の アド レス が 返る 
ユー ザー モー ド で 読み 書き し な い 
| 入力 | d0.1=$l6 | 
dI .w = ジン ラキ ネモ 且 三 ミ ャ | 
JIS 漢 字 コ ー ド ($2121$7E7E) も 可 
SI6 d2.1 = 文字 の 大 き さ 
=6 I2x12 
=8 I6XI6 
=12 24 x 24 
| 出力 | d0.! = NXO2472620 ト ンス 
dl .w = 文字 パタ ー ン の X 方 向 の バイ ト 数 | 
| d2.w = 文字 パタ ー ン の 方向 の ドッ ト 数 | 
| 「 機能 | VRAM か ら バ パッ ファ ヘ バ イト 単位 で 読み 込む 
| ( 注 ) スー パー パイ ザー 領域 の アド レス を 指定 する 
| お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに / ノ / 
|| 入力 d0.1=$17 
| 0 バッ ファ の 先頭 アド レス | 
$17 | a2. 1 = V-RAM の 先頭 アド レス | 
| dI .w = バッ ファ の X 方 向 の バイ ト 数 一 | 
| d2.w = バッ ファ の Y 方 向 の ドッ ト 数 | 
| d8。 1 V-RAM の X 方 向 の バイ ト 数 一 d| 一 | 
| d| +d3=V-RAM の X 方 向 の バイ ト 数 一 | と な る 
| 出力 | な し (d0, dI, d2, al, a2 は 壊れ る ) 
| | 機能 | バッ ファ か ら V-RAM へ バイ ト 単 位 で 書き 込む 
( 注 ) スー パー バイ ザー 領域 の アド レス を 指定 する 
お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに // 
[入力 | d0.1=$I8 
ul 証人 三 バッ ファ の 先頭 アド レス 
S 18 a2. | = V-RAM の 先頭 アド レス 
dI .w バッ ファ の X 方 向 の バイ ト 数 一 | 
d2.w = バッ ファ の Y 方 向 の ドッ ト 数 | 
d3.1 = V-RAM の X 方 向 の バイ ト 数 一 d| 一 | 
| d| 填 d3 テ V-RAM の X 方 向 の バイ ト 数 一 |! と な る 
| | | 遇 力 | な し (d0, d|, d2, al, a2 は 壊れ る ) 
| 枯 能 ] 指定 の 漢字 パタ ー ン を 指定 アド レス へ 読み 込む 
に ( 注 ) スー パー パイ ザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 
| お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに // 
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| 入力 | 90.1 =$I9 


























d|. | 上 位 16bit= 文字 の 大 き さ 
=0 0 な ら 8 と 同じ 
=8 I6XI6, 8 xI6 
=12 24x24, 12x24 
| | 下位 16bit= シト ds コー 
JIS 漢 字 コ ー ド ($2121 一 $7E7E) も 可 
| al.| ニ デー タバ ッ フ ァ の 先頭 アド レス (4 + フ ォ ン ト 分 の バイ ト 要 ) 
ee. | は 壊れ る ) 
0(al) .w = 文字 パタ ー ン の X 方 向 の ドッ ト 数 
2(al) .w = 文字 パタ ー ン の Y 方 向 の ドッ ト 数 
4(al).b = パタ ー ン デー タ 
ー | PS っ =。 6 を - え 
| 「 李 本 和 定 の ドッ ト 座 標 か ら 指定 アド レス へ パタ ー ン を 読み 込む 
| ( 注 ) スー パー バイ ザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 
お か じ な が アド レス を 指定 本 な いよ うに JI 
| 入力 | d0.! =$la 
dI .w = X ド ッ ト 座 標 
d2 .w = Y ド ッ ト 座 標 
$1a 
加入 ee220 ソ ョ アア の 2 の 5 引 の ドレス 
0(al) .w = 読み た い パ ター ン の X 方 向 の ドッ ト 数 
| 2 (al ) .w = 読み た い パ ター ン の Y 方 向 の ドッ ト 数 
| 4(al) .b = MS の ee ジ 3 コー ニョ ク 6 用 1 の 902 ペア ツ ア 
| | 出力 | な し (d0. | は 壊れ る ) 
| 機能 | 指定 アド レス の パタ ー ン を 指定 ドッ ト 座 標 に 書き 込む 
| ( 注 ) スー パー バイ ザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 
| お か し な アド レス を 指定 し た いよ うに 1 ! 
入力 |d0.!=$lb 
| MNO 一 メド ッ ト 座 標 
| d2.w = Y ド ッ ト 座 標 
| | al.| = ー タ バッ ファ の 先頭 アド レス 
| | 0(al) .w = 半生 ト 数 
| 2(al) .w = 書き た い パ ター ン の Y 方 向 の ドッ ト 数 
| 4(al) .b = パタ ー ン デー タ 
| | 出力 | な し (d0. 1 は 壊れ る ) 
人 に > 
| | 機能 | 指定 アド レス の パタ ー ン を 指定 ドッ ト 座標 に 書き 込む 
| 指定 し た クリ ッ プ 座標 に 従い クリ ッ ピ ング 処理 する 
( 注 ) スー パー バイ ザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 
お か し な アド レス を 指定 双 な いよ うに 」 1 
| 入力 | d0.!=$lc 
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dI .w = ニ X ド ッ ト 座 標 
d2.w = Y ド ッ ト 座 標 
al .| = デー タバ ッ フ ァ の 先頭 アド レス 
0(al) .w = 書き た い パ ター ン の X 方 向 の ドッ ト 数 
2(al) .w = 書き た い パ ター ン の Y 方 向 の ドッ ト 数 
Se 4(al) .b = の ノー ニア ーー ジン 
2 IE に っ クリ ッ プ 座標 バッ ファ の 先頭 アド レス 
0(a2) .w = 表示 領域 の X 座 標 左端 
2(a2) .w = 表示 領域 の Y 座 標 上 端 
| 4 (a2) .w = 表示 領域 の X 座 標 右端 
| 6(a2) .w = 表示 領域 の Y 座 標 下 端 
出力 | な し (d0.| は 壊れ る ) 
| 機能 | テキ スト グラ フィ ッ ク の 表示 座標 を 設定 / 調 べ る . 
入力 | d0.1=$ld 
d| .w 0 一 9 モー ド 
=0 グラ フィ ックス クリ ー ン 0 設定 
| グラ フィ ックス クリ ー ン | 設定 
計 2 グラ フィ ックス クリ ー ン 2 設定 
呈 3 グラ フィ ョ クス クリ ー ン 3 設定 
| 呈 紀 グラ フィ ックス クリ ー ン 0 調べ る 
| =5 グラ フィ ックス クリ ー ン | 調べ る 
6 グラ フィ ックス クリ ー ン 2 調べ る 
ニ 7 グラ フィ ックス クリ ー ン 3 調べ る 
=8 テキ スト 設定 
=9 テキ スト 調べ る 
d2 .w = X ド ッ ト 座 標 
| d3.w = ニ Y ド ッ ト 座 標 
出力 | d0. | 上 位 16bit= 前 の X ド ッ ト 座 標 
下位 16bit = 前 の Y ド ッ ト 座 標 
|「 機能 | カー ソル 一 時 停止 解 際 
名 lm | 入力 |d0.!=$le 
| 出力 | な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 | カー ソル 一 時 停止 
$ |f 入力 | O.』 =$ 旧 
出力 | な し (d0. 1 は 壊れ る ) 
$20 機能 | 指定 し た 文字 を 表示 する 
入力 | d0.| =$20 
dI.w = 文字 コー ド 
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漢字 の 場合 第 一 バイ ト 第 二 バ イト 二 回 に 分 け て も 
d| .w に 漢字 コー ド そ の まま を 指定 し て も 良い 





































































































出力 | d0. | 上 位 16bit= カー ソル 移動 後 の 桁 数 
下位 I6bit = カー ソル 移動 後 の 行 数 
機能 | 指定 し た 文字 列 を 表示 する 
入力 | d0.1=$2| 
al.| = 文字 列 先頭 アド レス 
文字 列 は 0 で 終わ ら な けれ ば な ら な い 
な お 0 は 表示 され な い 
出力 | d0.1| 上 位 |6bit= カー ソル 移動 後 の 桁 位置 
下位 1I6bit= カー ソル 移動 後 の 行 位置 
ll 下 陣 一 文字 列 の 0 の 次 の アド レス 
機能 | 指定 し た 文字 属性 を セッ ト す る 
入力 ld9 主 $722 
dI .w =0 一 5 属性 
才 黒 
補 水色 
32 黄色 
$ 22 攻 内 
4 十 上 上 それ ぞ れ の 強調 
三 8 十 上 記 ぞ それぞれ の リバ パ バース 
ー12 十 上 上記 それ で ぞ れ の 強調 リバ ー ス 
EE 前 の 属性 を 返す だ け 
由 力 | d0.b = ー| の 時 は エラ ー, それ 以外 の 時 は 前 の 属性 
3 
機能 | カー ソル を 設定 し た 位置 に 移動 する 
大 | | GO 馬上 三 5523 
dI .w = 桁 位置 
$ 23 ニー 前 の 座標 を 返す の み で 移動 し な い 
25Wi デ 行 位置 
出力 | 0.1 上 位 I6 ビ ッ ト = カー ソル 移動 前 の 桁 位置 
下位 I6 ビ ッ ト = カー ソル 移動 前 の 行 位置 




















カー ソル を | 行 下 へ 移動 する 
最 下 行 で は スク ロー ル ア ッ プ 


d0.1 =$24 
な し (d0. 1 は 壊れ る ) 
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カー ソル を | 行 下 ^ へ 移動 する 
最 下 行 で は スク ロー ル ダ ウ ン 


dO.| =$25 











19CS き 一 
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| 出力 | な し (d0.! は 壊れ る ) 
| 機能 | カー ソル を N 行 上 へ 移動 する 
2 ク 目 ニール し 和 SS 
症 g 当 | 入力 | d0.|=$26 
dI.b = 移動 行 数 。 0 は | と みな す 
| 出力 | な し (d0. | は 壊れ る ) 
| 機能 | カー ソル を N 行 下 へ 移動 する 
メル し な い 
較 還 還 記 | 入力 | d0.| =$27 
dI.D = 移動 行 数 。 0 は | と みな す 
出力 | な し (d0. | は 壊れ る ) 
| 機能 | カー ソル を N 桁 右 へ 移動 する 
| スク 回 = 少 な ゆめ 
2 入力 |d0.| =$28 
dl.b = 移動 桁 数 。 0 は | と みな す 
| 軸 力 | な し (d0. ! は 壊れ る ) 
| 機能 | カー ソル を N 桁 左 へ 移動 する 
スク 回 寺 形 じ な ゆい 
$S29 || 入力 |d0.!=$29 
dI.b = 移動 桁 数 。 0 は | と みな す 
| 出力 | な し (d0. | は 壊れ る ) 
| 機能 | 画面 の 複数 行 を 消去 する 
| | 天罰 | 0 | =$2a 
dI.b = 画面 の 消去 方 法 
$ 2a =0 カー ソル 位置 か ら 最終 行 右端 まで 消去 する 
ー| 先頭 行 左端 か ら カ ー ソ ル 位 置 ま で 消去 する 
三 6 画面 全体 を 消去 し カー ソル は 先頭 行 左端 に 移動 する 
| | 出力 | な し (d0. 1 は 壊れ る ) 
| | 機能 | 現在 行 の 複数 桁 を 消去 する 
| [入力 | d0.!=$2b 
| | di .b = 行 の 消去 方 法 
$ 2b 三 0 カー ソル 位置 か ら 行 の 右端 まで 消去 する 
| 三 | 行 の 左端 か ら カ ー ソ ル 位 置 ま で 消去 する 
| | ー 。 カー ソル の ある 行 | 行 消去 する 
| | 出力 | な し (d0. ! は 壊れ る ) 
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)) 送 症 ) うー フツ 朗 笠 守 往 に 緑 家 宮台 きち 


カー ソル 位置 の 桁 数 は 0 に な る 
入力 |d0.1=$2c 















































PT 挿入 行 数 。 0 は | と みな す 
| 出力 | な し (d0. | は 壊れ る ) 
| | 機能 | カー ソル 現在 位置 か ら 複数 行 削除 する 
の [入力 」90.1 =$2d っ wRN。 
| dI.b = 削除 行 数 。 0 は | と みな す 
| 軸 力 | な し (d0. は 壊れ る ) 
| | 機能 | 表示 範囲 を 指定 する 
カー ソル は 先頭 行 左端 に 移動 する 
| 入力 | 90.1=$2e 
d| . | 上位 16bit= 横 方 向 の 表示 開始 ドッ ト 位 置 
0 一 1008 ま で の 1I6 の 倍数 で な けれ ば な ら な い 
| 下位 16bit= 縦 方 向 の 表示 開始 ドッ ト 位 置 
| 0 一 1020 ま で の 4 の 倍数 で な けれ ば な ら な い 
| 貴島 時 寺 | 前 の まま て で 変化 させ な い 
8 d2. | 上 位 |6bit = 横 方 向 の 表示 桁 数 一 | 
0 一 I27 ま で の 桁 数 
下位 |6bit= 縦 方 向 の 表示 行 数 一 | 
0 一 63 ま で の 行 数 
d2.|1 = テー| 前 の まま で 変化 させ な い 
| | 出力 | d0.| は 壊れ る 
変化 前 の 値 が 以下 の レジ スタ に 返る 
d| . | 上 位 |I6bit= 横 方 向 の 表示 開始 位置 
下位 |6bit= 縦 方 向 の 表示 開始 位置 
d2. | 上位 16bit= 横 方 向 の 表示 桁 数 一 | 
下位 16bit = 縦 方 向 の 表示 行 数 一 | 
| 機能 | 指定 し た 絶対 座標 位置 か ら 指定 文字 列 を 表示 する 
ファ クン ショ ン キ ー 行 表示 用 
d0.| =$2e の IOCS コ ー ル (表示 範囲 を 指定 する ) の 影響 を 愛 な い 
| 入力 | 90.1=$2f 
dl 衣 | り 記 属性 
$ 2f 
呈 水色 
| 地 2 黄色 
=3 : 5 貞 
=ー4 十 上 記 それ ぞ れ の 強調 
=8 二 上記 それ ぞ れ の リバ ー ス 
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$ 30 








| 機能 








| 入力 ] 








1OCS 一 國 


本 




















12 二 上記 それ ぞ れ の リバ ー ス 
d2.w = 絶対 座標 桁 位置 
d3.w = 絶対 座標 行 位置 
d4 .w = 表示 桁 数 一 | 
指定 桁 数 以上 は 表示 し な い が , 漢字 の 第 二 バ イト 目 が 余る 
よう な 場合 , その 漢字 は 表示 され ず ス ペー ス が 表示 され る 
途中 で 文字 列 が 終わ り に な っ た ら , 後 は スペ ー ス で 埋め る 
el 1 三 文字 列 先頭 アド レス 
文字 列 は 0 で 終わ ら な けれ ば な ら な い 
d2.w = 次 の 桁 位置 
al.| = 文字 列 の 0 の 次 の アド レス 
a0.1 = 不定 
d4.w = 不定 
RS-232C の 設定 
5- に ーー30 
d| .w = RS-232C の 設定 値 
lpl5 bI4IbI3 bl2lbll blI0|b9|b8| b7b6b5b4b3 | b2blb0 | 
st | pp | bb 」 X 当 |。S つね に 0 | bau | 
5 本 スト ッ プ ビッ ト 0|=| 
10=1.5 
日 に すう 
00=2 
DD 三 パリ ティ 01 三 奇数 
1 三 偶数 
70= ニ パリ ティ な し 
bb = ビッ ト 長 00=5 ビ ピッ ト 以 下 
01=6 ビ ッ ト 
10=7 ビ ピット 
日 8 ビッ ト 
XX XON 処 理 0 = 処理 し な い 
| = 処理 する 
Ss 三 SISO 処 理 0 = 処理 し な い 
| = 処理 する 
bau= ボー レー ト 指 定 000=75 
00|=|50 
010=300 
0 =600 
100=1200 
101=2400 
10=4800 
日 =9600 
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dI .w ニー 前 の モー ド を 返す だ け 
| 出力 | d0.| = 前 の モー ド 


| RS-232C の 受信 バッ ファ 内 の デー タ 数 を 得る 
dO.1=$3I 



















































































$3| | 入力 
|| 出力 d0.w = RS-232C の 受信 バッ ファ 内 の デー タ 
機能 | RS-232C の 受信 デー タ を 得る 
細 昌 | 入力 | d0.|=$32 
| | 出力 | 90.w 下 位 8bit= RS-232C の 受信 デー タ 
| 
に そう = っ 
| 機能 | RS-232C の 受信 デー タ を チェ ッ ク す る 
|| 入力 | 0-* デ $38 
_ 計 肉 3 3 
| 出力 | 90.1| =$000000 受信 デー タ は な い 
| =$0100%9 $ 10000+ 受 信 デ ー タ 
| 機能 | RS-232C に 送信 が 可能 か どう か チェ ッ ク す る 
|| 入力 | d0.1=$34 
、 に = 3 ーー 
| 出力 | d0.1 =$000000 送信 で き な い 
=$000004 送信 で きる (バッ ファ は 空 で , XON で も な い ) 
| | 機能 | RS-232C に 送信 を 行う 
ーー 
| 入力 | d90.1 =$35 
_ 還 還 還 い 
| d| .w = 2 ーー グ 
| 出力 | な し (d0. | は 壊れ る ) 
| | 機能 ] シス テム 予約 
$36 | 入力 |d0.!=$36 
| 出力 | な し (d0.! は 壊れ る ) 
| | 機能 | シス テム 予約 
$37 | 入力 |d0.1=$37 
| | 出力 | な し (d0.1 は 壊れ る ) 
| 機能 」 シ ステ ム 予 約 
陳 細 目 | 入力 | dO|=$38 
| 出力 | な し (d0.| は 壊れ る ) 
| 機能 | シス テム 予約 
$ 39 入力 |d0.|=$39 
| 出力 | な し (d0.1! は 壊れ る ) 
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| | 機能 | シス テム 予約 
| 入力 | d0.1 =$3a 
間 半 ーー 
ー | 出力 | な し (d0.| は 壊れ る ) 
| 
| 「 機能 | ジョ イス ティ ッ ク の デー タ を 読み 込む 
| 入力 | d0.1=$3b 
」 dI .w = ジョ イス ティ ッ ク 番 号 
=0 JOY STICK | 
吉 3 JOY STICK 2 
出力 | d0.b = ジョ イス ティ ッ ク の デー タ 
3 「p|pelpslb4lbslbzlbllbo 
S 3b nAr| ゅ を ト s ド レト 引 9 | :d 仁 人 
5 4 ご 
S2 
本 
」 員 ま ニ 
閣 三 
U 
押さ れ て いれ ば 0, 放さ れ て いれ ば | に な る 
H | 機能 | プリ ンタ ポー ト を 初期 化す る 
| 入力 | 90.1=$3c 
d| . w 上 位 8bit= | ペー ジ の 行 数 一 | 
d0.| =$3f の IOCS コ ー ル (プリ ンタ 出力 を 行う ) 用 
S 3c $ ff で ペー ジ 指 定 な し 
d|.w 下位 8bit= | 行 の 文字 数 一 | 
d0.1 =$3f の IOCS コ ー ル (プリ ンタ 出力 を 行う ) 用 
$ ff で 行 指定 な し 
| 出力 | 90.1 =$000000 出力 で き な い 
H] =$000020 出力 で きる 
し ーー ー 
| 機能 | プリ ンタ 出力 が 可能 か どう か チェ ッ ク す る 
0 | 入力 | d0.1=$3d 
H 出力 | d0.1 =$000000 出力 で き な い 
=$000020 出力 で きる 
| 機能 | プリ ンタ 直接 出力 を 行う 
] Na [入力 | d0.1=$3e 
d| .w = 還 才 2 多 





| 出力 | な し (d0. | は 壊れ る ) 




















機能 | プリ ンタ 出力 を 行う 
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$ 3f 


|[ 入 ヵ ] 0.! =ssi 





シフ ト JIS で 漢字 処理 を 行う 


dI.w = 


| | 出力 | な し (d0.! は 壊れ る ) 


出力 文字 





$ 40 
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pda:mode 
ディ スク 関係 の コー ル で pda は 次 の よう に な っ て いる 
pda=$80 HARD DISK DRIVE 0 


= テ S8f HARD DISK DRIVE 15 
= テ $90 2HD DRIVE 0 


= テ S93 2HD DRIVE 3 
な お HARD DISK は 標準 的 SCSI(Small Computer System 
Intetface) が 使用 され て お り 2HD DRIVE は ,,PD72065 が 
使用 され て いる 
mode =0 : mfm: retry: seek:0:0:0:0O 
ディ スク 関係 の コー ル で pda が $ 90- $ 93(2HD) の 時 の み 
mode は 次 の よう な 意味 を 持ち pda が $80 一 $8f (HARD 
DISK) の 時 は 無 意 味 と な り , また それ ぞ れ の コー ル に 
よっ て 指定 で きる 範囲 に 違い が 生ずる 
mfm 三 FM モー ドン 〆MFM モ ー ド 切り 替え 
0 FM ( 単 密度 ) 
=ー|  。MFM ( 倍 密 度 ) 
シス テム で は MFM モ ー ド で 使用 
retry 三 0 り 誠 ライ 6 がい 
=| り 信 2 ライ する ぞ で 
10 回 リト ライ し , 最初 5 回 は シー ク せ ず 
以降 5 回 は リキ ャ リプ ブ レート, シー ク を と も な う | 
seek 三 0 シー ク 動 作 を 行わ ず に 実行 
三 | シー ク 動 作 を 行っ て か ら 実 行 
pdaimode は 上 記 四 つの デー タ (バイ ト サ イ ズ と ビッ ト 
サイ ズ ) を ワー ドー つ で 指定 する 
例え ば , pda が $90, mfm が |, retry が 0, 
seek が | の 場合 $ 9050 を 指定 する 
目的 シー ク 位 置 
pda が $ 80- $ 8f の 時 256 バ イト 単位 の レコ ー ド 番号 と な る 
pda が $90 一 $93 の 時 セク タ 長 : トラ ッ ク : サイ ド : セク 
タ と な る 。 目的 シー ク 位 置 は 上 記 四 つの デー タ ( パ イト サイ 
ズ ) を ロン グ ワ ー ド ー つ て で 指定 する 











IOCS 一 覧 
例え ば セク タ 長 が 1, トラ ッ ク が 5, サ イド が 1, セ クタ 
が 8 の 場合 $ 0I050108 を 指定 する 

2 に dO IM 三 ーー ジウ 
pda が $ 80 一 $ 8f の 時 は 以下 の よう に な る 
負 の 数 な ら ば 異常 終了 その 他 は 正常 終了 
異常 終了 の 場合 最 下位 バイ ト は SCSI か ら の エラ ー コ ー ド と 
な る 
例え ば . エ ラー コー ド が $02 の 場合 SFFFFFF02 で す 
pda が $ 90 一 $ 93 の 時 は 以下 の よう に な る 


| d0.1 = S5OINDG 員 義生 
st 0 = )a チ リピ ビ ド ステ デ テー タス 0 
Den 三 コマ ンド 終了 時 の シリ ンダ 番号 


この 場合 の ステ ー タ ス は 四 つ の デー タ ( バ イト サイ ズ ) が 
ロン グ ワ ー ド ー つ に 返っ て 来る 

例え ば st0 が $2I, pcn が $01 の 場合 

$2101777?7 に な る 





$ 41 


| 機能 | デー タ の 比較 チェ ッ ク を する 
( 注 ) スー パー バイ ザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 
お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに ! ! 


| 入力 |d0.1=$4| 
d| .w = pdaimode 
d0.| $40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
d2. 1 = 目的 チェ ッ ク 位 置 
d0.| ニ $40 の IOSC コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
d3.1 = チェ ッ ク す る バイ ト 数 
al.| = チェ ッ ク ず る デー タ の 先頭 アド レス 
| 出力 | d0.! = ステ ー タ ス 
pda が $ 80- $ 8f の 時 負 の 数 な ら ば 異常 終了 , その 他 は 正常 | 
終了 。pda が $ 90 一 $93 の 時 以下 の よう に な る | 
dO. | = st0 :stl:st2:c 
st 0 = リザ ルト ステ ー タ ス 0 
8 周夫 呈 リザ ルト ステ ー タ ス | 
に 1 リザ ルト ステ ー タ ス 2 
C。 三 シリ ンダ 番号 





$ 42 


| 機能 | 診断 の た め の 読 み 取 り (2HD の み ) 
( 注 ) スー パー バイ ザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 
お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに ! ! 
入力 | d0.1=$42 
dI .w pda : mode 
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資料 15 
| pda=$90 2HD DRIVE 0 


| =S93 2HD DRIVE 3 
mode テ 0 :mfim:retry:seek:0:0:0:0O 
d0.1= $40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 





串 過 目的 読み 取り 位置 
$42 | d3.1 = 読み 取り バイ ト 交 
| al.| = 読み 取り 先頭 アド レス 
| [ 出力 | d0.!= st0 : st1 : st2:o 
| St0 = リザ ルト ステ ー タ ス 0 
st| リザ ルト ステ ー タ ス 1 
St2 三 リザ ルト ステ ー タ ス 2 
G 三 0 ジグ 











機能 | ディ スク 関係 の 初期 化 




































































| 入力 d0.!=$43 
d|.w= pda: 0 
| pda が $80 一 $8f の 時 a1.1 は 以下 の よう に な る 
a1.1=0 デフ ォ ル ト に な る 
= 上 記 以 外 アサ イン ドラ イブ パラ メー タ の デー タ ア ドレ ス 
pda が $90 一 $93 の 時 a1.1 と d2.w は 以下 の よう に な る 
| a1.1=0 デラ フォ ルト に な る 
$43 他 上 記 以 外 SPECIFY コ マン ド の デー タ ア ドレ ス 
| d2.w= 0 デフ ォ ル ト (2 秒 ) に な る 
= 上 記 以 外 モー ター オフ まで の 時 間 (0.0| 秘 単位 ) 
| (HD の 場合 
| 出力 | d0.1= ステ ー タ ス 
pda が $80 一 $8f の 時 負 の 数 な ら ば 異常 終了 , その 他 は 正常 | 
終了 
pda が $ 90 一 $ 93 の 時 以下 の よう に な る 
d0.1= SS 近 人 E 林 油 7 
St 3 = リザ ルト ステ ー タ ス 3 
機能 | ディス クス テー タス の 調査 
| 入力 | d0.!=$44 
$ 44 dI .w pda: 0 
d0.1= テ $40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
| 出力 | d0.!= ステ ー タ ス 
| る d0.1= $43 の IOCS コ ー ル (ディ スク の 初期 化 ) を 参照 
機能 | ディ スク に デー タ を 書き 込む 
( 注 ) ス ー パ ー バ イザ ー 領 域 の アド レス も 指定 出来 る 
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー !OCS 息 


|[ 入 ヵ | 





お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに 






































d0.1=$45 
| dl.w pda : mode 
| d0.1= $ 40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
025 目的 書き 込み 位置 
S 45 d0.1= $ 40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
d3.| 三 書き 込み バイ ト 
| al.| ニ 書き 込み 先頭 アド レス 
| | 出力 | 90.!= ステ ー タ ス 
| d0.1= $4| の IOCS コ ー ル (デー タ の 比較 チェ ッ ク ) を 
参照 
| | 機能 | ディ スク か ら デ ー タ を 読み 込む 
| ( 注 ) ス ー パ ー バ イザ ー 領 域 の アド レス も 指定 出来 る 
お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに 
入力 | d0.1=$46 
| d| .w ニ pda : mode 
| d0.1=$40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
$46 | 0 目的 読み 込み 位置 
d0.1= $40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
| d3.1 = 読み 込み バイ ト 数 
| al 読み 込み 先頭 アド レス 
| 出力 | 90.1= 災 学 叶 る ス 
dO.1= テ $4| の IOOS コ ー ル (デー タ の 比較 チェ ッ ク ) を 
参照 
| 機能 | トラ ッ ク 0 へ の シー ク 
| 入力 | d0.!=$47 
| dI .w pda: 0 
| d0.1= $ 40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参 昌 
=9 7? 作 2HD ド ライ ブ の 強制 レデ ィ 状 態 で の 調査 (pda= $90 一 $93) 
$ 47 当 コ マン ド 発 行 後 リ ザル トス テー タス 0 の bit 4 (Equipment 
Check) が | に な っ て いた 場合 その ドラ イブ は 存在 し な い 
2HD ド ライ ブ の 各 ド ライ ブ の 有無 は 当 コ マン ド で し か チ 
対ソ ツン で さき 178805 
| 出力 | d0.| 三 SL.0 =9BGRR PS し 7 
dO.1|=$40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
| 「 衝 能 | ハー ド デ ィ ス ク の 代替 トラ ッ ク の 設定 
$48 | ( 注 ) ス ー パ ー バ パ バイザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 

















お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに ! 


dO.1=$48 
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| dI.w pda: 0 
| pda=$80 HARD DISK DRIVE 0 
=S8f HARD DISK DRIVE 15 
2 256 バ イト 単 位 の レコ ー ド 番号 
$48 d3.1= ニ イン ター リプ コー ド (| また は 6) 
al.| = 代替 トラ ッ ク 用 デー タ 先 頭 ア ドレ ス 
0(al) .b= 代替 トラ ッ ク 番 号 上 位 バ イト 
| (al) .b= 代替 トラ ッ ク 番 号 中 位 バ イト 
2 (al) .b= 代替 トラ ッ ク 番 号 下 位 バ イト 
3(al) .b= 0 
出力 | d0.1= 負 の 数 な ら ば 異常 終了 , その 他 は 正常 終了 
機能 | 2 HD へ の 破損 デー タ の 書き 込み 
( 注 ) ス ー パ ー バ イザ ー 領 域 の アド レス も 指定 出来 る 
お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに 
| 入力 | d0.!=$49 
dI .w pda : mode 
pda=$90 2HD DRIVE 0 
=S93 2HD DRIVE 3 
mode=0 :mfm:retry:seek:0:0:0O:0O 
$ 49 d0.1= $40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
d2 ll 目的 書き 込み 位置 
_d0.1= $ 40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
d3。l| 三 書き 込み バイ ト 数 
al 三 書き 込み 先頭 アド レス 
| 出力 | d0.!= ak0s wb ・ sh22: e 
| st0= ニ = リザ ルト ステ ー タ ス 0 
Shl 三 リザ ルト ステ ー タ ス | 
st 2 = リザ ルト ステ ー タ ス 2 
c 三 シリ ンダ 番号 
機能 | 2 HD の ID 情報 を 読む 
入力 | d0.」=$ 4a 
d| .w= pda : mode 
pda=S90 2HD DRIVE 0 
= テ $93 2HD DRIVE 3 
mode= テ 0 :mfm:retry:seek:0:0:0O:0O 
d0.1=$40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
d2.1 = ID 読み 込み 対象 と な る トラ ッ ク の 位置 
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ーー 一 1065 三 


MMRRs シ ッッ ク ドサ イド : 0 
d0.1=$40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 


M 攻 
INN 



































| 出力 | d0.!= st0 :stl:st2:c 
St 0 = ME 
st| ニ リザ ルト ステ ー タ ス | 
St 2 = リザ ルト ステ ー タ ス 2 
6 ジン タ 番号 
d2 .| = 読み 込ん だ ID( セ クタ 長 : トラ ッ ク : サイ ド : セク タ ) 
機能 | HD の 破壊 トラ ッ ク を 使用 不能 に する 
| 入力 | 90.」=$4b 
| d| .w 三 pda: 0 
| pda= $80 HARD DISK DRIVE 0 
S4b | [ 
=$8f HARD DISK DRIVE |5 
d2.1 ニ 256 バ イト 早 位 の レコ ー ド 番号 
3 の 6 ニ 3 りー RS 朱 だ は ほ 69) 
| | 出力 | 90.」= 負 の 数 な ら ば 異常 終了 , その 他 は 正常 終了 
2HD か ら の 破損 デー タ の 読み 込み 
( 注 ) り スー パー バイザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 
お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに !! 
[入力 | d0.1=$4o 
dl .w pda : mode 
pda=$90 2HD DRIVE 0 
=$93 2HD DRIVE 3 
mode=0:mfm:retry:seek: 0:0:0O:0O 
$4c | d0.1= $40 の IO0CS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
d2.1= 目的 読み 込み 位置 
d0.1=$40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
| d3.| = 読み 込み バイ ト 数 
al.| ニ 読み 込み 先頭 アド レス 
| 出力 | d0.!= st0:stl:st2:o 
| stO0= ニ リザ ルト ステ ー タ ス 0 
St 1 リザ ルト ステ ー タ ス | 
St 2 = リザ ルト ステ ー タ ス 2 
C 三 シリ ンダ 番号 
| 機能 | 物理 フォ ー マ ッ ト を する 
$4d ( 注 ) ス ー パ ー バ イザ ー 領 域 の アド レス も 指定 出来 る 








お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに 
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入力 | d0.|=$4d 










































































d| .w ニ pda : mode 
d0.1= $ 40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
d2.1 ニ 目的 フォ ー マ ッ ト 位 置 
$ 4d d0.1= $ 40 の IOCS コ ー ル (ディ スク の シー ク ) を 参照 
d3.1= pda が $80 一 $8f の 時 イン ター リプ ブ コ ー ド (| また は 6 ) 
| pda が $90 一 $ 93 の 時 バイ ト 数 
al .| 三 pda が $90 一 $ 93 の 時 の み ID デ ー タ 先頭 アド レス 
| 出力 |d0.!= ステ ー タ ス 
d0.1=$41 の IOOS コ ー ル (デー タ の 比較 チェ ッ ク ) を 参照 
| 機能 | 2 HD の 指定 ドラ イブ の 状態 を 参照 , 設定 する 
入力 | d0.1=$4e 
d| .w 三 pda: 0 
pda=$90 2HD DRIVE 0 
=$93 2HD_.DRIVE 3 
d2 .w= 機能 番号 
0 状態 を 見 る 
| イジ ェクト する (イジ ェクト 禁止 状態 で は 出来 ませ ん ) 
三 32 イジ ェクト 禁止 | (機能 番号 = 1 の イジ ェクト も 禁止 する ) 
三 3 イジ ェクト 許可 | 
三 軸 ディ スク が セッ ト さ れ て いな いと き , LED 点 減 
= 5 ディ スク が セッ ト さ れ て いな いと き , LED 消 灯 
=6 イジ ェクト 禁止 2 (機能 番号 = | の イジ ェクト も 禁止 する ) 
$ 4e 0S で 使用 する の で , ユー ザー は 使用 禁止 
4 イジ ェクト 許可 2 
0S で 使用 する の で , ユー ザー は 使用 禁止 
=8 前 回 の チェ ッ ク か ら の ち イ ジェ クト し た か どう か の チェ ッ ク 
0S で 使用 する の で , ユー ザー は 使用 禁止 
| | 出力 | d0.b= 各種 ステ ー タ ス 
機能 番号 に より 以下 の よう に 異な る 
機能 番号 = 0 一 7 の 時 以下 の よう に な る 
bit 7 bit 6 _ bit 5 bit 4 
LED 点 減 | EJECT 禁 止 | BUFFER 有 り | USER 禁 目 
bit 3 bit 2 bit | bit 0 
プロ テク ト | ノッ トレ ディ | メデ ィ ア 挿入 | 誤 挿 入 
機能 番号 が 0 の 時 で メデ ィ ア 挿入 の 時 の み プ ロ テ ク ト と 
ノッ トレ ディ が 1 に な る 可能 性 が あり その 他 の 場合 0 に な る 
機能 番号 = 8 の 時 以下 の よう に な る 
ー イジ ェクト し て いな い 
テー | イジ ェクト され て いる 
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- 『 10CS 一 覧 
イジ ェクト また 人 は ら 匠 及 要 する 
イジ ェクト 禁止 状態 で も 実行 可能 
d0.1=$4f 
dI .w ニ pda : 0 
pda が $80 一 $81 の 時 は シッ ピン グ す る 
pda が $ 90 一 $ 93 の 時 は イジ ェクト する 
dB: キ ーー pda が $80 一 $8f の 時 負 の 数 な ら ば 異常 終了 . その 他 は 正 
常 終 了 
pda が $90 一 $93 の 時 値 を 持た な い 





日 付 を 時 計 に セッ ト で きる 形式 に 変更 する 
| 入力 | d0.!=$50 
dd 1 0yyymmdd 
yyy ニ 年 バイ ナリ 
1980 一 2079 
月 バイ ナリ 
0| 一 2 
ー dd= 日 バイ ナリ 
0I 一 31 
d0.1= WwYYMMDD 
W= 本 うう 年 カウ ンタ 
0-3 
曜日 カウ ンタ 
0 一 6 
年 BOD 2 桁 
00 一 99(|I980 年 一 2079 年 ) 
月 BCD 2 桁 
0 一 I2 
日 BCD 2 桁 
0 一 31 
三 十 うる う 年 ・ 大 小 の 月 判定 に お ける エラ ー 











| 機能 | 時 計 に 日 付 を 設定 する 
| 入力 d0.!=$51 
便 | WwYYMMDD 
W= 2 る づ 年 ガウ アタ 
0 一 3 
曜日 カウ ンタ 
0 一 6 
年 BCD 2 桁 
_00 一 99(|980 年 一 2079 年 ) 
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ト | MM= 月 BCD 2 桁 
| 0I 一 !2 
| 思 日 BCD 2 桁 
に 
| 01 一 31 
| デー タ の 正当 性 は チェ ッ ク さ れ な い 
| | | 出力 | な し (d0.! は 壊れ る ) 
| 
| | 機能 | 時 刻 を 時 計 に セッ ト で きる 形式 に 変更 する 
| | 入力 | d0.1!=$52 
| d| | 00hhmmss 
hh= 時 バイ ナリ 
00 一 23 
| mm 分 バイ ナリ 
| 00 一 59 
SS 三 秒 バ イナ リ 
| SD2 | 00 一 59 
| | | 出力 | d0.!= 0THHMMSS 
| T= シス テム 既定 (24 時 間 計 ) 
HH= 時 BCD 2 桁 
00 一 23 
MM= 分 BCD 2 桁 
00 一 59 
に いこ 秒 BCD 2 桁 
| 00 一 59 
| | [機能 | 時 計 に 時 刻 を 設定 する 
| || 入力 | d0.1=$53 
| 1 三 0THHMMSS 
| 年 コ シス テム 既定 (24 時 間 計 ) 
| HH= 時 BCD 2 桁 
| 00 一 23 
| ] MM= 分 BCD2 桁 
| | 00 一 59 
EE 全 SS= ゆ BOD 2 桁 
| | 00 一 59 
| デー タ の 正当 性 は チェ ッ ク さ れ な い 
| 出力 | な し (d0.! は 壊れ る ) 
| [機能 | 時 計 か ら 日 付 を 読み 込む 
| 入力 | d0.1=$54 
| 出力 | d0.| = 0wYYMMDD 
| w 三 曜日 カウ ンタ 
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0 一 6 
| YY= 年 BCD 2 桁 
00 一 99(1980 一 2079 年 ) 
$ 54 MM= 月 BCD 2 桁 
0| 一 12 
DD= 日 BCD 2 桁 
| 0| 一 31 
| 機能 | 日 付 を BCD 表 現 か ら バ イナ リ 表 現に 変換 する 
| 入力 | d0.!=$55 
| ニ 0wYYMMDD 
w 三 曜日 カウ ンタ 
0 一 6 
も かー) 年 BCD 2 桁 
00 一 99(|980 年 一 2079 年 ) 
MM = 月 BCD 2 桁 
0| 一 |2 
DD = 日 BCD 2 桁 
$55 | 0 一 31 
| 出力 | dO0.|= wyyymmdd 
w 三 曜日 
ns:0 そ 6 
yyy ニ 年 バイ ナリ 
1980 一 2079 
mm 月 バイ ナリ 
0| 一 12 
dd 日 バイ ナリ 
0I| 一 3| 
| 機能 | 時 計 か ら 時 間 を 読み 込む 
| 入力 | d0.|=$56 
出力 | d0.1= 00HHMMSS 
HH= 時 BCD 2 桁 
$ 56 00 一 23 
MM= 分 BCD 2 桁 
00 一 59 
SS = 秒 BCD 2 桁 
00 一 59 
機能 | 時 間 を BCD 表 現 か ら バ イナ リ 表 現に 変換 する 
MA 入力 | d0.|=$57 
d| .| = 00HHMMSS 
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| HH = 時 BCD 2 桁 

| 00 一 23 

MM= テ 分 BCD 2 桁 
00 一 59 

SS = 秒 BCD 2 桁 
00 一 59 

00hhmmss 

il 議 時 バイ ナリ 
00 一 23 

mm 三 ZN51 
00 一 59 

SS 苗 秒 バ イナ リ 
00 一 59 














$ 58 


日 付 を 表わす 文字 列 を バイ ナリ デー タ に 変換 する 
区 切り 記号 は プ で も 一 で も よい 
うる う 年 ・ 大 小 の 月 判定 は し な い 
( 注 ) スー パー バイ ザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 
お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに ! ! 
| d0.1=$58 
al 。 | 三 日 付 を 表わす 文字 列 の 先頭 アド レス 
| 例え ば (al) ='!|985/07/07, 0 
また は (al) 三 ?85/07〆07, 0 
|| 出力 | d0.1! = 0 yyymmdd 
yyy テ 年 バイ ナリ 
1980 一 2079, 80 一 79 
mm 月 バイ ナリ 
0| 一 |2 
dd = 朋 2N2 を 赤間 
0| 一 31 
| ーー 異常 終了 (文字 列 の 書式 が 異常 ) 


で 
| 

| 政 | 
ICC 





> 








$ 59 
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| 時 刻 を 表わす 文字 列 を バイ ナリ デー タ に 変換 する 
| 区 切り 記号 は : を 使用 する 
| ( 注 ) スー パー パイ ザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 
お か し あぶ だ 民 区 ス を 指 志 し な いよ うに 1! ! 
| 入力 | d90.1=$59 
に ー 時 刻 を 表わす 文字 列 の 先頭 アド レス 
| 例え ば (@|)='!|2:05:30,0 
| 出力 | d0.! = 00hhmmss 
| hh = 時 バイ ナリ 
00 一 23 





工 
q ト 
| 











mm 2 ツリ 
00 一 59 

SS 秒 バ イナ リ 
00 守 59 


異常 終了 (文字 列 の 書式 が 異常 ) 



































機能 | バイ ナリ デー タ を 日 付 を 表わす 文字 列 に 変換 する 
( 注 ) スー パー バイ ザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 
| お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに ! ! 
| 入力 | d0.1=$5a 
dI. | = Fyyymmdd 
思 補 文字 列 フ ォ ー マ ッ ト 
=0 1985/07 プ 07 
| 1985 一 07 一 07 
ss2 85〆07 プ 07 
ー ト 85 一 07 一 07 
yyy ニ 年 バイ ナリ 
$S5a 1980 一 2079 
mm 月 イ Q リ 
0I 一 I2 
dd = 日 バイ ナリ 
0 一 31 
Ki 生 日 付 を 表わす 文字 列 の 先頭 アド レス 
1 バイ ト 以 上 確保 する こと 
| 出力 | d0.1=ー 異常 終了 。 その 他 の 場合 以下 の よう に な る 
(al) = 日 付 を 表わす 文字 列 
例え ば 985〆07 グ 07',0 
な ど や "8507 一 07',0 
MI 日 付 を 表わす 文字 列 の 最後 の アド レス (0 の アド レス ) 
| 機能 | バイ ナリ デー タ を 時 刻 を 表わす 文字 列 に 変換 する 
| ( 注 ) スー パー バイ ザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 
| お か し な アド レス を 指定 じ な いよ うに ! 1 
| 入力 | 90.1=$5b 
d|. | = 00hhmmss 
$ 5b hh = 時 バイ ナリ 
| 00 一 23 
| mm 2 却 リ 
00 一 59 
SS 秒 バ イナ リ 
00 一 59 
| il し 三 時 刻 を 表わす 文字 列 の 先頭 アド レス 
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9 バイ ト 以 上 確保 お る こと 








仙 村 内 40. 4 テー 異常 終了 。 その他 の 場合 以下 の よう に な る 
(al) = 時 刻 を 表わす 文字 列 
きき 例 天 ば 295 05.230", 0 
7 まき 2 や SI 職 学 059c3088 0 
al.1 時 刻 を 表わす 文字 列 の 最後 の アド レス (0 の アド レス ) 
| 「 機能 | バイ ナリ デー タ を 曜 民 和 を 表わす 文字 列 に 変換 する 
| | ( 注 ) スー パー バイ ザー 領域 の アド レス も 指定 出来 る 
| お か し な アド レス を 指定 し な いよ うに ! ! 
|| 入力 | 90.!=$5c 
| 
も | dl. | = 曜日 
| 0 一 6 
] al.| = 曜日 を 表わす 文字 列 の 先頭 アド レス 
| 3 バイ ト 以 上 確保 する こと 
| 出力 | (al) = 曜日 を 表わす 文字 列 
例え ば 月 ', 0 
| | 機能 | アラ ー ム の 禁止 プ 許可 を 設定 する 
入力 |d0.!=$5d 
| d|. | = 設定 値 
| =0 禁止 
$5d | = 許可 
| = る 状態 を 見 る 
| [ 田 カ | 0.1 = 状態 
| =0 禁止 
| | 許可 
1 加 、  。。 。 。 6 woh きま ンー ce まま 
| | 機能 | アラ ー ム の 時 間 と 処理 アド レス を 設定 する 
|[ 入力 | 0.1 =$5e 
| al. | = パワ ー0N し て 。 テ レビ オン & コ ンピュータ モー ド 
デー | パワ ーON の み テレ ビ コ ン シト ロー ル し な い 
=ー$0| 一 $3f テレ ビ コ ン トロ ー ル する 
番号 は d0.1 =$0c の IOCS コ ー ル (T V コ ント ロー ル を 
$ 5e お こ な う ) を 参照 
= 上 記 以 外 処理 アド レス , 偶数 で あり な お か つ , 処理 アド レス の 
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プロ グラ ム の 先頭 は $ 60(bra 命 令 ) で ある こと 
0WDDHHMM 


W= テ 0 一 6 曜日 

DD =| 一 3| 日 付 BCD2 桁 
HH =0 一 23 時 BCD 2 桁 
MM=0-59 分 BCD 2 桁 











COS 一 覧 


し と テレ ビ あ る い は コン ピュ ー タ が OFF さ れる まで の 時 間 
0 Ns まで 共 0 目 国 じ ない 
= 上 記 以 外 OFF す る まで の 時 間 指 定 ( | 分 単位 ) 
| 出力 | d0.1=ー| 指定 が 誤り 

















機能 | アラ ー ム の 時 間 と 処理 アド レス を 読み 込む 
入 






































| 入力 | d0.1=$5f 
| 出力 | d0.1 = 処理 アド レス 
全 誠 ま 三 0WDDHHMM 
$ 5f W =0-6 曜日 
DD =| 一 3| 日 付 BCD 2 桁 
HH =0 一 23 時 BCD 2 桁 
MM=0-59 分 BCD 2 桁 
d8 ま | い 寺 テレ ビ あ る い は コン ピュ ー タ が OFF さ れる まで の 時 間 
| 機能 | ADPCM ヘ へ デー タ を 出力 する 
長 さ が $FF00 以 下 の 場合 は 出力 を 開始 し て すぐ リタ ー ン する 
長 さ が $FF0I 以 上 の 場合 は 内 部 で $FF00 単 位 で 
処理 する の で , すぐ リタ ー ン で き な い 
| 入力 | d0.!=$60 
| de 二 出力 デー タ ア ドレ ス 
| dl .w = サン プリ ング 周波 数 * 256 十 出力 モー ド 
| サン プリ ング 周波 数 
| 0 = 3.9KHz( | 秒 に つき 1950 バ イト ) 
$ 60 区 5.2KHz( | 秒 に つき 2600 パ イト ) 
2 = 7.8KHz( | 秒 に つき 3900 バ イト ) 
ミ 3 三 10.4KHz( | 秒 に つき 5200 バ イト ) 
らし ー 15.6KHz( | 秒 に つき 7800 バ イト ) 
出力 モー ド 
0 = 音声 出力 カッ ト 
| ニ 音声 出力 左 
2 = 音声 出力 右 
3 = 音声 出力 左右 
2 博 性 き 出力 デー タ の 長 さ 
出力 | な し (d0. 1 は 壊れ る ) 
| 機能 | ADPCM か ら デ ー タ を 入力 する 
長 さ が $FF00 以 上 の 場合 は 内 部 で $FF00 単 位 で 
$ 6| 処理 する の で , すぐ リタ ー ン で な い 








入力 | d0.1=$6l 
al.| = の ia クタ ドレス 











d|I .w = サン プリ ング 周波 数 *256 十 入力 モー ド 
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サン プリ ング 周波 数 
dO.1| ニ $S60 の IOCS コ ー ル (ADPOM へ デー タ を 





























| 出力 する ) を 参照 
| 入力 名 
| | 0= 指定 し て は な ら な い 
$6| | | = 音声 入力 左 
| 2= 音声 入力 右 
| 3 三 音声 入力 左右 
| d2.1 = 入力 デー タ の 長 さ 
| 還 カ | な し (d0.1 は 壊れ る ) 
| | 機能 | チュ ー ン テー ブル に より ADPCM へ データ を 出力 する 
| 入力 | d0.!=$62 
| ci 本 中居 三 出力 デー タチ ェ ー ン テー ブル アド レス 
| | 00(&l). | = 先頭 アド レス | 
| 04 (al) .w = 長 さ | 
| 06(al) . |! = 先頭 アド レス 2 
| 10(al) .w = 長 さ 2 
S 62 
20(80 3 先頭 アド レス n 
?7? (al) .w = 長 さ n 
長 さ は $0001 一 $FFFF の 値 で す 
| d| .W = サン プリ ング 周波 数 *256 十 出力 モー ド 
| | d0.1= $60 の IOCS コ ー ル (ADPCM へ デー タ を 
出力 する ) を 参照 
CI 一 出力 デー タチ ェ ー ン テー ブル の 個数 n 
| | 出力 | な し (d0. | は 壊れ る ) [ 
| 機能 | チェ ー ン テー ブル に より ADPCM か ら デ ー タ を 入力 する 
| 入力 | d0.1=$63 
| BE 入力 デー タチ ェ ー ン テー ブル アド レス 
| d0.|=$62 の IO0CS コ ー ル (チェ ー ン テー ブル に より 
和 ADPCM ヘ データ を 出力 する ) を 参照 
dl .w = サン プリ ング 周波 数 *256 十 入力 モー ド 
d0.1=$6| の IOCS コ ー ル (ADPCM から デー タ を 
| 入力 する ) を 参照 
| 0 入力 デー タチ ェ ー ン テー ブル の 個数 n 
| | 出力 | な し (d0.! は 壊れ る ) 
| | 機能 ] アレ イチ ェ ー ン テー ブル より ADPCOM へ デー タ を 出力 する 
| 入力 | 90.1=$64 
al 避 jk 二 出力 デー タ ア レイ チェ ー ン テー ブル 先頭 アド レス 
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HOGS 二 覧 














| 0(al) . 1 = 先頭 アド レス | 
| 4(al) .w = 長 さ 」 
| 6(al). 1 = 次 の テー ブル アド レス 
| 0? 1) | ニテ 先頭 アド レス 2 (?1| は テー ブル アド レス | ) 
| 4(? 1) .w = 長 さ 2 
| 6(?1).1 = 次 の テー ブル アド レス 2 
| 0?2).1 = 先頭 アド レス 3 (?22 は テー ブル アド レス 2 ) 
$ 64 4(?2) .w = 長 さ 3 
6(?2) . | =0 テー ブル 終わ り 
長 さ は $0001 一 $FFFF の 値 で す 
dl .w = サン プリ ング 周波 数 *256 十 出力 モー ド 
d0.| =$60 の IOCS コ ー ル (ADPCM へ デー タ を 
出力 する ) を 参照 
| | 出力 | な し (d0.1 は 壊れ る ) | 
| 機能 | アレ イチ ェ ー ン テー ブル に より ADPCM か ら デ ー タ を 入力 する 
| 入力 | 90.1=$65 
| lp 入力 デー タ ア レイ チェ ー ン テー ブル 先頭 アド レス 
| d0.1 = $ 64 の IOOS コ ー ル (アレ イチ ェ ー ン テー ブル に より 
$ 65 ADPCM へ デー タ を 出力 する ) を 参照 
| dI .w = サン プリ ング 周波 数 *256 十 入力 モー ド 
| d0.!=$6! の IO00S5 コ ー ル (ADPCM か ら デ ー タ を 
| 入力 する ) を 参照 
| 出力 | な し (d0. | は 壊れ る ) 
| 「 機能 | ADPCM の 実行 モー ド を セン ス す る 
| 入力 | d0.1=$66 
| 軸 力 | d0.1 = 実行 状態 
00= 何 も し て いな い 
| 02= 出力 中 
d0.1= $ 60 の IOCS コ ー ル (ADPCM へ デー タ を 出力 
する ) を 実行 中 
04= 入力 中 
$ 66 d0.1=$6! の IOCS コ ー ル (ADPCM か ら デ ー タ を 入力 
する ) を 実行 中 
12= 出力 中 








d0. | $62 の IOCS コ ー ル (チェ ー ン テー ブル に よ ょ ! 
ADPCM へ データ を 出力 する ) を 実行 中 

14= 入力 中 
dO.1$63 の IOCS コ ー ル (チェ ー ン シテ ー ワ アル に 
ADPCM か ら デー タ を 入力 する ) を 実行 中 

22 三 出力 中 
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dO.1|=$64 の IOCS コ ー ル (アレ イチ ェ ー ン テー ブル に より 






























































| ADPCM へ デー タ を 出力 する ) を 実行 中 
$ 66 24= 入力 中 
d0.1=$65 の IOCS コ ー ル (アレ イチ ェ ー ン テー ブル に より 
ADPCM か ら デ ー タ を 入力 する ) を 実行 中 
| 「 機能 | ADPCM の 実行 を 制御 す る 
|| 入力 | d0.1=$67 
| 直結 中: 三 制御 番号 
NT 00= 終了 
| 0| 中 目 
| 02= 再開 
| 出力 | な し (d0.1 は 壊れ る ) 
| | 機能 | FM 音源 (YM2I15]) の レジ スタ に デー タ を 書き 込む 
| 内 部 で 動作 中 か 判断 し て 書き 込む 
NN | 入力 | 0.1! =$68 
| dI.D = 区 スタ デル ス 
| d2.b = デー タ 
| | 出力 | な し (d0.1 は 壊れ る ) 
| 機能 | FM 音源 (YM2151) の ステ ー タ ス を 読み 込む 
| 入力 | d90.1=$69 
| 田 力 | d0.b bt7= 動作 中 フラ グ 
$69 0 な ら ば デー タ 書き込み 可 
| | な ら ば 動作 中 
bit| = タイ マーA オ ー バ ー フ ロー 
| bit0 = ウツ の 時 を 家 パ ー | 
| 機能 | FM 音源 IC に よる 割り 込み の 設定 
MFP の み 制 御 する 
| 入力 | d0.!=$6a 
$ 6a | al. 1 =0 割り 込み 禁止 
= 上 記 以 外 割り 込み 処理 アド レス 
| 出力 | d0.1 =0 割り 込み が 設定 され た 
= 上 記 以 外 すでに 使用 中 だ っ た 
機能 | MFP の TIMER-D に よる 割り 込み 
[入力 | d0.!=$6b 
$ 6b al.1 =0 割り 込み 禁止 
| = 上 記 以 外 割り 込み 処理 アド レス 
| dI .w = 単位 *256 キ カウ ンタ 
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1OCS 王 覧 


















































| 単位 ニ = カウ ンタ の 単位 時 間 を 指定 する 
| | 単位 時 間 |us 
2 単位 時 間 2.5us 
| 3 単位 時 間 4 us 
4 単位 時 間 12.5us 
=5 単位 時 間 16us 
$76 | 三 6 単位 時 間 25us 
| ー7 単位 時 間 50us 
| カウ ンタ 
割り 込み 周期 は 上 記 単 位 時 間 * カウ ンタ に な る 
| 出力 | d0.1=0 割り 込み が 設定 され た 
= 上 記 以 外 すでに 使用 中 だ っ た 
| | 機能 | 垂直 同期 に よる 割込み 
| 入力 | d0.1 =$6c 
ail 細 際 雪 0 割り 込み 禁止 
= 上 記 以 外 割り 込み 処理 アド レス 
dI .w = 期間 *256 キ カウ ンタ 
の 期間 =0 垂直 帰 線 期 間 で 割り 込み 
| =0 垂直 表示 期間 で 割込み 
| 割り 込み 周期 は カウ ンタ * 垂 直 同期 周期 に な る 
| 出力 | 90.1=0 割り 込み が 設定 され た 
= 上 記 以 外 
| 間 ラ Se B = 
| | 機能 | ラス ター 走査 に よる 割り 込み 
|| 入力 |d0.1=$6ed 
Ai ゆっ 割り 込み 禁止 
ei = 上 記 以 外 割り 込み 処理 アド レス 
dl.w = に ンコ 
OCRTO が 指定 ラス ター を 走査 開始 する と 割り 込み が 発生 
| 出力 |d0.!=0 割り 込み が 設定 され た 
= 上 記 以 外 すでに 使用 中 だ っ た 
| 機能 | 水平 同期 信号 の 立ち 下がり に よる 割り 込み 
| 入力 |d90.1=$6e 
al.| =0 割り 込み 禁止 
ee = 上 記 以 外 割り 込み 処理 アド レス 
ド 出 力 | d0.1=0 割り 込み が 設定 され た 
| = 下記 以外 すでに 使用 中 だ っ た 
$6f 機能 | プリ ンタ に よる 割り 込み 
| 入力 | d0.1=$6f 
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衣 訓 三 6 割り 込み 禁止 
三 虹 如 以 然 割り 込み 処理 アド レス 
出力 dO0.| テ 0 害 り 込み が 設定 され た 
テ 上 記 以 外 すでに 使用 中 だ っ た 
機能 マウ ス 初 期 化 
$ 70 入力 d0.|$70 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 マウ スカ ー ソ ル 表 示 
$71 火 連 dO0.|$7| 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 マウ スカ ー ソ ル を 消す 
$ 72 入力 d0.| 三 $72 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 マウ スカ ー ソ ル の 表示 モー ド を 調べ る 
入 d0.| ニ $73 
_ 誤 呈 』 $ 
出力 d0 .w テ 0 消去 
ーー| 表示 
機能 マウ ス の 移動 量 プ ボタ ン の ON・OFF を 調べ る 
入力 d0.|$74 
出力 | d0.I= XXYYLLRR 
XX 三 X 方 向 移動 量 
$ 74 YY= Y 方 向 移動 量 
LL 三 $00 左 ボ タン OFF 
ー$ff 左 ボ タン ON 
RR 三 $00 右 ボ タン OFF 
ー$ff 右 ボ タン ON 
機能 マウ スカ ー ソ ル の 座標 を 調べ る 
入力 dO.| ニ $75 
$ 75 出力 d0.|= XXXXYYYY 
XXXX 三 。 X 座 標 
YYYY= Y 座 標 
機能 マウ スカ ー ソ ル の 座標 を 指定 する 
d0.|$76 
$76 入力 $ 
d| 庄 三 XXXXYYYY 
XXXX 三 X 座 標 
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IOCS- 護 
YYYY 三 Y 座 標 































































































$76 || 出力 | d0.|=0 座標 が 指定 で きた 
三 -| 座標 が 異常 
機能 | マウ スカ ー ソ ル の 移動 範囲 を 指定 する 
入力 | d0.|=$77 
は ー XXXXYYYY 
XXXX 三 先頭 X 座 標 
YYYY 三 。 先頭 Y 座 標 
や 77 
d2.| テ XXXXYYYY 
XXXX 三 最終 X 座 標 
YYYY 三 , 最終 Y 座 標 
[| 出力 | d0.!=0 範囲 が 指定 で きた 
ーー| 範囲 が 異常 
機能 | マウ ス ボ タ ン を 離す まで の 時 間 を 調べ る 
| 入力 | d0.|=$78 
d| .w= ボタ ン の 指定 
0 左 ボ タン 
-| 三 右 ボ タン 
d2.w=0 いつ まで も 待つ 
上 記 以 外 待ち 時 間 の 最大 限 
| 出力 | d0.w=0 に 
ーー| 待ち 時 間 の 最大 値 を 越え た 
ーー 上記 以 外 待ち 時 間 (| 一 65534) 
機能 | マウ ス ボ タ ン を 押す まで の 時 間 を 調べ る 
入力 | d0.|=$79 
d| .w= ボタ ン の 指定 
0 左 ボ タン 
- 三 右 ボ タン 
3 d2.w テ 0 いつ まで も 待つ 
上 記 以 外 待ち 時 間 の 最大 値 
出力 | dO0.w=0 ドラ ッ グ 
ーー| 待ち 時 間 の 最大 値 を 越え た 
上 記 以 外 待ち 時 間 (| 一 65534) 
「 機能 ] マウ スカ ー ソ ル の パタ ー ン を 定義 する 
| 入力 | d0.!=$7a 
$ 7a d| .w ニ カー ソル の 番号 
al 三 パタ ー ン の デー タ 格 納 ア ドレ ス 
00(al).w= パタ ー ン の 左 隅 か ら マ ウス 座標 まで の 密 琶 | 
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パタ ー ン の 左 隅 を マウ ス 座 標 に する 場合 は 0 
パタ ー ン の 右 隅 を マウ ス 座 標 に する 場合 は 15 に する 
















































































02(al).w= パタ ー ン の 上 隅 か ら マ ウス 座標 まで の 距離 
5 パタ ー ン の 上 隅 を マウ ス 座 標 に する 場合 は 0 
パタ ー ン の 下 隅 を マウ ス 座 標 に する 場合 は 15 に する 
04(al).w= パタ ー ン の 陰 に する デー タ (16 ワ ー ド 必要 ) 
20(al).w= パタ ー ン の 表示 する デー タ (16 ワ ー ド 必要 ) 
出力 | な し (d0.I は 壊れ る ) 
機能 マウ スカ ー ソ ル を 選ぶ 
入力 | d0.!=$7b 
d| .w 三 カー ソル の 番号 
| 出力 | な し (d0.! は 壊れ る ) 
機能 マウ スパ ター ン を 複数 個 用 いて アニ メー ショ ン を 指定 する 
過 引 還 :30 員 連 絢 6 
ak 三 カー ソル の 番号 テー ブル アド レス 
も 0(al).w= 番号 | 
2(al).w= 番号 2 
4(al).w ニ 番号 3 
7 (al),w 三 -| テー ブル の 終わ り 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
機能 ソフ トキ ー ボ ー ド 制御 
火力 | 一 d0』l 三 '$7d 
d| .| テ 0 ソフ トキ ー ボ ー ド 消去 
三 ソフ トキ ー ボ ー ド 表示 
表示 状態 で は 無効 
三 2 ソフ トキ ー ボ ー ド 表示 状態 の チェ ッ ク 
3 ーー| ソフ トキ ー ボ ー ド 自動 制御 
右 ボ タン を 押す こと に より 状態 が 以下 の よう に 変化 する 
非 表 示 つ マウ スー キー ボー ド と マウ スー マウ スー 非 表示 
el XXXXYYYY 
d|.| が | の 時 の み 意 味 を 持ち , 表示 座標 と な る 
XXXX 三 X 座 標 
YYYY= Y 座 標 
出征 Fd0l 二 0 消去 状態 
テ 表示 状態 
機能 | 電卓 の セン ス 
答 は キー ボー ド か ら 押 され た キー と し て 返る 
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調 入力 | d0」=$76 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
機能 ROM が 超 動 し て か ら の 時 間 を 返す 
火力 | |d0.9 学 る 7f 
媒 男 有川 。.dO 三 経過 時 間 の 時 分 秒 
S7f 0 秒 か ら 23 時 間 59 分 59 秒 99 ま で の 値 
(0 一 8639999) 
員 鹿 字 経過 時 間 の 日 数 
0 日 か ら ? ? 日 まで の 値 
(0 一 65535) 
機能 | ベク ター の 設定 
火力 | 上 計 9 別室 80 
d| .w 三 ベク ター の 番号 
$ 80 $ 0000 一 $ 0Off ニ 割り 込み 
$0100 一 $0Iff= IOCS コ ー ル 
に 処理 アド レス 
出力 d0 久 l 三 設定 前 の 処理 アド レス 
機能 | スー パー バイ ザー ユー ザー モー ド の 切り 換え 
入力 | d0.|=$8| 
al.| 三 0 ユー ザー か ら ス メー パー へ 
| al.| 三 前 の SSP スー パー か ら ユ ー ザ ー ペ ベ 
| 。 出力 d0.1 三 前 の SSP ユー ザー か ら ス ー パ ー に な っ た 
ー0 スー パー か ら ユ ー ザ ー に な っ た 
笠 選 | エラ ー( ス ー パ ー な の に スー パー に し よう と し た ) 
a 引 .1 三 不定 
機能 | 指定 アド レス か ら | バ イト デー タ を 読み 込む 
入力 d0.|ー$82 
$ 82 と 読み 込み アド レス 
出 志 | Ob デー タ 
回 次 の アド レス 
機能 | 指定 アド レス か ら | ワ ー ド デー タ を 読み 込む 
入力 dO.|$83 
3 Ei 隊 邊 季 寺 2 
か な ら ず 偶数 アド レス で ある こと 
出力 | dO.w= デー タ 
El 敵 = 次 の アド レス 
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機能 指定 アド レス か ら | ロ ング ワー ド デ ー タ を 読み 込む 
入力 dO.|= テ $84 
Ns あす 暁 み 込み ア か 
か な ら ず 偶数 アド レス で ある こと 
財力 ] d⑯.1= デー タ 
し ーー 次 の アド レス 
ll 
機能 指定 アド レス か ら 複 数 バイ ト デ ー タ を 読み 込む 
バイ ト 転 送 する 
入力 | d0.|=$85 
9 al. Sh Te ドレ ス 
al 読み 込ん だ デー タ が お か れる バッ ファ 
ll 表 三 読み 込む デー タ の バイ ト 数 一 | 
出 カ オー 計 - ト ーー 次 の アド レス 
2k に ニ 次 の バッ ファ アド レス 
機能 | 指定 アド レス へ | バイ ト デ ー タ を 書き 込む 
入力 | d0.!=$86 
$ 86 ら 1ll 抽 に ー co 
dl .b= デー タ 
用 菅 且 記 d0 呈 宇 不定 
雇 al.| ニ 次 の アド レス 
機能 | 指定 アド レス へ | ワー ド デ ー タ を 書き 込む 
入力 d0.| ニ $87 
8 .「 三 書き 込み アド レス 
$ 87 か な ら ず 偶数 アド レス で ある こと 
d| .w 三 プー の 
上 寺 才 二 -.+= 不定 
al.| 三 次 の アド レス 
機能 指定 アド レス へ 1 ロン グ ワ ー ド デー タ を 書き 込 
| 入力 | d0.!=$88 
電 有 = 書き 込み アド レス 
$88 か な ら ず 偶数 アド レス で ある こと 
5 デー タ 
[ 田 力 | d0.!= 不定 
al.| 三 次 の アド レス 
」 機能 指定 アド レス へ 複数 バイ ト デ ー タ を 書き 込む 
バイ ト 転 送 する 
入力 | d0.|=$89 
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MM 












































al .1 三 書き 込み アド レス 
2 三 書き 込む べき デー タ を お いて お く バ パッ ファ 
、 還 計 二 「. 書き 込む デー タ の バイ ト 数 一 | 
| 出力 | 9d0.!= 不定 
1 と ー 次 の アド レス 
a2.1 ニ 次 の バッ ファ アド レス 
機能 DMA 転 送 を 行う 
長 さ が $FF00 以 上 の 場合 は 内 部 で $FF00 単 位 で 
刀 理 する の で , すぐ リタ ー ン で き な い 
[入力 | d0.!=$8a 
ら 1 陸 に ニ 転送 元 ア ドレ ス 
d2。1 三 転送 デー タ の バイ ト 数 
8S2Ji を 転送 先 ア ドレ ス 
dI .b ニ モー ド 
「p7 |be psb4lb3b2lblb0| 
HP | DIR | っ ね に 0 | MAC | DAG 
DIR=0 Al か ら A2 へ 
ー| A2 か ら AI へ 
MAC 三 00 al を 固定 する 
0| al を | ずつ 増やす 
ーI0 al を | ずつ 減ら す 
三 愉 二 指 定 禁止 
DAC 三 00  a2 を 固定 する 
0|  a2 を | ずつ 増やす 
ーI0  a2 を | ずつ 減ら す 
三 1| 指定 禁止 
[出力 | な し (d0O.! は 壊れ る ) 
| 機能 | アレ イチ ェ ー ン に よる DMA 転 送 
| 入力 | d0.!=$8b 
al.1 三 転送 先 デ ー タ チェ ー ン テー ブル アド レス 
| 00(al).|= 先頭 アド レス | 
| 04(al).w 三 長 さ | 
| 06(al).|= 先頭 アド レス 2 
10(al).w ニ 長 さ 2 
7 7? (al).1 ニ 先頭 アド レス n 
7 ? (al).w 三 長 さ n 
長 さ は $0001 一 $FFFF の 値 で す 
dZl 三 転送 デー タチ ェ ー ン テー ブル の 個数 n 
ga2ー 転送 先 ア ドレ ス 
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dI .b ニ モー ド 
d0.1 三 $ 8a の IOCS コ ー ル (DMA 転 送 を 行う ) を 参照 
2 出力 | な し (d0.I は 壊れ る ) 
機能 リン クア レイ チェ ー ン に よる DMA 転 送 
7 還 G0 志 :S86 
Elkー 転送 元 デ ー タ チェ ー ン テー ブル アド レス 
0(al).|= テ 先頭 アド レス | 
4(al).w ニ 長 さ | 
6(al).|= 次 の テー ブル アド レス | 
0 人 9 | 三 先頭 アド レス 2( ? | は テー ブル アド レス |) 
4( ? 1).w= 長 さ 2 
$ 8c ほ R 
5 人 60 周三 次 の テー ブル アド レス 2 
0( ? 2).1= 先頭 アド レス 3( ? 2 は テー ブル アド レス 2) 
4( ? 2).w= 長 さ 3 
6( 7 2) 三 0 テー ブル 終わ : り 
長 さ は $0001 一 $FFFF の 値 で す 
al 三 転送 先 ア ドレ ス 
nH 半 ー モー ド 
d0.1 テ $ 8a の IOCS コ ー ル (DMA 転 送 を 行う ) を 参照 
| 出力 | な し (d0.| は 壊れ る ) 
| 機能 | DMA の 実行 モー ド を セン ス す る 
| 入力 | d0.!=$8d 
出力 dO.|=$00 何 も し て いな い 
ーS8a 転送 中 
d0.1$ 8a の IOCS コ ー ル (DMA 転 送 を 行う ) を 実行 中 
$ 8d =ー$S8b 転送 中 
d0.|= $ 8b の IOCS コ ー ル (アレ イチ ェ ー ン に よる DMA 転 送 
を 行う ) を 実行 中 
ー$8c 転送 中 
d0.| 三 $ 8c の IOCS コ ー ル (リン クア レイ チェ ー ン に よる DMA 
転送 を 行う ) を 実行 中 
| 機能 | ブー ト 情 報 を 返す 
入力 | d0.|=$8e 
出力 | d0O.1 三 $80ー$83  _ ハードディスク か ら ブ ー ト 
ー$90 一 $93 2HD デ ィ ス ク か ら ブ ー ト 
ー$ed0000 S-RAM 
: か ら 
ーー $ ed3ffe ブー ト 
三 直 記 以 外 ROM か ら ブ ー ト 
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また d0.1 の 最上 位 8 ビ ッ ト に 次 の モー ド が は いっ て いる 












































































































































$ 00= パワー スイ ッ チ 因 起動 じ た 
に リセ ッ ト に より 起動 し た 
$01 ニ 外部 スイ ッ チ に より 起動 し た 
リセ ッ ト に より 起動 し た 
02 三 タイ マー に より 起動 し た 
機能 | ROM の バー ショ ン と 作成 年 月 日 を 返す 
入力 | d0.1=$8f 
出 巡 中 詳 :d05N 三 VVYYMMDD( BCD 表 現 ) 
S 8f VV ニ バー ジョ ン ($|10) 
YY 二 年 ( $87) 
MM 月 ($ 02) 
DD= 日 ($ 10) 
機能 | グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア し て 表示 モー ド に する 
パレ ッ ト は 標準 に 戻る 
_ 呈 較 
入力 | d0.|=$90 
出力 | な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$ 9| 入力 | d0.|=$9| 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$92 入力 | d0.|=$92 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$ 93 入力 d.|$93 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 グラ フィ ッ ク の パレ ッ ト を 指定 する 
入力 d.|=$94 
d| .w 三 パレ ッ ト コ ー ド 
16 色 モー ド 時 (0 一 15) 
$ 94 256 色 モー ド 時 (0 一 255) 
65535 色 モー ド 時 (0 一 65535) 
d2.1 ニ 0 一 65535 カラ ー コ ー ド 
=| 現在 の カラ ー コ ー ド を 返す 
し 箇 力 | qO.」= d2.1 が -| の 時 は 現在 の カラ ー, それ 以外 の 時 は 壊れ る 
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機能 シス テム 予約 

$ 95 入力 d0.|=$95 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 

$ 96 入力 d0.|$96 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 

$ 97 入力 d0.1=$ 97 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 

$ 98 入力 d0.| ニ $98 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 

$ 99 入力 d0.|=$99 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 

$ 9a 入力 d.| ニ $9a 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 

$ 9b 入力 d0.| ニ $9b 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 

$ 9c 入力 | d0.|=$9c 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 

$ 9d 入力 d0.|$9d 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 

$ 9e 入力 d0.| ニ $9e 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 

$ 9 機能 シス テム 予約 
入力 d0.|=$9f 
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ーー IOCS 一 覧 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
」 
機能 シフ ト JIS 漢 字 コ ー ド を JIS 漢 字 コ ー ド に 変換 する 
和英 入力 dO.1|=$a0 
d|I .w 三 シフ ト JIS 漢 字 コ ー ド 
まず 出力 | d0.|= JIS 漢 字 コ ー ド 
た だ し 上 位 I16 ビ ピット が $ffff な ら シ フト JIS 漢 字 コ ー ド が 正 し 
ーー く な い 
また , 下位 I6 ビ ッ ト に は $2228( 漢 字 コ ー ド の ※) が 返る 
ll 天上 上 記 d0.1 と 同じ に な る 
和憲 機能 | JIS 漢 字 コ ー ド を シフ ト JIS 漢 字 コ ー ド に 変換 する 
入力 dO.| テ $al 
d| .w ニ JIS 漢 字 コ ー ド 
1 | 出力 | d0.1= シフ ト JIS 漢 字 コ ー ド 
ーー た だ し 上 位 I16 ビ ッ ト が $ffff な ら JIS 漢 字 コ ー ド が 正しく な 
| 9 
| また , 下位 16 ビット に は $8la6( 漢 字 コ ー ド の ※) が 返る 
| dl 上 記 d0.1 と 同じ に な る 
機能 | ANK コ ー ド を 全角 シフ ト JIS 漢 字 コ ー ド に 変換 する 
ジン 2 dO.1|ー$a2 
d| . | 上位 16bit= ひら が な , カタ カナ どちら に する か 
計 0 ひら が な に する 
議 | 2 カジ ik あ る 
$ a2 
dl .| 下 位 1I6bit= ANK コ ー ド 
た だ し $20 一 $7e ま た は $al 一 $df の 範囲 
- 出力 d0.|= シフ ト JIS 漢 字 コ ー ド 
た だ し 上 位 I16 ビ ッ ト が $ffff な ら ANK コ ー ド が 正しく な い 
また , 下位 I6 ビ ッ ト に は $8la6( 漢 字 コ ー ド の ※) が 返る 
- 機能 ロー マ 字 か な 変換 を 行う 
入力 | d0.|=$a3 
dI .b 三 ロー マ 字 の 文字 
ロー マ 字 用 の アル ファ ベッ ト は 大 文字 を 使用 する が , 小雪 
衝 字 の 仮名 は 母音 文字 を 小文字 の アル ファ ベッ ト に する こと 
$a3 に より 変換 され る 
88 り 細 は U に し で ッ は Tu に する 
に ll 琴 | 王 変換 用 の 作業 領域 の 先頭 アド レス 
履 初め て 変換 を 行う 場合 作業 領域 の 先頭 の バイ ト に 0 を 入れ 
GDAGo ニ と 
変換 用 の 作業 領域 を それ ぞ れ の プロ グラ ム で 指定 する こと 
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に より , 複数 の プロ グラ ム が 交互 に 変換 を 行っ て も 他 の プ 
ログ ラム に は 影響 を 与え る こと が 無い 



























































328 








a2.| 三 か な 文字 列 の 答え を 入れ る 領域 の 先頭 アド レス 
か な 文字 列 は ANK の 文字 列 に な る 
出力 d0 記 le ス 時 姜 3 ス 
ーー 変換 途中 で まだ 返す べき か な 文字 列 が 無い 
変換 用 の 作業 領域 に 変換 途中 の 文字 が 残っ て いる の で それ 
を 破壊 し て は な ら な い 
ーー 変換 不可 能 な 文字 が 指定 され た 
作業 領域 の 先頭 の バイ ト は 0 に され る 
ー 上 記 以 外 変換 文字 数 
変換 用 の 作業 領域 に 変換 途中 の 文字 が 残っ て いる 可能 性 が 
ある の で それ を 破壊 し て は な ら な い 
例え ば , SAKKA( サ ッ カ ) を 変換 する 場合 4 文字 目 の K を 与 
えた 段階 で ッ が 返る (d0.|! は | に な る ) が 作業 領域 に は 4 文 
字 目 の K が 残っ て いる 
機能 | 全角 文字 列 の 濁点 旬 理 を する 
入力 dO0.| ニ $a4 
al 全角 文字 列 の 最後 十 |[ の アド レス 
その アド レス の 示す バイ ト は $00 で な けれ ば な ら な い 
出力 | d0.I ニ 文字 列 の 増え た バイ ト 数 
$a4 = 最後 の 全角 文字 に 濁点 処理 を し た 
'* カ イセ ツ ' 十 $00 が ' カ イセ ヅ ′ 十 $00 に な っ た と き な ど 
ー ム (濁点) を 追加 し た 
"リカ イ " 十 $00 が ' リ カイ 土 $00 に な っ た と き な ど 
gl 抽 幸 処理 後 の 全 角 文 字 列 の 最後 十 |† の アド レス 
その アド レス の 示す バイ ト は $00 に な っ て いる 
機能 | 全角 文字 列 の 半 滴 点 処理 を する 
央 力 |-d0l 三 9a5 
2] 全角 文字 列 の 最後 十 |( の アド レス 
その アド レス の 示す バイ ト は $00 で な けれ ば な ら な い 
| 出力 | d0.!= 文字 列 の 増え た バイ ト 数 
$a5 0 最後 の 全角 文字 に 半 濁 点 処理 を し た 
ウイ ラフ *$06 が ワイ プ ′ 填 $00 に な っ た と き な ど 
三 め 。( 半 濁点 ) を 追加 し た 
* ズ ー ム ' 填 $00 が ズーム") 十 $00 に な っ た と き な ど 
al.| 三 処理 後 の 全 角 文 字 列 の 最後 十 |† の アド レス 
その アド レス の 示す バイ ト は $00 に な っ て いる 
機能 シス テム 予約 
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入力 d0lb==* ゆ 36 
Sa6 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$a7 入力 d0.1 三 $a7 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$a8 入力 dO0.| 三 $a8 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$ a9 入力 d0.|=$a9 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$ aa 入力 GO 三 $aa 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$ ab 入力 d0.| テ $ab 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$ ac d0: 才 大 Sa6 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$ ad 穴 力 dO.|=$ad 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 カー ソル ON 
コン ソー ル に 対し て ESC〔>5| を 出力 し た と き に 使用 され る 
$ ae $20 一 $2f の IOCS コ ー ル に 対し て 有効 
入力 dO.| ニ $ae 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 カー ソル OFF 
コン ソー ル に 対し て ESC[>5h を 出力 し た と き に 使用 され る 
$ af $20 一 $ 2f の IOCS コ ー ル に 対し て 有効 
入力 0 お:at 
出力 











な し (d0.| は 壊れ る ) 
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機能 | シス テム 予約 
$ b0 入力 | d0.!=$b0 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の 書き 込み ペー ジ の 設定 
入力 | d0.!=$b 
d| .b ニ 書き 込み ペー ジ 指 定 
=0 0 ペー ジ を 設定 
三 | 1 ペー ジ を 設定 
ーー リク 2 ペー ジ を 設定 
ー3 3 ペー ジ を 設定 
3 -| 現在 の 書き 込み ペー ジ を 調べ る 
| 出力 | d0.!= dI .b が -| 以 外 の 時 は 下 の よ うに な る 
=0 正常 終了 
ーー| グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
ーー-2 書き 込み ペー ジ 指 定 が 指定 通り に な っ て いな い 
ーー-3 旧 定 され た ペー ジ は 現在 の モー ド で は 設定 不可 
d| .b が -| の 時 は 下 の よ うに な る 
0 一 3 現在 の 書き 込み ペー ジ 
機能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 ペー ジ の 設定 
凡 訪 | d0 和 Il 計上 b2 
d| .b= 表示 ペー ジ の 指定 
「p3|belbilbo 
P3 | P2|PII|P0 
P0 三 0 。 0 ペー ジ は 表示 し な い 
三 0 ペー ジ を 表示 する 
Pl=0 1 ペー ジ は 表示 し な い 
$b2 CA 
補 1 ペー ジ を 表示 する 
P2=0 2 ペー ジ は 表示 し な い 
EE 2 ペー ジ を 表示 する 
P3=0 3 ペー ジ は 表示 し な い 
ニー 3 ペー ジ を 表示 する 
出 沈 中 ボ d0 串 詩 6 正常 終了 
記 | グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
2 ペー ジ 引 数 が 指定 通り に な っ て いな い 
89 指定 され た ペー ジ は 現在 の モー ド で は 設定 不可 
| 
機能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 位置 の 設定 
$b3 指定 座標 を 画面 の 左上 に 設定 する 
入力 | d0.|=$b3 
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d| .b 三 ペー ジ 指 定 
=0 以 外 b3|b2lbllb0| 
P3 | P2 | Pl | PO 
P0=0 0 ペー ジ は 変更 し な い 
三 0 ペー ジ は 変更 する 
Pl=0 1 ペー ジ は 変更 し な い 
= 1 ペー ジ は 変更 する 
P2=0 2 ペー ジ は 変更 し な い 
三 2 ペー ジ は 変更 する 
$b3 P3=0 3 ペー ジ は 変更 し な い 
三 3 ペー ジ は 変更 する 
0 現在 の モー ド で 有効 な ペー ジ が すべ て 変更 され る 
d2 .w ニ X 座 標 
0 か ら 1023 の 莉 囲 
d3 .w 三 Y 座 標 
0 か ら 1023 の 範囲 
[| 出力 | d0.!=0 正常 終了 
ーー| グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
三 -2 引数 が 指定 通り に な っ て いな い 
字 =8 現在 の モー ド で は 設定 不可 
機能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の ウィ ンド ウ の 設定 
| 入力 | d0.!=$b4 
dI .w 三 ウィ ンド ウ 左 上 X 座 標 
0 か ら 1I023 の 範囲 
d2.w 三 ウィ ンド ウ 左 上 Y 座 標 
0 か ら 1023 の 範囲 
3 d3 .w 三 ウィ ンド ウ 右 下 X 座 標 
0 か ら 1I023 の 午 囲 
た だ し , dl.w ミ d3.w 
d4 .w 三 ウィ ンド ウ 右 下 Y 座 標 
0 か ら 1I023 の 範囲 
た だ し , d2.wSd4.w 
出力 | d0.|=0 正常 終了 
ーー| グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
三 -2 引数 が 指定 通り に な っ て いな い 
| 機能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の クリ ア 
入力 | d0.|=$b5 
$b5 
出力 | d0.|= テ 0 正常 終了 














グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
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機能 グラ フィ ッ ク 画 面 の クリ ア 
入力 | d0.|=$b6 
gl= ニ パラ メー タ が 格納 され て いる アド レス の 先頭 
二 0(al).w= X 座 標 
2(al).w= Y 座 標 
4(al).w テ 2 タタ ドコ リ 宝 
時 呈 30 喧 6 正常 終了 
一 グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
機能 グラ フィ ッ ク 画 面 の ポイ ント ゲッ ト 
才 905I 学 時 57 
gl | 二 パラ メー タ が 格納 され て いる アド レス の 先頭 
0(al).w= X 座 標 
$b7 2(al).w= Y 座 標 
4(al).w= パレ ッ ト コ ー ド の 戻り 値 と し て 空け て お く 
則 力 | d0.」=0 正常 終了 
三 -| グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
4(al).w= 返り 値 の d0.| が 0 の 時 , パレ ッ ト コ ー ド 
| 機能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の ライ ン 
| 入力 | d0.!=$b8 
と 1 語 |ー パラ メー タ が 格納 され て いる アド レス の 先頭 
00(al).w= 台 点 X 座 標 
02(al).w= 始点 Y 座 標 
04(al).w= 終点 X 座 標 
06(al).w= 終点 Y 座 標 
08(al).w= パレ ッ ト コ ー ド 
10(al).w= ライ ンス タイ ル 
出力 | d0.|=0 正常 終了 
ーー| グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
機能 グラ フィ ッ ク 画 面 の ボッ クス 
入力 | d0.|=$b9 
Gil 同上 パラ メー タ が 格納 され て いる アド レス の 先頭 
00(al).w= 始点 X 座 標 
Su 02(al).w= 始点 Y 座 標 
04(al).w= 終点 X 座 標 
06(al).w= 終点 Y 座 標 
08(al).w= パレ ッ ト コ ー ド 
10(al).w= ライ ンス タイ ル 
出力 | d0.!=0 正常 終了 
| グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
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昌一 
機能 グラ フィ ッ ク 画 面 の ボッ クス フィ ル 
入力 | d0.!=$ba 
IMiIES パラ メー タ が 格納 され て いる アド レス の 先頭 
00(al).w ニ 始点 X 座 標 
$ ba 02(al).w= 始点 Y 座 標 
04(al).w= 終点 X 座 標 
06(al).w= 終点 Y 座 標 
08(al).w= パレ ッ ト コ ー ド 
出力 d0.1= テ 0 正常 終了 
ーー| グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
機能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の サー クル 
の SI 還 0 に 科 5 
と ube パラ メー タ が 格納 され て いる アド レス の 先頭 
00(al).w= 中 心 X 座 標 
02(al).w= 中 心 Y 座 標 
04(al).w= 半径 
06(al).w= パレ ッ ト コ ー ド 
08(al).w= 円 統 開 始 角度 
符号 付き ワー ド 
0 か ら 360 ま で の 値 を と り 円 紋 を 描く 
これ 以外 の 値 は 360 の 剰余 を と っ た も の が 使用 され る 
負 の 値 を 指定 する と 扇形 を 描く (角度 は 値 の 絶対 値 ) 
$bb 10(al).w= 円 弧 終 了 角 度 
符号 付き ワー ド 
0 か ら 360 ま で の 値 を と り 円 弧 を 描く 
これ 以外 の 値 は 360 の 剰余 を と っ た も の が 使用 され る 
負 の 値 を 指定 する と 扇形 を 描く (角度 は 値 の 絶対 値 ) 
12(al).w= 比率 
符号 無し ワー ド 
0 か ら 65280 ま で の 値 を と る 
0 か ら 255 の と き 半 径 は 横 方 向 の 半径 を 意味 し 縦 方 向 の 半径 
と の 比率 は X : 256 に な る 
256 か ら 65280 の と き 半 径 は 縦 方 向 の 半径 を 意味 し 横 方 向 の 
半径 と の 比率 は (X ブ 256) : 256 に な る が 256 の 倍数 で な けれ 
ば な ら な い 
出力 d0.| テ 0 正常 終了 
ーー| グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
二 | 機能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の ペイ ント 
| 入力 | d0.!=$bc 
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Cl 三 パラ メー タ が 格納 され て いる アド レス の 先頭 
00(al).w= X 座 標 
02(al).w= Y 座 標 
04(al).w= パレ ッ ト コ ー ド 
$ bc Ph 
06(al).|= 作業 領域 先頭 アド レス 
10(al) .1= 作業 領域 終了 アド レス 
| 由 力 | d0.!=0 正常 終了 
ーー| グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
機能 グラ フィ ッ ク 画 面 の シン ボル 
- パタ ー ン が 画面 か ら りら はみ出 し て いる か どう か は 判 定 し て いな い 
入力 | d0.!=$bd: 
ai パラ メー タ が 格納 され て いる アド レス の 先頭 
00(al).w= X 座 標 
02(al).w= Y 座 標 
04(al).w= 文字 列 先頭 アド レス 
08(al).b= 横 倍率 
09(al).b= 縦 倍率 
10(al).w= 2MI2SAI ド =ーJ ド 
$ bd * 
2(al 旋 B ほ 文字 フォ ント の タイ ブ プ 
0 全角 12*I2 
三 全角 I6*16 
三 る 全角 24*24 
13(al).b= 角度 コー ド 
=0 通常 
| 90 度 回 転 
る 180 度 回 転 
詞 9 270 度 回 転 
出力 d0.|=0 正常 終了 
| グラ フィ ッ ク は 使用 不可 
| 機能 | グラ フィ ッ ク 画 面 か ら 読み 込む 
入力 dO0.| ニ $be 
に 3 パラ メー タ が 格納 され て いる アド レス の 先頭 
00(al).w= 始点 X 座 標 
3 02(al).w= 始点 Y 座 標 
04(al).w= 終点 X 座 標 
06(al).w= 終点 Y 座 標 
08(al).1 テ バッ ファ 先頭 アド レス 
バッ ファ に は パッ ク さ れ た 形 で デー タ そ の も の が は いる 
12(al).1= バッ ファ 終了 アド レス 
曲 馬 則 本 0 天地 0 正常 終了 
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ーー Wa 内 


三 -| グラ フィ ッ ク は 使用 不可 








機能 グラ フィ ッ ク 画 面 へ 書き 込む 
入力 dO.|=$bf 




















al.| 三 パラ メー タ が 格納 され て いる アド レス の 先頭 

00(al).w= 始点 X 座 標 
02(al).w= 始点 Y 座 標 
Sbf 04(al).w= 終点 X 座 標 
札 一 06(al).w= 終点 Y 座 標 

08(al).|= ・ バッ ファ 先頭 アド レス 

バッ ファ に は パッ ク さ れ た 形 の デー タ そ の も の を 入れ て お く 

12(al).1= バッ ファ 終了 アド レス 

[| 出力 | d0.」=0 正常 終了 





ーー| グラ フィ ッ ク は 使用 不可 









































機能 スプ ライ ト 面 の 初期 化 
入力 | d0.|=$c0 
0 | 出力 | d0.|=0 正常 終了 
ーー| 画面 モー ド か 不正 
機能 スプ ライ ト 面 の 表示 
3 | 入力 | d0.|=$cl 
出力 d0.|=0 正常 終了 








ーー| 画面 モー ド が 不正 








| 機能 スプ ライ ト 面 の 非 表 示 
$ c2 入力 | d0.|=$c2 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 




















機能 | PCG の クリ ア 
入力 | d0.|=$c3 
























































d| | 三 PCG コ ー ド 
$c3 
0 三 255 
出力 d0.|=0 正常 終了 
ー| 画面 モー ド が 不正 
機能 PCG の 定義 
入力 dO.| テ $c4 
dL 三 PCG コ ー ド 
$c4 
0 一 255 
d2。1 三 パタ ー ン サイ ズ 
0 テ 8* ネ 8 ドッ ト の パタ ー ン 
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| 三 I16* ま 16 ド ッ ト の パタ ー ン 




































































と に 王 082 ニー シラ ーー ティ タ 1 の 2 ドク 
| (ab 三 パタ ー ン デー タ 
$ c4 d2.1 が 0 の 時 32 バ イト , dl.| が | の 時 128 バ イト の パタ ー ン 
デー タ を 指定 する 
出力 | d0.!=0 正常 終了 
ーー| 画面 モー ド が 不正 
機能 | PCG の 読み 込み 
| 入力 | .d0.!=$c5 
| .1 三 PCG コ ー ド 
0 一 255 
@2.| 三 パタ ー ン サイ ズ 
6 8*8 ド ッ ト の パタ ー ン 
$ c5 なー I6*16 ド ッ ト の パタ ー ン 
1 拉 は ー パタ ー ン デー タバ ッ フ ァ の 先頭 アド レス 
出力 | d0.!=0 正常 終了 
ーー| 画面 モー ド が 不正 
(と 間 計 1 りー 読み 込ま れ た パタ ー ン デー タ 
d2.1 が 0 の 時 32 バ イト , dI.| が | の 時 128 バ イト の パタ ー ン 
デー タ 用 バッ ファ を 確保 する こと 
機能 スプ ライ ト ・ レ ジス タ の 設定 
| 入力 | d0.|=$c6 
d| .| 下 位 7bit= スプ ライ ト 番 号 
0 一 !27 
d| .| bit3| 三 垂直 帰 線 期間 の 検出 の 有無 
0= 検出 後 設定 
三 検出 無し 
d2.]= X 座 標 
0 一 |023 
-| を 指定 する と 前 回 指定 し た 値 を 利用 する が , 初め て の 指 
定 の と き に -| を 指定 し て は な ら な い 
し て と Y 座 標 
0 一 |023 
-| を 指定 する と 前 回 指定 し た 値 を 利用 する が , 初め て の 指 
定 の と き に -| を 指定 し て は な ら な い 
d4.1 三 パタ ー ン コー ド 
bit3I 一 16 | bitI5 | bitI4 | bitl3 一 12 | bitll 一 8 | bi7ー0 
| つね に 0 | V | H | つね に 0| cOLOR | CODE 
パタ ー ン コー ド は 上 記 四 つの デー タ を 各 ビ ッ ト に 割り 当て 
ロン グ ワ ー ド ー つ て で 指定 する 
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-1 を 指定 する と 前 回 指定 し た 値 を 利用 する が , 初め て の 指 
定 の と き に -| を 指定 し て は な ら な い 

V=0 縦 方 向 反 転 し な い 





定 縦 方 向 反 転 する 
H=0 横 方 向 反 転 し な い 
ー 横 方 向 反転 する 
COLOR 三 パレ ッ ト ブ ロッ ク 
0 選 II5 


ー つ の パレ ッ ト ブ ロッ ク に |6 種 類 の 色 が 指定 で 
き パ レッ トブ ロッ ク は |I6 個 あり , その パレ ッ ト 
ブロ ッ ク の 番号 を 指定 する 


Sc6 CODE= ニ PCG コード 
0 一 255 
d5.| ニ プラ イオ リティ 


-| を 指定 する と 前 回 指定 し た 値 を 利用 する が , 初め て の 指 
定 の と き に -| を 指定 し て は な ら な い 





0 宇 スプ ライ ト を 表示 し な い 

l スプ ライ ト が BG0, BGI よ り 後 

2 王 スプ ライ ト が BG0O と BGI の 間 

Ki スプ ライ ト が BG0, BGI よ り 前 
出力 d0.1 テ 0 正常 終了 

















機能 スプ ライ ト ・ レ ジス タ の 読み 出し 
入力 dO0.| ニ $c7 























cll 貞 = スプ ライ ト 番 号 
0 っ HI27 
出力 dO0.| テ 0 正常 終了 
ーー| 画面 モー ド が 不正 
Gd2Wll 三 X 座 標 
0 一 023 
GS Y 座 標 
$c7 0 一 |023 
d4.1 パタ ー ン コー ド 








| bit31 一 6 | bitI5 | pitI4 | bitl3 一 2 | bitll 一 8 | bt7ー0 

ーー V | H | つね に 0 | coLoR | copE 
パタ ー ン コー ド は 上 記 四 つの デー タ が 各 ビ ッ ト に 割り 当 た 
ダグ ド ー つ に 返る 























V= 縦 方 向 反転 し な い プ する 

Hー 横 方 向 反 転 し な い プ する 

COLOR 三 パレ ッ ト ブ ロッ ク 
0 一 |5 
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CODE= PCG コー ド 
so rr 
d5.1 ニ プラ イオ リティ 
機能 BG ス クロ ー ル ・ レ ジス タ の 設定 
入力 dO.| ニ $c8 
d|.| bit0 テ 0 BG0 を 設定 
三 BGI を 設定 
bit31 ニ 垂直 帰 線 期間 の 検出 の 有無 : MSB 
0= 検出 後 設定 
芝 検出 無し 
d2.1 ニ X 座 標 
$ c8 0 一 |023 
-| を 指定 する と 前 回 指定 し た 値 を 利用 する が , 初め て の 指 
定 の と き に -| を 指定 し て は な ら な い 
d3.1 Y 座 標 
0 一 1023 
-| を 指定 する と 前 回 指定 し た 値 を 利用 する が , 初め て の 指 
定 の と き に -| を 指定 し て は な ら な い 
出力 | d0.|=0 正常 終了 
ーー-| 画面 モー ド が 不正 
機能 BG ス クロ ー ル ・ レ ジス タ の 読み 出し 
入力 | d0.|ー$c9 
d|.|=0 BG0 を 読み 出し 
ニコ BGI を 読み 出し 
seg 出力 | d0.|=0 正常 終了 
ーー| 画面 モー ド が 不正 
d2。 | 三 X 座 標 
0 一 |023 
d3.1 ニ Y 座 標 
0 一 |I023 
| 機能 | BG コ ント ロー ル ・ レ ジス タ の 設定 
| 入力 | d0.|=$ca 
d|.|=0 BG0 を 設定 
三 BGI を 設定 
$ ca d2.1=0 テキ スト ペー ジ 0 を 指定 
= テキ スト ペー ジ | を 指定 
-1 を 指定 する と 前 回 指定 し た 値 を 利用 する が , 初め て の 指 
定 の と き に -| を 指定 し て は な ら な い 
d3.1=0 非 表 示 
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表示 
-| を 指定 する と 前 回 指定 し た 値 を 利用 する が , 初め て の 指 
定 の と き に -| を 指定 し て は な ら な い 
蘭 較 較 中 万 | qo.i-0 正常 終了 
ーー| 画面 モー ド が 不正 
機能 BG コ ント ロー ル ・ レ ジス タ の 読み 出し 
入力 dO.| テ $cb 
d|.|=0 BG0 を 読み 出し 
= BGI を 読み 出し 
$ cb 軸 力 | d0OAl テキ スト ペー ジ 0 で 非 表示 
| テキ スト ペー ジ 0 で 表示 
圭 る テキ スト ペー ジ | で 非 表示 
半 3 テキ スト ペー ジ | で 表示 
ーー| 画面 モー ド が 不正 
機能 BG テ キス ト の クリ ア 
指定 し た テキ スト ペー ジ を パタ ー ン コー ド で うめ ます 
入力 dO.| ニ $cc 
d|.|=0 テキ スト ペー ジ 0 を 指定 
ー テキ スト ペー ジ | を 指定 
2 間 に パタ ー ン コー ド 
$ cc 1 5 5 
bit3| 一 16 | bitl5 | btI4 | btl3 一 !2 | bt 一 8 | pt7-0 | 
つね に 0 | V | H | つね に 0| coLOR | copE | 
パタ ー ン コー ド は 上 記 四 つの デー タ を 各 ビ ッ ト に 割り 当て 
ロン グ ワ ー ド ー つ で 指定 する 
出力 d0.|=0 正常 終了 
ーー| 画面 モー ド が 不正 
| 機能 | BG テ キス ト の 設定 
入力 dO.| ニ $cd 
d|.| テ 0 テキ スト ペー ジ 0 を 指定 
ー テキ スト ペー ジ | を 指定 
し 人 計 に テキ スト X 座 標 
$ cd Mo 
d3.1 ニ テキ スト Y 座 標 
0 一 63 
d2.1 ニ グッ ーー ルン ョ ーー トド 
bit31 一 16 | bitI5 | bitl4 | bitI3 一 12 | bitll 一 8 | bit7ー0 
信 析 和信 9-] V | H | つね に 0 | COLOR CODE 
パタ ー ン コー ド は 上 記 四 つの デー タ を 各 ビ ピット に 割り 当て ・ 
ロン グ ワ ー ド ー つ で 指定 する 
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出力 d0.10 正常 終了 
$ cd ーー| 画面 モー ド が 不正 
機能 | BG テ キス ト の 読み 出し 
入力 dO0.| ニ $ce 
d|.| 0 テキ スト ペー ジ 0 を 読み 出し 
= テキ スト ペー ジ | を 読み 出し 
| デ テキ スト X 座 標 
0 一 63 
時 た ニ テキ スト Y 座 標 
$ ce 
0 一 63 
dO. リ ーー 画面 モー ド が 不正 
= テ 上 記 以 外 vV ー シ ンク ョ ドド 
bit31 一 16 | bitl5 | bitI4 | bitl3 一 12 | btll 一 8 | bit7ー0 
つね に 0 | V | H | つね に 0| coLoR | CopE 
パタ ー ン コー ド は 上 記 四 つの デー タ が 各 ビ ッ ト に 割り 当 た 
国交 ンク ワー ドー つる 
機能 スプ ライ ト ・ パ レッ ト の 設定 読み 出し 
| 入力 | d0.!=$cf 
d| . | 下位 4bit ニ パレ ッ ト コ ー ド 
0-15 
ー つ の パレ ッ ト ブ ロッ ク に |6 種 類 の 色 が 指定 で き , その 中 
か ら ど の 色 に つい て か を 指定 する 
| 江上 IE3I 三 垂直 帰 線 期間 の 検出 の 有無 
0 検出 後 設 定 
馬 検出 無し 
$cf d2 ah 計 2 ウッ ドア 回 ウン 
パレ ッ ト ブ ロッ ク は |6 個 あり , その パレ ッ ト ブ ロッ ク の 番 
号 を 指定 する 
1 一 15 で 0 は 指定 し て は な ら な い 
d3.1 三 -| 読み 出し の みて 変更 され な い 
上記 以外 力 妥 作 所 三 ド 
0 一 65535 
| 出力 | d0.!=-| 画面 モー ド が 不正 
ーー2 パレ ッ ト ブ ロッ ク 0 を 設定 プ 読も うと し た 
上 記 以 外 設定 前 の カラ ー コ ー ド 
機能 シス テム 予約 
$d0 入力 | d0.|=$d0 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
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IO@S 二 覧 





機能 シス テム 予約 
店 昌 | 入力 d0.1=$dl 
ー 出力 な し (d0.1 は 壊れ る ). 























機能 | シス テム 予約 
$d2 以 。_d0NI 三 .$d2 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 























機能 シス テム 予約 
$ d3 入力 GOE=: ゆ 8 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 























機能 シス テム 予約 
$d4 入力 dO.| テ Sd4 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 


























機能 シス テム 予約 
」 $d5 入力 d0.|= テ $d5 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 























機能 シス テム 予約 
$d6 入力 d0.|=$d6 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 























機能 シス テム 予約 
$ d7 入力 d0.| ニ $d7 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 























機能 シス テム 予約 
$ d8 入力 | d0.|=$d8 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 

















機能 シス テム 予約 
$ d9 入力 d0.| ニ $d9 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 


























機能 シス テム 予約 
$ da カ dO.| ニ $da 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 




















機能 シス テム 予約 
入力 d0.|=$db 








$ db 
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出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 








機能 シス テム 予約 
$dc 入力 | d0.|=$dc 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 























機能 シス テム 予約 
$ dd 入力 dO0.| ニ $dd 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 























機能 シス テム 予約 
$d@ || 入力 | d0.!=$de 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 























機能 シス テム 予約 
$ df 入力 dO0.|=$df 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 


























機能 ユー ザー 拡張 用 
$ e0 入力 dO.| ニ $e0 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 


























機能 ユー ザー 拡張 用 
$ el 入力 | d0.!=$el 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 























機能 ユー ザー 拡張 用 
$ e2 入力 | d0.| 三 $e2 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 























機能 ユー ザー 拡張 用 
$ e3 入力 dO0.|=$e3 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 























機能 ユー ザー 拡張 用 
$ e4 入力 d0.|=$e4 
出力 な し (d0.1| は 壊れ る ) 























機能 ユー ザー 拡張 用 
$ e5 入力 dO0.| ニ $e5 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
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106S 呈 忠 


























































































































































































































還 記 [機能 | ユー ザー 拡張 用 
Se6 || 入 力 | d0.| 王 $e6 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 ユー ザー 拡張 用 
$e7 炭 妨 ld0E 三 67 
出力 な し (d0.1| は 壊れ る ) 
機能 ユー ザー 拡張 用 
$ e8 入力 d0.|=S$e8 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 ユー ザー 拡張 用 
$ e9 入力 dO.|$e9 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 ユー ザー 拡張 用 
$ ea 入力 dO.| ニ $ea 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 ユー ザー 拡張 用 
$ eb 入力 | d0.1=$eb 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
因 半 | 
機能 ユー ザー 拡張 用 
$ ec sN5 dO.| ニ $ec 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 ユー ザー 拡張 用 
$ ed 入力 dO.| ニ $ed 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 | ユー ザー 拡張 用 
$ ee 入力 dO.| ニ $ee 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 ユー ザー 拡張 用 
$ ef 入力 | d0.1=$ef 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
SO 、 機能 シス テム 予約 
入力 | d0.|= ニ $f0 
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出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
ーー 機能 | シス テム 予約 
。 9 入力 | d0.I=$fl 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$f2 ld0 下 学 称 f2 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$f3 入力 | d0.|=$f3 
| 出力 | な し (d0.| は 壊れ る ) 
「 
| 機能 | シス テム 予約 
$f4 入力 | d0.|=$f4 
| 出力 | な し (d0.I は 壊れ る ) 
キュ ュ ャ ュー 
機能 シス テム 予約 
$f5 || 入力 | d0.|=$f5 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$f6 入力 | d0.|=$f6 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
| 機能 | シス テム 予約 
$f7 入力 | d0.|=$f7 
出力 な し (d0.| は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
画 人 旧 昌 | 入力 | d0.| 王 $18 
出力 | な し (d0.I は 壊れ る ) 
機能 シス テム 予約 
$f9 入力 | d0.|=$f9 
出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
上 
| 機能 | シス テム 予約 
S fa 業 四 d0S* ず 側 
| 出力 な し (d0.1 は 壊れ る ) 
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68000 イ ンス トラ クシ ョ ン セ ッ ト 



















































































| 機能 | シス テム 予約 _| [機能 | シス テム 予約 

| _$fb 入力 | d0.!=$b $ fe 入力 | d0.!=$fe 

出力 | な し (dO.I は 壊れ る ) 田 力 | リタ ー ン し な い 

| 

| 機能 」 シス テム 予約 機能 | アポ ボート 0S で 使用 
| sf 入力 | d0.!=$fc $ 人 ff 入力 | d0.! 三 $ff 

| 出力 | な し (d0.! は 壊れ る ) 出力 | リタ ー ン し な い 














| 


| 
| 
| 機能 ] アポ ボー ド す る た め の 環境 の 再 設定 0S で 使用 
| 














$ fd 入力 | d0.!=$fd 
出力 | な し (d0.1 は 壊れ る ) 


























計 旧 ls 店 HUUU イ ンス トラ クシ ョ ン セ ッ ト 
以下 に 68000 の イン スト ラク ショ ン を ab < 順に まとめ ます 。 
各 イ ンス トラ クシ ョ ン の 簡単 な 意味 を 検索 する の に 利用 し て くだ さい 。 











| 


abcd Dn1, Dn2 


| 


Dn2 に Dn1l と xx ビット を 加算 する 
| 演算 は bcd で 行わ れる 





| abcd 一 (An1), 一 (An2) 


(An2) に (An1) と x ビ ッ ト を 加算 する 
演算 は bcd で 行わ れる 





| 
| add Dn, <ea> 


| Dn に <ea> の 内 容 を 加算 する 





| 
| add <ea>。 Dn 


| <ea> に Dn の 内 容 を 加算 する 


- 





| adda <ea>。 An 


<ea> の 内 容 を アド レス レジ スタ An に 加算 する 





| addi 韻 く <data>, Dn 


| Dn に data を 加算 する 





| addq # く 1 一 8>。n 


Dn の 値 を 1 一 8 の 間 で イン クリ メン ト す る 





開 弱 PDN PD 


倍 精度 の 加算 を 行う 





| addx 一 (An)。 一 (An) 


メモ リ 配列 の 倍 精度 加算 を 行う 





and Dn, <ea> 


| Dn に <ea> の 内 容 を and す る 





| and <ea>, Dn 


<ea> に Dn の 内 容 を and す る 








| 証 還 に ao (で 


<ea> に イミ デイ エイ ト デ ー タ を and す る 
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間 間 5 


















@ 本 RS ミア イエ イト デー タ を and3 る 


SR に イミ ディ エイ ト デ ー タ を and す る 
特権 命令 で ある 



















d は , 1( 左 ), r( 右 ) の いずれ か 
Dn2 を Dn1 で 指定 し た ビッ ト 数 (0 一 63) 算術 シス ト す る 
は み 出 し た ビッ ト は , x, c ビ ッ ト へ 格 絡 され る 





d は , 1( 左 ), r( 右 ) の いずれ か 
TDn を <data> で 指定 し た ビッ ト 数 (0 一 63) 算術 シフ ト す る 
は み 出 し た ビッ ト は , x, c ビ ッ ト へ 格納 きれ る 





d は , 1( 左 ), r( 右 ) の いずれ か 
Dn2 を 1 ビッ ト 算 術 シ フト する 
は み 出 し た ビッ ト は , x,。 c ビ ッ ト へ 格納 され る 


条件 cc が 真 な ら <label> へ 分 岐 する 
分 岐 範囲 は 2 バイ ト 以 内 












<ea> の Dn で 指定 し た ビッ ト が 0 で ある か テス ト す る 
結果 は , z ビ ッ ト に 格納 きれ る 
更に Dn の 指定 ビッ ト を 反転 する 


<ea> の <data> で 指定 し た ビッ ト が 0 で ある か テス ト す る 
結果 は , z ビ ッ ト に 格納 きれ る 5 
更に Dn の 指定 ビッ ト を 反転 する 








<ea> の Dn で 指定 し た ビッ ト が 0 で ある か テス ト す る 
結果 は , z ビ ッ ト に 格納 され る 
更に Dn の 指定 ビッ ト を 0 に する 








<ea> の <data> で 指定 し た ビッ ト が 0 で ある か テス ト す る 
結果 は , z ビ ッ ト に 格納 され る 
更に Dn の 指定 ビッ ト を 0 に する 。 
















無 条 件 に く <label> に 分 岐 する 
分 岐 範囲 は 2 バイ ト 以 内 


<ea> の Dn で 指定 し た ビッ ト が 0 で ある か テス ト す る 
結果 は , z ビ ッ ト に 格納 され る 
更に Dn の 指定 ビッ ト を 1 に する 








68000 イ ンス トラ ショ ン セット 





| <ea> の <data> で 指定 し た ビッ ト が 0 で ある か テス ト す る 
結果 は , 2z ビ ッ ト に 格納 され る 
更に Dn の 指定 ビッ ト を 1 に する 


best 壮 <data>, 








bsr <label> <label> か ら 始 まき る サブ ルー チン へ 分 岐 す る 


分 岐 範囲 は 2 バイ ト 以 内 





ln 2  〔 <ea> の Dn で 指定 し た ビッ ト が 0 で ある か テス ト す る 
選 | 還 還 | | 村 果 は , Z ビ ピッ ト に 格納 され る ' 








btst 井 <data>。 <ea> ー <ea> の <data> で 指定 し た ビッ ト が 0 で ある か テス ト す る 
_ 結果 は , z ビ ッ ト に 格納 され る 





chk <ea>。Dn 災 の ケー ス に より 6 番 の 例外 処理 を 発生 する ・ 
Dn く 0 HE を 42S セ ミン ョ ド 

0=Dns (<ea>) : 例外 処理 は 発生 し な い 

| (<ea>) く Dn  :n ビ ッ ト を クリ ア 





clr <ea> <ea> の すべ で て の ビッ ト を 0 に する 
人 E | 結果 は , CCR に も 反映 きれ る 





cmp <ea>。 Dn Dn 一 <ea> の 結果 を CCR に 入れ る 














人 | cmpa <ea>, An Anー<ea> の 結果 を CCR に 入れ る 
cmpi まく <date>。 <eay ' <ea>ー イ ミディ エイ ト デ ー タ の 結果 を CCR に 入れ る 
| cmpm (An1) 十 , (An2) 十 「 (An2) 一 5209 赤 た 5HIESR 
実行 後 。 An1l、 An2 は それ ぞ れ イン クリ メン ト さ れる 
abec Bn。 <jabel〉 | cc が 真 な ら ル ー プ を 終了 する 


| ーー 更に Dn を デ ク リ メン ト し , 一 1 な ら ル ー プ "を 終了 する 
それ 以外 は <1abel> に 戻っ て , ルー プ を 続け る 
分 岐 の 範囲 は 2 バイ ト 以 内 





財 dive eb。 PDn き 号 付き の 除算 を 行う 
32 ビ ッ ト テ 16 ビ ッ ト の 演算 を 行 ぅ 
結果 は 。Dn の 上 位 ワ ー ド に 余り , 下位 ワー ド に 商 が 入る 





divu ee,。Pn 。 待 号 な し の 除算 を 行う 
ーー 32 ビ ッ ト エ 16 ビ ッ ト の 演算 を 行う 


結果 は , Dn の 上 位 ワ ー ド に 余り , 下位 ワー ド に 商 が 入る 
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_eor Dn, <ea> 


Dn に <ea> の 内 容 を eor す る 





1 eori 韻 く dafa2。 (0 


<ea> に イミ ディ イエ イト デー タ わ や eor す る 





eori 斗 <data>, CCR 





| CCR に イミ ディ エイ ト デ ー タ を eor す る 





eori 斗 く <data>,。 SR 


= イミ ディ エイ ト デ ー ズ タ 名 GoOrii る 
CR ある 





exg <regl>,。 く reg2> 


| レジ スタ ど お し の 内 容 を 交換 する 











ext Dn Dn の 符号 を 拡張 する 
jmp <ea> <ea> へ 無 条件 分 岐 する 
分 岐 範囲 は 16M の 全 範 囲 
jsr <ea> <ea> か ら 始 まる サブ ルー チン へ 分 岐 する 


分 岐 範 囲 は 16M の 全 範囲 





lea く ea>。 An 


実行 アド レス <ea>(32 ビ ッ ト ) を An に 転送 する 





link An, 革 く < エリ ア 長 > 


ロー カル エリ ア を 確保 す 





lsd Dn1, Dn2 


d は , 1( 左 )。r( 右 ) の いずれ か 
Dn2 を Dn1 で 指定 し た ビッ ト 数 (0 一 63) 論理 シフ ト す る 
は み 出 し た ビッ ト は , x, c ビ ッ ト へ 格納 され る 





lsd 韻 <data ぁ ,。 Dn 


d は , 1( 左 ),r( 右 ) の いずれ か 
Dn を <data> で 指定 し た ビッ ト 数 (0 一 63) 論理 シフ ト す る 
は み 出 し た ビッ ト は , x,。 c ビ ッ ト へ 格納 きれ る 





lsd <ea> 


d ば , 1( 諾 ), r( 右 ) の いずれ か 
rp 1 ビット 論理 シフ ト す る 
は み 出 し だ ビッ ト は , x,。c ビ ッ ト へ 格納 きれ る 





move <eal>, く ea2> 


<ea1> の 内 容 を く <ea2> に 転送 する 





move <ea>。 CCR 


<ea> の 内 容 を CCR( コ ン デ ィ イション コー ドレ ジス タ ) に 転送 する 





move <ea>。 SR 


<ea> の 内 容 を SR( ス テー タス レジ スタ ) に 転送 する 
特権 命令 








_move SR。 <ea> 
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LSR( ス テー タス レジ スタ ) の 内 容 を く <ea> に 転送 する 








ョ | に 





ーー ーーーーー デ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 680001 ン スト ラク ショ ン モ ッ ト 


| 特権 命 信 で は な い 





USP( ユ ー ザ スタ ッ ク ポ イン タ ) の 内 容 を An に 転送 する 


特 本 信 


move USP, An 








人 move An, USP 。 ーー An の 内 容 を USP( ユ ー ザ スタ ッ ク ポ イン タ ) に 転送 する 


特権 命令 








に | movea <ea>。 An -/ 、 く <ea> の 内 容 を アド レス レジ スタ An に 転送 する 
ー movem <reg リ スト >,<ea> 複数 の レジ スタ の 内 容 を メモ リエ リア <ea> に 転送 する 


push に 相当 する 





movem < く ea>, <reg リ スト > 複数 の メモ リエ リア <ea> の 内 容 を レジ スタ に 転送 する 
pop に 相当 する 





| movep Dn, d16(An) 1/O と デー タレ ジス タ の 間 で デー タ 転 送 を 行う 
movep d16(An), Dn 




















moveqd 半 く <d8>。 Dn 8 ビッ ト の イミ ディ エイ ト デ ー タ を デー タレ ジス タ Dn に 転送 する 
ニー 符号 付き の 乗算 を 行う 

拉 <ea>, Dn 符号 な し の 乗算 を 行う 
nbcd <ea> 制 か らく <ea> と x ビ ッ ト を 減算 する 


結果 は <ea> に 格納 され る 
演算 は bcd で 行わ れる 






































neg <ea> <ea> の 符号 を 反転 する 
| 
negx く ea> <ea> の 符号 を 反転 後 。x ビ ッ ト を 減じ る | 
TOP <ea> ー 何 も し な い 
not <ea> _ <ea> の 1 の 補 数 を 取る 
or PDn {0〔0〔0O 」 Dn に <ea> の 内 容 を or する 
or <ea>, Dn Is Ia に CDn の 内 容 を or する 
ori 斗 <date> <ea> <ea> に イミ ディ エイ ト デ ー タ を or する 
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ori <data>, CCR 


| CCR に イミ ディ エイ ト デ ー タ を or する 





ori せく data>, SR 


SR イミ デイ エッ イト テク を ok ね る 
和 き 権 命令 で ある 








pea <ea> 実行 アド レス <ea> を スタ ッ ク へ push す る 
サ プ ル ー チ ン ヘ へ アド レス を 渡す こと が で きる 
reset 


リセット 映 子 に 接続 き て て いる すべ て の 外部 デバ イス を ハー ドリ セッ ト す る 





rod Dn1, Dn2 


d は , 1( 堪 ), r( 右 ) の いずれ か 
Dn2 を Dn1 で 指定 し た ビッ ト 数 (0 一 63) 回 転 す る 
は み 出 し た ビッ ト は , c ビ ッ ト へ 格納 され る 





rod 壮 <data>。 Dn 


d は , 1( 左 ), r( 右 ) の いずれ か 
Dn を <data> で 指定 し た ビッ ト 数 (0 一 63) 回 転 す る 
は み 出 し た ビッ ト は , c ビ ッ ト へ 格納 され る 





rod <ea> 


d は , 1( 左 ), r( 右 ) の いずれ か 
Dn2 を 1 ビッ ト 回 転 する 
は み 出 し た だ ビット は, c ビ ッ ト へ 格納 され る 





居 


roxd Dn1, Dn2 


d は , 1( 左 ),r( 右 ) の いずれ か 
Dn2 を Dn1 で 指定 し た ビッ ト 数 (0 一 63)x ビ ッ ト も 含め て 回 転 す る 
は み 出 し た ビッ ト は , x, c ビ ッ ト へ 格納 る れる 





roxd 斗 く <data>。 Dn 


d は , 1( 左 ), r( 右 ) の いずれ か 
Dn を <data> で 指定 し た ビッ ト 数 (0 一 63)x ビ ッ ト も 含め て 回 転 す る 
は み 出 し た ビッ ト は, x,。 c ビ ッ ト へ 格納 され る 














roxd <ea> d は , 1( 左 ), r( 右 ) の いずれ か 
Dn2 を 1 ビッ ト x ビ ッ ト も 含め て 回 転 する 
は み 出 し だ ビット は, x, c ビ ッ ト へ 格納 きれ る 
rte 例外 処理 か ら 復帰 する 
rtr サブ ルー チン か ら メ イン ルー チン へ 戻る 
CCR も 呼び 出し 時 に 復帰 する 
rst サブ ルー チン か ら メ イン ルー チン へ 戻る 





sbcd Dni, Dn2 
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| Dn2 か ら Dn1 と Ex ビ ッ ト を 減算 する 








68000 イ ンス トラ クシ ョ ン セ モッ ト 


演算 は bcd で 行わ れる 





sbcd 一 (An1), (Ar2) 


(An2) か ら (An1) と Ex ビット を 減算 する 
演算 は bcd で 行わ れる 





SCC < く @a> 


条件 cc が 真 な ら <ea> の 全 ビ ッ ト (8 ビッ ト ) を セッ ト す る 





stop 土 く data> 


<data> を SR に 転送 する 
その 後 , 割り 込み が 発生 する まで MPU の 動作 を 停止 する 





sub Dn, <ea> 


<ea> か ら Dn の 内 容 を 減算 する 





sub <ea>。 Dn 


<Dn> か ら <ea> の 内 容 を 減算 する 





suba <〈ea>。 An 


An か らく ea> の 内 容 を 減算 する 





subi 井 <data>。 Dn 


Dn か ら data を 減算 する 





subq 壮 く 1 一 8>。 Dn 


Dn の 値 を 1 一 8 の 間 で デ ク リ メン ト す る 





subx Dn, Dn 


倍 精度 の 減算 を 行う 





subx 一 (An), 一 (An) 


メモ リ 配 列 の 倍 精度 減算 を 行う 





swap Dn 


デー タレ ジス タ JDm の 上 位 ワ ソー ド 下位 ワー ド を 交 所 する 





tas < く es> 


マル チ シ ス テム 間 の 同期 を 取る 





trap < ベク タ 番 号 > 


く < ベク トル 番号 > 0 16 の 例外 処理 を 発生 する 














trapv Y ビ ッ ト が 1 の と き , 7 番 の 例外 処理 を 発生 する 
tst <ea> <ea> と 0 と の 比較 を 行う 

結果 は , n,。 2 ビット に 入れ られ る 

v。 Cc ビット は クリ ア さ れる 
unlk An ロー カル エリ ア を 解放 する 
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圧計 上 有 代 BB00O 回 路 図 
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X68000 回 踏 図 


CPU 68000(HD68HC000)) クロ ッ ク ジ ェ ネ レー タ , バス バッ ファ 、 メモ 
リ 及び I/O コ ント ロー ラ , メイ ン メ モリ (ダイ ナミ ッ ク 型 1M バ イト ), 漢字 
ROM (24・16 ド ッ ト 合 わせ て 768K バ イト ), IPL/BIOS ROM (128K バ イト ), 
バッ テリ バッ クア ッ プ RAM (C-MOS・ ス タテ ィ ッ ク 型 16K バ イト ), プ リン 
タ 及 び 立 体 イ 1 ンター フェ ー ス , カレ ンダ クロ ッ ク か ら な る 。 
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テレ ビビ コントロール 端 
コン トロ ー ラ , スプ ライ ト RAM( ス タ 
の 回 路 図 は , 同一 基板 の 回 路 を 2 分 割 






































ティ ッ ク 型 32KK バ イト ) か ら な る 。 
選 夫 や ゆで ず (CUDFE ⑫) で] 衝 で す ) 





X68000 回 路 図 








子 。 ア ナ ロ グ RGB イ ンタ ー フ ェ ー ス (D/A ュ コンバータ を 合 む ), スプ ライ ト 
メイ GRG 
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び サ プ ブ , 出力 用 ), カ ラー イメ ヌー ジュ ニ ッ トイ ンタ ー フ ェ ー ス か ら な る 。 
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アナ ログ カラ ー イ メー ジ ボ ー ド 内 蔵 四 マウ ス 標 準 装備 


ビデ オ や テレ ビ な どの 映像 を 最大 4,.096 色 の リア ル き で 瞬時 に 取り 込み 表示 。 クリエイティブ ワ ー ク が フレ ンド リー に 、 複 雑 な 作画 入力 る 簡単 操作 で 楽し め ゆま も 


ーー ザイ ク 処 理 や 反転 、 階 調 を 変え る 量子 化 処理 な ど 多 彩 な 取り 込み 機能 を 因 ッ > 
ポー ト し た 放 ら ッッ 且 し Pk カ で 生生 に | JI 第 1/ 第 水準 漢字 HOM 実 装 


像 処 理 や CC. 作成 が 楽し ゅ ます 。 表示 能力 8200 ラ イン 4.096 色 同時 表示 、 難し い 人 名 や 地名 1 も スピー ディ に 表示 、 住 所 録 や 名 簿 も 美しい 仕上がり ます 。 








40J ラ イン 4,096 色 中 8 色 表 示 と ゃ ワー アッ プ ' さ れ て いま す 。 明 さ ーー ーー 立 寺 き 
9 dk が N シス テム ・ ユ ー ザ ー 辞 書 装備 
四 4.095 色 対応 ニュ ー テ ロッ 人 ル 機能 音 訓 ・ 部 首 索 引 で 検索 で きる 第 2 水準 漢字 を サポ ー ト 。 専 用 辞書 氏 て も 使え まあ 





4.096 色 の コン ピュ ー タ 画像 は も 5 ちろ ん 、 テ レビ や ビデ オ 映 像 な ど と 重ね 合わ せ た N 
スー 人生 20Gte ジ に 0 凍っ 204 間 ] M / \ イ ト 5 イ 2 ォ ソ 品 ツ ピー ワ 基 搭 載 


= 大 容量 ファ イル と し て は も ちろ ん 、 従 来 の 豊富 な ソフ ト も 活か せる 設計 で ま 
明 H 重 和音 ステ レオ FM 音源 搭載 La 8 3 
L・R2 チ ャ ン ネ ル の オー テオ 出力 に | | の 0 の XX ] ター ボ が 誇る パフ ォ ー マ ンス を 継承 


ウン ド の 世界 が 拡がり まる 200 音 色 を 標準 で 装備 し た ミュ ー ジ ッ ク タツ ー ル も 同 梱 。 高度 な 能力 て 定評 の 漢字 BASIC/ 多彩 が 通信 ツー ル の サポ ー ト で 手軽 な パ ツ コ ン 通信 。 





| 」。。 お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 映 電 子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 全 (06)621-1221( 大 代表 ) 
グセ ー 審 杯 式 会 社 全 徐 庄 事業 未 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 部 〒162 東京 都 新宿 区 市 八幡 町 8 番地 谷 (03)260-1151( 大 代表 ) 


時 電波 新聞 社 層 141 東京 都 品川 区 東 五反田 1 一 11 一 15 電話 (03)445 一 6111 (大 代 ) 定価 2,200 円 雑誌 68469.』 











